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令和７年12月四万十市議会定例会会議録

四万十市告示第105号

令和７年12月四万十市議会定例会を次のとおり招集する。

令和７年11月21日

四万十市長 山 下 元一郎

記

1 期 日 令和７年11月28日

2 場 所 四万十市議会議事堂

令和７年12月四万十市議会定例会会議録（第１日）

令和７年11月28日（金）

■議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

諸般の報告

日程第３ 第１号議案から第40号議案まで

第１号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について

第２号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２

号）について

第３号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第４号）について

第４号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）に

ついて

第５号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について

第６号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２

号）について

第８号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について

第９号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）について
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第10号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について

第11号議案 四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要

する費用の公費負担に関する条例

第12号議案 四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例

第13号議案 四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

条例

第14号議案 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例

第15号議案 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例

第16号議案 幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例

第17号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第18号議案 四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正す

る条例

第19号議案 四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正す

る条例

第20号議案 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例

第21号議案 四万十市道路線の廃止について

第22号議案 四万十市道路線の認定について

第23号議案 四万十市道路線の認定について

第24号議案 宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更することについて

第25号議案 宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第26号議案 宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第27号議案 宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第28号議案 辺地総合整備計画を定めることについて

第29号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市防災セン

ター）

第30号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市天体観測施

設）

第31号議案 公の施設の指定管理者の指定について（環境・文化センター四
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万十楽舎）

第32号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市老人憩の家）

第33号議案 公の施設の指定管理者の指定について（生活改善センター等）

第34号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立富山地区集

会所）

第35号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営農飲雑用水

施設）

第36号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立具同地区集

会所）

第37号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市ふれあいの館

「星羅四万十」）

第38号議案 公の施設の指定管理者の指定について（新安並温泉スタンド）

第39号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市都市公園及び

市立公園）

第40号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営食肉セン

ター）

（議案の上程、提案理由の説明）

日程第４ 所管事項の調査（令和７年９月定例会より継続調査）

（各委員長報告）

■本日の会議に付した事件

日程第１から日程第４まで

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐
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午前10時０分 開会

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより令和７年12月四万十市議会定例会を開会

いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第78条の規定により、議長において川村真生議員、澤良宜由美

議員を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

会期日程について、議会運営委員会でご協議を願っておりますので、その結果について議会

運営委員長の報告を求めます。

山崎 司議会運営委員長。

■議会運営委員長（山崎 司） おはようございます。

議会運営委員長報告を行います。

まず、今期定例会の会期、日程については、11月26日委員会を開催し、協議をいたしました

ので、その結果についてご報告いたします。

会期は、質問者が13名であり、一般質問期間を３日間として、本日から12月17日までの20日

間といたしております。

日程等の詳細については、タブレットの「１、会期日程」に保存してあるとおりであります

ので、ご参照賜りたいと思います。

続いて、所管事項の調査についてご報告いたします。

まず、組織機構の見直しに伴う委員会の所管について協議をいたしました。

これは、今期定例会に提案されている行政組織条例の一部改正案が可決されれば、令和８年

４月から執行部が新しい組織機構となるため、それに応じて委員会の所管を定めた委員会条例

を改正する必要がありますが、その分掌事務が現在の複数の常任委員会にまたがることになる

新設される防災まちづくり課については、総務常任委員会の所管とすることとし、３月定例会

に委員会条例の一部改正案を議員提出議案として提案することといたしました。

次に、電子表決について協議を行いました。

これまで電子表決については、起立表決の場合と同時に議長は賛成の多少のみを述べ、可否

を宣告しておりましたが、賛成のみを諮る起立表決と違い、電子表決は、賛成も反対も同時に

諮っていることから、今後は議長が可否を宣告する際に、賛成の議員数と反対の議員数も併せ

て述べる運用とすることといたしました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査の申出を行うこ
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とに決しました。

以上のとおりご報告いたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で議会運営委員長の報告を終わります。

お諮りいたします。

今期定例会の会期については、議会運営委員長の報告のとおり、本日から12月17日までの

20日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、会期は20日間と決定いたしました。

この際、諸般の報告をいたします。

９月定例会以降における法令の規定により監査委員から報告のあった例月現金出納検査結果

報告書並びに議長の事務及び議長が決定した議員派遣、申合せにより議会運営委員会の委員配

付とした陳情６件と議長が受理した要望書２件については、タブレットの開会日のフォルダ内

に「諸般の報告」として保存してあります。これよりご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第３、「第１号議案」から「第40号議案」までを一括議題といたし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

山下市長。

■市長（山下元一郎） おはようございます。

まずもって、本日議員の皆様のご出席をいただき、12月の市議会定例会が開会できますこと

を御礼申し上げます。

本当に朝晩大分寒くなりましてとはいえ、日中は15度を超えるぐらいまで上がっていくとい

うことで、非常に体調管理の難しい季節ということで、庁舎内でもインフルエンザが大分は

やっているということを聞いておりますので、ぜひとも皆様、くれぐれも注意していただけた

らと思っております。

それでは、今期定例会にお願いします議案につきましてご説明をさせていただきます。

まずは、予算議案で「令和７年度四万十市一般会計補正予算について」など10件、条例議案

で「四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に関す

る条例」など10件、その他の議案といたしまして「四万十市道路線の廃止について」など20件

のほか、報告事項が５件となっておりますので、どうぞよろしくお願いをいたします。

議案の詳細につきましては、後ほど副市長並びに所管のほうから説明いたしますので、私か

らは来年度の予算編成の考え方並びに９月定例会以降における主要課題等への取組についてご

報告をさせていただきます。
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初めに、令和８年度の予算編成方針についてです。

国は、経済財政運営と改革の基本方針2025において、名目ＧＤＰは600兆円を超え、賃金も

２年連続で５％を上回る賃上げ率が実現するなど、成長と好循環が動き始めている。コスト

カット型経済から脱却し、デフレに後戻りせず、成長型経済への移行を確実なものとするため、

当面のリスクへの備え、対応に万全を期すとともに、日本経済全国津々浦々の成長力を強化す

るとしており、賃上げこそが成長戦略の要の下、物価上昇を安定的に上回る賃上げを普及・定

着させ、国民の所得と経済全体の生産性を向上させる。また、新しい日本・楽しい日本を実現

するための政策の核心と位置づけた地方創生2.0の取組などの推進により、強い経済基盤と豊

かな生活基盤を地方に構築し、日本全体の活力を取り戻すとしています。

本市の財政状況は、令和６年度普通会計決算では、財源調整のため、昨年度に引き続き減債

基金の取崩しを行いました。歳入では、自主財源の割合が27.3％で、前年度に比べ1.3ポイン

ト増加しているものの、これは総合文化センター整備の完了に伴う地方債の大幅な減により、

依存財源の割合が減少していることが要因となっており、地方交付税などの財源に依存する構

造に変わりはなく、依然として自主財源に乏しい状況でございます。

歳出では、義務的経費が約111億円で、前年度に比べ約６億円の増、投資的経費が約44億

5,000万円で、総合文化センター整備の完了などにより前年度に比べ約42億7,000万円の減、そ

の他の経費が約105億2,000万円で、プレミアム付商品券事業約４億1,000万円の減や病院事業

会計貸付金３億円の増などにより前年度に比べ約5,000万円の減となっています。

今後の財政収支見通しについては、社会情勢や物価高騰を背景とした燃料費・光熱水費に加

え、給与改定による人件費などの経常経費の増加が続くと予想され、引き続き社会保障関係経

費の負担は大きく、公共施設の老朽化対策費用や過去に実施した事業に係る公債費の増加や計

画される大型事業などと相まって、令和８年度の財政収支見通しでは、前年度に引き続いて収

支不足が見込まれ、市財政の環境は厳しさが一層増していく状況にあります。

このような厳しい状況下において、安心・安全な市民生活の実現、市民サービスの質の確保

を最優先に、人口減少等を見据えた持続可能な社会経済・活力ある地域づくりを実現するため

には、自治体ＤＸなどを踏まえ、あらゆる事務事業をゼロベースから見直し、限られた財源の

効果的・効率的な活用に努め、迅速かつ着実に施策を展開していく必要があります。

このような状況を踏まえ、次の４点の基本方針に沿って令和８年度の予算編成に取り組んで

まいります。

まず、基本方針の１点目は、本年度策定する次期四万十市総合計画に掲げる市の将来像「伝

統が息づき、人がつながり、未来をともに築くまち四万十市」の実現に向けた施策の効果的・

効率的な展開に取り組みます。

２点目は、施策の厳選と重点化です。

厳しい財政状況下でございますが、多様化する市民ニーズへ対応するとともに、市民の皆様
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の生活を守り、活力ある地域づくりの実現に向けた施策をはじめ、緊急性と事業効果の高い施

策へ優先的・積極的に財源を配分します。そのため、事業の緊急性・事業効果を見極めた上で、

優先順位を厳格に定め、不急の新規事業については、実施時期を見送るとともに、既存の事務

事業の分析・検証を行い、廃止・見直し・合理化・効率化に努めます。

３点目は、自治体ＤＸの推進です。

四万十市ＤＸ推進計画及び四万十行政手続オンライン化計画に基づき、自治体ＤＸを推進す

るため、慣例等にとらわれることなく、業務プロセスを含む事務事業の見直しに取り組むとと

もに、デジタル技術やデータを活用して業務の課題解決・合理化・効率化及び市民のサービス

向上に取り組んでまいります。

４点目は、持続可能な行財政基盤の確立です。

少子高齢化・人口減少の伴う市税の減収や社会保障費増加だけでなく、物価高騰による経常

経費の増加も重なり、今後の財政状況は一層厳しくなると予想されます。

そうした中、健全で持続可能な財政基盤を確立するためには、不断の行財政改革が必要です。

全ての施策・事業についてゼロベースの視点に立って、徹底した見直しを行うとともに、第３

次四万十市行政改革大綱及び推進計画に掲げる基本理念及び基本方針の３つの重点項目を常に

意識し、歳入の確保・歳出の抑制に積極的に取り組んでまいります。

次に、南海トラフ地震対策です。

本年３月に国が公表した南海トラフ巨大地震による新たな被害想定に基づき、10月29日には

高知県版の「南海トラフ地震による最大クラスの震度分布・津波浸水予測」が公表されました。

この中で本市の震度分布の予測については、新たな地質調査結果を追加した結果、最大震度７

の割合が８％程度広がっております。

また、最新の地図情報を用いた津波浸水予測は、平成24年当時と比べて若干浸水面積が広が

るなど、厳しい状況は変わっておりません。

なお、この予測に伴う人的・建物等の被害想定については、高知県の検討委員会等で慎重に

議論した上で、本年度末には公表となる予定です。

今回の公表を受け、本市としましては、ハザードマップの改定や各種計画の見直しなどの対

策を進めるとともに、市民の皆様や自主防災組織等には、自助・共助の観点から、引き続き建

物の耐震化や室内の安全対策、避難場所や避難経路などの再確認について啓発してまいります。

次に、本市では、避難所の環境改善の一つとして、県内では初となる多目的トイレカーを購

入いたしました。これは、大規模災害時におけるトイレ不足の解消と避難所の衛生環境の確保

を目的としたもので、来る12月５日には、納車セレモニーを開催いたします。

車両の特徴としましては、有事のトイレ機能はもとより、平時は一般車両として人員輸送や

物資輸送など、様々なシーンに活用できますので、今後の防災訓練や各種イベントで積極的に

活用・啓発することで、市民の皆様の防災意識等の向上にも努めてまいります。
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続きまして、奥屋内へき地出張診療所の廃止についてです。

奥屋内へき地出張診療所は、昭和37年４月に開設され、無医地区の医療確保を目的として、

長年にわたり地域の皆様が安心して暮らせるよう運営してまいりました。

しかしながら、人口減少が著しく、西土佐診療所の経営も厳しい中、令和５年11月１日から

休止しており、再開のめどが立たない状況が続いておりました。

そこで、８月23日に地域住民の皆様に対し説明会を開催し、市の方針としては、当出張診療

所の廃止する考えであることをお伝えし、参加住民の方から一定の理解を得ることができまし

たので、当出張診療所を廃止することを決定いたしました。

なお、地域の住民の皆様には、９月に文書を配布し、説明会の内容報告と併せて、当出張診

療所の廃止について周知を行っております。

なお、廃止後も西土佐診療所への患者の送迎を継続することにより、当出張診療所を利用さ

れていた住民の皆様へ医療サービスの提供を行うこととしております。

また、本議会において関連議案を提出しておりますので、ご審議のほどよろしくお願いをい

たします。

次に、市民病院の医師確保についてです。

このたび令和８年１月１日付で、内科医師の採用が内定しましたのでご報告いたします。

採用内定者は、現在高知県立幡多けんみん病院の勤務されている圡橋直史医師です。令和５

年度に創設した四万十市医師海外留学支援制度にご応募くださったことから、今回採用の内定

の運びとなりました。

圡橋医師は、内科診療の経験も豊富であり、外来及び入院診療の充実と円滑化など、当院の

診療機能の向上に大きく貢献いただけるものと期待をしております。今後も安定的かつ持続的

な地域医療を提供していくため、引き続き医師の招聘に努めてまいります。

続きまして、小児科クリニックの開院につきまして、市民病院西棟１階の空きスペースを活

用して整備が進んでおりました小児科クリニックが、名称を「四万十ぴよ こどもクリニッ

ク」として、12月３日に開院される運びとなりましたので、ご報告をさせていただきます。

院長は、高知県立幡多けんみん病院へ勤務されておりました丸金拓蔵医師で、診療科目は小

児科と小児神経科となっております。小児科診療のほか、予防接種や乳幼児健診、発達障害な

どにもご対応されるとお聞きをしております。本市としましては、小児一般医療の体制維持と

強化の観点から、県の人口減少対策総合交付金を活用し、施設の整備に対して補助金を交付す

ることで支援を行ってまいりました。今回開院される四万十ぴよ こどもクリニックが、四万

十市の未来を担う子供たちの健やかな成長を支えるクリニックの一つとなり、安心して子育て

できるまちづくりにつながるものと大変期待をしているところでございます。

次に、四万十市産業祭についてです。

４回目となる今回は、市制施行20周年記念冠事業として、今月30日に安並運動公園で開催い
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たします。

今回は、四万十市産業祭と西土佐産業祭の合同開催とし、西土佐半家地区の牛鬼及び中村の

子供提灯台の展示や農林水産物の展示即売会など、両地域の産業や文化について見て触れてい

ただく機会を設けるほか、地域自慢の絶品グルメなどが多数そろった物産販売をはじめ、市場

の雰囲気を楽しむ競り体験、東山保育所園児によるぶしゅかんサンバダンスの披露、ちびっ子

相撲大会を実施し、前回以上の盛り上がりとなるよう努めてまいります。

産業祭における様々な取組は、本市の多様な地域資源を生かした「モノ・コト・ヒト」の価

値や魅力を発信する絶好の機会であると考えており、事業者や消費者との交流を通じて、今後

における産業間の横断的な連携の促進や新たな商品・サービスの開発、地産地消・地産外商を

の促進など、本市産業の振興及び市経済の活性化につなげてまいります。

最後に、新食肉センターの整備についてです。

建て替え工事については、一般社団法人四万十食肉公社が、８月の公募型プロポーザルで選

定した共和化工・合田工務店・花木工業特定建設工事共同企業体との間で、契約金額をプロ

ポーザル提案額と同額の73億9,750万円、契約期間を令和12年３月31日までとする設計・施工

請負契約を９月25日に締結しており、現在実施設計を行っています。今後においても、県内唯

一の豚のと畜場としての役割が果たせられるよう、関係事業者の意見も取り入れながら詳細設

計を進め、衛生かつ機能的な施設の建設に向け取り組んでまいります。

また、この契約締結により、公社が建設工事を行うことが決定し、同時に新食肉センターの

設置・運営主体となることが確定したことから、令和８年４月１日からの現食肉センターの管

理・運営につきましても、より効率的・効果的な運営を目指して、指定管理者制度への移行を

視野に、現在取組を進めているところです。昭和42年の操業開始以来、市直営で行ってきたと

畜場事業にとっては、大きな転換となりますが、公社としても早い段階で人員を確保し、ソフ

ト面の強化に取り組み、組織力を高めて持続的なと畜場事業の運営につなげていく必要があり

ますので、関係者の皆様におかれましては、何とぞご理解並びにご協力のほどよろしくお願い

をいたします。

なお、この指定管理者制度への移行につきましては、本議会で関連議案を提出させていただ

いておりますので、ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

以上で９月定例会以降における主要課題等への取組についてのご報告を終わります。どうぞ

よろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 続いて、田能副市長。

■副市長（田能浩二） それでは、私のほうからは、議案を順次ご説明させていただきます。

なお、「第８号議案」から「第10号議案」につきましては、後ほど上下水道課長と市民病院

事務局長からご説明申し上げますので、ご了承ください。

まず、「第１号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）」でございます。



- 11 -

一般会計補正予算書の１ページをお願いします。歳入歳出予算の補正でございますが、

3,226万8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を262億6,640万1,000円とするものでございま

す。

次の繰越明許費の補正、債務負担行為の補正及び地方債の補正につきましては、５ページか

らお願いします。第２表繰越明許費補正でございますが、変更が２件、追加が７件でございま

す。追加７件のうち、８款土木費の都市構造再編集中支援事業２件は、道路修景事業及び公園

整備事業について、国の交付金の内示額の減額により、今年度実施する事業規模の縮小が必要

となり、施工範囲や工法の検討及び関係機関との協議等に時間を要したことなどにより、年度

内の完成が見込めなくなったものでございます。

そのほか、補助決定後や地方債承認後の実施となる事業、今回の補正予算で計上している事

業など、年度内の完了が見込めない事業の繰越しをお願いしております。

６ページの第３表債務負担行為補正でございますが、追加が18件でございます。

このうちふるさと納税業務に要する経費は、寄附の受付、返礼品の発注や掘り起こし、寄附

者からの問合せ対応など、多岐にわたる業務について専門的な知識を有する事業者へ委託し、

ふるさと納税業務の効果的な運用、寄附金の増加や魅力的な返礼品の掘り起こしによる地場産

品の販路拡大などを図るもので、令和８年４月からの新たな体制整備に向け、今年度内に委託

事業者を選定するため、債務負担行為を設定するものです。

そのほか、令和８年度からの円滑な事業実施に向け、業務委託契約を締結しようとするもの

など、それぞれ記載しております事項について期間を定め、限度額の範囲内で債務負担行為を

設定するものでございます。

７ページの第４表地方債補正でございますが、借入額の見直しによりまして限度額を補正す

るものでございます。

起債の目的・限度額・起債の方法・利率・償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございま

す。

次に、歳出でございますが、今回の補正予算では、職員給与費や会計年度任用職員給与費の

見直し、それに伴う特別会計繰出金、企業会計や一部事務組合への負担金などの見直しを行っ

ておりますので、そのほかの主なものをご説明いたします。

19ページをお願いします。３款民生費、１項２目障害者福祉費の特別障害者手当等給付55万

6,000円、心身障害者福祉タクシー17万8,000円、20ページの２項１目児童福祉総務費の障害児

通所給付等910万6,000円、21ページの２目母子家庭等福祉費の児童福祉手当150万2,000円の補

正は、年間見直しによるものでございます。

３目保育所費の保育所休所記念事業補助20万円の補正は、今年度末での休所に伴い実施する

記念事業に係る経費を補助するもので、対象となる保育所及び事業費を精査し、補正するもの

でございます。
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22ページをお願いします。４款衛生費、１項３目予防費の予防接種委託料742万円の補正は、

今年度から定期接種となった帯状疱疹ワクチンも含めた年間見直しによるものでございます。

９目墓園費の361万8,000円の補正は、市立墓地城北霊園の使用許可を受けていた方からの未

使用地返還の申出に伴う永代使用料等の還付金を補正するものでございます。

なお、返還後の区画につきましては、新たに貸付けを予定しており、歳入予算でその使用料

について、併せて補正しております。

27ページをお願いします。９款消防費、１項４目防災費の耐震性貯水槽整備1,839万円の補

正は、国庫補助の配分額を踏まえ、今年度実施を見送りとしていた整備予定箇所のうち、国庫

補助の追加配分により大川筋地区分の整備が可能となったため、当該工事費を補正するもので

ございます。

28ページをお願いします。10款教育費、１項５目奨学事業費の386万8,000円、29ページの３

項２目教育振興費の中学校体育大会等出場補助金98万6,000円の補正は、年間見直しによるも

のでございます。

31ページの６項３目学校給食費の給食材料費644万6,000円の補正は、食材等の価格高騰によ

る影響が続く中、栄養価を保ちながら望ましい給食の提供を維持していくためには、給食単価

の見直しが必要な状況となっており、来年１月分から単価を１食50円増額するため、それに伴

う給食材料費を見直すものでございます。

なお、単価の増額分につきましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、

保護者負担の軽減を図ることとしております。

14ページにお戻りください。歳入でございます。21款諸収入、５項１目雑入の令和６年度後

期高齢者医療広域連合負担金返還金1,203万8,000円は、前年度事業の精算に伴う返還金でござ

います。

そのほか11ページからの15款国庫支出金以下、その他の歳入につきましては、それぞれ歳出

に見合う額を計上しておりますので、ご参照ください。

続きまして、特別会計補正予算書をお願いします。

２ページをお開きください。「第２号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定

補正予算（第２号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、21万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を40億

1,728万3,000円とするものでございます。

９ページをお願いします。歳出でございます。１款総務費及び８款保健事業費で職員給与費

並びに会計年度任用職員給与費の見直しを行っております。

８ページにお戻りください。歳入でございますが、１款国民健康保険税は、年間見直しによ

るもの、９款繰入金は、歳出に見合う額を計上しておりますので、ご参照ください。

13ページをお願いします。「第３号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘
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定補正予算（第４号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、445万円を追加し、歳入歳出予算の総額を４億8,949万

7,000円とするものでございます。

次の繰越明許費及び地方債の補正につきましては、16ページをお願いします。第２表繰越明

許費でございますが、医師住宅整備について、県補助金の交付決定が10月31日となり、事業着

手が遅れたことから、年度内の完了が見込めないため事業の繰越しをお願いするものでござい

ます。

第３表地方債補正でございますが、変更が１件で、起債の目的・限度額・起債の方法・利

率・償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございます。

21ページをお願いします。歳出でございます。１款総務費で、職員給与費の見直しのほか、

診療体制維持に係る派遣医師の報償費及び費用弁償について年間見込みによる見直しを行って

おります。

20ページの歳入につきましては、医師住宅整備に対する県補助金及び市債を見直すほか、歳

出に見合うものとして一般会計繰入金を計上しておりますので、ご参照ください。

26ページをお願いします。「第４号議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算

（第２号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、753万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を７億

66万4,000円とするものでございます。

32ページをお願いします。歳入からご説明いたします。１款後期高齢者医療保険料1,526万

5,000円の補正は、年間見込みにより見直しを行ったものでございます。

３款繰入金、１項２目保険基盤安定繰入金780万9,000円の減額は、保険料軽減額の確定に伴

い減額するものでございます。

33ページをお願いします。歳出でございますが、１款総務費では、職員給与費の見直しを

行っており、２款後期高齢者医療広域連合納付金745万6,000円の補正は、先ほど説明した歳入

を納付するものでございます。

次に、36ページをお願いします。「第５号議案、令和７年度四万十市と畜場会計補正予算

（第１号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、502万8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を２億

8,500万6,000円とするものでございます。

43ページをお願いします。歳出でございます。１款総務費で、職員及び会計年度任用職員の

給与費の見直しを行っております。

42ページの３款繰入金の歳入につきましては、歳出に見合う額を計上しておりますので、ご

参照ください。

次に、47ページをお願いします。「第６号議案、令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計
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補正予算（第１号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、1,990万円を追加し、歳入歳出予算の総額を８億

7,762万1,000円とするものでございます。

54ページをお願いします。歳出でございます。２款鉄道経営助成事業費で、土佐くろしお鉄

道の経営助成について、年間見込みによる見直しを行っております。

53ページの歳入につきましては、歳出に見合う鉄道経営助成基金繰入金を計上しております。

56ページをお願いします。「第７号議案、令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補

正予算（第２号）」でございます。

歳入歳出予算の補正ですが、204万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を41億9,988万

2,000円とするものでございます。

64ページをお願いします。歳出でございます。１款総務費では、職員給与費の見直しのほか、

令和７年度の税制改正に伴う介護保険業務システムの改修経費181万5,000円を計上しておりま

す。

４款地域支援事業費では、職員給与費の見直し、65ページの７款諸支出金では、職員給与費

の見直しに伴う一般会計への繰出金を計上しております。

62ページからの３款国庫支出金以下の歳入につきましては、歳出に見合う額を計上しており

ますので、ご参照ください。

以上で補正予算の説明を終わらせていただきますが、鉄道経営助成基金会計を除く各会計の

末尾に給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願います。

次に、議案書の13ページをお開きください。「第11号議案、四万十市議会議員及び四万十市

長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に関する条例」でございます。

これまで市議会議員及び市長選挙における選挙運動用ポスターの作成につきましては、選挙

運動用ポスターの作成の公営に関する条例に基づき公費負担としておりましたが、候補者間の

公平性を確保し、また経済力にかかわらず立候補の機会を保障することを目的に、選挙運動用

自動車の使用及び選挙運動用ビラの作成に要する経費についても公費負担とするため、新たに

条例を制定するものでございます。

次に、16ページの「第12号議案、四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例」及び17ページの「第13号議案、四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関す

る基準を定める条例」は、一括してご説明させていただきます。

保護者の多様な働き方やライフスタイルにかかわらず、保育所等に通っていない０歳６か月

から満３歳未満の子供が、保育所等の施設を利用できるようにするため、こども家庭庁により

策定されたこども未来戦略加速化プランにおける事業であります乳児等通園支援事業を令和８

年度から実施することとしております。その実施に当たり、「第12号議案」につきましては、

実施事業所の設備及び運営に関する基準を定めるため、また「第13号議案」につきましては、
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実施事業所が乳児等支援給付費の支給に係る事業所であるか、市による確認を行うための基準

を定めるため、新たに条例を制定するものでございます。

次に、「第14号議案、四万十市行政組織条例の一部を改正する条例」でございます。

これは、来年度からの市の組織の改編のため、新たな課の設置などについて所要の改正を行

うもので、主な改編の趣旨は、市長公約の実現に向けた体制の強化、政策推進機能の強化と財

政基盤の両立、住宅専門部署の設置などでございます。

次に、「第15号議案、四万十市と畜場条例の一部を改正する条例」でございます。

これは、令和８年４月１日から四万十市営食肉センターの管理運営を指定管理者によるもの

へ移行するため、所要の改正を行うものでございます。

次に、「第16号議案、幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例」でございます。

これは、食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律及び卸売市場法の改正に伴い、

地方卸売市場における業務規程に掲げるべき事項を追加するため、所要の改正を行うものでご

ざいます。

次に、「第17号議案、四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例」でご

ざいます。

四万十市デマンド交通の八束線につきましては、停留所及び定められた運行経路上でしか乗

り降りできない運行となっておりますが、高齢者の利用が多い八束線の利用者から、自宅付近

までの送迎を希望する多くの声をいただいていることから、他のデマンド交通運行地域と同様

に、自宅付近までの送迎を可能とするエリア型の運行形態に変更するため、所要の改正を行う

ものでございます。

次に、「第18号議案、四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正する条

例」でございます。

これは、四万十川景観計画の改定に伴い、事前の届出が必要となる行為の見直しについて、

所要の改正を行うものでございます。

次に、「第19号議案、四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条

例」でございます。

これは、当該委員会の組織について、実務に合わせた規定内容とするため、所要の改正を行

うものでございます。

次に、「第20号議案、四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例」でござい

ます。

奥屋内へき地出張診療所につきましては、西土佐診療所の医師の諸事情により診療体制が整

わず、令和５年11月１日より運営を休止しておりますが、その後も診療再開のめどが立ってい

ない状況です。このため、本年８月に地元説明会を開催し、当該診療所の廃止について一定の
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理解をいただくことができましたので、12月末をもって当該診療所を廃止することとし、設置

条例の廃止をするものでございます。

次に、「第21号議案、四万十市道路線の廃止について」及び「第22号議案、四万十市道路線

の認定について」は、一括してご説明させていただきます。

当該路線は、団地造成時に現在の形状に整備され、市道の認定を行いましたが、その後の区

域決定、供用開始は行われておりませんでした。当該路線は、特定の造成地への接続のために

設定されたものでありましたが、その後、当該造成地の所有者が、その隣接地を所有すること

となり、当該造成地と隣接地を一体的に利用していることから、今後現在の認定内容において、

市道として区域決定、供用開始する必要がなくなったため、現在の認定路線の廃止を行うとと

もに、今後供用開始が必要となる区間について、新たに同一路線名で市道の認定を行うもので

ございます。

なお、議案関係参考資料として位置図を添付しておりますので、ご参照ください。

次に、「第23号議案、四万十市道路線の認定について」でございます。

当該路線は、四万十市道路認定及び廃止に関する要綱第３条第３号の規定に基づく路線であ

り、四万十市宅地開発指導要綱に基づき、市に無償で寄附することで協議済みでございます。

加えて、当該路線は公益性も非常に高いことから、今回市道として認定するものでございます。

なお、議案関係参考資料として位置図を添付しておりますので、ご参照ください。

次に、「第24号議案」から「第27号議案」までは、同じ「定住自立圏の形成に関する協定の

一部を変更することについて」でございますので、一括してご説明いたします。

四万十市と宿毛市を中心市として、平成22年に周辺市町村と締結された定住自立圏の形成に

関する協定に基づき、圏域で連携する取組を推進しているところですが、取組分野に、新食肉

センターを核とする畜産振興と雇用の場の維持・拡大を追加するため、定住自立圏構想推進要

綱第５(1)並びに議会の議決すべき事件に関する条例第２条第２項の規定に基づき議会の議決

を求めるものでございます。

なお、当該議案につきましては、関係市町村で同一内容の議決を求めるよう手続をしている

ものでございます。

36ページをお開きください。「第28号議案、辺地総合整備計画を定めることについて」でご

ざいます。

令和２年12月議会において承認を受け策定した現地の辺地総合整備計画が、本年度末をもっ

て終了となりますが、辺地地域の生活水準の向上を図るためには、継続して公共施設整備を推

進していく必要があることから、これらの事業実施に当たり有利な起債である辺地対策事業債

を活用するため、来年度から令和12年度までの５か年を期間とした新たな辺地総合整備計画を

策定するものでございます。

51ページをお開きください。「第29号議案」から「第40号議案」までの「公の施設の指定管
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理者の指定について」は、一括してご説明させていただきます。

これは、指定管理者の指定期間が、本年度末をもって満了する37施設と新たに指定管理制度

を導入する１施設について指定管理者を指定することにつきまして、地方自治法第244条の２

第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。

なお、議案関係参考資料にそれぞれ指定団体の概要を掲載しておりますので、ご参照くださ

い。

以上で私からの提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 続いて、岡村上下水道課長。

■上下水道課長（岡村速人） それでは、私から「第８号議案」及び「第９号議案」について

ご説明させていただきます。

まず、「第８号議案、令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について」ご説

明させていただきます。

タブレットの令和７年度四万十市水道事業会計補正予算書の１ページをお開き願います。

第１条、令和７年度四万十市水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

るものでございます。

第２条、収益的収入及び支出のうち支出の補正でございますが、第１款第１項営業費用を

480万9,000円増額し、補正後の事業費用を７億2,509万6,000円とするものでございます。増額

の理由といたしましては、電気料金の見直しによるものでございます。

２ページ目以降、実施計画・説明書等を添付しておりますので、ご参照いただきたいと思い

ます。

以上で「第８号議案」の説明を終わらせていただきます。

続きまして、「第９号議案、令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て」ご説明させていただきます。

タブレットの令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算書の１ページをお開き願います。

第１条、令和７年度四万十市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よるものでございます。

第２条、収益的収入及び支出の補正でございます。まず、収入につきましては、営業費用の

増額見合い分として、第１款第２項営業外収益を526万8,000円増額し、補正後の下水道事業収

益を６億5,338万2,000円とするものでございます。

次に、支出の補正でございますが、第１款第１項営業費用を526万8,000円増額し、補正後の

下水道事業費用を６億5,338万2,000円とするものでございます。

増額の理由といたしましては、電気料金及び職員給与費等の見直しによるものでございます。

第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございますが、職員給与費

の見直しに伴い25万5,000円増額し、2,166万5,000円とするものでございます。
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２ページ目以降に実施計画・説明書等を添付しておりますので、ご参照いただきたいと思い

ます。

以上で「第９号議案」の説明を終わらせていただきます。

■議長（宮﨑 努） 続いて、金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） それでは、私から、「第10号議案、令和７年度四万十市病

院事業会計補正予算（第２号）について」ご説明させていただきます。

令和７年度四万十市病院事業会計補正予算の１ページをお開きください。

第１条、令和７年度四万十市病院事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

るものでございます。

第２条、令和７年度四万十市病院事業会計予算第５条から第９条までを１条ずつ繰り下げ、

第４条の次に１条を加え、第５条として債務負担行為を定めるものでございます。

債務負担行為の内容でございますが、市民病院院内清掃業務に要する経費、夜間警備及び病

院管理業務に要する経費、駐車場管理業務に要する経費は、いずれも令和８年４月からの施設

管理に関する長期継続契約を行うもので、本年度内に入札を実施する必要があることから債務

負担行為として、令和７年度から令和10年度までの期間とそれぞれの限度額を定めるものでご

ざいます。

以上で「第10号議案」の説明を終わらせていただきます。

■議長（宮﨑 努） 以上で提案理由の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第４、令和７年９月定例会より継続調査の所管事項を議題といたし

ます。

本件に関し、各常任委員長の報告を求めます。

先に、瀨正明総務常任委員長。

■総務常任委員長（瀨正明） 総務常任委員長報告を行います。

令和７年９月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項調査のため、

10月６日から10月８日までの日程で行政視察を行い、11月６日に委員会を開催しましたので、

その結果について報告をいたします。

まず、行政視察について報告いたします。

初めに、広島県三原市におけるデジタル化の推進について視察を行いました。

令和４年３月に市民サービスの向上、行政改革、関係人口創出を３つの柱としたデジタルフ

ァースト実行計画を策定し、デジタル・アナログを組み合わせた業務改革、政策判断の高度化

や効率化のためのデータ活用、各分野の課題解決のための新サービス活用の３つの切り口で実

行計画の３つの柱に取り組んでいる。補助金申請等の88％を電子申請化、ＧＩＳ・ＢＩツール

を活用した災害情報共有システムの運用、メタバース空間による遠隔臨場の実施等の実績が得
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られているとのことでした。その他、目に見えて得られた効果として、職員がデジタル化の成

功体験を重ねることで、さらに業務改善が進んでいる。また、市の公式ＬＩＮＥの登録者数は

増加傾向にあり、健康アプリの参加者の募集をしたところ、100名を超える応募があり、デジ

タル化の裾野は、市民の間にも確実に広がっているという印象を持っているとの説明がござい

ました。

次に、山口県岩国市におけるきづなパートナーサービスについて視察を行いました。

岩国市の中山間地域にあるやましろ地域は、面積は岩国市の39％を占めているが、人口は

3.2％でしかなく、なおかつ高齢化率は50％を超えており、高齢化問題が深刻な地域課題と

なっていた。その地域課題をデジタルの活用により解決するため、山口県のやまぐちデジタル

実装モデル創出業務の採択を受けたきづなパートナーサービス事業を令４年度から令和６年度

まで３年間で実証実験を行い、今年度より実装を予定している。実証実験の結果、利用者の満

足度も高く、介護事業所や診療所にも活用の幅が広がるなど、想定以上の効果も感じている。

事業推進には、社会福祉協議会や民生・児童委員の協力が不可欠であったとの説明がございま

した。

次に、11月６日に開催した委員会について報告いたします。

初めに、８月の委員会調査で継続調査とした市有地の個人や団体との貸借状況について財政

課から説明を受け、調査を行いました。

市有地を無償で貸し付けている公共団体等の一覧とその貸付理由、準用河川上の通路橋の占

用許可件数等について説明がありました。通路橋以外の目的の占用許可について質疑があり、

駐車場が１件、宅地が１件、物置が１件あるとの答弁がございました。

次に、大学誘致断念に伴う補助金返還・損害賠償請求における訴状の内容について、委員か

ら要旨説明を行った上で、副市長並びに企画広報課から説明を受け、調査を行いました。

訴状における学校法人の定員確保の見込みに関する市の主張、学校法人に貸付けを行うこと

を協議した経緯、大学誘致の断念の通知に学校法人の要請により地元の反対という表現を含め

た経緯等について、これまでの議会答弁との整合性や不認可となる可能性を市として早期に確

認できたのではないかなど、様々な質疑がありました。執行部からは、「大学誘致断念後に学

校法人の学則変更認可申請の内容やその取組、その他様々なことを俯瞰する中で明らかになっ

てきたことがあり、その事実を踏まえて提訴に至っているもので、議会答弁をした当時と提訴

をした現在では前提条件が異なっており、学校法人との役割分担をする中で進めていた当時の

状況ではやむを得なかったものである。そのような経過から、提訴に係る市の主張については、

今後の訴訟の中で明らかにしていくのでご理解いただきたい。」との答弁がございました。

続いて、所管事項の報告として、まず令和８年度以降の組織機構について、総務課から報告

を受けました。

市長の公約実現に向けた体制の強化と企画広報課の規模の適正化のために、デジタル・情報
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発信を所管するデジタル・広報課を新設し、政策推進機能を強化するため、企画調整部門と財

政部門を統合し企画財政課とする。

また、住宅事業の専門部署を設置し、建築士を集約配置することで、知識・経験の継承を担

保するとともに、非常時の防災対応力を強化するために防災まちづくり課を新設し、現状のま

ちづくり課から計画部門を除いた部署を建設課とするとのことであり、令和８年４月より新組

織での運用を行うため、12月定例会に行政組織の一部改正条例を提案する予定であるとのこと

でした。課名と所管は、市民に定着しているので、市民に混乱が生じないよう課名については

配慮してほしい。企画財政課は、組織の中で牽制機能が働かなくなるおそれがあるのではない

かという意見があり、執行部からは、「市民が混乱することがないよう、広報等により分かり

やすい周知をしていきたい。ブレーキがきかなくなるのではないかという懸念は理解できるが、

現在の財政状況は厳しい状態が続いており、何でも政策にのせて予算をつけていくということ

は不可能で、そういう現状の中で、真に必要な事業を進めていくために庁内で協議する過程で

導き出した結果が、企画調整部門と財政部門の統合であった。」との回答がございました。

次に、幡多信用金庫川崎支店の西土佐総合支所１階への移転について、地域企画課から報告

を受けました。

令和５年度に幡多信用金庫川崎支店から、支所の空きスペースを利用できないかとの相談が

あり、総務常任委員会にも報告するとともに、庁内でも協議を続けてきたが、令和７年３月に

一般競争入札を実施し、参加者は幡多信用金庫１社で、落札金額は、令和７年４月１日から令

和12年３月31日までの５年間の賃貸借料で198万円であった。その後、９月19日から工事を開

始し、11月21日に完成予定、連休中に引っ越しを行い、11月25日に移転オープンすることに

なっているとの説明がありました。

幡多信用金庫職員と一部庁舎を共用することになることで、休日等のセキュリティーについ

て問題がないか質問があり、カウンターにはシャッターが下ろされ、仕切り壁もあるので、鍵

がなければ執務室に立ち入ることはできないとの回答がありました。

なお、その他所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査の申出を行うこと

に決しました。

以上のとおり報告をいたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で総務常任委員長の報告を終わります。

続いて、山下幸子産業建設常任委員長。

■産業建設常任委員長（山下幸子） 産業建設常任委員長報告を行います。

令和７年９月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項調査のため、

10月15日から10月17日までの日程で岐阜県及び富山県内にて行政視察を行い、11月６日に委員

会を開催いたしましたので、その結果についてご報告をいたします。

まず、行政視察についてご報告をいたします。
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10月15日は、岐阜県高山市において、宿泊税について調査を行いました。

高山市の観光は、地域における雇用の確保や経済波及効果など、市内経済にとって必要不可

欠な産業であり、今後持続可能な地域づくりを実現するためには、国際観光都市として成熟し

た飛騨高山の観光の強みを市のまちづくり全般に波及させていく必要があり、そのための財源

として宿泊税を導入したとのことでございました。

高山市宿泊税条例には、宿泊税の使途について明記されており、観光振興事業、環境保全事

業、文化振興事業、危機管理事業、組織運営事業の５つの事業と賦課徴収に要する市の経費や

特別徴収義務者の支援に活用し、具体的な使途については、毎年度の予算編成の中で検討を行

うとのことでございました。

翌10月16日には、富山県滑川市において公民連携課・まちなか再生事業について、富山県射

水市においては液状化の対応・対策について調査を行いました。

滑川市での公民連携課については、先行き不透明な社会の中で、様々な知見や技術に熟知し

た民間事業者と対話を重ねながら、新しい市政を共創・実践し、持続可能で効果的な行政運営

を進めることを目的として設置された。まちなか再生事業については、市街地に住む一日を増

やし、市街地のにぎわいづくりと良好な住環境整備を図るために、平成20年度より実施してお

り、令和６年度より中古住宅の改修に係る費用も交付対象とする見直しを行ったとのことでご

ざいました。

射水市での液状化の対応・対策については、令和６年１月１日に発生した能登半島地震によ

る液状化の被害が集中していた港町地区は、液状化が発生しやすい地盤条件にあり、能登半島

地震と同程度の地震が今後発生した場合、再び液状化が生じる可能性があるため、公共施設と

宅地との一体的な液状化対策を実施することとなった。既存建築物を残したまま、効率的かつ

効果的に公共施設と宅地とを一体的に実施できる地下水位低下工法の適用性を検討することを

目的として、現在実証試験を進めているとのことでございました。

続いて、11月６日に開催しました委員会についてご報告をいたします。

まず、所管事項調査として宿泊税について観光商工課から説明を受け、調査を行いました。

近年、観光振興施策の財源確保に向け、自治体の財政規模拡大に直結する法定外目的税とし

て宿泊税を導入する自治体が増加しており、本市で導入を行う際には、庁内での協議に加え、

観光関連団体など、外部団体を含めた協議が必要になると想定している。令和８年度より導入

に伴う課題等の整理や庁内・庁外の体制を整理し条例の上程や総務省の同意手続などについて

検討を行っていきたいとのことでございました。

委員から、「宿泊税を機能させるには、観光業により軸を置いて取り組まなければ難しいの

ではないか。」との質疑があり、執行部から、「体制の強化も含めて協議を進めていきた

い。」との答弁がございました。

次に、所管事項の報告として、観光商工課からかわらっこキャンプ場再整備事業について報
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告を受けました。

大川筋地区集落活動センターの準備委員会が解散したことにより、残土埋立地の上流側の土

地の活用については、現在白紙の状態で再検討が必要となっている。隣接している下流側をこ

のまま予定どおり単独でキャンプ場整備を進めるわけにもいかず、今後埋立地を一体的に捉え、

利活用について観光商工課・企画広報課・まちづくり課による関係課で検討協議を継続してい

くとのことでございました。

委員から、「大川筋地区から要望は上がっているのか。」との質疑があり、執行部から、

「先日大川筋地区から造成地の方向性について要望があり、今後関係者と協議しながら活用方

針を検討していくとお答えした。」との答弁がございました。

次に、上下水道課から、四万十市水道料金の適正化について審議会の進捗状況に係る報告を

受けました。

水道料金の適正化について、四万十市水道料金審議会条例に基づき審議会を設置し、料金に

ついて調査審議をいただいている。８月25日に第１回会議を開催し、審議会会長宛てに、水道

料金の適正化について諮問を行った。水道事業は、人口減少を背景とした給水収益の増加が見

込めない中、物価高、人件費の上昇などで、事業の経営状況は、これまで以上に厳しい状況に

あり、南海地震への備えも行う必要があるなど、将来にわたり安全で良質な水を安定的に供給

するため、収支バランスの継続的な維持が必要なことから、適正な水道料金について審議をい

ただくようお願いした。現在の状況としては、審議会では料金の改定内容、改定時期等につい

て審議いただき、12月に市長へ答申をいただく予定とのことでございました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査の申出を行うこ

とに決しました。

以上のとおり報告をいたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で産業建設常任委員長の報告を終わります。

続いて、谷田道子教育民生常任委員長。

■教育民生常任委員長（谷田道子） 教育民生常任委員長報告を行います。

令和７年９月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項の調査のため、

10月29日から10月31日までの日程で行政視察を行い、11月４日に委員会を開催しましたので、

その結果についてご報告いたします。

まず、行政視察についてご報告いたします。

10月29日は、香川県坂出市で、高齢者保健・介護予防一体化事業のフレイル予防・オーラル

フレイル対策について調査を行いました。

坂出市では、令和３年度から企画調整保健師を専任として１名配置し、ＫＤＢ（国保データ

ベース）システムを活用して、健診・医療・介護データを分析し、関係課と地域の健康課題を

共有している。具体的な取組の一つとして、フレイル予防・オーラルフレイル対策事業として
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「フレ！フレ！セルフケア講座」を開設し、体力測定、オーラルフレイル、骨粗鬆症、転倒予

防等について、測定と講話をセットにし、より自分の健康に興味を持ってもらえるように取り

組んでいるとのことでございました。

次に、10月30日午前は、和歌山県橋本市にある学校法人きのくに子どもの村学園について調

査を行いました。

学校法人きのくに子どもの村学園では、３つの原則があり、１つ目は、自己決定の原則とし

て、学習計画や行事の立案が子供と大人の話合いで決まり、自分の入るクラスが選べる。２つ

目は、個性化の原則として、個性や個人を尊重し、年齢が同じだからといって、同じことを同

じ方法で同じペースで同じ答えに向かって学習するのではなく、広い範囲の様々な学習や活動

が選べる。３つ目は、体験学習の原則として、本やドリルの勉強よりも実際に作ったり調べた

りする活動が重視され、プロジェクトと呼ばれて時間割の半分を占めている。クラスは、プロ

ジェクトのテーマによってつくられ、子供は好きなところを選んで所属しているとのことでご

ざいました。

続いて、10月30日午後は、大阪府堺市で、眠育について調査を行いました。

眠育は、一つの中学校からの取組から広がったもので、その中学校の教諭が、熊本大学名誉

教授の協力を得て、不登校へのアプローチを、これまでの心の支援だけでなく、新たに体の支

援（睡眠・生体リズムの改善）を取り入れたものである。睡眠不足が免疫機能の低下を招くだ

けでなく、睡眠トラブルによる問題行動も見受けられることが分かっている。実際の取組とし

ては、学校では眠育授業を実施したり、睡眠や朝食を調査し、教員がここ最近の生徒の様子を

見ながら、その調査結果も参考にして眠育面談を実施し、よい眠りができる状態は、不登校を

予防・改善する基盤となると考え、新規の不登校を防ぐ取組として取り組まれていました。

次に、10月31日は、大阪府枚方市で、書かない窓口について調査を行いました。

枚方市では、ワンストップ窓口として、２つの取組をしており、１つ目は、待たせないため

に受付予約制により効果的な窓口運営をしている。２つ目は、書かない・回らないために、窓

口のＤＸＳａａＳの導入により、受付手順を効率化している。窓口ＤＸＳａａＳでは、手続ご

とに職員向けのガイダンスを表示して受付をサポートしたり、手続に必要な聞き取り項目を質

問形式で表示する手続ナビゲーションで手続漏れ防止が図られたり、手続案内書を作成し、他

機関において必要な手続についても案内ができたりしているとのことでございました。

次に、11月４日に開催した委員会についてご報告いたします。

初めに、所管事項の調査として、公立保育所の職員構成について子育て支援課から説明を受

け、調査を行いました。

公立保育所については、通園児童数から必要な職員を割り振り、各保育所の状況に合わせ職

員を配置している。令和７年10月１日現在、会計年度任用職員を含め256名の職員となってい

るとのことでございました。
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委員からは、「あおぎ保育所の正職員が23名、具同保育所の正職員が14名と差があるのはな

ぜか。」との質疑があり、執行部からは、「あおぎ保育所では、０歳児から２歳児までの乳児

保育を実施しているためである。」との答弁がございました。

次に、本市におけるこども誰でも通園制度の計画について子育て支援課から説明を受け、調

査を行いました。

こども誰でも通園制度については、今年度より正式名称が乳児等通園支援事業となり、本市

においても、令和８年度からの実施について全国の状況を確認しつつ、準備を進めている。

本市では、当初子育て支援センターでの実施を検討していたが、今年７月に開催した民間保

育所施設等との意見交換会において、本市事業を実施したいとの意向がある民間施設があり、

同施設での実施を想定して現在手続を進めている。

なお、本事業については、市が認可を行う必要があり、国の給付制度への対応も合わせ、

12月議会には本事業に係る認可基準や給付に係る基準について条例議案を上程する予定である。

また、条例に合わせて認可規則等を含め、令和８年１月には実施希望施設から認可申請を提

出してもらい、子ども・子育て会議等で意見を聞いた上で認可し、４月から事業を実施する予

定でいるとのことでございました。

委員から、「対象年齢について。」の質疑があり、執行部からは、「０歳から２歳までの年

齢基準がある。」との答弁がございました。

次に、地域子育て支援センターにおけるピアサポーターの勤務実績と成果について子育て支

援課から説明を受け、調査を行いました。

本市子育て支援センターは、旧元町保育所園舎に保育士資格を持つ相談員を配置し、子育て

等に関する相談、援助の実施等といったサービスを提供している。この体制に加え、先輩ママ

というより身近な立場、かつ多様な専門性を有するピアサポーターを配置し、相談業務を補完

することで、センターの相談対応領域を拡大しつつ、より適切なアドバイスを行えるようにし、

もって子育て中の保護者の悩みの自己解決につなげるとともに、孤立しがちな子育て初期の保

護者の新たなコミュニティーへの参加を促進する。実際には、現役保護者もしくは育児経験を

持つ元保護者をピアサポーターとして年次委嘱し、おおむね月１回２時間程度、子育て支援セ

ンターにおいてセンター利用者と交流を行っているとのことでございました。

委員からは、「令和７年度のピアサポーターの従事回数が、令和５年・６年度と比べて同じ

くらいの回数に改善されている理由について。」の質疑があり、執行部から、「令和５年・６

年度は、年度途中で委嘱者が代わったりしたことが影響しているかもしれない。現在は、でき

るだけいろんな分野にまたがる方を委嘱するように努めている。」との答弁がございました。

次に、部活動の遠征に対する市の支援（補助金やバス利用）について学校教育課から説明を

受け、調査を行いました。

バスの配車としては、高知県中学校総合体育大会幡多地区予選に対して、市のバスだけでな
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く、民間のバスも活用して対応している。補助金としては、四万十市立中学校の文化及び体育

大会出場補助金交付要綱に基づき補助を出しているとのことでございました。

委員からは、「コロナ禍以降、宿泊施設のキャンセル料の規定が非常に厳しくなっており、

例えばトーナメントで当日試合に負けたら、その晩のキャンセル料が発生している現状がある

が、補助内容等を変えれないものか。」との質疑があり、執行部からは、「現在キャンセル料

は、補助対象外としているが、今後検討項目として考えていきたい。」との答弁がございまし

た。

次に、所管事項の報告として、西土佐診療所及び各出張診療所について、大用保育所の休所

について、医師の採用について、小児科クリニックの進捗状況について、指定学校の変更につ

いて、学校給食における１食当たりの単価の見直しについて、第31回四万十川ウルトラマラソ

ンについて、体育施設における予約システムの導入について、しまんとこどもプロジェクト基

金の設置について、旧文化センターの解体について、しまんとぴあの諸課題について、各所管

課から報告を受けました。

11件の報告のうち、市民病院事務局から報告があった医師の採用については、医師海外留学

支援制度を活用して、内科副部長として圡橋直史医師を令和８年１月１日から採用予定として

いるとのことでございました。

委員からは、「海外から帰ってきての取決めはあるのか。」との質疑があり、執行部から、

「制度上、勤務した年数を海外留学の支援をするもので、現状決まっていることは、市民病院

で１年勤務し、海外に１年留学することまでで、それ以降は未定である。」との答弁がござい

ました。

また、学校教育課から報告のあった指定学校の変更については、令和７年度から３年間の保

幼小中連携モデル地域実践研究事業の指定を受けており、保育所等の年長から小学校１年生ま

でのかけ橋期及び小学校６年生から中学校１年生までののり代期の取組を充実させ、校種間

ギャップを軽減する取組を行っている。このかけ橋期のギャップを少しでも軽減するため、区

域指定のない保育所等から当該地域の小学校へ就学できるように改正したものであるとのこと

でございました。

委員から、「どのくらいの要望を見込んでいるのか。中心部以外の地域に行く子供が少なく

なり、活気がなくなることが懸念される。」との質疑があり、執行部から、「どのくらいの要

望があるかは、現地点では分からないが、教育委員会としては、子供のことを考えて改正した

ものである。」との答弁がございました。

また、生涯学習課から報告のあったしまんとこどもプロジェクトの基金の設置については、

現在小学生・中学生・高校生がプロジェクトに取り組んでいる。令和８年度からは、実施主体

を任意団体の四万十市青少年健全育成会議から教育委員会に変更し、助成金上限も５万円から

10万円に上げる。財源については、寄附を原資とするしまんとこどもプロジェクト基金を設置
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し、市の一般財源と基金の運用で実施する官民協働のまち全体のプロジェクトとして展開して

いくことを目指して取り組んでいるとのことでございました。

委員からは、「今年度のプロジェクトの発表会はあるのか。」との質疑があり、執行部から、

「来年２月に発表会を予定している。」との答弁がございました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査の申出を行うこ

とに決しました。

以上のとおりご報告いたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で教育民生常任委員長の報告を終わります。

小休にします。

午前11時25分 小休

午前11時26分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

先ほどの産業建設常任委員長の報告で、追加がありますので、お聞き取り願います。

山下幸子産業建設常任委員長。

■産業建設常任委員長（山下幸子） 大変失礼をいたしました。

最後の分が抜けておりましたので、報告させていただきます。

最後に、農林水産課から、新食肉センター整備事業の進捗状況について報告を受けました。

９月25日に一般社団法人四万十食肉公社が、共和化工・合田工務店・花木工業特定建設工事

共同企業体と契約金額をプロポーザルの提案額と同額の73億9,750万円、契約期間を令和12年

３月31日までとする設計・施工請負契約を締結した。整備スケジュールは、来年８月には実施

設計を完了させ、以後、排水処理施設、と畜場の本体工事を行い、令和11年２月から３月頃の

仮稼働を目指して整備事業を進めていく。また、整備事業のめどがついたことから、新施設稼

働までの期間における現施設の管理運営についても、令和８年４月１日より指定管理者制度に

移行し、指定管理者を一般社団法人四万十食肉公社とし、利用料金制度による運営を予定して

いるとのことでございました。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 以上で産業建設常任委員長の追加報告を終わります。

これにて各常任委員長の報告を終わります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

なお、11月29日から12月８日まで休会、12月９日午前10時会議を開きます。

12月９日の日程は、一般質問であります。質問者は12月２日火曜日、午前10時までに質問内

容を文書により通告願います。

念のため質問順位を申し上げます。

１番谷田道子議員、２番川渕誠司議員、３番上岡 正議員、４番西尾祐佐議員、５番川村真
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生議員、６番鳥谷恵生議員、７番前田和哉議員、８番松浦 伸議員、９番瀨正明議員、10番

川村一朗議員、11番大西友亮議員、12番寺尾真吾議員、13番上岡真一議員、以上質問者は13名

であります。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。

午前11時29分 散会
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令和７年12月四万十市議会定例会会議録（第12日）

令和７年12月９日（火）

■議事日程

日程第１ 一般質問

■本日の会議に付した事件

日程第１ 一般質問

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司
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午前10時０分 開議

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程に従い、一般質問を行います。

谷田道子議員。

■13番（谷田道子） おはようございます。日本共産党の谷田道子です。

今年最後、12月議会１番くじとなりました。通告に従い質問をさせていただきます。

最初は、眠育、睡眠教育についてお伺いをいたします。

子供の睡眠は、大切だということは誰もが理解していることです。10月の行政視察で堺市の

眠育を研修して、改めて子供たちの生きる力の基礎づくりとして、睡眠の大切さを実感したと

ころです。

研修のとき、説明された資料が、タブレットに入っています。それに基づいて質問をさせて

いただきます。

堺市の眠育の始まりは、11年前、当時中学校の現場から、生活リズムの乱れが、学習意欲や

健康に深刻な影響を与えているという強い危機感があり、この学校が荒れている状態と子供た

ちの睡眠との関わりに注目をした先生の自主的な取組として始まりました。最初は、中学校１

校の取組でしたが、その後、教育委員会が後押しをする形で堺市全体に少しずつ広がっていっ

たというのが特徴であります。子供が自分らしく生きるためには、体の健康だけでなく、感情

のコントロール、他人との関係づくりなど、生活の基礎能力がどうしても必要です。これらは、

実は睡眠と深く結びついています。

スライド４をご覧ください。

堺市の眠育が注目をされる背景です。眠育の始まりが、今映し出されています子供たちの様

子が変だと。だるい、頭が痛い、おなかが痛いということで学校へ行きたくないという状況の

中で、家庭訪問や保健室登校などを繰り返していろんな支援をしていったが、抜本的な改善が

見られなかったということで始まりました。

この堺市の眠育が注目される背景には、熊本大学名誉教授で医師の三池輝久教授が提唱する

小児慢性疲労症候群という研究があります。小児慢性疲労症候群っていうのは、３か月間以上

続く強い疲労感と慢性倦怠感が主な症状になっているようです。学校生活とか日常生活に支障

を来す状態のことです。スライド５・６にもありますが、これは生体リズムとの関係で、体内

時計のずれによって起こること、そしてこのことが日常生活に大きな支障を来すケースが、長

年の研究で指摘をしています。

そこで、お尋ねをします。

本市の子供の睡眠の習慣・実態について把握はどのようにされていますか、現状についてお

聞きをいたします。
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■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 本市では、乳幼児健診や保育所・小中学校において、生活リズ

ム調べを実施し、生活習慣の啓発に努めているところです。

ただし、これらの調査結果を市全体として集計していないため、子供全体の睡眠習慣を統計

的に把握できていないのが現状であります。

子供の適切な睡眠時間につきましては、厚生労働省で作成しています健康づくりのための睡

眠ガイドにおいて、１・２歳児は11から14時間、３か５歳児は10から13時間、小学生は９から

12時間、中学・高校生は８から10時間が推奨されております。

その上で、本市における睡眠習慣の把握としましては、全国体力・運動能力調査の結果を参

考としており、小学５年生では男子の42.2％、女子の46.6％が９時間以上の睡眠を確保してお

り、いずれも全国や県と比べて高い状況です。

一方で、中学２年生では、男子は38.7％と比較的高いものの、女子は23.6％と全国・県と比

べて低い傾向が見られるなど、成長段階によって睡眠習慣に差があることを確認しております。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 分かりました。本市は、全体として集約できてないということです。堺

市ですが、堺市が取り組んでいる眠育っていうのは、基本的な生活習慣の取得を幼児期から中

学校まで切れ目なく支えていく総合的な取組になっていました。それが11年前から少しずつ広

がってきていました。１日の始まり、自分が１日の始まりを整えることができる子供に育って

いけるようにしていくということで、やはり睡眠の教育というのは大切な出発だなというふう

にも私自身も感じました。子供が人生を歩む上で必要な基礎体力、心の安定、学ぶ力を支える、

そういったことを地域ぐるみでやられている堺市です。

睡眠不足が子供に対する影響についてですけど、朝集中力が低下していらいらしたり、学習

意欲の低下、さらには不登校につながっているという事例もあります。本市として睡眠不足が

子供の学習面・行動面に対する影響についてお聞きをいたします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 睡眠が不足したり、生活リズムが乱れたりしますと、まず集中

力や注意力の低下、学習意欲の減退が生じ、授業への理解や学力にも影響することが知られて

おります。

また、睡眠の乱れは、情緒の不安定、不安感、いらいら、ストレスの増加など心の健康にも

影響を及ぼし、堺市の取組でも、不登校や体調不良の背景に睡眠リズムの乱れが関係している

ことが確認されております。

さらに、成長期の子供にとって睡眠は、心身の発達を支える重要な時間であり、睡眠不足は

成長ホルモン分泌の低下、肥満リスク、免疫力の低下など、体の健康にも影響を与えるとされ

ています。
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このように、睡眠の乱れは、子供の学習・心・体の成長に影響することから、早い時期から

の適切な睡眠習慣づくりが非常に重要であると考えております。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 堺市でも、スライド９をご覧ください。熊本大学の教授の知見の中で、

寝不足は脳の成長を妨げると今課長も言われましたけど、寝不足によって、睡眠不足によって、

脳の中にある覚える、考える組織である海馬が小さくなってきて、学習力の低下だったり記憶

力の低下、運動力の低下というところを大学の教授が明らかにして、それを堺市では学びなが

ら取組を進めています。

スライド10では、睡眠の不足は、記憶力、覚えた記憶を定着させていくっていうことで、短

期記憶と長期記憶があって、寝ている間に積み重なっていくようですけど、それが睡眠不足に

よって短期記憶が低下するということもこの教授の知見の中で現れています。

その中で、スライド12をお願いします。睡眠不足がいらいら、小児期の睡眠不足は、後の不

安とか攻撃性につながるということで、突然その学校でもキレるっていうことがあったようで

す。睡眠不足によって、そういうことが発生しているということを明らかにしています。これ

もやはり大切な視点だというふうに思います。

そして、スライド15では、睡眠トラブル、問題行動はこのように起きているということが上

げられています。特に、日中の機嫌が悪くなって、午後から持ち直す、ぼーっとして無気力で

あるというような状況が出てきています。

必要な睡眠時間も、スライドに上げられています。必要な睡眠時間の目安ということで、新

生児から高齢者、どれぐらいの時間が、必要な睡眠時間の目安、何番ですかね。目安が私たち

大人にとっても、日頃の睡眠不足っていうのが、この表からも分かります。やはり、睡眠がそ

れぞれの年代にとって大切で、時間を確保することが必要だということがこのスライドからも

現れてきていると思います。

堺市の眠育は、中学校から始まりましたが、スタートしましたが、その後、小学校、幼児教

育として段階的に広げられてきました。そして、堺市では、睡眠・朝食調査やそれから眠育の

授業も取り入れ、生活のリズムが乱れがちな生徒に対しては、個別面談も行ってきています。

家庭でも一緒にそういう意識づけができるように、絵本の読み聞かせなど啓発活動なども体系

的に位置づけられています。

堺市の眠育の取組について、本市としてはどのように評価しているのか、お聞きをいたしま

す。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 今回、議員の皆様と堺市を視察した内容を関係課で共有いたし

ました。堺市の取組は、教育と医療が連携し、生活リズムや睡眠習慣の改善を通じて、生徒指

導上の課題解消につなげている点が大きな特徴でありました。具体的には、医学的知見に基づ
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いた授業で、睡眠の重要性を学び、睡眠・朝食調査により、自分の睡眠を可視化することや睡

眠が乱れている児童生徒への眠育面談を行うなどにより、自分の生活を整える力を育てる体系

的な取組になっておりました。さらに、この取組を幼・保から小中までが連携して、大人に

なったときに子供の睡眠を守れる力を育てるという共通目標の下での取組を行い、保護者や地

域、医療機関を巻き込んだ啓発、教職員研修の実施、専門医による助言体制など、教育・家

庭・地域・医療が、協働して継続的な取組に広がっており、こうした体制面も非常に参考にな

るものと考えています。実際に、不登校の減少や授業中の集中力向上、自己肯定感の向上など、

成果が報告されており、本市においても、幼児期から中学までを連携した体制づくりを検討す

る上で、大変参考になる取組であると考えております。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） ありがとうございます。私も実際研修に行って、何よりも感動したとい

うのは、やはりこの取組が最初に始まったんですが、それが教育委員会とか施策の中で落とし

込んだんじゃなくって、眠育の必要性を感じた部署が、その部署のやり方で一つ一つ取り組ん

でいって、決して強制して睡眠というのは強制されるものではないので、そういう各部署の一

つ一つの必要性から出発して広がったというところがやはり大きな取組の視点ではないかなと

いうふうに思っています。そして、市全体で段階的に広げていった、家庭と学校・地域が一体

となって生活を整えるというところを根底にしながら、学習をしたり、それからいろんな取組

を進めていったことが特徴だったと思います。

堺市の眠育について、本市で生かせる点についてお聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 現在、本市では、子供たちが大人になるまで身につけてほしい

５つの非認知能力を目標に、保健や保育、学校が連携して取り組むみんなで育てるしまんとち

るどれん、通称しまちるという目標カリキュラムを定めております。この目標の一つに、心身

の健康とたくましさがあり、この目標の目指す姿の一つとして、基本的な生活習慣を身につけ

ることを示しているところであります。

本市の子供に関わる各機関は、それぞれの段階において、このしまちるの共通目標に沿って、

睡眠や生活リズム改善に取り組んでいるところです。今回視察した堺市のように、睡眠や生活

リズムの改善を生徒指導上の課題解決にもつなげていくという視点は、大変参考になると考え

ております。

また、堺市が成人期を見据えた共通目標を設定し、幼児期から中学校まで各年齢段階の機関

が連携して取り組む体制は、本市のしまちるの考え方にもなじむものであり、本市でも取り入

れていける素地があると感じております。

今後、堺市のこうした視点や連携体制について、生かせる部分から検討してまいりたいと考

えております。
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■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） ありがとうございます。今後、検討していく、生かせる部分から実践し

ていく上で、特に子供の睡眠を守るためには課題としてどういうことを認識しているのか、お

聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 子供の睡眠、特に低年齢の子供の睡眠習慣は、家庭の生活リズ

ムと保護者の意識が大きく影響を与えると考えております。現在は、大人の社会が夜型に傾い

ているため、まずは保護者が睡眠の大切さを理解し、家庭全体で生活リズムを整えることが大

切であると考えております。

また、高学年や中学生の年代では、自分自身で生活リズムを整えていく力を育てていくこと

が必要であり、この点においても、堺市の眠育の考え方は、大変参考になるものであります。

一方で、眠育の具体的な内容や実施手法については、まだ広く認知されておらず、本市の執

行部としても今回の視察で詳細を把握したところであり、取り入れていくには一層の理解が必

要であると認識しております。

今後は、関係課が連携しながら、しまちるや現場での取組にどのように反映できるかを検討

し、子供たちが将来、自ら生活リズムを整え、健康を維持できるよう、家庭・学校・保健一体

となった体制づくりを進めてまいります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） ありがとうございます。ぜひ進めていっていただきたいと思います。

それで、スライド29ですが、この眠育を通して、不登校生徒が54％減ったことが取組の中で

報告をされていました。やはり、11年の中で確実に成果を上げていっていることだと思います。

そして、この取組自体が、予算を伴わないで、国のモデル事業などを活用して、市の一財は

使ってないということも堺市では言われていました。工夫しながらやられているというふうに

思います。実際、小学校・中学校の具体的な取組の方向性だとか施策については、あと川村議

員と松浦議員が質問をするようになっていますので、次に譲りたいと思いますので、眠育の質

問はこれで終わります。

次の項目、国民健康保険証、後期高齢医療保険についてお伺いをします。

2024年度末で紙の保険証を廃止して、マイナンバーカードを健康保険証として利用するマイ

ナ保険証へ移行が進められてきました。紙の保険証は、廃止する一方で、マイナンバーカード

の取得は、あくまでも任意であります。この制度設計は、カードは任意だが、保険証利用は実

質的にカードが成り立たないという矛盾を生み、高齢者やデジタル操作が困難な方に大きな負

担を強いているのではないでしょうか。私は、デジタル化も大切なことだと思います。制度に

十分に対応できない市民が、一定数いることも事実だと思います。そのことを行政として、市
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民に対して丁寧に、また国に対しては、市民のこの実情をしっかりと伝えて改善策も検討して

いくようにしてほしいという思いからの質問です。全国的な登録率は、一定伸びていますが、

実際の利用率は、依然として低い状況にあります。本市におけるマイナ保険証の登録率及び医

療機関での実際の利用率についてお聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） まず、国民健康保険被保険者のマイナ保険証の登録率・利用

率についてですが、令和７年９月時点でのマイナ保険証の登録率は66.20％、９月の外来診療

におけるマイナ保険証の利用率は55.19％となっております。

また、後期高齢者医療被保険者につきましては、同じく令和７年９月時点のマイナ保険証の

登録率は66.64％、９月の外来診療におけるマイナ保険証利用率は25.61％となっております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 数字の状況は分かりました。全国的な医療機関での利用率に比べて、本

市の場合は高いというふうに思います。それで、やはりカードを持ち歩くこと自体に不安を抱

える高齢者などは、利用率も低くなっている。高齢者の場合は、暗証番号の管理が難しいわけ

です。そういったこともマイナ保険証の医療機関での利用率の低下の要因だというふうに思い

ます。

全国的には、様々なマイナ保険証でのトラブルが発生しています。本市での保険証をめぐる

トラブル状況についてお聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 本市で把握しているマイナ保険証に関するトラブルとしまし

て、まず医療機関などでのオンライン資格確認時に、市で入力、連携している国民健康保険の

資格状況が確認できない事例や社会保険などに加入した際に、国民健康保険の喪失手続を行っ

ておらず、加入している医療保険が二重となった状態でマイナ保険証を利用した際に、オンラ

イン資格確認で最新ではない情報が表示されたという事例がございました。

オンライン資格確認に関するトラブルにつきましては、医療機関や薬局ごとに導入している

システムやマイナ保険証を読み取る機器が異なりますので、原因を市側で特定することは困難

ですが、このような事例におきまして、医療機関などから市にお問合せをいただき、資格情報

について連絡するなどで対応しております。

また、社会保険などに加入した際の国民健康保険の喪失手続の必要性につきましても、今後

周知に努めてまいります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） やはり、医療機関でのトラブルですよね、読み込みの問題とか確認の問
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題だと思います。高知保険医療協会が実施したマイナ保険証使用によるトラブルがあったって

いうアンケートでは、60％がトラブルがあったというふうに答えています。四万十市でもいろ

んな事例があったというふうに思います。やはり、そこがスムーズにいかないと、マイナ保険

証を利用するということはなかなか難しくなってくるんじゃないかなと、高齢者の場合なんか

特に思います。

次に、2025年11月12日付で、厚労省保険局医療介護連携政策課から医療関係団体向けにマイ

ナ保険証を基本とする仕組みへの移行についての周知という事務連絡が出されています。資格

保険証へ切り替える制度に関する案内だと思いますが、この内容について教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） ご質問いただきました令和７年11月12日付の厚生労働省保険

局発出の事務連絡は、令和７年12月２日に全ての保険者で発行済みの現行保険証の有効期限が

到来し、マイナ保険証を基本とする仕組みへと移行することに伴い、医療機関や薬局などでの

運用に当たっての留意事項などについて、従来示されてきたものも含めて、改めて周知するも

のとなっております。こちらの事務連絡は、公益社団法人日本医師会や公益社団法人日本薬剤

師会など、医療機関や薬局などの関係機関に対して発出されたものでございます。

主な内容としましては、マイナ保険証の利用が進み、マイナ保険証の使用に不慣れな方やマ

イナ保険証を利用する患者が増えても、可能な限りスムーズに受付、受診などができる環境づ

くりを行っていただきたいこと。12月２日以降、期限が切れた健康保険証や保険者から通知さ

れた資格情報のお知らせのみを持参した場合でも、被保険者番号などにより、オンラインでの

資格確認などを行うことで、一定の負担割合で受診できるよう対応することは、暫定的な対応

として差し支えないこと。ただし、このような対応は、令和８年３月末までの暫定的なもので

あり、次回以降の受診時には、マイナ保険証か資格確認書を必ず持参いただくよう呼びかけを

行うことなどでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 12月２日以降について、保険証がマイナ保険証に切り替わるということ

で、医療機関に対して事務連絡という形でされているんですが、この令和８年３月までは、暫

定的に従来の保険証が使えるという確認でいいんでしょうか。マイナ保険証、カードを持って

ない紙の保険証の場合ですね。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 12月２日以降は、マイナ保険証をお持ちの方はマイナ保険証

での受診をしていただきたいということと、マイナ保険証をお持ちでない方は、資格確認書で

受診をしていただきたいということですけれども、先ほどと繰り返しになりますが、期限が切

れた保険証を間違ってお持ちいただいたり、資格情報のお知らせのみを持参された場合でも、
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暫定的に対応として差し支えないことという内容になっております。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） そしたら、次に、国民健康保険と後期医療保険について、その資格確認

書の有効期限についてお聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 現在交付しております本市の国民健康保険の資格確認書の有

効期限は、令和８年７月末までとなっており、後期高齢者医療の資格確認書についても同様で

すが、一部例外があり、令和８年７月末より短い有効期限を設定している場合がございます。

令和８年７月末より短い有効期限が設定される主な例としましては、まず国民健康保険の場合、

70歳に到達する方は、70歳に到達する月の月末まで、１日生まれの方は、誕生月の前月末まで、

75歳に到達する方は、75歳に到達する日の前日までが有効期限として設定されております。

70歳に到達する方につきましては、70歳から74歳の国民健康保険の被保険者の負担割合が、所

得状況などによって異なりますので、70歳到達月の翌月から使用できる負担割合を記載した資

格確認書などを新たに交付するためであり、75歳に到達する方につきましては、75歳の誕生日

から後期高齢者医療に加入するためでございます。

また、後期高齢者医療の場合は、65歳以上、75歳未満で、申請により一定以上の障害がある

と認められて、後期高齢者医療の資格を取得した障害認定対象者につきましては、障害認定の

終了日が有効期限となるため、通常より有効期限が短い場合がございます。

そのほかにも、外国人の方で在留資格の有効期限が７月末より以前の場合は、通常より短い

有効期限で資格確認書を交付しております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 分かりました。資格確認書の有効期限については理解しました。

それで、従来、保険料を滞納していた方、この方、保険証の有効期限についても同じ考えで

いいでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 滞納していた方というのは、すみません。

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午前10時34分 小休

午前10時35分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 資格確認書の有効期限についてですが、保険料を滞納している、払えて

ない方の資格確認書についての発行はどのようにされていますか。
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■議長（宮﨑 努） 武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 今こちらのほうで明確にお答えすることができませんので、

また後でお答えさせていただけたらと思います。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 次に、特にマイナ保険証を持ち歩くこと自体が難しい方とか、機械の操

作が困難な方に対して、やはり国の制度設計が十分ついていないということも理由にあると思

います。利用しやすいデジタル化などの改善に向けて、国に対しても責任を持ってもらえるよ

うに要望していくべきこともあると思いますので、その点、国に対しての要望について担当課

としてはどのようにお考えか、お聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えさせていただきます。

現在、国民健康保険におきましては、マイナ保険証をお持ちでない方には、申請の必要なく

紙の資格確認書を交付しており、またマイナ保険証をお持ちの方でも、受診に介助などが必要

な事情がある方には、申請により資格確認書を交付しております。

後期高齢者医療の被保険者につきましては、令和７年７月末まではマイナ保険証をお持ちか

どうかにかかわらず、被保険者全員に資格確認書を交付しておりますが、令和８年８月１日以

降は、国民健康保険と同様、マイナ保険証をお持ちでない方には、申請の必要なく、資格確認

書を交付し、マイナ保険証をお持ちの場合でも、マイナ保険証での受診が困難などの事情があ

る方には、申請により資格確認書を交付する予定となっております。

高齢者に限らず、受診に介助が必要などの事情により、マイナ保険証による受診が困難な方

がいるということは事実でございますので、この紙の資格確認書の交付は、今後も継続されて

いくということが見込まれているところでございます。現時点で国へ、今の状況を踏まえます

と、要望するということは検討しておりませんけれども、今後マイナ保険証の資格確認を基本

とした運用が円滑に行われることが困難になるような事情というものが発生した場合におきま

しては、必要に応じて市長会などを通じてしっかりと国のほうに要望を行っていきたいという

ふうに思います。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 私は、やはり国の責任でデジタル化が進められてきています。確かに、

デジタル化は大事だと思うんですけど、現場のそういう取り残される人たちがいるとすれば、

やはり国に対して環境改善を強く求めていっていただきたいというふうに要望して、次の最後

の質問に移ります。

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午前10時39分 小休
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午前10時39分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

先ほど回答を保留した件につきまして答弁を求めます。

武田市民・人権課長。

■市民・人権課長（武田千尋） 先ほどの回答ですけれども、滞納されている方も７月末まで

の期限になっております。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） ありがとうございました。よかったです。

次に、最後の項目に移ります。

税の滞納についてです。

税の滞納に至る背景は、非常に多様です。複雑な困難が重なっているケースが少なくありま

せん。急な失業や収入の減少、病気やけが、介護が重なった場合、また精神的な不調、頼れる

人がいない、孤立など、生活基盤が揺らぐ中で税が滞ってしまう場合が多くあります。どのよ

うな生活状況の中で滞納が起きているのか、そこでどのような困難や支援のニーズが隠れてい

るのか、単なる徴収強化ではなくて、必要な支援につなぐことで生活を立て直すこともできま

す。結果として、市としてそうすることによって、収納率の向上にもつながるはずです。こう

した点を丁寧に把握しながら、債務整理を実践している自治体もごく少数ですがあります。

そこで、本市では、滞納者の生活状況やその背景の把握についてこれまでどのように取り組

んできたのか、また困難があるケースについてどのように把握されているのか、お聞きをいた

します。

■議長（宮﨑 努） 山﨑税務課長。

■税務課長（山﨑行伸） お答えをいたします。

まず、議員も既にご承知のことと思いますけども、滞納処分というのは、地方税法に基づい

て、納期経過後20日以内に督促状を送付しまして、そこから起算して10日を経過したまでに完

納しない場合に行わなければならないというのが法律上の規定になっておりますが、実際のと

ころは、督促発送後10日後直ちに滞納処分はしておらずに、督促の納付がなかった場合は、催

告書の送付とか、電話での催告などを行いまして、並行して財産調査を行うわけですけれども、

催告に無反応、要は反応がない方については、滞納処分をするという流れになってございます。

そういった中で、先ほど議員もおっしゃったような要因というのは様々あるわけでございま

すけれども、税務課としましては、まず自主納付の増長を図るということが肝要と考えており

ますので、催告の段階で納付についてのご相談をいただいたときに納付計画を立てるんですけ

れども、そのときに個人の生活状況、収支の聞き取り等を行った上で、収入に見合った分割納

付とか、納税者の生活の実態を考慮した対応をしております。場合によりましては、支出の見

直しに対する助言を行うなどできるだけ早期に滞納状態を解消するよう努めているところでご
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ざいますが、議員ご指摘のようなさらに奥深く家庭の状況まで踏み込んだ聞き取りまでは至っ

てない状況にございます。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 一収納課で深く相談を受けるっていうのは、やはり限界は確かにあると

いうふうに思います。それで、この滞納相談の中で、生活課題が明らかになった場合に、関係

部署へのつなぎについて本市ではどういうふうに滞納相談の中で関係部署へのつなぎがされて

いるのか、その点についてお伺いをします。

■議長（宮﨑 努） 山﨑税務課長。

■税務課長（山﨑行伸） お答えします。

ケースとしましては、経済的に困窮しているケースというのがメインになってこようかと思

うんですけども、他部署へのつなぎが必要と思われるケース、例えばですが、生活保護費受給

の対象となるほどの生活困窮者の場合は、福祉事務所のほうに引継ぎをいたしますし、それか

ら一例を申し上げますと、学校給食費について、要保護、準要保護の制度の活用に関する学校

教育課への相談といった、必要に応じた相談を促したり、本人のご了承を踏まえた上で直接引

き継ぐ場合もございますが、最近ではそういった事例がないような状況にございます。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） やはり、滞納の背景には、単なる納付の遅れだけでなくて、深刻な課題

も潜んでいるというふうに思います。失業や病気、介護の疲れなど、単純にあるが払わないと

いうことではなくて、困難な課題があるので払えない状況という、複合的な課題を抱えている

市民に、まさに断らない相談を掲げて、重層的支援体制整備事業、その重層の想定している対

象ではないかというふうに思います、複合的課題を抱える市民、税の滞納にはなっていますが、

複合的な課題を抱える対象者と重層的支援事業、この事業との連携はできているのでしょうか、

その点についてお聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 渡辺福祉事務所長。

■福祉事務所長（渡辺和博） ご答弁させていただきます。

令和６年から重層的支援体制整備事業というものがスタートをしております。これに伴いま

して、昨年の９月に、税務課に限らず、上下水道課等にも、納付相談を受けた際に、自立した

生活の維持が将来にわたって難しい場合については情報提供するようにお願いをしております。

こういった情報提供があった場合、改めて本人のアセスメントを行いまして、複合的な課題を

抱え、部署を横断すべき事案と判断されることとなれば、多機関協働による重層的支援会議、

あるいは支援会議を行うということになろうかと思います。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 全部が全部、重層に係る事案ばかりではないというふうに思いますが、
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具体的にそのような事例についてあればお聞かせください。ないでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 渡辺福祉事務所長。

■福祉事務所長（渡辺和博） そういう部署から情報提供があった経過も、令和６年度以後で

すが、ありません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 事例はないということですね。やはり、納税相談の中でその課題の解決

をしていくっていうことがすごい大事になってくると思います。これは、事例なんですが、高

知県のいの町では、滞納を単なる徴収の問題として扱うのではなくて、むしろ住民の困り事を

把握して、必要な支援につなぐ入り口として捉える姿勢を明確に打ち出しています。滞納相談

に来られた方が、実は生活の困難を抱えていた場合には、その担当部署、福祉だったり、それ

ぞれの部署と連携をして課題に向き合って生活の立て直し、いわゆる生活再建で債務の整理を

しているようです。滞納に至る背景っていうのは、前にも述べましたが、様々な要因がありま

す。そこのところをどう解決につないでいくのかというところで、いの町は、債務整理を生活

再建型で行っているわけです。このいの町のように、滞納の整理を生活の再建、債務の整理と

して捉えていくやり方について、本市としてはどのように評価しているのか、お聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 山﨑税務課長。

■税務課長（山﨑行伸） まず、ご質問の生活再建型滞納整理については、これ国の制度でも

ありませんし、ガイドラインもないもので、ある地方公共団体がそういう経験上から派生した

ような取組ということで認識しているんですが、そういった中で、税の滞納を聞き取ることで、

生活の実態が明らかになるだろうという、税の滞納を切り口として取り組むというふうに思っ

ておりますが、先ほどご質問にありましたいの町の取組を参考に例示をしていただきました。

こちらとしましても、いの町にお聞きをさせていただいたんですが、特徴的だなというのが、

納付相談に来られない方については、自宅を訪問して生活状況を聞き取っておられるというこ

とで、きめ細かな情報収集を行われているようでございます。中には、借金の借用書類といっ

たものを持参させて、時効が消滅した借金の有無、こういったものも確認の上、状況に応じて

弁護士につなぐというようなことも、件数は僅かですが、そういった取組もされているという

ふうにお聞きをいたしました。

これを本課の収納対策室の現体制ということで捉えますと、２か月に一度、催告書を送付し

ておりますけれども、１回でおおむね1,500から2,000件を５名の担当者で割り振って対応して

おります。その後の電話催促、それから資産調査、滞納処分と一連の業務があることを踏まえ

ますと、今の業務に加えまして、いの町と同様の取組を行うことは、正直現実的ではないとい

うふうに考えているところでございます。

また、生活再建という視点だけで捉えますと、収納分野だけがやみくもに行っても効果は限
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定的になるでしょうし、本分である徴収業務に支障が出たことで、貴重な自主財源の取りこぼ

しによって徴収率が下がるようなことがあってはならないと考えております。

税務課としましては、これまで以上に納税相談にお越しいただけるような手だてを考えてい

く中で、関係機関につなぐ、こういったケースを増やしていければいいと考えておりますし、

生活に困窮している要因は、税金だけではございませんので、関係部署との連携や役割分担の

整理も必要ではないかと感じているところです。今回ご提案のこのいの町のことも含めた生活

再建型滞納整理業務につきましては、私自身不勉強ということもございます。制度の導入効果

ですとか、それから全庁的な実施体制というのも把握できてない状況にございます。この先進

自治体、数自治体が行っているこの業務については、先ほど申しましたように、税の滞納を生

活困窮のシグナルとして活用し、生活の自立支援を行うということが多いものですから、本課

から先進自治体へお問合せをさせていただいた上で、効果の度合い、それから具体の事務処理

方法や手順、それに伴う体制といったことを整理の上、まずは関係課との情報共有をさせてい

ただきたいと思います。滋賀県の野洲市というところは、先進地自治体ですけれども、そこは

市民生活相談課というような新たな相談の一元化をするような部署までつくったというところ

もございますので、本市に当てはめたときに、どういったものがこれが効果があって、やるべ

しになればどういった体制が必要なのか、そういったことも整理が必要かなというふうに考え

てるところでございます。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） ありがとうございます。やはり、それぞれの自治体の取組の特徴はある

と思います。ぜひいの町で訪問されているということも課長が調査をして分かったわけですけ

ど、それが即四万十市に当てはめれるかといったら、決してやはりそこは無理があるかもしれ

ません。でも、そういう一人一人の状況をどうつかんでいくかというところの視点ということ

は大事だと思いますので、ぜひ検討をしていっていただきたいという思いをしています。

最後に、本市として重層的支援体制事業の中に生活再建を取り込むことについての本市の考

えについてお聞きをします。

■議長（宮﨑 努） 渡辺福祉事務所長。

■福祉事務所長（渡辺和博） 重層的支援体制整備の中で生活再建を取り込むのか、基本的に

は生活再建、生活を再建させることを目的としておりますので、ここでは生活を再建するため

に債務整理を行うのかということで答弁をさせていただきます。

これまで重層の中でケースを取り扱ってきた中で、債務整理の促しをした事案はございます。

債務整理というのは、支援方法の一つの選択肢であり、経済的な不安を払拭するという意味で

は、大事なことと捉えておりますが、本市的な部分で言いますと、どうしてこういった状態に

陥ったのかという原因を明らかにした上で支援の具体的な方法を構築していくことになります。

特に、債務整理の中には自己破産という方法もございます。貸手側にとっては債権を回収でき
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ないということと、借りた本人が十分な振り返りがない場合は、こういった制度に依存的にな

り、一定の期間を経て借入れが可能となった時期に、再度返済見通しを持たない借入れをして

しまうおそれもございます。したがって、ケースの見立てにより支援方法は多岐にわたると思

います。本人が社会性を獲得した上で、どう社会参加し、自立をしていくのかを目的としてい

ますので、自己破産を前提とした債務整理については慎重に扱う必要があるということも付け

加えさせていただきます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 谷田道子議員。

■13番（谷田道子） 困難な中で生活している人の状況をどう打開していくのかということに

ついては、やはり市民一人一人の生活に寄り添って、そして困難を抱えた方が取り残されない

仕組みづくりについても大事な視点だというふうに思いますので、今後本市もそういう視点で

取り組んでいっていただきたいということで、私の今回の質問の全てを終わります。ありがと

うございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で谷田道子議員の質問を終わります。

11時５分まで休憩といたします。

午前10時56分 休憩

午前11時５分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 日本共産党の川渕誠司です。

一般質問を行います。

昨夜、東北から北海道にかけて、最大震度６強という大変強い地震が発生しました。今朝も

北海道から関東までの幅広い範囲で最大震度４という地震が起きています。さらに、後発地震

注意情報も出されましたので、本当に油断できない状態が今後も続いていくかと思います。い

つ起こるか分からない、そういう地震に対処するには、事前の準備、事前のしっかりした備え

しかないというふうに思います。

最初に、事前復興まちづくり計画について伺います。

私は、この計画が、市民の命と暮らしを守る上で極めて重要なものだというふうに認識をい

たしまして、今回で６回目の質問になります。担当課には、９月議会で要請した策定委員会の

メンバーと議事録のホームページ上での公開、すぐに実行していただきました。ありがとうご

ざいます。議事録につきましては、引き続き掲載をお願いをしたいと思います。

今回は、計画策定の組織について伺います。

６月３日に策定業務の事業者が、プロポーザルで決定をされました。６月27日には、四万十
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市事前復興まちづくり計画策定委員会設置条例が公布施行され、20人の策定委員が選出をされ

て、８月22日には第１回の会議が行われています。９月29日には、庁内の検討会議設置要綱が

公布施行され、その組織は、副市長を会長に30人の委員で構成されるようです。

３つの組織がいずれも事前復興まちづくり計画の策定を任務としていると思われますが、そ

れぞれの役割、関係性はどのようになっていますか。市民の皆さんによく分かるように、易し

く、簡潔に説明をお願いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） お答えいたします。

まず、策定委員会についてでございますけれども、学識経験者や関係機関、それから地域の

代表者等から構成をするものでございまして、事務局が提示する計画案の審議はもとより、多

様な立場からの意見を出していただきまして、専門的・総合的な観点から計画について検討す

る場となります。

次に、庁内検討会議でございますが、関係課長等で構成をいたしまして、計画案の作成に関

する検討、それから策定委員会で出された意見等を基に、必要な調査や調整、作業などを行う

ために組織をしたものでございまして、庁内の作業部会的なイメージをしてもらえればいいか

と思います。

また、本年６月にプロポーザルにより契約をしました受託事業者の役割でございますけれど

も、計画案の策定はもとより、策定委員会とそれから庁内検討会議の運営支援、資料作成など

の業務を行っております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） そうしますと、一番中心になって動くのは策定委員会、その下請と言っ

たら悪いですけど、その準備をしていくのが庁内の検討会で、それぞれの資料は、業者が作成

をすると、そんな関係になっていきますか。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） おおむねおっしゃるとおりでございます。業者が中心に計画案

を作成をいたしまして、それについて庁内検討会議でも検討を重ねた上で、策定委員会に諮り、

そこで出た意見についてまたさらに庁内検討会議でも協議をするといった流れでございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 分かりました。

それでは、庁内検討会議ですが、これはもう既に開催されたんでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） 庁内検討会議につきましては、去る10月30日に１回目の会を開

催いたしました。
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議事の内容といたしましては、８月末に開催いたしました策定委員会で出された意見に対す

る今後の対応方針、また現在の作業状況などを報告をした上で、次回の策定委員会開催に向け

ての作業依頼等を行ったところでございます。

また、当計画の基礎資料となります市民アンケートにつきまして、この会議で内容確認をし

た上で、先日、被害が想定される下田・八束地区の全世帯並びに東山の一部世帯への送付を

行ったところでございます。

この庁内検討会議につきましては、復興まちづくりという難しいテーマに対し、より明確な

イメージを持ってもらうことが非常に重要であると考えておりますので、今後も東日本大震災

の復興事例をはじめ、国の動きや最新情報の共有、また分かりやすい資料の提供などを心がけ

ながら、議論を深めていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 庁内検討会議、予定では予定表を見ますと９月とあったので、10月30日

は随分遅れたなというふうに思うんですけども、何か理由はございましたか。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） 特に大きな理由というのはございません。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 先ほども言いましたように、非常に重要なものになると思いますので、

絶対遅れのないようにしっかり進めていって、再来年ですかね、しっかり完成させたものを

我々に提示をしていただきたいと思いますので、また途中経過についても随時報告をいただけ

ればと思います。どうかよろしくお願いをいたします。

次に、９月議会でも質問しました具同ヤンマ橋付近の道路の排水の件です。

まちづくり課長の答弁で、以前からこの場所については、地区からも要望が上がっていたと

いうことでした。恐らく複数あると思うんですけども、いつどこから要望が上がっていたのか、

お答えください。

■議長（宮﨑 努） 津野まちづくり課長。

■まちづくり課長（津野智宏） お答えいたします。

このご質問につきましては、９月議会でご答弁させていただいたところですけども、この要

望につきまして、いつどこからというご質問に対してお答えいたします。

このご要望につきましては、過去おおむね10年の文書記録を確認させていただきました。そ

の中で、令和６年度及び令和７年度と計２回、具同田黒１区区長から要望書が提出されている

ことを確認しております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。



- 46 -

■９番（川渕誠司） 分かりました。区からも６年度・７年度に要望が出ていたということで

あります。

９月議会で私が求めました具同ヤンマ橋周辺道路の抜本的排水対策についてですが、課長か

らは、緊急性並びに本市の予算状況などを踏まえて、委託設計など具体的な実施時期を見極め

て検討していきたいという回答があったと思います。まだあまり日はたっておりませんけれど

も、具体的な検討は始まったのでしょうか、進捗をお答えください。

■議長（宮﨑 努） 津野まちづくり課長。

■まちづくり課長（津野智宏） お答えします。

ここにつきましては、お答え９月議会でもさせていただきましたけども、近年の異常気象に

よる豪雨の増加であったりとか、周辺の土地利用の変化によりまして、現行の排水機能を超え

る水の流れがあるということで、十分な対応が難しくなっている箇所であると推察しておりま

す。

現状ですけども、現地の状況の把握でありますとか、既存資料、特に上流域、開発が進んで

おりますので、その資料の収集であったりと既存排水能力の評価と対策の検討に必要となる基

礎的な情報収集を現在進めているところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） この要望は、今示されたように、区からも出ていると。しかも、私もこ

れ思いつきで言ったわけでなくて、具同地区の防災連絡協議会の中で、皆さんから出された問

題です。そこには、各区長もいます、防災委員もいます、消防もいます、それから婦人会があ

ります、保育所がいましたというようなことで、本当に幅広い分野から皆さんお集まりになっ

て、そこでの要望なので、あっそうですかと簡単に引き下がれないんですよ。ぜひ具体的な実

施時期ということで、委託先を含めた具体的な実施時期を３月議会にはお示しいただきたいと

思いますので、どうかよろしくお願いをいたします。その点、何かございますか。

■議長（宮﨑 努） 津野まちづくり課長。

■まちづくり課長（津野智宏） お答えします。

まずは、来年度に排水経路、先ほどの調査ですけども、具体的な内容を整理した上で、その

成果を持って、予算に関係することでございますけど、例えば９年度とかに詳細設計、具体的

なところ、そこに移っていければというふうに考えておりますが、まずはそこを目指していき

たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） ぜひ詳細設計に移せるようによろしくお願いいたします。

続いて、大学誘致の検証に移ります。

これは、検証委員会をぜひつくってほしいと市長に何度もお願いをしましたけれども、今の
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ところその考えはないということですので、もうこの場で検証するしかない、そんな思いで毎

回この問題を質問しております。どうかよろしくお願いいたします。

大学誘致につきましては、誘致が実現しなかったというだけでなく、７億円を超える損害が

発生をし、それを取り戻すために訴訟という事態に至っています。これは、明らかに事業の失

敗です。ここから何らかの教訓を導かなければ、また同じことを繰り返すことになりかねませ

ん。

そこで、山下市長が就任された直後の６月議会で、大学誘致事業で教訓とすべきことは何か

と尋ねました。市長は、地元とのコミュニケーション不足があったんではないか。そこをしっ

かりやっていくことが大事だと、そういう趣旨の答弁をされたと思います。その後、住民によ

る事務監査請求に対する監査結果が出され、また提訴に対する反訴が起こるなど、新たな状況

が生まれています。また、半年という時間の経過もありますので、再度大学誘致事業で教訓と

すべきことは何なのか、現在の市長のお考えをお聞きします。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

６月のときに答弁させていただいた部分で重なる部分としましても、やはり地元との今回コ

ミュニケーション不足というのはあったんじゃないかなというふうに改めて感じているところ

でございます。

また、今回、様々な訴訟であるとかというところの中で、やはり事業効果の検証とか事業を

進めるプロセスといった部分に関しても、しっかりと工夫をしていくということが必要になっ

てくるというふうに考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） コミュニケーション不足とそれからプロセスの検証もしっかりやるべき

だということですので、ぜひこれ本当やってほしいんですけれども、私はこの大学誘致事業の

失敗から導くべき最も重要な教訓として、認可が得られていない事業に、公金を支出してはい

けない。もう一回言いますよ。認可が得られていない事業には、公金を支出すべきではないと

いうことではないかと思うんですが、市長、その点いかがですか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。認可が得られてないものに対して公金を支出

するべきではないという意見ですけども、様々状況によって考え得ることがありまして、もち

ろん市民の大切な税金ですので、絶対に間違った使い方が行われないようにしなければいけな

いというのは事実かと思います。と同時に、様々これからいろんな事業をやっていく中で、そ

ういったことが起こらないようにするのは前提として、やはり一部同時進行で物事を進めてい

くことも必要なときもあると思います。それは、なぜかといいます、例えば今回の大学誘致を



- 48 -

行うということに関しまして、大学の側の準備というものがしっかりとできなければ、当然認

可は下りないというのは同時になりますので、というのは、学校側の施設も何もできていない、

何も準備ができてない状況で、認可が下りたら物事を進めるということにはならないというの

があると思いますので、やはり一定、間違いが起こらないようにしっかりと注意しながらも進

めていくということは必要になるかと思います。今回、そういった意味で訴訟をして、そう

いった部分で使ったお金に関しては返してもらおうという今動きがあるというふうに考えてお

ります。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 様々な状況はあるということなんですけども、やっぱりこれ基本だと思

うんですよ。認可が得られてないのにお金を出してしまって、今回こういう事態になってます

ので、ここはやっぱりしっかり考えていただきたいな、そのように思います。どうかよろしく

お願いをいたします。

次に、事務監査請求の監査結果についてです。

９月議会では、この監査結果の受け止めを聞きました。監査委員は、大学誘致に至った時点

から俯瞰をすれば、幾つかの問題点を指摘できるけれども、そのときそのときの判断としては、

違法・不当な行為であったとは言えないと、そういう結論を出してします。そして、市の見解

も、この監査結果にほぼ同じであるという回答であったと思います。

９月議会での３つの質問をここで繰り返すつもりはないんですけども、ただ８月24日の会議

については再度確認をしたいと思います。９月議会では、文科省からの補正通知が是正なのか、

改善なのか、簡易なものなのか、重大なものなのか、答弁に立たれた副市長との間でそういう

やり取りが中心になってしまいまして、会議録が作成されなかったことに対する見解を明確に

求めることができていませんでしたので、改めてこの点について質問をしたいと思います。

2022年、令和４年８月24日の会議は、前日の23日に文科省から補正通知を受けた学校法人が、

学部長、これは学部設置室室長ということもありましたけど、学部長と職員を派遣して、四万

十市役所を訪問し、市長室において市長と副市長と大学誘致推進室長の３名に報告をしたとい

う会議ですね。このことについては、監査委員は、俯瞰すれば報告いかんによっては大学誘致

に対する重要な政策判断を行う契機となり、９月５日の先議において重要な判断材料になり得

た可能性があったと指摘しています。もしそこで立ち止まるという政策判断が行われていれば、

旧下田中学校の改修工事もなく、余計な支出も必要なかったということなんですね。この会議

の翌日、裁判で争われている今補助金の概算払いの２回目が行われました、２億4,578万

4,000円が翌日に学校法人に支払われています。また、同じ日に、旧下田中学校を改修する管

理棟改修工事についての事業者と契約を締結しています。これもその翌日になるんですよ。８

月24日の会議は、こういう流れの中にある重要な会議であったと私は判断しますが、この程度

の会議は、会議録を残さなくてもよい会議というふうに市長は判断されますか、認識をお聞き
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します。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。監査意見の判断につきましては、私のほうも

確認をさせていただきまして、今議員のおっしゃったとおり、今、後ほど俯瞰してみれば、そ

ういったご意見はあるということでありますけれども、当時に関しましては、９月議会のほう

で副市長が答弁したところもありますけれども、そういったふうだというふうにお聞きをして

おりますので、学校法人が受けた説明、それから双方が連携して役割分担の下で事業を進めて

いたという当時の状況につきましては、私はそのように受け止めております。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） そのように受け止めてはおられるけれども、本来は残すべき会議ですね。

そこはどうですか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） そうですね、後ほど検証ができる資料があれば、もっとはっきりした

ことが分かったのではないかというふうには思います。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 私もそのように思うんですね。本市には、実は公文書管理に関する条例

がありません。現在ある文書管理規程を見直して、公文書等の管理に関する法律の趣旨にのっ

とった条例の制定を求めたいと思います。

モニターに公文書管理法１条の表示をお願いいたします。

ちょっと字が小さくて申し訳ありませんが、タブレットにもありますので、そちらもご覧い

ただきたいと思います。

これ全部読みますと時間かかりますんで言いますが、この公文書とは、健全な民主主義の根

幹を支える国民共有の知的資源として、主権者である国民が主体的に利用し得るものというこ

とがあります。最後に、現在及び将来の国民に説明する責務が全うされるようにすることを目

的とする。今先ほど市長が言われたようなことだと思うんですよ、検証ができるように。とこ

ろが、現在の本市の文書規程はそうなってないと思うんですね。

続いて、お願いします。

文書管理規程１条、これが本市の文書管理規程１条です。これは、文書事務の適正な実施を

はかり、もって事務の能率化及び合理化に資することを目的とするということで、基本的に目

的が違っているというふうに思うんですね。

続いて、公文書管理法34条をお願いいたします。

これは、最初に示した国の法律の第34条です。そこには、地方公共団体は、この法律の趣旨

にのっとり、その保有する文書の適正な管理に関して、必要な施策を策定し、及びこれを実施

するよう努めなければならないとあるわけで、各地方公共団体も、この法律の趣旨にのっとっ
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た形で進めてくださいよということなんですね。

高知県は、2019年に高知県公文書等の管理に関する条例を、高知市は、2023年に高知市公文

書等の管理に関する条例を制定しています。私は、本市においても、この際、公文書等の管理

に関する条例を制定すべきだと思いますが、市長、いかがですか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えさせていただきます。

こちら公文書等の管理に関する法律、またそれに基づくガイドライン、そして今の四万十市

の文書管理規程につきましても、私のほうも確認をさせていただきました。その上で、まず市

の意思決定に係る過程や事務作業の実績を合理的に後づけ、そして事後に検証できるようにす

る文書を作成しなければならないという公文書等の管理に関する法律というのは、私もそのと

おりではないかというふうに考えておりますので、それにつきまして市としても対応をしてい

こうというふうには考えております。

ただ、１点、この今の法律の中で、今おっしゃいましたとおり、まだまだ市町村レベルとい

うところでいうと、ほとんどは調べたところで言うと約３％程度ということで、県であるとか

大きな都市というのは条例を制定しているところでございますので、どういった形で進めてい

くかというところで、私のほうでもいろいろと研究をしておりまして、今先ほど出されました

四万十市には文書管理規程というものがありまして、そもそも目的がそういった部分が不十分

であるというふうに考えておりまして、そういった部分に関しまして、基本この規程をまずは

そういったものに示されている文書の整理、また保存、廃棄に関する手続について先ほど申し

ました意思決定に係る過程や事務作業の実績を合理的に後づけ、事後検証を可能とする文書の

作成をしっかりと入れていくということで、まず運用をしてみようかなというふうに思ってい

ます。要は、後々将来的に条例化するということは別に否定はしませんけれども、この文書管

理規程の改正で、同様の趣旨のことを明文化することによって、またそれを周知することも可

能になりますし、また条例をつくるとなりますと、多分相当数時間がまたかかってくると思い

ますので、こういった形で即時対応できるという部分でこの規程にそういった文言を盛り込ん

でいくというようなことを今考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 今市長言われましたように、今の管理規程を見直して、補充して、充実

させていくっていったら、結局この条例になると思うんですよ。ですから、最初からその条例

目指して進まれても全然問題がないんじゃないかというふうに思うんですが、実際に高知市も

2023年につくってますので、ぜひ参考にしていただいて、これお願いしたいと思っています。

これについては、本日午後、西尾議員も公文書等の管理体制の強化について、条例制定を検

討してはどうかという質問をされると思います。複数の議員が取り上げるということについて
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は、それだけ必要性が出てきているということだと私は判断します。ぜひ前向きな検討をよろ

しくお願いをしたいと思います。

続きまして、またしても要望なんですが、本市において、外部監査制度の導入を求めます。

２つ飛びますが、外部監査制度の表示をお願いできますか。

これも字が小さくて申し訳ないんですが、総務省が外部監査制度はこういうことですという

ことで、導入の背景を示しています。そこを読みますと、地方分権の推進により、地方公共団

体の行政の適正な運営を確保するためにも、地方公共団体の監査機能の充実強化を図ることが

求められていた。地方公共団体の予算執行をめぐる住民の関心が高まっていることや、公費の

執行に関するチェック機能について批判があり、住民の信頼により適切に応えられていくこと

が求められていた。地方公共団体の組織に属さない外部の専門的な知識を有する者による監査

を導入することにより、地方公共団体の監査機能の独立性・専門性の強化を図るとともに、地

方公共団体の監査機能に対する住民の信頼を高めるため、平成10年10月から施行するというも

のであります。

今、都道府県・指定都市・中核市は、この導入が義務づけられています。その他の市町村に

ついては、条例により任意に導入ということになっています。私は、通常の監査は問題ないと

思うんですけども、監査の対象によっては、市の関係者が入った内部の事務監査では一定の限

界があるというふうに感じます。今回のように、住民からの事務監査請求などがあった際には、

本市の組織に属さない外部監査委員による監査ができる仕組みをつくっておく必要があるんで

はないかと考えます。そのための条例制定を求めたいんですが、市長の所見を伺います。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

まず初めに、今の市の監査制度を少し整理させていただきたいんですけども、今四万十市の

監査委員というのは、市長や議会の指揮命令系統を受けない、独立した組織として監査を行っ

ていると。行政の透明性、それから健全性を確保する機能を有するものというふうに認識をし

ております。いわゆる民間であれば、内部監査とか監査機関というのは、本当に内部の中で

しっかりとやられているということがありますけれども、このように監査委員には地方自治法

の規定に基づいて、市議会から選出された議員さん、そして財務管理・経営管理・行政運営に

関して優れた識見を有する方、いわゆる識見委員の議会の同意を受けた上で選任をしていると

いう状況でおります。現在は、市のＯＢの方とＪＡ高知県のＯＢの方というのが選任されてお

りますけれども、それぞれ経験に基づきまして、適正な監査を今行っていただいているという

ふうに考えております。

そういった状況でございますので、もちろん外部監査というのを導入することによりまして、

弁護士とか公認会計士とか、専門的な視点も入りますので、財務、また行政運営を検証すると

いうことで、監査機構の専門性がより高まっていくということは当然考えられますけれども、
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繰り返しになりますけれども、現在の本市の監査制度においても、市からの一定の独立という

のは保たれているというふうに今考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 先ほど背景で総務省が言ってましたように、市の関係者、例えばこの外

部監査について言えば、市のＯＢとかは入れないんです。それから、議員ももちろん市の議員

が入れませんよね。今回は、そういう方も入っておられるということですね。ですから、完全

に市から独立した形での監査が必要な場合があるということで、外部監査委員を決めたからと

いって、その人がずっとするわけじゃないんですね。この制度は、場合によって、議会にも

諮って、この場合は外部監査でやったほうがいいんじゃないかということになればその外部監

査委員を招集してやるということになりますので、ただそういう制度がそもそもなければ、条

例にそれが制定してなければそれができないんですよ。ですから、通常の監査については、今

やられている方、議会からも選ばれた優秀な方がやられていると思いますので、それでいいと

思うんです。ただやはり、独立性が必要だな、そういう場合には、外部監査というのが必要だ

と思うんですよ。だから、仕組みとしてそれをつくっていくということなんですが、市長どう

ですか、仕組みをつくっておきませんか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 繰り返しになりまして大変恐縮なんですけれども、仕組みとして、

おっしゃることは分かるんですけれども、現状のところで四万十市で今やっている監査制度と

いうものが機能しているというふうに考えておりますので、今たちまち外部監査を必要という

ふうには考えて今いません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 市のほうは今度の監査結果についても了承ということになってますから

そうなのかもしれませんが、今回の事務監査で、認可が下りてない事業への公金支出について

問題視、委員はされていませんし、併願校の一つとして受験したいと回答した人数をもって入

学意向者数とした分析結果には疑問を感じざるを得ないが、市の事務処理に違法・不当な点は

認められなかったことから適切と判断すると。それから、８月24日のこともそうですね。この

政策判断に関わる重大な報告とは受け取ることができない内容であったため、会議録は作成さ

れなかったのであり、不適正な事務執行であったとは認められないという結論を導いているわ

けですよ。すごい指摘されているけれど、結果はどうしてもそちらへ行ってしまうというよう

なことがあって、私はやはり監査の対象によっては、外部監査人が監査ができるような仕組み

を、仕組みとしてつくっておくべきではないかと思いますので、これからもこの問題について

は追求をしていきたいと思います。よろしくお願いをいたします。
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続いて、提訴、そして反訴が行われている裁判について、主にその訴状から質問をしたいと

思います。

私、５月13日付で出されました学校法人を訴えた訴状、今写しを持っております。証拠証明

書も合わせて28ページから成っています。

それでは、訴状、表示をお願いいたします。

これは、四万十看護学科開設の断念の経緯というところの中に書かれた文章の一節です。こ

こを見ますと、これは16ページの10行目からなんですが、地元からの反対意見は、文科大臣の

本件学則変更認可の可否の判断に影響した原因ではないことはもとより、原告の大学誘致断念

の判断に影響した要因でもないとはっきり書かれております。市がこのように断定した根拠と

いうのは、何ですか、お示しください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） それでは、お答えいたします。

学校法人のほうが、文科省より不認可となる見込みであるという連絡を受けた日の後になり

ますけれども、文科省の担当者から、認可ができない理由についてお聞きしております。その

内容を根拠としたものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 初めてそれをお聞きしました。じゃあ文科省に確認を取られたというこ

となんですね。その結果、こういうことになったと。今まで多分報告を受けてないと思うので、

今ちょっとびっくりしているんですけども、市が直接に文科省に確認をして、このことを分

かったということでいいですか、もう一回お願いします。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 市が直接というか、市もその中に入っておりましたけれども、

法人と文科省とリモートという形でしたけれども、その中で確認はしております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） このことは、私どものほうもリモートで文科省とつないで会議をしまし

て、そのことを確認しておりますので、そしたらこれはもう間違いないということで確認でき

るかと思います。

続いて、市は、学校法人への通知文を２回送ってますね。１回目は、11月21日に、２回目は、

12月12日に一部追加変更したものを送っています。

訴状、16の６をお願いします。

実は、先ほどの文章の前段にはこうあるんです。大学誘致断念の理由を、文科省が指摘する

長期的かつ安定的な学生確保の見通しの認可要件の充足は不確実であり、また財政上の問題や
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地元からの反対意見もあって、大学誘致を断念せざるを得ないとして、地元からの反対意見の

文言を追加しているが、これは被告からの執拗な要請により、やむなく書き加えたものであっ

てと。これ学校法人への大学誘致断念の通知文書というのは公文書ですよね。その公文書に、

法人の要請に屈して、真実でない内容を記載したということですよ、これ。どうしてこんなこ

とになるんですか。市民の前に経過を明らかにしてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 経過についてご説明いたします。

市が大学誘致を断念しました理由、これにつきましては、これまで議会でもご答弁してきた

とおりでございまして、学生確保の見通しの認可要件の充足が不確実であること、また財政上

の問題等もありまして、断念の通知にはその旨を記載しておりました。しかし、文科省の認可

が得られなかった原因に、地元の反対も影響しているというふうに認識している学校法人のほ

うから、そういった旨も追記するよう通知書の内容を修正するように執拗な要請がありまして、

市としてもやむなく文言を追記したものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 公文書を外からの追求によってやむなく書き換えたというようなことは、

あってはいけないでしょう。これ公文書の信頼を揺るがす極めて重大な問題だと思いますよ。

市長どうですか、認識をお答えください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） そうですね、最終的にはその当時の判断の上でやったということは確

認はしておりますけれども、当時の事務処理や先ほど言った記録がないということで、こう

いった部分に関してきっちりと反省すべき点ではないかというふうに考えます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） もう本当にこれきちんと反省するどころの話ではないんじゃないかと思

いますよ。公文書、誤った表記をしたわけですからね。これは、本来ならば、きちんと明らか

にできないということであれば、第三者委員会を立ち上げて検証すべき内容ではないかと思う

んです。このことだけではなくて、大学誘致全体をそれこそ見ていかないと、このことについ

ても判断できないと思うので、何回も言いますけども、検証委員会、できれば第三者委員会を

立ち上げて、この大学誘致問題については検証すべきではないかと思いますが、市長の見解を

伺います。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。こちらも何度かご回答させていただいてます

けれども、今裁判係争中でございまして、そういった中で、先ほど言ったような内容につきま

しても事実しっかりと分かってくると思いますので、そういった中で判断していきたいという
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ふうに思います。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） そうしたら、もう少し出しましょうか。

反訴状のほうを表示をお願いします。

反訴状の写しを持ってきております。これは、８月12日付で出されたもので、全９ページあ

ります。その中の反訴被告の大学誘致断念という項目の中の文章です。反訴状６ページ、次の

ような記述があります。令和５年３月23日に、基本協定書及び使用貸借契約書についてそれぞ

れ合意解除することとしたと。このとき、反訴原告理事長は、反訴被告の市長との間で、合意

解除するに当たり、お互いに要した費用や損害について請求することはしない意向であること

を確認したため、反訴原告において、生じた損害についても請求しないこととし、合意解除に

応じたと、こう書かれています。ところが、前市長は、退任直前に提訴に踏み切って、また学

校法人もそれに対する反訴をしているということで、全く違う展開になってきている。さらに

言いますと、市民が開示請求で入手をしました学校法人京都育英館との基本協定の解除につい

ての起案書にこう書かれていました。基本協定解除については、見解の相違から、合意を得る

ことが困難となっていたが、度重なる協議により、合意を得ることができた。なかなか難し

かったようですけども、度重なる協議によって合意にたどり着いたというんですね。市民は、

それならばその度重なる協議の記録を開示してくださいと求めたところ、文書不存在ですとの

回答です。またしても不存在ですよ。基本協定の解除というのは、重要な政策判断に当たると

思います。そこに至る過程の記録がないというのは、これは問題ではないでしょうか。

このように、本当に次から次へとまだまだ検証していかなければならない中身が出てくるわ

けですよ。裁判は、双方の損害賠償額の適否、この審議が中心に進められていくと思うんです、

お互いが賠償額求めてますので。万が一和解ということになれば、事務執行の適否は表に出な

い可能性もあります。市長も長期化を懸念されていますけれども、いつ結審するか分からない

裁判を待つんではなく、第三者委員会により検証を進めていくべきではないか、私は思うんで

すね。再度市長に伺います。いかがですか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 繰り返しになりますけれども、今言ったような懸念点が、裁判の中で

しっかりと争われると私は思っておりますので、ずっと今川渕議員のほうからこういった問題、

こういった問題というを今挙げていただきましたけれども、それは争点になっていくと思いま

すね。先ほど言ったように、最終的なところは金額の部分というのはもちろんあるとは思いま

す。けど、その金額を決定するために裁判をやっておりまして、この裁判というのは僕は日本

の中で最も公平・効率なものであるというふうに認識しておりますので、そういった中で今進

めているという状況の中で、さらに上乗せして第三者委員会を今立ち上げるというふうには考
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えておりません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 特に、大きな問題が発生してないという状況であれば、裁判に委ねて、

裁判の結果を待ちましょうと。いつになるか分からないけども、裁判を待ちましょうというこ

とになるかもしれませんが、先ほど示しましたように、公文書の問題ですよね。真実でないこ

とを記載して出しているんですよ。これは大問題ですよ。さらに、文書不存在というものが幾

つも出てくる。そういう状況の中で、これ早くどうしてそうなったかということを解明してい

かないと、日々執行部の皆さんは事務執行されているわけでしょう。それが、裁判が終わるま

で続くんですか。しっかり反省されていると思うけども、そこはきちんと明らかにしていくと

いうことが大事だと私は思っているので、このことをお願いしているんです。裁判はいつ終わ

るか分からない。その結果をずっと待ちますか。市長、どうですか、ずっと待ちますか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 裁判、今係争してますので、その結果を見守りたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 幾ら言ってもいかないので、残念ですけれども、この問題については、

市民も非常に関心を持っていて、先ほどの文書不存在については、不服審査請求を出してその

開示を求めていると思いますので、そういう運動もしっかり見守って、またここでもそのこと

についてはお知らせをしていきたいと思います。

それでは、最後に、保育行政について質問をいたします。

今年度末をもって３つの保育所が休所になります。大用保育所・蕨岡保育所・下田保育所の

３園です。それぞれ保護者も地域も了承されたというふうに報告を受けております。ただ、や

はり保育所がなくなるのは寂しいというだけじゃなくて、その地域が、その地区がどんどん寂

れていってしまうんじゃないかな。子育てをする環境が悪いということで、外へ出ていった人

もＵターンしてこれない、そんなことも生まれてくるんではないかと思って本当心配をしてい

ます。特に、園児の中に長距離通園を余儀なくされる子供たちが出てくるんではないかという

ことも心配をしているんですけども、それはどれほどいるのでしょうか、市は把握されてます

か。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 長距離通園、遠距離通園といった通告もありましたが、遠距

離通園となる子供の数という質問でございましたが、保育所では、通園は子供自身が園に通う

ことは想定しておらず、保護者が送迎することを前提として考えております。この保護者の勤

務先など、社会的経済活動の拠点から転園先保育所までの送迎距離が、休園前の保育所の送迎

距離より短くなる場合も考えられる中、どの家庭が今より距離的負担が増すかは、家庭が判断
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するもので、我々では推しはかれないため、ご質問の遠距離通園となる子供の数という形では

答弁しかねる部分がございます。したがいまして、今回休所により転園等の対象となる、いわ

ゆる休所の影響を受ける子供の数についてお答えをさせていただきたいと思いますが、いずれ

も小規模園ですので、個々の家庭の特定を避けるため、概数でお答えさせていただきますと、

休所３園中に10名強程度の転園対象者がおられます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 下田保育所の皆さんは、竹島保育所へ行かれるのではないかと、そうい

う話を聞いております。蕨岡も比較的町には近いかなと思います。ただ、大用保育所の皆さん

は、大用の中心部だけじゃありませんから、ずっと奥までもありますよね。そういうところか

ら町の保育所へ通うというと、幾ら保護者の車の送迎であっても大変だというふうに思うんで

すけれども、今後そういう方々というのは、もうないと、何人かやっぱり出てくるんですか、

どうですか。要するに、大用でもさらに奥のほうから、それこそ30分以上もかけて、40分も

50分もかけて通園しなければならない保護者が出てくるんではないですか、その辺はどうです

か。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 実態としては、その地域から最寄りの保育所であっても、今

おっしゃられたようなかなりの距離を通わなければいけなくなることは出てくるとは思ってお

ります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） その子育て支援課は、その地域に住む保育園年代の子供たちの把握もい

つもされておりますので、この先、保育園に通うようになる方が、何人かおられるということ

もつかんでおられるんじゃないかなと思って、大用のずっと奥のほうにも何人かそういう方が

いられるんじゃないかなと思ったんですけれども、そこまで把握はされてませんか。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 最近の出生数、その他この地域の子供の数というものは、

我々のほうでもつかんでおりますけれども、やはり保育所の話合いの中でもおりましたけれど

も、どれだけの若い、例えば富山地域から町のほうに出ていった世帯が、いつ帰ってくるかと

いうことが見込めないところもございますので、今年・来年程度の予想はついても、そこから

先の将来についてはなかなか見通せないところがあるというのが実情でございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） しつこいようですが、それじゃあ今年・来年、10名の中に奥の方も入っ
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ていらっしゃいますか。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） この10名の中にもちろん町のほうの保育所に通うという方も、

保護者の方がお送りするという方も中にはおられます。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） この問題、なかなか難しいとは思いますけれど、やはり保育園児が一番

近いところへ行けるような状況ができればいいなというふうに思うんです。なかなか再び人口

が増えて、そうなるというのは難しいかもしれませんけど、そういうのをどんどんどんどん市

のほうが奪っていってしまっているんではないかというように思えてしょうがないんですね。

ぜひ今回保護者も地域も了承されているということですので、これ以上申し上げませんけれど

も、まだ幾つかこれから予想される保育所がありますから、その場合には、十分に地域の了承

も得て、この点進めていただきたいと思います。よろしくお願いをいたします。

もう一点ですが、現在、３つの保育所に勤めている職員は、先日の教育民生常任委員会での

調査で30名でした。所長が３名、主任保育士が３名、保育士の正職員が４名、保育士の会計年

度任用職員のフルタイムの方が１名で、パートタイムの方が13名、調理員の正職員が３名、調

理員の会計年度任用職員のパートタイムの方が３名という内訳でした。これだけのポジション

が、来年なくなるということになりますね。職を失う方が出てくるんではないかという心配も

しています。来年度の保育所の職員の皆さんの勤務・就業ということを心配するんですけども、

この点、市はどのようにお考えでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 今詳細な内訳のほうも説明していただきましたが、説明にあ

りましたとおり、うち16名はパートタイムということになっております。この職員は、正職員

の代替えとして配置される人数でございまして、さらに他園と掛け持ちをしている人もいると

いうような数でありまして、常時配置される人数でないことをまずご承知おきは願いたいと思

います。常時配置される数となりますと、差し引いて14、５名程度というところになってまい

りますが、保育全体のことを指しますが、正規職員においては、一定数の退職予定者がおられ

ます。また、会計年度任用職員においても、次年度の継続を希望しない方も一定数いることか

ら、複数園休所に伴う配置数減に対しても、配置転換で対応することが可能というふうに見込

んでいるところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川渕誠司議員。

■９番（川渕誠司） 30名というすごい人数だったので、私は心配をしていたんですけども、

配置転換で、要するに基本的には首切りというようなことじゃなくて対応できるということで

いいんですね。ぜひこれ３月議会では間に合わないと思ったもんですから、ここで出したんで
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すけども、そういうことであれば、大変安心をいたしました。どうかすばらしい職員がたくさ

んおられると思いますので、その方々の生活をしっかり守っていただきたいと思います。

少し早いですけど、以上で私の質問を終わります。

■議長（宮﨑 努） 以上で川渕誠司議員の質問を終わります。

この際、昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前11時56分 休憩

午後１時０分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、上岡 正議員。

■15番（上岡 正） それでは、お許しをいただきましたので、47回目の一般質問をさせてい

ただきます。

質問順番を変えさせていただきます。赤鉄橋から始めたいと思います。

それでは、早速質問に入ります。

まず、市長にお伺いしたいんです。

今朝ほども川渕議員から青森の沖の地震の話がありました。私も議員になった一つのきっか

けは、東北の震災に行ってから、やはり市民の命というのは非常に大事やと。災害に強い町を

目指しております。

そこで、赤鉄橋について市長の見解をお聞きしたいんですが、赤鉄橋は皆さんご存じのよう

に、大正15年にできて、今年が節目の100年目でございます。昭和100年だそうでございますの

で、100年目でございます。そういう中で、私は、やはり昭和21年の南海地震、そのときに落

橋した。今度想定されている東南海地震は、南海トラフ地震は、非常に三連動が起きるかも分

からんというような中で、昭和の震災よりも大きいんじゃないろうかというような想定もされ

てます。その中で、市長にお聞きしたいのは、あの赤鉄橋、南海トラフ地震が来たときには、

大丈夫なのかということをまずはお聞きします。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

赤鉄橋、本当に市のシンボル的なものということで、完成から今議員おっしゃられたとおり

100年ということで、ご心配されるのは当然のことと受け止めております。私自身もこの歴史

ある橋の劣化と安全性の関係については大きな関心があるところでございまして、現在、県に

おいて、橋脚の耐震補強工事を鋭意実施しており、これにより最大クラスの地震が発生した場

合でも、橋が落橋するなどの致命的な損傷を防ぐ性能は確保されているというふうにお聞きし

ておるところでございます。とはいえ、引き続き安全性の状況を注視しながら、市民の命を守

るということを最優先してまいりたいと考えております。
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■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 私、この赤鉄橋の問題、議員になった初めてのときの質問から今回で先

ほどの川渕議員が６回目の質問、私も今回赤鉄橋には６回目の質問でございます。そして、４

回目だったか、令和４年９月議会に、担当課長からこのような答弁をいただいております。そ

の答弁は、私はもともとは国の橋で造ったんですが、県がですね、バイパスできた関係があっ

て、県道の下ノ加江線までそのルートになって県が管理しよるという中で、県にできるだけ早

く陳情してやってもらわないかんという質問をしました。その中で、答弁では、県と市がいろ

んな問題がありますから、勉強会を開いて、今整理せないかん問題をしてると。そして、令和

４年から国も入ってもらって、国・県・市、河川管理者の国にも入ってもらったという中で問

題を洗い出しよると。

そこで、６年たった。国が入って３年たった。そこで、担当課長に、どういう問題があって、

出てるのか、それをお聞きしたい。市長が今答弁いただいたけど、私は絶対に過去５回の質問

の中でも、私も浅はかですが、土木屋の端くれです。大正15年の下部の工事にしても、基礎に

しても、十分補強して直らないと、そのように私は思ってますので、どうしてもできるだけ早

く架け替えなならんと思ってます。今から始めてもやはりいろんな問題があると思いますよ。

10年も15年もかかるかもしれません。そのことについてどんな問題点があるか、教えてくださ

い。

■議長（宮﨑 努） 津野まちづくり課長。

■まちづくり課長（津野智宏） お答えいたします。

先ほど議員が申されました国と県と一緒になった勉強会についてですけども、河川管理者で

ある国のほうは、令和４年のほうから一緒に勉強会に入っていただいております。これまでで

明らかになった主要な問題点等について、概要についてご報告させていただきます。

まず第１に、構造劣化の問題でございます。

橋梁点検を当然やっておりまして、鋼材の腐食であったりとか、部分的な損傷が確認されて

いるところでございます。

続きまして、耐震性能の先ほど議員ご心配のところがありますけど、耐震性能の問題です。

現行基準を満たしてない箇所がありますことから、こちらにつきましては、令和４年から県

のほうにおきまして、耐震補強工事を実施中でございます。

続きまして、第３です。河川、治水面の制約でございます。

現状の橋は、河川断面を阻害しているということになっておりますので、今後例えば架け替

えということになりましたら、新たな橋の構造ではこの河積や堤防との関係で河川計画に影響

を与えないような河川管理者である国との整合が不可欠であろうというところが分かってござ

います。

続きまして、まちづくり、交通用地の問題です。
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橋の形式であったりとか、あとルートも当然ですけども、それによりまして、橋の付け根に

なりますところの街区の形成や交差点、用地の補償が物すごく大きな影響が出てきます。

続きまして、景観、文化財等への課題です。

重要文化的景観等との調整をどう進めるかが今後の重要な論点となると考えております。

続きまして、補償、財源の問題もあります。

用地取得や補償、概算費用との負担割合の整理が必要となります。

最後になりますけど、合意形成の難しさがあろうかと思っております。

関係機関や住民、事業者、文化行政など多様な利害を調整することが最大の課題であるとい

うふうに認識しております。

以上、明らかになっておりました課題の概要となります。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） ありがとうございました。

市長、今の勉強会の答弁、４年前に森山副市長がそういう答弁をしていただきました。森山

副市長も国交省に帰られております。私は、この100年を機に、森山副市長が、その問題があ

れしたら、要望・陳情していきますというふうに答弁されております。

そこで、この100年、やはり市長、国・県に要望をしていただきたいと。節目の100年、いつ

するがぞと、今でしょうやと、私はそう思ってますよ。やはり、今から要望、いろんな問題点

もありますが、要望が先で、問題点をそれぞれが市でできる問題については市ができるだけ協

力してやるという姿勢を見せて、やはり要望・陳情していただきたいと思うんですね。なぜ私

がそれを言うかというと、昭和の地震のときは、朝の４時過ぎに起きたんです。だから、誰も

通行してない、落橋したけど通行してないもんですから、その橋で亡くなった方はおられんの

です。しかし、今どの時間帯でも地震が起きたらやはり市民・県民の命、国民の命が、私は救

える命も駄目になると思ってます。交通渋滞のときに起きたら、20台ぐらい落ちるんじゃない

ろうかと、落橋するんじゃないろうかと。というのは、長うなりますが、私、橋を21年に架け

た、石川県から来て架けた人が、役所の職員になって、私の建設課で震災のときに先輩であり

ました。その人の話を聞いても、資材がないとき、非常に苦労したという話です。その人は、

今亡くなりましたが、井沢団地に住んでおりました。オカモトイワオさんという方が、石川県

から現場監督に来て、この橋を復興したと、そういうこともあります。

そして、この橋には、架けるきっかけとなったのは、大正４年に女学校の生徒が具同に桑畑

に実習に行きよったと。そこで７人が死んだと。中高のＯＢの方が、その先輩をあれして、記

念碑も造ってます。そういう橋ですので、二度とその橋で地震のために人が亡くなると、市民

が亡くなるということをどうしても私は防ぎたい。

そこで、市長、やはり要望・陳情は、国・県に向けて100年ですのでしていただきたいと思

うんですが、いかがでしょうか。
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■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

今勉強会の話もありましたけれども、まずはやはりこれは県の今施設ということですので、

おっしゃるとおり、県と連携をして、どのようにしていくかということが重要になってくると

思いますし、当時の中でもありましたけれども、市としましても、それを実際やるとなりまし

たら、今の橋の特に付け根の部分、そういったところをどういうふうにしていくのかというこ

ともやはり決めていかないといけないということの中で、そういったところをしっかりと整理

した上で、やはり要望していかないと、ただただ何にもなく、ただ要望だけをかけるというの

も難しいかなと思っておりますので、先に進めようと思ったら、やはりそういったこともきち

んと整理した上で、実際にやってくださいというところが必要になるかと思っておりますので、

要望が必要だということに関しましては、重々承知しておりますので、しっかりと準備して要

望していきたいというふうに思っております。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） がっかりした答弁ですね。うちが問題を処理して、付け根のとこ、うち

の職員の実家だった植村さんとこの自転車のところもありますが、処理をして要望するんです

か。私は、要望して、県のほうから、地元で解決してもらわないかんことがありますよと。用

地の問題、補償の問題についてはできるだけ市も協力してもらわんと、県だけではできないと。

要望してから、勉強会しよりますけんど、私は要望が先だと思うんですよ、要望・陳情が。そ

れはそれでまた続きをさせてもらいます。

次に行きます。

令和８年度の予算編成について、市長説明要旨の中でこのように言ってますね、取組につい

て。緊急性の高い事業を優先でやるべきやと。私も同感です。

そこで、お聞きします。

緊急性の高い事業を３つほど市長が今就任して６か月、３つほど６か月の経験の中で思って

いるのを教えてください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

まず、一番は、先日の国会でも審議されており、この臨時国会で多分補正が決議されると思

いますけど、やはり物価高の支援対策というものに関してが一番緊急性が高いかなというふう

に思っております。

それから、今進めているところでございますけれども、下田の中学校のところもやっており

ますし、それから食肉センターのほうもやっております。そういった部分に関して、今いただ

いている部分というのをしっかりと進めていくというふうに考えております。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。
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■15番（上岡 正） ありがとうございました。

市長、しつこいようですけんど、市長が６か月見て、初めて当初予算を組むわけですね。そ

の中で、市長の就任してから６か月ですけんど、市長に立候補しよう、市長になってこれをや

ろうと、緊急にやらないかんという思いもあると思うんですね、市長には。それを一つだけ、

これは８年度予算に緊急に入れたいと、優先的やと思う事業がありましたら教えてください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 何度も言いましたけれども、やはり経済の活性化というのを非常に重

要視しておりますので、それに資するための事業ということで、１つはＤＸの推進ということ

もありますし、また交流人口増加のための情報発信のための手だて、それにつながる観光であ

るとか、そういったところも含めて、交流人口が拡大するようなところにつきましては進めて

いきたいというふうに思っております。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） ありがとうございました。分かりました。

次に、大学誘致の諸問題といいましょうか、失敗作についてお聞きしたいわけでございます

が、先ほど川渕議員から、私が質問するものの99％、質問をしていただきました。そういうこ

とで、本来ならあと１％ですので、ここでもう午前中の質問で分かりましたということになる

かもしれませんが、中にどうしても私、納得しない答弁があります。そのことを中心に、質問

通告に書いとる前後しますが、質問したいと思います。

まず、大学誘致の認可が出なかったと。出なかって断念をしたと。そして、議員にも断念を

するときは全員に通知があって、全員で聞きました。そして、その後、４年11月だったと思い

ますが、記者会見をしました、記者会見を、市長が記者会見のときの声は、私聞きましたけん

ど、３人しか把握できておりません。１人は市長、１人は当時の副参事の中田さん、もう一人

は高知新聞の支社長だった方がお話ししてました。あとの方の声は分かりませんでしたが、そ

こで記者の質問に対して、前中平市長が、損害賠償の訴訟はしないというふうに言明しました。

そして、もう一つは、中平市長、記者の質問に対して、地元の入学者は何人ぐらい予想して

おったんですかというような質問がありました。そこで、中平市長は、10人ぐらいだというふ

うに答えました。

そこで、質問なんですが、中平市長が、訴訟しないというふうに記者会見で言われたことは、

庁内の合意はあったのか、市長が問われたけん、そのときの思いで言ったのか、そのことにつ

いてまず教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） お答えさせていただきます。

当記者会見におけます前市長の発言につきましては、庁内での協議等において、合意形成を

図ったものではなく、記者からの質問に対しまして、前市長独自の考えの下、私は今のところ
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考えておりませんと発言したものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 分かりました。市長が、庁内協議もしないで、記者発表したと、このよ

うに捉えました。

次に、やはりそのときに、地元からの入学でどう読んでいたのか、見込んでいたのかという

たら10人程度ということでありますが、これも同じように市長がそのときの思いつきで言われ

たんですか。庁内でそのことも協議したんですか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 当時の詳しい状況は分かりませんが、私もその記者会見の内容

は確認いたしましたけれども、庁内でこういう質問があった場合にはこう答えるというような

ところまで今のご質問に対して整理できていたかどうかについては、確認できておりません。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 分かりました。

そこで、前市長は、記者会見では、損害賠償の訴訟は起こさない。任期の切れる３日前です

かね、４日前ですか、そのときになって訴訟を起こしたわけですね。その間、どのような経過

で訴訟をするようになったのか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 訴訟までにかなり期間も要したわけでございますけれども、大

学誘致断念後、まず学校法人への補助金の取扱いについて顧問弁護士と協議を開始しました。

その中で、全体の経過等を踏まえた上で判断するべきということで、約１年間、協議をしまし

て、令和５年度から協議をしまして、令和６年度に補助金返還命令を行いましたけれども、そ

れに係る法人からの返還はなかったということ、また大学誘致に関連して支出した工事費等が

ございますけれども、それの市の投じた経費について、その取扱いについても次の段階で弁護

士と協議を重ねました。その結果、そういった経緯についても損害賠償として訴訟を提起する

という結論に至ったものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 分かりましたが、私はやはり記者会見で損害賠償訴訟を起こさないとい

うのは、やはり市長単独でその質問に協議もしないで答えたということについては、私議員の

一人としても少し不満があります。やはり、そういう大事な問題については、副市長もはじめ、

庁内で庁議を開いて対応すべきやったと。政治家はいろいろと記者会見で言うたことが後で問

題になるんですね、問題になる。私は、サポートも悪かったんじゃなかろうかと思っておりま

す、感想を言えばですね。
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次に、訴訟の内容について少し聞いてみたいと思います。

大学誘致断念は、令和４年11月７日に市長・副市長が協議を行って決定したとあるが、他の

幹部職員とは協議しなかったのか、またその断念を庁議に諮らなかったのか、うちの最高意思

決定の機関に諮らなかったのかと、この大事な問題を、そのことについてお聞かせ願いたい。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） まず、関係各課長等と協議を行わなかったのかにつきましては、

協議録としては断念に向けてですけれども、例えば再チャレンジする場合はこういった条件が

必要でしょうねというような協議はしております。ただ、断念の判断を行うに当たっての政策

会議の開催というものは行っておりません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 非常に私残念と思うんですね。副市長が座ってますが、当時の。私、副

市長、いろいろと副市長に聞きたいことがあります。まず、断念のときに、２人で決めたとい

うふうに訴状には書いとるんですね、まず電話連絡した。そして、私も川渕議員のように、両

方の反訴状もうちの訴状も持っております。その中に書いております。２人で決めたと。そし

て、今朝ほども、先ほどもと言うたらいいんでしょうか、川渕議員の質問の中で、本当にびっ

くりするような質問もありました。というのは、うちの公文書を相手方の補助金を与えて一緒

に造る人の圧力に負けて、うその公文書を出したと、そのことが明らかになりました。副市長

にそのことについて、言葉では反訴状に書いてるんですから、そうでもないがやけんど、向こ

うに執拗に迫られて書いたと。地元の反対が原因である。私はこのことは非常に大事なんです

ね。今からの裁判でも、証拠として出されておりますので、論点の一つになると。公の市の公

文書が、圧力に負けてうその文書を出して、それが裁判の証拠資料になっとると。私は前市長

にも責任の所在を明らかにせえと何回も質問しました。

そこで、公文書に圧力に負けて、地元の反対があって断念になった一因にあるというふうな

公文書を出したのは、誰が出したのか。おったのは、ここの中に座っとる２人だと思うんです

ね。前市長に問いたいわけですが、問うわけにいきません。そこで、副市長にお答え願います。

■議長（宮﨑 努） 田能副市長。

■副市長（田能浩二） お答えします。

大学誘致断念の通知文書を出した判断ですけれども、当時担当課からの報告も受けて、法人

とのやり取り、そういった報告も受けながら、市長と私と担当課で協議して、最終的には判断

いたしました。最終的な判断ということで言えば、市長の判断もいただいた上で出したという

ところでございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 担当課の話も聞き、市長と２人で、市長が最終的には判断したと、こう
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いう答弁ですが、あなた自身は、副市長自身は、その後ずっとそこへ座っとるんですが、その

ことについての責任をどのように感じているのか、ご答弁願いたい。

■議長（宮﨑 努） 田能副市長。

■副市長（田能浩二） 市が大学誘致を断念した理由というのは、これまで議会で答弁したと

おり、学生確保の見通し、この認可要件を十分満たすことができない、不確実であるという点

と財政上の問題、この２点が市としての断念の理由ということはこれは間違いないです。ただ、

訴状にもありますとおり、法人からの執拗なそういった要請によりまして、当時の状況としま

して、やむなく文言を追記したというところはこれは間違いないところでございます。それに

ついて私の責任というところでございますけれども、当時の判断として、そういう判断をした

ということに対して、私自身が責任があるかどうかというところは、お答えしかねるところで

ございますけれども、その点を踏まえた上で、訴状のほうで提起をさせていただいているとい

うところでございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 私は、以前は収入役もおって、三役だとか、四役だとか、教育長入れて

言われたときも経験をしております。私は、特に副市長という立場は、市長が独断で市民の合

意形成もなく政策を進めるというときには、私はいさめる立場やと思っております。この大学

誘致の問題というのは、市長の１期目から、２年目から内々ではくすぶっていた問題でござい

ます。私、双方が裁判合戦になったと。このことは、それぞれ副市長以下、携わった職員にも、

多かれ少なかれ私は責任があると思っておりますが、特に副市長という立場を受けた人は、今

後もやはり市長の政策があまりにも前のめり、そういうときには、いさめることも、市長に嫌

われても仕事だと私は思っております。また、教育長にしても、やはり同じだという気持ちを

持っております、私は。やはり、議会に承認を得て、大事な重責を得てる人は、私はそれなり

の覚悟を持ってやっていただきたいと思っております。私はこの問題をずっとこの４年間とい

うか、自分の３期目の中でずっと言ってきました。初めから私は反対したわけではありません。

途中からおかしいと気づいて、いろんなことを調べました。そういう中で、質問もずっとして

まいりました。

そこで、どうしても私は納得せん、自分自身が納得できない答弁をいただいておりますので、

そのことについて答弁の整合性について財政課長にお聞きします。

私は、大学に下田中学校を含めて、土地、それからもう一つの空き家対策に使ったあれは何

やったかね、それを貸すようにしました。それは、令和４年４月１日から貸すようにした、契

約を結んだと。結ぶことはいいんです。私も結ぶことにはいいんですが、その中で、私は市長

に、この契約の４月１日付は、地方自治法違反やないかと。なぜなら、うちの判は４月１日に

おいて決裁も取っとるからいいんだが、京都看護大学、貸すほうは、４月５日に判を押しとる

と。４月５日からの契約が正しいんじゃないかというふうに前市長に問いました。答弁は、い
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ろいろ市長からも答弁もらったんですけんど、地方自治法をあまり知らんから精査するだとか、

いろいろな答弁いただいた。その中で、最終的には、財政課長から、契約係の所管課長からこ

のように答弁をいただきました。読んでみます。地方自治法第234条第５項では、契約が成立

しないとなっておりますが、それは記名・捺印がなければ、契約は成立していないとなってお

るが、こう答えてますね。答えは、確かにそのようになっているが、成立ではなく、確定とい

う言葉が使われちょると。確定してないというふうになっちょるね、法律の文言は。そこで、

全く私納得してない、確定と成立はどう違うんだと。方便やないかと。法律でちゃんと書いと

んですよ、確定しないと。成立しないと書いてないから、この自治法違反とも違反でないとも

答えんのですね。もう一つは、学説がいろいろあるから、このことについては。この２つのこ

とで成立と確約。

そこで、問いますよ。

まず、１点目、確定と成立はどう違うがか教えてください。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） まず、確定という言葉は、調べますと、はっきりと決定することと

いうふうになっております。

あと成立、これは取決めなどがまとまること、物事が成り立つことというふうになっており

ます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） ちょっと違うね。確定、法律では、自治法では確定になっとるんですね。

ほんで、確定と成立とは違うからという答弁出しちょるんですね、読んでいただければ。確

定って書いちょんですね、判がなかったら確定しないというふうに、判と名前がなかったら。

確定と成立はどう違うのかと問うたんですよ、確定。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） どう違うかというなかなかお答え難しいんですけど、確定というの

は、一定そういう方向性が出たものが最終的に決まると。成立というのは、先ほども言いまし

たように、取決めなどがそこで成り立つという、こういう違いだと思っています。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） そういう違いも分からんのに、分かりにくい、僕が聞いても。だから、

確定はしないと書いとるから、判がなかったわけやけんよね、地方自治法違反やろうという質

問に、確定してないから４月１日。違反やと答えないかんでしょう。そんなことがずっと続い

てきてますから、このような問題が起きたんですよ。先ほど私が言うたように、４月１日にど

うしても判が要ったんですよ、申請に。４月１日じゃないといかん、それはなぜかというたら、
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地方創生事業の中学校を建て替えるときの申請に要ったんですよ、申請に、大学の。認可申請

に借りちょかないかんと、４月１日から借りちょかな、５年４月１日に認可の要件だったです

よ。自分のもんか、人のもんやったら、１年前から借りとかないかんというのが要件やったん

ですよ。そのためにいろいろなへ理屈を言うて、確定と成立は違うんだとかというて、地方自

治法違反と。今だったら、もう認可もないんですから、あのときに判がないんですから、４月

５日まで。再度聞きますが、４月５日に判が座った、相手方が座ったもんは、地方自治法に照

らし合わせて、４月１日の契約は、成立されとんですが、やはり違反やったと財政課長は認め

ていただけるでしょうか、再度お答えください。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） もうその点については何度もお答えしてますが、私は違反だとは

思っておりません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 何をもって違反と思ってないがぞ。ちゃんと書いちょるやないかい。

ちゃんと、もう一回読みますよ。地方自治法の第234条第５項には、記名・捺印がなければ、

契約が成立しないんですよ。４月１日、私は４月１日に契約したことが違反だと言っているん

ですよ。４月５日やったらいいんですよ、５日には座っとんですから。その日にちのことを言

よんですよ。そのことは、今も答弁されたように、再度それを聞いても、地方自治法違反とは

思わんのですか。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） 先ほど上岡議員がまた条文のところを成立しないというふうにおっ

しゃいましたが、そこは確定しないが正しい条文です。この問題については、何度も今までお

答えしてますように、今回の契約は、４月１日に市と大学側双方で合意があって、決裁も完了

しているということから、契約内容の効力は４月１日より発生する。そして、双方の押印が４

月５日に完了し、この契約が確定したものと考えているということで違反ではないというふう

に考えているというのが結論です。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 全然違いますね。契約書を作ったら、まず双方が合意したのは、言葉で

合意しとんですね。これは、契約書を作ったわけですから、契約書を作った場合の成立要件は、

双方が名前を書いて、判を付き合わせたときだというふうに条文では書いとんですよ。口頭で

やるんであれば、口頭でも契約はあるんですから、今言うたのでも多少役所がする話で、口頭

というのはいかがなものかと思うんですが、決裁をいかに取っちょろうが、４月１日から、私

はうちの規程を言よんじゃないんですから、法律のことを言よんですから。それはそういうよ
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うにしときましょう。

次に、どうしても納得がしない答弁で問題があります。それは、やはり文科省が認可をくれ

なかったと、いただけなかったという問題にも直結するんですが、また事業にも、その事業と

いうのは、中学校の改装を大学用にする事業も地方創生事業でいろいろな県・国の方にお願い

して、認可を受けた事業もポシャったわけですが、その中に、認可をもらえなかった中にも関

わるんですが、地元から11名入るんだという答弁を何回もいただきました。私は、何を根拠に

11名地元から入るんだと。繰り返しますが、私は幡多郡の高校に自分なりに調査をしました。

毎年５年間の平均で、中高・幡多農・宿毛工業・宿毛高校・清水高校・大方高校に調査を入れ

たところが7.5人です、４年制の看護大学に行きよるのは。全部入っても、11人にならんので

す。

そこで、どうして11人の根拠を示せと、答弁してくださいと。当時の推進室の副参事は、

11人の根拠をこのように話しました、答弁されました。同じ親戚の法人かもしれませんが、有

岡の看護の専門学校が、定員が40人。今度造る大学は、定員が80人、倍。有岡の専門学校には、

地元から平均で5.5人行きよると。過去５年やったろうか、３年か知りませんが、平均で5.5人

行きよると。そこで、定員が倍の80人ですから、倍の11人が入学するというふうに答えました。

私は、それはおかしいと。定員が400人やったら、10倍やったら、10倍入るがかえとか、そう

いうふうな聞き方もしてみましたが、やはりその答弁は変わりませんでした。

そこで、その答弁は、根拠がないと私は思ってます。そのことについて、今の担当課長はど

のように思うんですか。私は根拠がないと。今までの答弁が正しかったのか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 正しかったのかどうかといいますと、非常に難しいジャッジと

いうことになりますけれども、当初の地域再生計画に記載されているＫＰＩ数値目標ですね、

この11名の根拠の算定の方法としましては、一定合理性があるものと私も考えております。ま

た、そのときのこれまでの議会答弁でもお答えしている内容を付け加えますと、先ほど議員が

おっしゃいましたことに加えまして、令和４年６月議会の答弁内容にはなりますけれども、看

護師学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査によりますと、看護師養成施設入学者数は、

全体としては減少している中、大学入学者は増加しているというような、こういったようなこ

とも含めまして、複合的な理由を根拠として11名とするということでございましたので、その

点についても補足させていただきます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 少しその答弁にも反論しておきます、付け加えましたので。

私は、今皆さんもやはり行政されてますから、新聞等読まれると思うんですよね、インター

ネット調べたり。私その当時の４年制の大学の看護学校、看護大学、ピークはもう打っとん
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じゃないかと。前市長は、特別な学科、看護科やけん、生徒は集まるんだという認識でありま

した。私は、204校になってピークを打っとんじゃないかと。この１年間、専門学校は１割減

少、看護の。大学も総体人数ですよ、看護大の、減っておるんですね。その今の答弁、言われ

たときというのは、最大やったと思うんですよ。下降になりよんですね。私はピークを打っと

んじゃないかと、科学的な根拠はないけんど、私の感覚でそう思うと。なぜそう思うかという

と、私は23年ぐらい前に、娘が看護大行きました。全ての大学の入れる大学はどこかって探し

ました。そういうこともあって、案外詳しかったんですよ。ピークを打っとんじゃないかとい

う質問したんでね。その答弁を付け加えましたので、時間もないのに言いましたが。

次に、私もどうしてもここからは完全にダブるんですが、川渕議員と。今補助金について、

返還もしてもらえらった、命令も聞いてもらえない。だから、訴えるしかないなったと、こう

いうことだろうと思うんですね。私も訴えないかんと、補助金戻してくれんがやけん。訴状の

中でも、補助金要綱の中で、認可をもらわんかったら払わんでよと書いちょるから、訴状の中

でも書いとる。市長の川渕さんの答弁でも、川渕さんは認可もないのに出したらいかんろうと、

私もそう思うんですよ。出さないかんときもあると、事業もあると、こういうことで、一定市

長の答弁には当事者でない後の市長として理解もできます。しかし、私は、最後に払った補助

金、23日、24日には言うてきて、認可に向けて文科省からクエスチョンがついたと。出し直さ

んといかんと。それは、紛れもなく明らかになっとるように、定員、人が、入学者がこの書類

では入学者が見込めないと、調べ直して出し直せと、こういうお達しだったと今までの資料か

らうかがえます。しかし、そのとき、副市長、軽微な答弁では変更で、何も問わなかったと、

そのことについて。決裁は受けちょる。次の日には、２億数千万円の金を認可がどうなるやら

分からん、文科省からクレームがついた、出しとると。そのときの判断について、決裁はもろ

とんですよ、当然。24日、今まで明らかになったのは、議会でも軽微な変更やけん、質問も相

手方にどんな内容かと、しなかったというふうに答弁をされてますね。私は、そこで今明らか

になっとるように、そのときに訴状にも書いとるように、請願は何人でしたかね、訴状では、

20人だとか、併願を合わせても少ないんですね。そういうことがお金を払う前にきっちりと私

はうちなりにお金を出す側がある程度の勉強もし、お金を出すんですからね。ほやけど、軽微

な変更で、次の日にお金を出した。そして、そのお金をすぐ使うがやったらええけんど、

100日も認可がもらえんなっても、11月30日まで大学の手元に２億数千万円の金があったと。

そのことについて副市長、当時の市長がおりませんので問うわけにいけません。副市長、どの

ように思いますか。

■議長（宮﨑 努） 田能副市長。

■副市長（田能浩二） お答えします。

まず、補助金の支払ったまず経過、時系列で申し上げますと、当時８月４日に法人から補助

金の請求書が届いております。その請求に基づき支払ったものでございますけれども、この支
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払いの期限をどう設定するかについてでございますけれども、当時法人から交付申請時に提出

のありました事業計画書上は、８月31日が事業の完了日でございました。当時工事等の遅延、

そういった報告もいただいておりませんでしたので、市としましては、８月31日に工事が完了

し、速やかに支払われるものとしまして、25日に補助金を交付したものでございます。８月４

日の請求書から、支払いの手続は進めておったというところでございます。その中で、ご質問

の８月24日に法人のほうから文科省から学則変更の認可申請に対して補正の話があったという

ことの報告は受けております。これまでもご答弁申し上げてきましたけれども、そのときの報

告の内容が、簡易な補正で認可申請、認可には影響がないという報告でございましたので、１

日違いと、25日に実際の支払いがあったところでございますけれども、それを停止すると、支

払いを停止するという判断には至らなかったというところでございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 今の答弁どおりだと思うんですけどね、副市長。請求書が８月４日に出

た。完成もしてないのに。私、委員会でもその間、総務委員会で、大学誘致の担当の委員でご

ざいました。委員会でも支払いについても何回も確認してます。市の契約と同じように、請求

書が出てきて、検査が済んで、引渡しを受けて、40日以内なんですね、市は、請求を受けて。

それも請求というのは、完成してないんですよ、８月４日は。８月４日は完成してない。完成

後ですよ、残りの金は。市長も言われたように、私はやはり市長がさっき川渕さんの答弁した

ように、どうしても補助金要綱に書いちょっても、規則使うて市長のあれで出して、事業を同

時に完結せないかん部分というの出てくると思うんですね。そのことについては認めとんです。

しかし、そのお金がじゃあそのように事務処理をしたと、副市長。11月30日まで100日間、向

こうの手元にあったというのは、大学側に、どのように思っているんですか。市民のお金です

よ。８月４日についてどのように思っとるか、お答えください。

■議長（宮﨑 努） 田能副市長。

■副市長（田能浩二） この補助金の交付については、この補助金については、市としては概

算払いという事務の取扱いによって支払ったものというところを付け加えた上で、その上で市

としましては、工事完了後、速やかに支払われるものということで概算払いをしたわけでござ

いますけれども、その後、法人から業者へ支払うまでの手続、これに一定期間を要したという

ことで、２か月ほど支払いが遅れたということにこれは事実としてなっております。ただ、現

場はできていたと考えますけれども、その現場ができた後のその事務処理等々、それについて

一定期間を要した理由というのは、私どもは把握はしておりませんが、最終的にはしかるべき

事務手続を経て、業者に対しての支払いは完了したものと考えております。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 時間もあまり。最後に、担当課長にお聞きします。

今の話、請求があって支払い日というのは、役所のほうは聞かなかったのか、大学側に。資
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金繰りがありますから、当然、うちもあるんですよね。概算払いでいつ、大学側は尾上工務店

さんに支払うのか確認せんずつ支払ったのか。私は、そこが不思議なんですよ。ふた月とか、

11月30日ですよ、約100日。そのことをお答えください。確認したか、しないか。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 概算払いを行う事務手続の中で、法人がいつ支払うかというも

のは確認しておりません。

■議長（宮﨑 努） 上岡 正議員。

■15番（上岡 正） 自分のお金やったら、そんなに払う日も聞かんずつ、こんなに払いませ

んよ。やはり、ここにおる管理職の皆さんは、お金を執行するときには、自分のお金だと思っ

ていろんなことに注意をして執行していただくことをお願いして、私の一般質問を終わります。

■議長（宮﨑 努） 以上で上岡 正議員の質問を終わります。

14時10分まで休憩といたします。

午後２時０分 休憩

午後２時10分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 四万十立志の会の西尾祐佐です。

議長にお許しをいただきましたので、通告に従いまして質問をしていきます。

今回は、以前にも質問した内容のものが多く、再度の質問や現状の確認も多いですが、よろ

しくお願いいたします。

まずは、中学校の文化及び体育大会出場補助金についてです。

この質問は、昨年の３月議会でも取り上げましたが、今年度の状況も見えてきましたので、

再度の質問です。

前回の答弁では、県内他市の補助状況や財源の理由などで、現状の実費の２分の１補助から

の補助率の引上げは考えていないとのことでした。今年度の支出について、主には中村中学校

の話ですが、市の補助が実費の２分の１、残りの半分は学校・ＰＴＡ・保護者のどこかが負担

していることになります。今年度の中村中学校の状況ですと、全体で昨年度約345万円だった

ものが、今年は約418万円で、約73万円の増になっております。全国大会への出場者が多かっ

たのもありますが、確実に負担は増えていっております。市の補助、ＰＴＡからの補助、部活

動保護者負担で分けると、市の補助が約37万円の増、ＰＴＡ補助が約14万円減、部活保護者負

担が約50万円の増となっております。これは、補助対象となる各種大会だけの数字なので、実

際はこれ以上にも多くの大会や試合、発表の機会がありますので、物価高騰などもあり保護者

負担はさらに増えていると推測できます。
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そこで、前回の質問以降にも保護者の声として聞こえてきたのは、子供たちを大会や練習試

合に連れて行くときの経費、また保護者運転で相乗りする場合、回数が多くなってくると、そ

の責任も含めて、乗せていくほうも、乗せていってもらうほうもお互いに精神的負担があると

のことでございました。また、金銭的な負担では、教育民生常任委員会でも話が上がっており

ましたが、宿泊のキャンセル料です。以前と違って当日の宿泊キャンセルは、全額のキャンセ

ル料が発生します。当日の試合結果次第で宿泊が必要かどうかが決まる中、どちらになるか分

からないのに宿泊予約を入れているのが現状です。

こういったことに対しても、現状は時代とともに変化していっていますので、補助内容の見

直しということも検討していくべきではないかと思っております。

今申しましたとおり、バス借り上げ料、燃料代や宿泊代などの高騰や時代の変化とともに補

助内容も補助率についても何らかの保護者負担が減るような見直しをしていくべきではないか

と考えますが、お考えをお伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

本市が制度化しております四万十市立中学校の文化及び体育大会出場補助金は、中学校体育

連盟、または吹奏楽連盟が主催する大会へ出場するために必要な交通費・宿泊費・楽器輸送費

及び大会参加費を対象としております。この制度は、ＰＴＡ団体等に対しまして、実際にか

かった費用の２分の１を補助することで、保護者の経済的負担の軽減を図るとともに、本市の

中学生の文化及び体育活動の振興を図り、健全な精神の育成を目的としているとこでございま

す。

近年の物価高騰により、宿泊に係る費用でございますとかバスの借り上げ費用といったもの

が軒並み上昇していることは重々承知をしており、それに伴い保護者の皆様の負担が増加して

いることも認識をしております。

本市の補助金の実績につきましては、令和５年度は140万円、６年度は247万円、７年度は

358万円程度となる見込みでございまして、コロナ禍以降、物価高騰も重なり、年々増加して

いる状況でございます。

現段階におきましても、年々予算が右肩上がりに上昇している中で、これに加えまして、補

助率の増となりますとさらなる財源の確保が必要となってまいります。

しかしながら、補助内容につきましては、実情を踏まえた見直しは必要であると考えており

ますので、補助制度の目的を踏まえつつ、手続の簡素化でございますとか効率化も考慮した中

で、持続可能な制度運用について検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 前回の答弁よりも前向きになったんじゃないかなと思います。ありがと
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うございます。

前回の答弁で、県内他市の状況についても発言がありましたが、予算で言うと、学校行事の

分も幾らか入っておりますが、宿毛市の大会補助予算は本市の倍以上でございます。前回の質

問のやり取りの中でありましたとおり、部活動は学校教育の一環であり、子供たちの権利であ

るという認識の下、家庭の事情、また金銭的な理由で部活動ができないことがないよう、注意

深く見守ってほしいと思っております。就学援助家庭についても、何らかの大会補助ができな

いかの検討も併せ、子供たちが元気に楽しく部活動に参加できるような環境づくりをお願いい

たします。何かご答弁あればお伺いしたいと思いますが、ないでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 先ほど議員のほうから宿毛市の例もご紹介がございました。こ

の大会出場補助金につきましては、幡多郡内の他市町村の中には大会出場費用を全額自治体で

負担しているところもございますけれども、本市におきましては、幡多郡内の中学生の約半数

が在籍している状況でございますので、幡多郡内の他の市町村と同等の枠組みを実施すること

は、なかなか困難な状況と考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 理解した中で、ぜひとも検討、見直しをしていくということもございま

したので、ぜひとも時代に合ったもの、また世間の状況にも併せながら見直しを図っていって

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

続きまして、中学校部活動でのスクールバスの使用について質問していきます。

具体的に、保護者の精神的・身体的・時間的、また金銭的な各種負担の減につながるのでは

ないかというような思いもありますので、スクールバスの使用について伺っていきます。

まずは、バスの所有台数と休日に使用してないバスの有無についてお伺いいたします。

日曜日などは、通常の部活動はしていないと思いますが、休日に使用していないバスはある

のか、併せて所有するスクールバスの台数も教えていただきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

現在、市で保有しているスクールバスでございますけれども、中村地域に12台、西土佐地域

に８台ございます。そのうち、休日の部活動として運行しておりますのは、中村地域の10台、

西土佐地域の４台になります。また、日曜日などで部活動や学校行事がない場合は、運行をし

ておりません。

スクールバスについては以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 台数結構あるんだなというのが分かりましたが、使用していないバスが
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あるということも確認できました。それでしたら、ぜひとも西土佐で使用している研修バス、

このような利用の仕方ができないかと考えております。四万十市研修バス管理運営規程があり

ますが、これを参考に、スクールバスの管理運行を委託している中村バスさんと協議して、使

用していないスクールバスの活用について各部活や学校での申請により利用ができる方法を検

討いただきたいと思っております。

この規程には、利用料のことは明記されておりません。利用料が発生する場合、任意団体の

中村バスさんで受けることができるのか、そういったところ法的な問題もあるんではないかな

と思っておりますが、可能かどうかという観点で、中村バスさんがスクールバスを各部活動の

大会、練習試合などで活用することはできるのでしょうか、お伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

中村地域のスクールバスの運行委託しております中村バスに対しまして、市が運行委託をす

る形であれば可能であると考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） ということは、市が財政的な負担を全部持つということになるんでしょ

うか。保護者が市にその委託分お金を支払うということになるんでしょうか、その可能なやり

方っていうのをもう少し詳しく教えていただきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） そこは、制度設計は検討する必要がございますけれども、例え

ば市が委託料として支払うであるとか、それからあとはその実費分に対して保護者らが払うで

あるとか、そういったことは考えられると思います。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。じゃあ制度設計の仕方によっては可能ということで認識

いたしました。なるほど、分かりました。

それでは、ぜひご検討いただきたいのと、プラスして、使用していないスクールバスの活用

についてですが、利用できるよう検討を続けてほしいと思います。その一つが、民業圧迫にな

らない程度に、スクールバスを部活動に貸し出すこと、こういったことはできるのかというこ

とも検討いただきたいと思います。というのも、近年県総体は各部で日程がばらばらになって

おり、集約したバスの台数での運行が難しくなっております。乱用や使用の仕方などを整理し

て考えないといけないことも多いかと思いますが、そこら辺はどうでしょうか、お伺いいたし

ます。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。
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■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

このスクールバスの配車についてでございますけれども、スクールバスの配車は、学校への

登下校便のほか、教育課程に位置づけられております学校行事と中学校体育連盟が主催する幡

多地区中学校体育大会に限定しております。教育課程以外の活動であります部活動の大会等に

係る送迎につきましては、原則として保護者の方にご負担いただくこととしておるとこでござ

います。

なお、県大会以上の主要な大会につきましては、先ほどご答弁いたしました補助制度を設け

まして、保護者の負担軽減を図っているとこでございます。

中村地域の中学校２校に部活動において参加している各種大会でありますとかリーグ戦、練

習試合等を確認しましたところ、全部活動で年間約660回ございました。そのうち、比較的保

護者の送迎負担が大きいと考えられる幡多地域以外の大会等に限定すると、年間約340回ござ

います。仮にこの幡多地域以外での大会等全てについて行き先を春野総合運動公園と想定し、

市が委託しておりますスクールバスの運行単価で計算いたしますと、1,300万円を超える費用

負担が発生する見込みとなります。これは、全ての大会等の送迎を市のスクールバスで運行し

た場合の概算になりますが、市で負担するにも、保護者が負担するにも、相当な金額を要する

ことが想定されます。そのほか学校行事に加え、部活動への配車が増えることで、運転手の確

保が必要であること、学校における事務的な手続が増加するなど幾つかの運行上の課題も生じ

てくると考えております。また、中村地域の中学校は、部活動の数も、生徒数も多く、全ての

部活動を対象に配車を行うとなると、相当の負担が生じてまいります。そのため、現状では新

たな対応を行うことは難しく、今後の状況や課題を踏まえながら、慎重に検討していく必要が

あると考えております。

以上のような理由から、現時点で西土佐の研修バスと同様の仕組みを構築することは考えて

おりません。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） ありがとうございます。想定していた以上にしっかり確認していただい

ております。自分がいただいた声以上にも、学校教育課からのほうからはいろんな声も引き出

せるというか聞き取れると思いますので、さらに前向きにいけるんじゃないかなと思います。

課題というものが幾つも見えてくる中、やっぱりじゃあどういう方法で制度設計というか、よ

りよい運行ができるのかということが課題があるからこそ前に進めるんじゃないかなと思いま

す。先ほど言っていた負担も、現状で言えば保護者が全部負担しているという、ＰＴＡ含めな

んですけど、というような現状だと思います。そこの負担部分をどういうふうな割合でいくの

かバランスを考えながら、先ほども言いましたとおり、金銭的に厳しい家庭、そういった家庭

が、金銭的な理由で部活動に参加できないっていうようなことがないような子供たちの環境を
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整えていってあげれればなと思っておりますので、ぜひとも引き続いてこの課題をどうやれば

解決できるのかなというところで、前向きにご検討いただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

続きまして、教員の働き方改革についてお伺いいたします。

初めに、前置きとしてお伝えしておきますが、この働き方改革についてというのは、前久保

教育長も言っておりましたとおり、教員の勤務環境をよりよいものに整えるということで議論

をさせてもらっております。これにつきましては、令和５年12月議会・令和６年３月議会・６

月議会と何度も質問してきたものですが、新たに教育長が替わりましたので、松田教育長のご

意見やお考えを伺っていきたいと思います。

まずは、標準授業時数を超える時数についてのお伺いです。

私は、先生の子供たちと向き合う時間の増と、教材研究や授業の準備時間を確保することで

の質を担保し、学力低下の懸念をカバーしながら、標準授業時数を極力超えないように努めて

みてはどうでしょう、簡潔に言うとこのような考えです。同じ内容で複数回の質問になってお

りますので、思いなど多くは省かせてもらいます。今までの久保教育長とのやり取りを議事録

等で見聞きしているのかは分かりませんが、この標準授業時数を超える時数についての現状と

松田教育長のお考え、ご見解をお伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答えいたします。

現在、国が示している標準授業時数は、学校教育法施行規則を基に教育課程編成の基準とし

て定められております。本市の小中学校におきましても、基本的には標準授業時数以内で教育

課程を編成しております。

しかし、学習保障や特別な指導の必要性から、標準時数を上回る授業を実施しているのが現

状です。

令和７年３月議会でも久保前教育長がお伝えしましたが、市教育委員会と校長会の代表で教

育課程の編成と授業時数の扱いに関する指針を作成し、年間の標準授業時数を大幅に超えない

よう、学校の実態に応じた教育課程を編成することについて、協議会で周知及び徹底を図って

おります。今年度は、年度途中のため、まだ授業時数の集計はできておりませんが、令和６年

度につきましては、国の基準である年間の授業時数を大幅に超える、国の方針ではプラス70時

間なんですが、を超える学校はありません。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 現状はお伺いしたんですけど、松田教育長として、この標準授業時数を

超えることに対しての思いであったりとか、自分はこうしていくんだというようなご意見とか

ご見解、ありましたらその部分についてお伺いしたいと思います。
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■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答えします。

現在、標準授業時数は、やはり今申し上げたように大幅に超えないようにということは、こ

れはもう最低限の約束事項です。ただし、特別な事情がない限り、下回らないようにというこ

とも最低限の約束事項です。そして、2030年の新しい学習指導要領の中では、この授業時数の

見直しについても大幅に今考えているとこで、特に調整授業時数制度というような制度を設け

て、新たな取組を行っていく指定学校なども出てきております。まだどこの学校が指定学校な

のかということは公表されておりませんが、そういう取組についても、事前に各学校で教育課

程について各学校の校長以下教職員がもっと学んで、教育課程をうまく実施して、授業時数を

くれぐれも下回るように、授業時数を下回るというのは、大幅に超えないようにして、学習効

率を上げてほしいというふうに私は考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 自分なりに勉強する中で、やはりこの標準授業時数、大幅にと言うより

は、極力それに近い形、実際にこの取り上げて、若干減っていく中で、先生の声として、１時

間減るだけでも随分変わったという声も多くいただいておりますので、ぜひともそういった標

準授業時数に関しましては注視しながら取り組んでいただきたいなと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

次に、教員の休憩時間についてお伺いいたします。

この質問は、昨年の６月議会でも質問していますが、そのときに、先生方は法定の45分休憩

を取れているのかのアンケートを各学校で取っていただきました。答弁では、16校中４校が

45分の休憩が取れているとのことでした。

しかしながら、先生の学校での業務内容を考えると、まとまった休憩時間というのを確保す

るのは、本当に難しいと認識しております。

土佐町でもこの問題を取り上げていましたが、教員が45分の休憩時間を取れていないのは、

労働基準法違反の状態であると教育長が認めています。多くの地域の教育現場がこのような状

態であると想像します。

本市においても、同じような状態が続いていると思われますが、現状の把握と教育長の考え、

ご見解をお伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答え申し上げます。

これも前久保教育長がご答弁申し上げたように、45分の休憩時間については、各校で確保は

努めておりますが、実際に給食指導であるとか、課題の確認であるとかにより依然として十分

に確保されていないのが状況です。
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また、児童生徒への給食指導、昼休みの見守りなどの業務は、全ての教員が対応しているわ

けではないものの、教職員全員が一斉に休息時間を取ることは、現在難しい状況であるという

ふうに思っております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） これもですけど、現状をお伝えいただいてありがたいと思います。その

後、松田教育長が思うご自身のご意見とかご判断、またこうしていきたいというような思いを

いただければなと思うんですが、どうでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） ご質問ありがとうございます。

実際、45分連続して休憩を取らなければいけないというのが労働基準法にあると思います。

でも、実際のところは、45分連続して取るということは不可能です、今の給食があったりとか、

実際昼休みに子供は勉強を教えてとかいろんな相談事乗ってって来たときに、今休息時間やけ

ん駄目とかと言うことはできません。

そこで、実際は取れないんですけど、間間で少し休憩じゃなくて休息を取ってもらうという

ようなことは、大幅にあまり大きな声では言えないかもしれませんが、例えばコーヒー飲んで

たばこ吸うとか、たばこ吸う人は、お菓子食べるとかということなんかも必要ではないかとい

うふうに個人的には考えてます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。

基準法の中でも、その休憩とはどういうことかってなると、その職場からしっかりと離れる、

関わりを持たないようなしっかり取れるような環境をつくるということでの時間になっており

ますので、そこら辺も本当に先生という業務内容で考えると難しいんじゃないかなと思います。

しかしながら、職場環境、勤務環境を整えていくっていうのは、大事な今後の先生の不足、成

り手不足、こういったものを解決するためにも必要なものであると思いますので、また地教連、

各自治体でできるような取組につきましてはご検討いただきたいと思います。

次に、残業時間についてお伺いいたします。

松田教育長もずっと教員として勤務しておられたので、現場の状況はよく把握されているこ

とと思います。これについての校内での残業、持ち帰り残業についての現状把握と、これも教

育長のご意見やお考えをお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 以前と同じ答えになるので、もうそれは省かせてもらいますので。個

人的な考えとして、持ち帰りは実際あります。学習指導案であったりとか、授業の展開であっ
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たりとか、あるいは自分の研さん、書籍を読むであったりとか、これも持ち帰りに含むかどう

かちょっと分からないんですけど、自分の知識を増やすために、様々な指導方法を改善するた

めに持ち帰りというのは、これはあると思います。ただ、やはり教育公務員は、24時間教育公

務員です。勤務と離れても、教育公務員としての自覚を持って、常に生活をしてもらわないと

困ります。したがって、いいか悪いかというのが今問題になってますが、給特法なんかの改善

を今進めていってもらっているところですが、そういう形で持ち帰りというのは実際なくなる

ことは少ないんじゃないかなと、極力少ないんじゃないかと思います。ただ、中学校であれば

部活動の地域移行、小学校であれば教科担任制、こういうものをスムーズに進めるに従って、

教員の空き時間というのが増えていって、勤務時間内で仕事ができ、持ち帰りが少なくなると

いう可能性は高いんではないかと思います。ただ、それらを実施するには、どうしても四万十

市だけ、高知県だけの取組では不可能なところがあると思いますので、私たちも地教連を通じ

てであるとか、様々なまとまりを通じて、県や国などに教員の配置定数の改善であるとかとい

うことを求めていきたいと思っております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） おおむね思い、お伺いいたしました。３点お伺いしましたが、現状や教

育長のお考えを知ることができました。

今回の質問ででは、１つずつさらに掘り下げて質問を繰り返すということはしませんが、今

後についてもう少しお伺いしたいと思います。

こういった現状の中、大きな話になるかもしれませんが、今後教育長の考える教員の働き方

改革、また関連する本市における学校運営や教育の在り方、こういったものを考えられている、

今後していきたいなっていう取組などがありましたらお伺いしたいと思いますが、どうでしょ

うか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答え申し上げます。

先ほどと重複しますが、やはり2030年の新しい学習指導要領の実施に向けて、我が国の方向

性に本市もいち早く取り組んでいくべきではないかと思います。まずその方向性をしっかり各

学校では、学校長のリーダーシップの下、勉強してもらうということが第１点、働き方改革に

ついては、その中にも十分盛り込まれております。ただ、先ほども言いましたように、現状を

早く打開していくには、国や県の動き、これを早めていただくこと、それから教員の成り手を

増やしていくためにも、そういう動きを早めていってもらって、授業時数を整えていってもら

うことなどが考えられると思います。

四万十市としましては、他の市町村に比べて誇れる点が、各学校に支援員さんの配置の数が

多いんです。それぞれの市町村に比べると、支援員さんがいろんな支援員さんを含めて、教育
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委員会にもおる支援員さんもいますけど、70名程度の支援員さんがいます。この数は、どこの

市町村にも、６か市町村、誇れる数ではないかと思っております。この支援員さんなどを含め

て、国や県が教員定数がある程度決まっている中、市でそういう形でバックアップをしながら、

教員の働き方改革に努めていこうとしていますので、さらに市としても予算要求をしながら、

いろいろな改善について図ろうと思ってます。

それと、もう一点が、いろんなとこで言われてますけど、今取り組んでいこうとしているの

が、カスハラ防止に向けた取組なんです。やはり、最も時間を食う、そして不定期に取られる

のが、生徒指導的な問題です。この生徒指導的な問題で、今度は保護者とのやり取りであると

か、各関係機関のやり取りであるとかをうまく外部の関係機関と調整をしながらやっていくこ

と、それから保護者対応についても、異常なカスハラ的な保護者対応については、毅然とした

態度で臨んでもらうということで、その防止策についても現在四万十市を中心に考えて、６か

市町村の教育長会で、１月の教育長会では提案をしていけるように足並みそろえていこうとい

うことを話しております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 様々お答えいただきました。本当に2030年の学習指導要領、これは大き

な変化の節目になると思っておりますので、ぜひ先進的に取り組むという意欲も伺いましたの

で、自分たちも自分たちの立場で一緒になりながらできればと思います。

また、カスハラ防止、保護者対応、こちらのほうも本当にいろんな先生からも、いろんな学

校からも聞きますが、なかなか難しさはあると思います。バランスを考えながら、また前に進

めていっていただければなと思っております。

教育長の考え、本当に思い、一端を伺えることが今回できました。本当にこのよりよい環境

を整えていく、これが先生の不足、成り手不足、そういったものを解消していくことにつな

がっていくと私自身も思っておりますし、返ってくるのは子供たちというのはもう最初から

ずっと、前久保教育長とも議論しながら、話はして、議論はさせてもらっておりましたが、本

当に子供たちが健やかに育てる環境、こういったものをどうやってつくっていくのかというの

をいろんな立場、保護者であったり議員であったりっていう立場ですが、一緒になりながらで

きればなと思っております。

また、教員の基礎定数や標準授業時数など、市町村の教育委員会ではどうにもできないこと

に対しても、県や文部科学省のほうにも声を上げていっていただけるような発言もありました

ので、ぜひ一つでも多くの市町村が声を上げるということの先頭に立ってもいただきながら、

しっかりと声を届けていただきたいと思いますので、引き続いてよろしくお願いいたします。

それでは、次に移らさせていただきます。

しまんとぴあの指定管理についてでございます。
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この質問も同じような内容で、令和５年９月議会で質問させてもらっております。そのとき

の質問初めに、私の意見を述べさせていただきましたが、現在も変わっておらず、理想は地域

の財団や団体・事業者が管理できるのが望ましいのではないかなと思っております。その考え

を前提として質問いたします。

まずは、しまんとぴあの開館以降、指定管理者の業務について担当課の評価、また課題や改

善点などがありましたらお伺いいたしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） それでは、答弁させていただきます。

指定管理者の業務の評価についてでございます。

利用実績につきましては、開館初年度である令和６年度において、指定管理者が設定する当

初目標であったホール・諸室等の利用率や利用人数を上回る実績を残すことができております。

次に、これまでに市が積み上げてきた市民大学をはじめとする文化事業などについては、指

定管理者が持つノウハウを十分に生かした運用ができており、市の直営では困難であった部分

に対して、効果的なアプローチが可能となっており、著名人のコンサートや講演、施設を活用

した市民向けイベント、その他文化芸術に触れる様々な機会の創出が年間を通じて複数回開催

をされております。

そういったことから、質・量ともに直営時代を上回る事業が実施されていると判断しており、

市の生涯学習活動の振興・推進へ貢献いただいていると高く評価をしているところでございま

す。

今後さらに充実した事業内容とするための方針でございます。

しまんとぴあは、全世代を対象とした生涯学習活動の拠点施設として運営を開始したところ

でございます。少子高齢化の中、若い世代への体験、学習の機会を提供し、新たな活動をス

タートしてもらうきっかけづくりの場の創出について特に現在力を入れて取り組みたいと考え

ており、指定管理者には、様々な体験ができるカルチャー教室の実施や市民大学などについて

もターゲットを若い世代や子供に絞る会を設定するなど意識して試みていただいているところ

でございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 指定管理という中での評価でしたので、なかなか雨漏りとか駐車場の問

題はあれでしたけど、その課題とか改善点というところがなかったんですけど、特に現状はな

いということなんでしょうか、再度お伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） 業務上での評価ということでご答弁させていただきました。運

営とか全体的なもので見れば、議員おっしゃるように、雨漏りの件であったりとか、駐車場の
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面であったりとか、運営面では、あと施設管理の面では、若干まだ整理する事項がございます

が、その辺も含めて調整はしていきたいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。管理の業務の中では、特に課題・改善点はそれほど現状

ではないということなのかなと思います。私自身も実際に何度も足を運ばさせてもらっており

ますので、確かに全国のネットワークがあるのか、いろんな方を呼んでいただいたり、芸術文

化、こちらでは見れないようなものを見させてもらったりというのはあります。ですので、館

の運営、企画や営業力は確かにあるんではないかなと感じております。

この運営による年間の決算なども気になるところではございますが、ぜひ地域の方々が働く

ことで、文化芸術に触れながら、館の運営に触れることで地域の人材育成につながっていくこ

とを期待するところです。ぜひともそういった観点、また後ほど質問しますが、そういった観

点も取り入れながら、注意深く見守っていただきたいと思います。

次に、次回の公募についての現状の考えをお伺いいたします。

前回同様、再度になりますが、高知市のように文化振興事業財団のような団体を市がつくる

というような考えも含め、次回の公募に対して現状どういう状況なのかというのお答えいただ

きたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） ご答弁いたします。

しまんとぴあは、市民の皆さんの注目度も高く、今後も四万十市の文化芸術活動及び生涯学

習活動の振興・推進を図るための拠点施設として、適切な運営を行ってもらわなくてはなりま

せん。

次回の公募につきまして、１期５年間の実績・運営に係る適正価格の見極めなどを踏まえて、

初回と同様に提案型による一般公募を行う予定としております。

文化振興事業団をつくる考えはあるかというご質問に関してございます。

市の主導による文化振興事業団の立ち上げについては、具体的には検討を行ったことはあり

ません。指定管理者の選定につきましては、高知県も事業者選定の透明化などを理由に、一部

の施設で指定型から公募に変更するなど、選定作業における公平性・透明性が重要視をされて

おります。そういった状況の中では、仮に市内に団体が立ち上がったとしても、無条件でその

団体を指定管理者に選定するものではなく、公募に参加していただき、他の事業者と競争によ

り決定をしていくことになるというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。現状の考え、分かりました。
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スケジュールについてなんですけど、今２年弱になってきます。３年目にそういった内容を

精査しながら、４年目に公募というような感じなんでしょうか。そこら辺スケジュールについ

てお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） それでは、スケジュールにつきましてご答弁します。

２期目は、令和11年度からの管理運営開始となります。令和10年度中に公募、選定委員会の

実施、市議会定例会において指定管理の指定についての議決をいただくこととなります。その

ため、第１期目の中間年である令和８年度までの実績をベースに、令和９年度中には、委託内

容や公募内容の大枠を決定する予定としております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。

また、８年度までの実績を基にということなんで、もう少し先ではありますけど、またしっ

かりと見ながら、関わっていきながら注視していきたいと思います。

次に、指定管理を通しての人材育成の観点についてお伺いいたします。

しまんとぴあは、ご存じのとおり、文化センター・公民館・働く婦人の家の３つが集約され

たもので、四万十市の音楽や芸術文化の拠点となる場所です。ここで本市の特色ある文化が、

育成・醸成されることを考えると、この館の管理運営でも四万十市の人材育成を図っていくこ

とは、新しい文化拠点の役割の一つでもあると思っております。

そこで、お伺いいたしますが、このしまんとぴあを通して、地域の文化的な側面からの人材

育成についての所管課のお考えをお聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） ご答弁いたします。

市に与えられた責務は、全世代の市民の生涯学習活動の拠点施設を設置し、様々な学びの機

会を提供することであるというふうに考えております。

しまんとぴあを無事に完成させ、目標を上回る事業実施ができている現状から、多くの市民

に生涯学習の機会の提供ができているというふうに考えております。生涯学習は、人づくり活

動でありますので、広い視点での人材育成には十分取り組めているというふうに認識をしてお

ります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） やはり、初めにも申しましたとおり、私の理想としては、地域の財団や

団体・事業者が管理できるのが望ましいのではないかなというふうに思っておりますので、課

長が言われたとおり、現状では関わる人を増やし、館で働く人や各種文化芸術活動に触れるこ
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とや交流する機会が増え、活性化することを期待しております。ぜひ、スモールステップを重

ねるためにも、しまんとぴあ友の会や登録サポーターを周知したり、市からの補助金も入って

いる四万十市文化協会、この活動なども市も連携しながら活発になればなと思っております。

今後もしまんとぴあの管理運営を通して、地域の文化芸術の拠点として、その人材育成の観

点も考慮しながら、よりよい場所になっていくことを期待しております。

次に、移りたいと思います。

次に、四万十市立郷土博物館についてお伺いいたします。

博物館の管理運営や市史編さんを通して、地域の歴史・文化・伝統などをどうやって守り、

育み、残していくのかを何度も質問させてもらっております。学芸員の増につきまして、市史

編さんの関係もあり、１人職員が増えました。ありがたく思います。ぜひ、この地域のゆえん

を一緒に将来に残していければと思います。

まずは、博物館の耐震改修以降の来館者数についてと現在の管理運営の状況を教えてくださ

い。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） ご答弁申し上げます。

現在の指定管理状況についての質問等でございます。近年の博物館の取組について説明をさ

せていただきます。

平成31年２月のリニューアルオープン前は、建物の老朽化により、安全性や資料の保存、展

示環境にも不安が多くなっており、館の展示も内容が変わらない期間が長く、地域の文化を発

信する活動が停滞し、ノウハウの蓄積も希薄な状態になっておりました。

そこで、リニューアルに際し、地域に密着した小規模な博物館として、単なる改修にとどめ

ず、地域に継承されてきた風土や文化を伝え、住民に親しまれる施設に生まれ変わらせたい、

そのために館の役割やコンセプトの抜本的な見直しを行ったところでございます。

また、館の改修では、耐震補強など安全性の向上に加えて、資料の保存環境を改善する収蔵

庫や環境整備設備等の導入、少人数でも展示更新しやすい設備の工夫、展示作製を館内で完結

できるように大型プリンターの導入などを行って、リニューアル以後、新たなコンセプト、川

とともに生きるまちの博物館として、常設展示や土佐小京都に関する展示、その他郷土にまつ

わる様々な企画展示などを行っているところでございます。

来館者でございます。リニューアル後の令和元年度は6,891人と非常に多くの皆さんに来館

をいただきました。その後、コロナ禍により、令和２年度に3,147に減少、３年度4,765、４年

度4,697、５年4,603で、令和６年度は5,233となっており、本年度も前年度同様の人数が見込

まれております。改修工事に係る前の平成27年度が2,397人でございましたので、２倍以上の

来館をいただいている状況にございます。

以上です。
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■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 先ほどの２倍というのがちょっと肌感覚ではどうかなというところなん

ですけど、確かに若干増えてるんじゃないかなというような思いはございます。

耐震改修には、周りも含め、全体で多額の費用を要し、先ほども申されましたとおり、文化

財の保存についても一部適切な施設にもして、管理の強化をしており、いいことではあります

が、その分、年間の電気代も増えたというのが実情の一つにもあるんではないかなと思ってお

ります。

こういった経過も踏まえ、ぜひ効果を求めていければと思っております。たまに私も展示も

見に行きますが、よい企画をやっているとも思っております。ＰＲの仕方なのか、為松公園一

帯での魅力的な場所にしていくことが有効なのか、もっと魅力的な場所に地域で育んでいきた

いなというような思いも持っております。このままいけば、平行線のままのイメージが強いで

すが、今後について検討していることや考えがありましたら、この指定管理の運営に関しまし

てもですが、今後について検討していることや考えがありましたらよろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） ご答弁いたします。

当面は、現状の運営体制を維持しつつ、継続して指定管理については検討していきたいとい

うふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） そうですね、地域の歴史・文化・伝統などの学芸部門についても、市民

のより多くの皆さんに興味・関心を持ってもらい、こちらもスモールステップを重ね、郷土博

物館の管理運営を通して人材が育つ環境を整えることも考えられないかと思案しております。

昨日ふっと思ったんですが、その試案の一つに、しまんとぴあであれば、ちょっと郷土博物

館と博物館法と若干法律が根拠が違うかもしれないんですが、一つの試案として、しまんとぴ

あと一緒に郷土博物館も指定管理に管理運営をしてもらうという公募は考えられないもので

しょうか。郷土博物館を学芸部門として切り分けながらも、しまんとぴあと一緒に管理運営す

ることで、コラボの企画もしやすく、一体的に芸術・文化・歴史や伝統の維持・振興により寄

与するのではないかと考えます。公募については、県のほうでも先ほどもちょっとありました

が、話題になっておるので、多くの懸念もありますし、一体的に受けてくれるような指定管理

者もいるのかも分かりません。ただ、可能性としてそういうのはできるのかどうかというとこ

ろも含めて、所管課のお考えをお伝えいただければと思います。

■議長（宮﨑 努） 戸田生涯学習課長。

■生涯学習課長（戸田裕介） ご答弁いたします。

しまんとぴあと博物館の管理運営を一体とするという提案でございますが、文化会館と博物
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館とでは、求められる専門性が大きく異なるものと認識しております。博物館は、文化財を後

世に残すという公的な責任を持つ施設で、地域の歴史・文化を保存・継承する役割を担ってお

るものでございます。その目的を達成するために、資料と人、学芸員等でございますけれども、

を組み合わせて、価値を生み出すものというふうに考えております。

そのため、しまんとぴあの現在の指定管理者に対して、単純に郷土博物館の運営を行ってい

ただくような仕様変更を行うことは、難しいというふうに考えております。

また、それぞれの分野における高い専門性を同時に有する事業者は、国内でも限定されると

思われます。公募を行っても競争の下で選定ができるか不安があるところでございます。一体

とした指定管理は難しい状況でございますが、郷土博物館の指定管理については、館が担う役

割や費用対効果の面も踏まえて、今後も検討は続けていきたいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 分かりました。本当に、根拠となる法律も違う中、求められる目的、皆

さんの状況であったり、目的等も違うという中では難しいのかなというようなことも理解でき

ました。

やはり、ここの郷土博物館の管理運営というものを、やはり何がしか前に進めるということ

もしっかりと検討いただきたいなと思っております。こちらのほうも、できるんであれば地域

の団体、文化芸術の振興、歴史や伝統の掘り起こし、また保護・継承を担い、館の管理運営を

できるっていうような団体がなかなか難しいとは思いますが、こちらのほうも検討したことは

ないと申しましたが、市でそういった財団、文化振興事業団、そういったものも含めて検討も

一度していただければなというような思いもございます。ここもやはり関わることで人材の育

成にもつながり、また本市のゆえんや人の心の温かさを保つ一助になっていけるような博物館

になることを期待しております。ぜひとも１つずつ課題解決を図りながら、よりよいの館の運

営、引き続いて努めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

最後は、行政事務についてでございます。

こちらについては、朝、川渕議員がほぼほぼお伺いしておりますので、なかなか大分端折っ

て数点だけお伺いしたいと思います。

私も強化の必要性ということでお伺いしたいと思いますが、やはり大学誘致に関連した様々

な情報や経過が明るみになる中で、公文書等の管理の体制の強化が必要ではないかなと、私自

身も感じましたので、ちょっと確認させていただきます。

その感じた２点、朝も申しましたとおり、不存在というようなものがございました。

１点は、やっぱり学校法人、先ほども出ておりましたとおり、令和４年８月24日、市長室で

報告を受けたときの簡易なメモを含め、録音など行政情報が不存在であったという１点と、も

う一点が、令和５年３月15日起案の文中の中にあった度重なる協議により合意を得ることがで
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きたということではございますが、この度重なる協議、この協議について開示請求をすると返

答が不存在であった。この不存在という２点について、確かに私のほうも管理運営の強化が必

要ではないかなというふうに思いました。

この２点、まず市長になられたのが、その訴訟を起こした後ということもございますが、こ

の不存在であったという事務処理、それにつきましてご見解、そして私は強化の必要性をそこ

で感じたんですが、強化の必要性についてはどのように感じたかっていうのがお答えいただけ

ればと思いますが、どうでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

川渕議員のご質問でもご答弁させていただきましたけれども、公文書等の管理に関する法律

につきまして、その意思決定に係る過程や事務事業の実績を合理的に後づけ、または事後に検

証することができるような文書を作成しなければならないとなっておりますが、ここに関しま

しては、私も先ほどと同じように必要性を感じているということでございます。現状そういっ

たものがなかったという事実を鑑みまして、そういったものをきちんと整備していく必要があ

るというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） 必要性については本当に感じたということで、同じ思いを持っていただ

いたということでございます。

条例制定の検討ということでしてはどうかというところですが、１点、確認をしたいという

ものがありまして、それは廃棄について、廃棄についてというところで、それほど川渕議員の

中ではなかったと思うんですが、現状の作成についても不存在であったというところで疑問は

残るところなんですが、その廃棄についての現状の状況っていうのはどういうふうな基準を

持って廃棄をしているというのをお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） お答えをさせていただきます。

本市の公文書におきましては、四万十市文書管理規程におきまして、処理を完結した文書を

簿冊に分類・収納し、文書により区分された保存年限に基づいて保管・保存した後に、所管課

長の決裁を受け廃棄処分することになっております。

文書の保存年限の区分につきましては、極めて簡易な文書のため、即時廃棄が可能なものか

ら、文書保存の必要性に応じまして、１年・３年・５年・10年の保存年限を設定しているもの

のほか、議会関係、それから人事関係、重要財務関係、相承関係など、市の存立の基本に関す

る文書、またはその他の文書で10年以上の保存が必要で、実務上永年保存の取扱いとなるもの

につきましては永年保存という形で取扱いをさせていただいております。
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■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） それは、文書管理規程のほうに従っているのか、上位の公文書管理法、

こちらのほうに準じているのかというところではどのような考えでやってるんでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） 公文書管理法におきましては、基本的には国の機関に限られるもの

であります。公文書管理法の中で、34条の中では、市町村の努力義務ということも定められて

おりますけども、先ほど申し上げましたことにつきましては、基本的には四万十市の文書管理

規程に基づいた考え方でございます。

■議長（宮﨑 努） 西尾祐佐議員。

■12番（西尾祐佐） やはり、規程は規程ですので、条例制定の検討する中では、こちらの廃

棄についても検討をいただきたいなというような思いでございます。というのも、この廃棄に

ついて、人知れず重要な公文書等が廃棄されるおそれが現状ではあるのじゃないかなというよ

うな思いもございます。

今後、朝の答弁でもありましたが、公文書管理規程、見直しを図っていく。その先には条例

制定もあるんではないかなというような、否定は含まないというような発言もございました。

そういった中で、ぜひとも作成、そして保存、こういったことに関しましては、しっかりとも

う一度見直していただきながらしていただきたいと思います。何をどのようにどれだけ記録し

て残すかという作成と保存の義務を、条例レベルで明確にしていくことを望んでおります。条

例の制定は、将来にわたる行政の透明性を確保し、結果として執行部自身を不必要な疑義から

守る盾にもなります。今回の大学誘致の一連の流れの中で、見直す点や改善点があれば、今回

の経験を生かすよう、取り組めること、取りかかれることは早急に行動に移しながら、法的な

安定性を高めるという観点から、条例制定に向けての検討をしてはどうかと思いますが、同じ

答えになるようでしたら構いませんが、ニュアンスが変わった答弁をいただけるようであれば、

答弁をいただきたいと思います。

ないですか。分かりました。じゃあ朝の答弁で了といたします。

それでは、私の一般質問をこれで終わります。ありがとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で西尾祐佐議員の質問を終わります。

この際、15時20分まで休憩にいたします。

午後３時７分 休憩

午後３時20分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、川村真生議員。

■２番（川村真生） 市民クラブの川村真生でございます。
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議長よりお許しをいただきましたので、通告に従いまして一般質問させていただきます。本

日のラストバッターです。よろしくお願いいたします。

それでは、まず初めに、小学校への校区外入学の特例措置追加が与える影響についてお伺い

をしてまいります。

今議会初日の教育民生常任委員長報告にもありました指定学校の変更についてがいわゆるこ

の令和８年４月以降に適用される小学校への校区外入学の特例措置追加となるわけであります

けれども、私はどちらかと言いますと、一保護者としても前向きに捉えております。市内中心

部も例外ではございませんけれども、子供の数が少なくなっていることは、皆様ご案内のとお

りでございます。その中でも、市内中心部以外の子供の人数が特に減少している中において、

保育所には校区の概念がある小学校・中学校とは異なりまして、保護者の仕事の都合や家庭の

事情に合わせて保護者が望む保育所へ通わせることができるため、市内中心部以外の家庭でも、

市内中心部の保育所に通わせることができるメリットがある一方で、小学校からは、大前提と

しましては、自分の住んでいる校区内の学校に通わせなければならないために、せっかく保育

所で仲よくなった友達と離れ離れにせざるを得ない状況があることに対しまして、頭を悩ませ

ている保護者がいることも事実でございます。一例にはなりますけれども、東山小学校校区内

に住んでいる保護者が、古津賀保育所が大変人気で、定員の関係で入所ができなかったために、

市内中心部の保育所に通わせておりますけれども、仲よくなった子供たちとは、小学校になる

と離れ離れになるので、市内中心部への引っ越しもちょっと考えているというお話もお聞きし

ました。引っ越しにはコストもかかるんで、どうしようかなと悩んでいる話を２年以上前に話

したことを思い出しております。そのほかの保護者からも、いろいろなことをお聞きしまして、

その中で特に多かったのが、市内中心部以外の保護者からになりますけれども、子供への教育

環境を重視したいので、小規模校にはできるだけ通わせたくないけれどどうしたらいいのか。

いずれ中学校で一緒にはなるけれども、小規模の地元の小学校に戻って、大規模な中学校にい

きなり通わせるのは不安があるなどのような意見を多数の子育て世代からお聞きをしましたの

で、令和５年６月議会の私の一般質問におきまして、教育環境を目的とした校区外の特例措置

追加について質問をした経緯がございます。その当時のやり取りの中で、私の最後の質問に対

しまして、当時の学校教育長からは、今後人口減少が進む中で、各地域においても当然人口減

少が進んでくる、また学校のほうにつきましても、小規模化が進んでくるというようなことも

ございます。中学校のほうにおきましては、学校再編なども進めてきていただいている現状の

中で、いろいろと調整が必要になってくる場合も今後出てくるかもしれません。そういった学

校情勢が変化していく中で、需要の高まり等を見極めながら、教育上も配慮する必要が出てき

ましたら、特例措置の拡充というのも一定検討しなければならない時期が出てくるのかもしれ

ません。ただ、そういう形で選択制という形には今のところなっておりませんので、そういう

ふうなところでどのような形でメリット・デメリットが出てくるのかというところも慎重に判
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断をさせていただいた中、一方では地域のほうで学校の小規模化ということを加速させてしま

うようなことにもつながるというようなことも懸念されることはあるふうに思っておりますの

で、そのあたりは情勢も見ながら適切に判断できるよう、十分今後協議をしていきたいという

ふうに考えておりますという答弁をいただきました。当時を振り返りますと、特例措置の追加

は、一定のご理解もいただいていたのではないかなと感じておりましたが、当時の私の一般質

問によって、今回の特例措置の追加になったかは分かりませんけれども、私の一般質問以降に、

その後具体的にどのような検討を行った上で、今回の特例措置の追加に至ったのか、その経緯

につきましてお伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

今回校区外入学の特例措置の追加を行った経緯といたしましては、今年度から３年間、高知

県教育委員会から保・幼・小・中連携モデル地域実践研究事業の指定を受けております。この

取組は、保育所等の年長から小学校１年までのかけ橋期、それから小学校６年から中学校１年

までの伸び代期の取組を充実させ、校種間ギャップを軽減するものでございます。このかけ橋

期のギャップを少しでも軽減するため、来年度以降、就学する児童に対しまして、区域指定の

ない保育所等からのその校区の小学校へ就学できるよう、指定学校の変更及び区域外就学を許

可する基準を追加したものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 分かりました。ありがとうございます。目的についてもお伺いしようか

と思ったんですけれども、目的のほうもご答弁いただきました。ありがとうございました。

校区内の小学校に通わせるというのは大前提であるかと思いますけれども、選択肢が増えた

ということは、保護者だけでなく、子供にとって保育所で共に過ごした友達との関係や集団生

活をそのまま小学校へ引き継いでいける点においてすごく大きなメリットがあるのかなと考え

ておりますので、本市の現状に即した対応であったのかなと思います。

それでは、次にお聞きしますが、年々校区外入学が増えているということは、これは事実で

あるという認識の中で、質問の冒頭に申しましたように、私もこの校区外入学の件で多くの保

護者から要望等がございましたけれども、私を介してなくても、多くの保護者から教育委員会

に対してこのような要望があったのではないかと推測しておりますが、そのあたりも念のため

確認したいと思います。よろしくお願いします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

保護者へのアンケート等は、これまで行っておりませんでしたけれども、その関係で具体的

な数字は申すことはできませんけれども、指定学校の変更の相談に市役所などに来られた保護
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者の方からは、友達関係を変えずに就学をさせてあげたいであるとか、就学に当たって新しく

友達関係を築くことができるか不安であるとか、そういった声は一定ございました。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） ありがとうございます。やはり、保護者からそういった声があったとい

うことは、私の要望等に関しても一致するものでございます。

それでは、次にお伺いをいたします。

この指定学校の変更につきまして、今回の特例措置追加の事由といたしましては、保育所等

のある通学区域の学校に就学する場合とありまして、許可基準としては、通学区域外の保育所

等に通園している場合で、卒園後も引き続き当該保育所等のある通学区域の小学校に就学する

場合、対象学年は小学校１年生、許可期間は卒業まで、添付書類は保育所等の在籍証明などと

記載をされております。これは12月の広報にも記載されていたものでもございますけれども、

この保育所等とありますけれども、これは公立保育所だけではなくて、認定こども園も対象で

あると認識してよいのか、その点についてお伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

この保育所等というのは、認定こども園も対象としております。そのほかにも、幼稚園も対

象となっております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） よく分かりました。ありがとうございます。

それでは、また次質問させていただきますが、今回の特例措置追加によるメリットとデメ

リットをどのように考えているのかについてお聞きしたいと思いますけれども、これ先ほども

申しましたけれども、保護者と子供の選択肢が広がったということで、メリットは大きいのか

なと考えております。

一方で、校区外申請をした場合は、スクールバスに乗れないなどのデメリットがあると考え

ておりますけれども、担当課としまして、今回の特例措置追加によるメリットとデメリットを

どのように考えているのかをお伺いいたします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

メリットにつきましては、先ほど保護者からの要望のところでもお答えはいたしたところで

ございますけれども、保育所等で築きました友達関係を変えずに就学できますので、小学校入

学時に子供が抱える不安感が軽減され、小学校生活になじみやすくなると考えております。

一方、デメリットといたしましては、今回の要件を追加したことに限ったことではございま
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せんけれども、指定学校を変更し、就学される場合は、通学に係る送迎は保護者に負担してい

ただくこととなりますので、そういったことはデメリットになるんではないかと考えておりま

す。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 分かりました。ありがとうございます。おおむね私と一緒のような意見

だったかのように思いますので、次に移らせていただきます。

この特例措置追加に、今後保育所の運営等に影響があるについてお聞きをしたいのですが、

現時点でどのような想定がされるのか、現時点での想定で構いませんので、その点についてお

伺いをしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 今回の特例措置が、保育所の運営にどのような影響があるか

ということでございますが、保育所につきましては、川村議員も冒頭におっしゃられましたと

おり、学校と違い、通学・通園区域の指定がございません。そのため、保護者のニーズに合わ

せて保育所が選択されるという前提がある中、保護者の通勤先事情や祖父母・親類の養護・看

護の有無、また友達の多さへの期待なども踏まえて、これまでもお住まいの地域と異なる保育

所に通園される方も一定数いらっしゃいましたので、今回追加される小学校入学への特例措置

のみが保育所運営にどの程度の影響を与えるかは、現時点で想定することは困難と考えており

ます。

また、結果から影響を分析するとしましても、複数年程度で動向を分析しないと分かりかね

るものじゃないかというふうに考えるところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 現時点での想定については理解ができました。

私としても、保育所の運営というところは、今申請書とかもいろいろ出されている時期だと

思いますので、今後多分精査が必要になってくることだとは考えておりますので、そのあたり

は了としたいと思います。

私としては、確かに保育所の運営負担というよりも、皆さんもご存じのとおり、新築された

東山小学校、ぴかぴかですんで、学校の偏りという側面で、東山小学校に行かせたい保護者が

出てきて、この追加された特例措置を活用することで、今東山保育所が増えて、結果的にその

校区内にある東山小学校に入学する児童が増えるんじゃないかなとも今のとこ考えております。

令和７年11月１日現在の数値になりますけれども、古津賀保育所は、定員100名に対して98名

で充足率が98％ですので、古津賀保育所の入園というのは、ハードルが高い状況ではあります

けれども、一方で東山保育所、安並にありますね。定員80名に対して現在21名です。充足率が
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26.3％ということになっておりますので、入園のハードルが古津賀に比べてすごく低いんです

ね。このような状況もありますので、これ保護者の職場の立地等の関係でもありますし、さっ

き課長のご答弁からありましたけど、今後推測だとかいろんな検証もしていかないといけない

ということもあるんですが、そういった側面で、入学する小学校に偏りというものが出てくる

可能性について現時点でどのようにお考えか、お伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

新たに入学される児童の指定学校の変更につきましては、毎年30件程度を許可しているとこ

ろでございます。その多くは、保護者の職場等の関係から、市中心部の小学校へ就学するもの

となっております。今後もこういった市中心部への小学校への就学を希望する構図は変わらな

いとは思いますけれども、この特例措置を追加して以降、指定学校の変更申請のありました

24件のうち、今回追加した基準において申請をしたものは現在３件のみでございます。そう

いった状況ですので、これまでと大きく変わるものではないと現段階では想定をしているとこ

ろでございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 現段階の想定ということで、ご理解をいたしました。今後も大きく変わ

らない、中村小学校が増えているというところはあったかと思いますので、現時点でのお考え

についてご理解をさせていただきました。

それでは、この質問の最後になりますけれども、下田小学校、高台移転の話もあるので、下

田小学校と書いているんですが、実際には下田小学校だけではありません。大用とか蕨岡にも

影響が出てくるかと思いまして、先ほどと質問かぶるところがあるかとは思いますけれども、

令和７年度末で下田保育所は休園ということになりますので、現在下田保育所に通わせている

保護者が、どの保育所を選択するのかについてまずはお聞きをしたいと思います。

令和７年11月１日現在の数値、先ほどと一緒ですが、下田保育所に通っている子供の人数は、

１歳児が１名、３歳児が１名、４歳児が広域入所の１名を合わせると４名で合計６名であった

かと理解しております。今年度は５歳児が下田保育所におりませんので、下田保育所から来年

度に下田小学校に入学する子供はおりません。ですので、下田小学校に入学するかどうかにつ

きましては、再来年度以降の話になってくるかとは思いますが、令和７年度末をもって下田保

育所は休園となる中、先ほど申しました子供たちの保護者が、どの保育所を選択すると想定し

ているのか、今令和８年度の保育所入所申請の期間中ではあるかと思いますので、推測になる

かと思いますが、先ほど午前中の川渕議員の答弁の中にも、竹島じゃないんだろうかみたいな

ところで課長がうなずいてらっしゃいましたので、今の推測で構いませんので、その点につい

てお伺いできないでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。
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■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

下田保育所の休所に当たりまして、下田保育所に在籍する園児の多くは、竹島保育所に転園

すると子育て支援課からはお聞きしているところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 分かりました。子育て支援課からお聞きをしたら竹島保育所ということ

でございました。

そしたら、次にまたお聞きをしてまいります。

下田保育所へ行っていた子供たちは、竹島保育所に行かれるという想定の中で、先ほどから

の校区外の特例措置追加で、子供たちの教育面だとか、いろんな集団生活の面だとかで、その

まま行けるようにできるようになったというメリットがある特例措置追加になりますけれども、

そのまま竹島保育所に行かせるならば、せっかく仲よくなった友達とそのまま竹島小学校に入

学するのではないかとあと考えております。もちろん保護者の送迎等の問題、先ほどもありま

した。先ほど私からも言いましたけれども、やはり仲よくなった子供たちとは一旦小学校で離

れるというのは、やはり子供にとってはつらいことだと思いますし、本当にその点は保護者か

らの校区外の申請のときにそういった保護者もいるということも実際確認させて今いただきま

した。そういった意味においても、委員長報告にもございましたが、子供のことを考えて改正

したものであるということは、子供と保護者の選択肢が増えたことはよい取組である一方で、

下田小学校への入学にも影響があるのではないかと考えておりますが、これも現在の想定にな

るかと思いますが、そのあたりについてお伺いをしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

小学校につきましては、原則校区制になりますので、住所地に基づく通学区域の学校に就学

することを想定しておりますけれども、この校区外の特例措置を追加したことで、下田小学校

以外を選択する保護者の方がゼロではないと考えております。しかしながら、指定学校の変更

に当たっては、通学に係る送迎でございますとか、こういった保護者の負担も生じてまいりま

すので、その影響は現時点での考えでございますけれども、限定的にあるのではないかと考え

ておるところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） ゼロではない、保護者への通学の負担もある、現時点の想定ということ

になります。多分これ以上はお答えできないと思いますので、一旦この質問のほうは終わらせ

ていただいて、次に全体の話になりますが、小学校への校区外入学の特例措置が与える影響に

ついてお伺いをしていきたいと思います。
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この特例措置追加によって、小学校の再編にさらにといいますか強く影響を与えるものがあ

るのではないかと考えておりまして、令和７年３月議会に引き続いてご質問をしてまいりたい

と思います。

私は、前回質問したときには、特例措置の追加というものはございませんでした。ですが、

校区外入学の増加によって、前回校区外への入学を希望する保護者が年々増えてきている状況

において、本市での小学校再編に与える影響について、現時点でいかにお考えであるのかとご

質問をしましたところ、担当課からは、指定学校の変更を認めた児童の推移でございますけれ

ども、先ほど議員から質問がございましたように、令和３年度が18名、それから令和４年度

22名、令和５年度が38名、それから令和６年度が先ほど答弁しましたように36名、令和７年度

が現時点で29名という推移になっておりまして、ここ数年増加傾向にございます。第２次再編

計画の中では、一気に地区内から小中学校をなくすことは地域の影響も大きいものと考えられ

ることから、小学校の再編時期については、中学校の再編後、必要性が認められた場合に、具

体的な検討を加えることとしており、その考えに変わりはございません。ただし、指定学校の

変更を認める児童が増加することで、小規模校の入学児童が減少すること、こういったことは

大いに考えられることですので、教育に望しい学校規模を確保するためにも、各校の児童数の

状況については引き続き重視をしていく必要があると考えているところでございますとの答弁

をいただいておりました。

前回の答弁を聞く限り、小学校の校区外入学者、これ中村小学校が多いんですけれども、市

内中心部を中心とした校区外入学者数は、増加傾向であることは間違いありませんので、この

特例措置追加によりまして、自分が住んでいる地域の校区内への入学が大前提、これはありま

すけれども、事実上、保育所から小学校・中学校まで保護者が選択できるようになったという

こともありますので、この小学校の再編により強く影響を与えるのではないかと考えておりま

すが、今議会で改めて本市のご見解をお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答え申し上げます。

議員のご指摘どおり、地域から市街地への保育施設に通園するお子様が現在多くいらっしゃ

るのも事実です。卒園後に校区外の小学校への入学を希望する保護者が増え、地元の小学校へ

の入学者が減少することが懸念されますが、現時点では保育所等のある地区の学校に就学をす

る場合を理由とした申請は、校区外申請、現時点で24名中３名です、が出ております。この３

名の内訳は、東山小学校が校区であるのに、希望が中村小学校、具同小学校が校区であるのに、

希望が中村南小学校、中筋小学校が校区であるのに、中村小学校が希望という３名のみの状況

であります。そのため、今の段階では、小規模校への児童数の影響は限定的で、小学校の再編

への影響もさほど大きくないものと認識しております。

一方で、今回の特例措置の追加が、児童や保護者の多様なニーズに応え、教育の質を高める
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契機とするために、各校の強みを生かした教育や地域と連携したイベントなど、魅力ある学校

づくりとその情報発信を積極的に各校に行うように校長会を通じてお願いをしているところで

す。特に、小規模校においては、児童数の確保という観点からも、地域との密接な連携を生か

した特色ある学校教育活動や児童一人一人に寄り添ったきめ細かな指導など、その特色をＰＲ

することにより、卒園後は地元の小学校に入学したいと思われるような各校で取組をしていく

必要があるのではないかと思い、そのＰＲを校長にはお願いをしております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 松田教育長、ありがとうございました。現時点では正直分からないこと

が多いと思います。松田教育長も今おっしゃっていただきますけれども、各学校、特色ある学

習していると思います。特に、総合の学習なんかで各校の地元の紹介だとか、そういったこと

も積極的に発信する場も設けているかと思いますので、確かに地元を好きなお子さんもいるか

と思いますので、今回特例措置追加によって、急激に増えない可能性というのも正直あるかと

思います。そのあたりは今後見極めていっていただきたいと思います。

最後にお聞きしました小学校再編の時期等のめどについて検討についてお聞きしようと思っ

たんですけれども、そのあたりは多分現時点ではなかなかご質問できないかなとは思うんです

けれども、そのあたり現時点での予定というところで、未定なら未定で構わないですので、そ

のあたりもお伺いできないでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答えします。

学校の再編につきましては、平成31年３月策定の第２次四万十市立小中学校再編計画に基づ

き検討することとしております。計画の中では、基本方針として、各校の児童数の推移の検討

や学校規模を勘案し、学校教育の面から緊急性の高いものから順次再編の取組を進めるものと

しております。先ほど議員が申したような書かれていることを尊重するとともに、私としまし

ては、学校再編につきましては、単に児童数の増減のみで判断するのではなく、教育の質の担

保、地域とのつながり、通学環境の安全性、さらには学校運営に必要な教職員配置など、総合

的な観点から検討すべきものと考えております。あくまで地域の将来像と子供たちの学びに

とって何が最適であるかを基軸に進めていきたいと考えております。したがって、時期につい

ては、現時点ではまだ未定とお答えをさせていただきます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） よく分かりました。ありがとうございます。今回、特例措置追加で、自

由に選べるようになった側面があったので、そういったものが加速していく可能性があった、

ちょっと懸念がありましたので、今回ご質問させていただいている側面もあります。実際に小
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規模を必要としている子供たちもいらっしゃると思いますので、私も別に再編まっしぐらみた

いな考えでは当然ありませんので、先ほど教育長からもありましたように、地域の特色ある教

育だとか、そういったものは、郷土愛を育む意味でも非常に必要な面だと思いますので、その

あたりを丁寧に今後も生かしながら、学校運営のほうは行っていただきたいかと思います。こ

の質問については以上とさせていただきます。ありがとうございました。

それでは、次の質問に移らせていただきます。

公立保育所での睡眠教育についてご質問をいたします。

午前中、谷田道子議員から、堺市での取組をおおむねご紹介をしていただきました。資料の

ほうもありましたので、またそのあたりも見ながら、映さなくていいんですけど、タブレット

で見ながら僕の質問を聞いていただければと思いますけれども、この睡眠、最近ドジャースの

とこに大谷翔平選手がＣＭのコラボもありましたので、それを見て睡眠の大切さというのが向

上しているというお話も聞いたことがあります。あしたには松浦議員もご質問している中でも

ありまして、私も教育民生常任委員会で堺市での取組を同じく学ばせていただきました。谷田

議員と松浦議員ともかぶらないように調整をさせた上で、私では現役の保護者でもありますの

で、公立保育所での取組についてご質問をしたいと思います。

保育士がいつも特に担任の保育士が、各クラスで子供たちの面倒をいろいろ見てくれている

かと思いますけれども、お昼寝の時間でなかなか寝ないだとか、寝たふりしているだとか、そ

ういった声もよく聞いているんですけれども、日常生活において、保育士が子供に対して睡眠

の大切さというものをどのように教えているのか、その点についてお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） それでは、保育においてどのような形で睡眠の大切さを教え

ているかということでございます。

眠育の取組につきまして、谷田議員からもご質問がいろいろあったところでございますが、

睡眠教育としての位置づけではないんですけれども、公立保育所において、睡眠の取組として

は、生活リズムを整えるための午睡、昼寝の時間、これを行っておりまして、保育士からは、

寝ることの大切さだけではなくて、寝られない場合でも体を休めることの大切さ、これを子供

たちに教えているところでございます。また、このほかにも、寝ることの大切さとして、年に

３回程度、６月・11月・１月ぐらいに各２週間、親子で早寝早起きを意識してもらうすくすく

リズムという取組を実施しているところでございます。このほか、在園中の子供の様子によっ

て、必要に応じて家庭に対し睡眠時間や寝られる環境についても連絡帳でお知らせをしたり、

年齢別懇談会におきましては、「早寝早起き朝ごはん」の生活リズムを整えることで、発達促

進などが期待できるというところを保護者の方々にお伝えしているところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。
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■２番（川村真生） よく分かりました。ありがとうございます。

保護者への伝え方についてもお聞きしようと思ったんですけれども、そのあたりも一緒にご

答弁いただきました。ありがとうございます。クラス懇談会で私もなるべく積極的に参加させ

ていただいているんですけど、自分の子供の状況だとか、その他の家庭の保護者からいただく

アドバイスを参考にしながら、割と私も微力ながら子育てにやっているわけではあります。そ

の懇談会の中で保護者からよく出るのが、食事の食べが悪いだとか、夜なかなか寝てくれない、

朝起きることができないという意見が非常に多くて、そのクラス懇談会でも、睡眠に関しての

子供の様子というのが、すごく悩んでいる保護者が多くて、関心が高いものであるかなと思っ

ております。なので、クラス懇談会でも資料、確かに作っていただいて、睡眠に対してホルモ

ンバランス、今朝の答弁でもありましたけども、そういったものをしっかりやるという資料と

かはいただいているので、そういったものでじゃあお伝えしているという理解をさせていただ

きましたので、ありがとうございます。

それでは、次のまた質問に移らせていただきます。

私も本市の公立保育所にお世話になりまして、今年で５年目になりました。いつもありがと

うございます。年度ごとの担任の保育士以外でも、園内にいる保育士からもいろいろなことを

教えていただく中で、そして議員になってからも保育所内での取組だとか今後の内容とかは、

この議場の場合や窓口の場でいろいろご確認をさせていただいておりまして、いつも心地いい

答弁をいただいてありがたいと考えておりますけれども、その公立保育所での睡眠教育の取組

についてどのような取組がされているのかというところにおいて、先ほどすくすくリズムのご

答弁をいただきました。これたしか県の取組だったのかな、ちょっと間違いがあったら申し訳

ないんですけれども、カレンダーに起きる目標時間と御飯をいっぱい食べたか、いっぱい遊ん

だか、何時に寝るかみたいな目標設定を設定して、できたらできたシール、できなかったらで

きなかったシールみたいなのを貼って、最後健闘賞だとかのたしか賞状をもらえるもんやった

と記憶しているんですけれども、これすみません、間違えていたらあれなんですけど、これは

多分市独自の取組なのか分からないんですけれども、こういったものも含めて、睡眠教育に特

化したような取組というのは、どのようなものをされているのか、そのあたり聞いたことがな

かったので、構わなければお答えいただければと思います。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 適切な睡眠につきましては、生活環境を整えるために重要で

あり、子供たちの成長を育む中で推進が必要な事柄というふうに認識しているところでござい

ます。

そこで、朝方、谷田議員の質問に健康推進課長もお答えされておりましたが、四万十市にお

かれましては、みんなで育てるしまんとちるどれん、通称しまちるという子供たちの育成目標

及びカリキュラムを定めております。この中で、適切な生活リズム、これを整えることを保育
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所だけではなくて、小学校・中学校、それから大人になるまでがこれが大事な取組だという認

識を持った上で、保育所でも様々な取組をしていると、連携をして取り組んでいるというとこ

ろでございます。この将来の姿を目標として、保・幼・小・中学校が相互に連携し、母子保健

や保育の段階から非認知能力を磨くという取組は、しまちるで既に開始をしているところでご

ざいます。堺市の取組の考え方につきましては、我々も今回、知り得たところでございますの

で、現在の本市の取組にどう取り入れていくのか、これから関係課において協議検討を行って

いきたいと考えているところでございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 分かりました。しまちるの話、午前中確かにありました。基本堺市の取

組は、しまちるに近いものがあるみたいなご答弁もいただいている中で、やはり堺市の取組は、

先進的な事例だということでありました。谷田議員の質問を聞いてまして、保護者の意識を変

える必要があるというご答弁があったかと思います。それは、本当に大切なことだと思います。

そのしまちるの中に、さっきのすくすくリズムとか「早寝早起き朝ごはん」の取組のやつ、記

載されているんですけれども、もうちょっと深掘りした取組、今後していただければなと思い

ます。先ほどの校区外の質問もそうなんですけれども、小１プロブレムというところの課題解

決において、先ほど校区外での質問をさせていただいているんですけれども、睡眠教育の質問

も同様ではないのかなと思っております。保育所の５歳児、年長組になりますけれども、小学

校１年になると、本当に生活リズムがらっと変わると思うんですよ。親の仕事にもよると思う

んですが、仕事の都合でいつも保護者の送迎が例えば登所の時間が８時15分ぐらいが平均だっ

たものが、小学校１年生になると、基本的にはもうちょっと早くなると思うんです。距離とか

考えると、下手すると７時半とかには出ないといけない状況もあるかと思います。過去には、

不登校予備群になりやすいということで、保護者と一緒でなければ子供が登校できない子、付

添い登校に関する一般質問もしたことがあります。ですが、ほとんどの子供は、自ら自力で小

学校に行くということになるかとは思います。ですので、この睡眠教育、特に朝、特に前日に

は早く寝て、朝早く起きてしっかりと御飯食べる、こういった生活リズムを整える上でのすく

すくリズムの取組も非常に大切なんですけれども、年長から小学校に上がるタイミングという

のがすごく一番大切だと思うんですね。リズムを整えるで、先ほどすくすくリズムも確かに重

要なんですけれども、やはり睡眠不足による不登校予備群の事前防止、この話も谷田議員から

あったかと思います。そういった観点からも、大阪府堺市を丸のみするんじゃないんですけど、

今後検討、幼・保・小の連携も含めて、各庁内連携にはなってくるかと思うんですけれども、

やはり保護者の意識を変える、保護者の意識が変われば、子供の意識も変わるというところが

本当に多いと思いますので、この公立保育所で入所している年長組、公立保育所だけではなく

てもいいんですけれども、年長組と保護者を対象とする本市独自の睡眠教育を推進していくと

いう必要性について、本市のご見解、今後こんなことをやるんだ、こんなことを連携してやる
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んだという意気込みがありましたらご答弁いただきたいと思います。よろしくお願いします。

■議長（宮﨑 努） 中脇子育て支援課長。

■子育て支援課長（中脇弘樹） 先ほど学校教育課長の答弁からもありましたとおり、現在

保・幼・小・中の取組を進める中で、学校分野におきましては、県の指定事業も受けまして、

保・幼・小・中連携の取組を強く推進しているところでございます。この中には、各保育所、

それから小学校・中学校の教員、それから職員が、校区の子供たちを育てていくためにはどの

ような取組をしたらよいのかということを実際に現場レベルで話し合って決めていくという話

をしております。その中で、先ほど議員もおっしゃられました小１プロブレムの解決、ここに

向けた取組はどのようなものがこの校区、この園の区域では望まれるのか、求められるのかと

いうところを真剣に話合いをして、進めているところでございますので、こういったかけ橋期

の取組の中に、当然今回得られた新しい知見であります眠育の考え方、これも一つの解決方法

の手段として取り入れていくことになろうかというふうに考えております。先ほどの答弁に戻

りますが、これから関係課において、こういったどういうふうに取り入れていくのかというと

ころの協議検討を行っていきたいと考えているところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） ありがとうございます。前向きなご答弁をいただいたかと思います。あ

りがとうございます。今後いろいろと検討していって、よりよい取組にしていただきたいと思

います。私からはかけ橋期についてご質問させていただきましたけれども、あしたは松浦議員

にバトンを渡したいと思いますので、また引き続きよろしくお願いいたしまして、次の質問に

移らせていただきます。

それでは、最後の質問項目になりますけれども、本市の地産外商の取組についてお伺いをし

ていきたいと思います。

この地産外商につきましては、また令和６年３月議会と９月議会でも質問させていただきま

した。この地産外商の取組については、重要な産業振興施策の一つとして認識しているという

ご答弁をいただいておりますので、引き続き取り組んでいかれるものと考えております。その

当時の議会で、私が営業できるような職員を育成するために、本市とも連携しています一般財

団法人高知県地産外商公社への職員派遣を行うことを提案いたしましたが、メリットがある一

方で、本市職員の人員配置上、非常に厳しいというご答弁もいただいておりました。今後は山

下市長が掲げる行政のＤＸ化などを推進して、必要なときがありましたらそういうような施策

にも対応ができるようになってくることを期待をいたしまして、質問に入りますけれども、こ

の地産外商の取組について、本市独自の取組というものがあるのかどうか、その点についてま

ずお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 遠近観光商工課長。
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■観光商工課長（遠近由幸） お答えします。

本市の特徴的な地産外商の取組については、豊かな資源、四万十ブランドの強みを生かし、

産業間連携によりまして、地域経済の波及を生み出すことを目的としまして、平成21年度には

農・商・工連携プロジェクトを立ち上げまして、市内農産物を使用しました商品開発から施

設・設備等の整備、販路開拓まで包括的な支援メニューを設けまして、伴走支援を行いながら、

地産外商の取組を推進してきた経過がございます。また、平成27年度には、四万十市産業振興

計画総合戦略といった主要計画に地産外商の推進を掲げまして、市独自の産業振興補助金を創

設するなど、外商に取り組む事業者に対しまして、包括的な支援を行ってきております。その

ほか、都市部での大規模商談会への出展や高知県アンテナショップでの四万十フェアの開催な

ど、市内特産物の認知度向上や事業者の販路開拓を支援するとともに、市のロゴマークを使用

した販促ツールなどを使用しまして、統一感のあるプロモーションにも取り組んでいるところ

でございます。

また、幡多６市町村で構成する幡多広域地産外商推進協議会や県内自治体が連携をしますれ

んけいこうちなどによりまして、複数の市町村が強みを持ち寄り、協働で外商活動を行うこと

での相乗効果を狙いとしました広域での外商活動も行っているところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 本市独自の取組、分かりました。幡多６か市町村でも連携されていると

いうことですね。ありがとうございます。

それでは、次の質問に移らせていただきます。

特に観光商工課だけではないかもしれませんけれども、地元の事業者の方とか高知県地産外

商公社を含めた県内の企業だけではなく、県外の事業者とも接する機会があるかとは思います。

様々なお話を聞く上で、本市で地産外商の取組を推進するに当たって、いろんな取組されてい

るとは思うんですけど、本市の地元事業者が抱えている課題というものをどのような認識をさ

れているのか、その点についてお聞かせいただければと思います。

■議長（宮﨑 努） 遠近観光商工課長。

■観光商工課長（遠近由幸） お答えします。

まず、外商を推進するためには、商品開発や製造、それから販路開拓の営業といった人員が

必要となりますが、市内の小規模な事業者におきましては、通常の業務に加えまして、これら

を行うことは、体制的に厳しい状況にあるのではないかと考えております。また、商品開発や

販路拡大の取組に要する経費につきましても、小規模な事業者にとっては障壁となりますので、

この部分につきましては、市で補助制度を設けまして、外商に取り組む事業者の負担軽減を

図っているところでございます。

以上です。
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■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） 分かりました。私とおおむね同じ認識であったかと思います。商品開発、

確かにこれ難しくて、特に難しいのは販路開拓、まずはそこがネックになってくるかと思いま

す。ですので、新しい視点を取り入れた最後の質問をさせていただきますけれども、東京都港

区との連携というところでの地産外商の取組について最後本市の見解をお伺いしたいと思いま

す。

この質問に至った経緯になりますけれども、今年の11月11日から市民クラブと公明党に加え

まして、四万十市の職員の若手７名の方と東京に出向きまして、初日には毎年恒例にはなって

きているんですけれども、今年内閣官房副長官になりました尾﨑正直代議士との勉強会並びに

公明党の山崎正恭衆議院議員との意見交換を行いまして、その翌日に東京都港区に出向いて、

東京都港区の全国連携の取組について学ばせていただきました。詳細言うと長くなるんで割愛

しますけれども、いろんな自治体と港区はつながっているんだというような取組でございまし

た。コンセプトにあるのは、港区にはスーパーが少ないそうで、そういったところで、地方の

方が農産物だとかを入れてくれているおかげで、自分たちが生活ができるという前市長のコン

セプトの下始まったという話をお聞きしました。四万十市ももともと関わりがあったんですが、

それは全国連携とは今外れているという視察の中からお話があったんですが、視察で意見交換

等をする中で、今後関わっていくのがウエルカムであるという先方の意見を確認できました。

そのときの質疑応答の場におきましても、四万十市から参加していただいた企画広報課の方か

らいろいろご質問があったんですが、どこが窓口になるかは本市の考えというところになりま

すけれども、再び東京都港区とつながりが持てたことを全員で確認・共有できたことは、喜ば

しいことになるかと思います。拍手が本当に起きました。

先ほど本市の事業者が抱えている課題ということでご質問をさせていただきましたが、本当

に販路拡大、商品開発、そういったところが一番のネックだなというのは共通の認識でありま

す。その視察のときに、香川県の小豆島の土庄町の方が来られておりまして、港区役所の１階

のロビーの一角で地元の加工品や野菜等の物販を行っておりまして、このような使い方もでき

るのかということも学ばせていただきましたので、今回ご質問させていただいておるところで

ございます。そのとき、少し土庄町の方と商工観光課の方と10分ほどちょっとお話しさせてい

ただきましたが、その話を軽くまとめると、やはり販路の開拓が一番重要で、東京までの旅費

はかかるんですが、昼間の人口が日本一の東京都港区で、一定のファンを獲得することで需要

喚起して、その後地元の事業者の供給能力も高めていく、そして地元事業者の売上アップにつ

なげていくことで、それが税収として返ってくるので、実際に土庄町の特産品のファンが増え

ていて、町の人口が減っている中でも、既存事業の継承や新規事業者が生まれてくるように努

力をしているというお話をさせていただきました。

本市でも、開拓をするために先ほど取組事例も聞かせていただきました。また、高知県には、
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地産外商のプロが集まる高知県地産外商公社とも連携をしている中ではあると思いますが、今

後このようなつながりも持てましたので、ぜひ東京都港区ともよい関係になっていただいて、

この東京都港区内で本市の魅力ある特産品の地産外商、物販活動を行うご検討をしていってい

ただけないか、現時点でのお考えで構いませんので、ご答弁をお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 遠近観光商工課長。

■観光商工課長（遠近由幸） お答えいたします。

地産外商を推進する上で、都市部での催事等は重要なものでありまして、売上増加や商品の

ＰＲだけでなく、消費者との対話を通じたマーケティングや商品の顧客獲得につながるなど、

多くの効果が期待できるものと思っております。

議員ご提案の港区との連携につきましてですが、区が開催しています全国交流物産展には、

本市にも毎年案内をいただいておりまして、市内の事業者が参加して、特産品の販売をしてお

りますので、大変ありがたく感謝をしているところでございます。視察に行きました職員に資

料もいただきましたが、連携することによりまして、港区での貴重な場を提供していただける

ようですので、本市としましても、前向きに進めたいと考えておるところでございます。

また、港区に限らず、他の自治体との連携や民間事業者との包括連携協定などによりまして、

外商の機会を創出していけるよう、これからも努めていきたいと思っているところでございま

す。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村真生議員。

■２番（川村真生） ありがとうございます。前向きなご答弁もありましたし、既に出展され

ている方もいらっしゃるということでした。市役所の方が行かなくても利用できるということ

なので、また市内のほうの事業者の方に広くご周知いただければと思います。

この取組を港区だけじゃないんですけれども、これ山下市長が掲げる交流人口を増やすきっ

かけにもなると思いますし、やはり強い経済をつくっていかないと、お金をまず稼がないと、

地方自治体ありませんので、そのあたりは山下市長も今後本腰になってくるかと思います。ま

た、国においても、高市内閣が発足しました。責任ある積極財政をやっていくということで、

地方に対しても豊かな財源措置というものをやっていただけることを期待して、また高市内閣

におきましても、地域未来戦略という形で、地産外商の補助金等も拡充していくというお話を

先日、尾﨑正直代議士のほうかもお言葉をいただきましたので、そういった有効な補助金を活

用して、強い経済をつくっていくために、今後もご尽力をいただきたいと思います。あしたも

鳥谷議員がこのような質問をされるかと思いますので、そのあたりは鳥谷議員にお任せをいた

しまして、今回私の一般質問を終わらせていただきます。執行部の皆様、今議会もご答弁あり

がとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で川村真生議員の質問を終わります。
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お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。

どうもご苦労さまでございました。

午後４時９分 延会
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午前10時０分 開議

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程に従い、一般質問を行います。

鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） おはようございます。

議長よりお許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきたいと思います。

2025年10月21日、日本初の女性総理大臣である高市総理が誕生とともに、山下市長が秘書を

されていました尾﨑正直代議士も内閣官房副長官入りとなり、政治が大きく動き出したように

感じております。

その理由といたしましては、すみません、スライドをお願いいたします。タブレットでも確

認できますので。

高市総理大臣は、所信表明演説で、この内閣では、経済あっての財政の考え方を基本とし、

強い経済を構築するため、責任ある積極財政の考えの下、戦略的に財政出動を行います。これ

により、所得を増やし、消費マインドを改善し、事業収益が上がり、税率を上げずとも税収を

増加させることを目指しますとおっしゃられました。

その一つの形としては、物価高騰対策です。こちらに示されておりますように、まず１つ、

令和６年12月11日に、自民党・公明党・国民民主党の３党合意の下、ガソリンの暫定税率の廃

止が幹事長の合意で結ばれました。これの実現に約１年かかったわけですが、高市内閣が誕生

して、即座に実行されました。それにプラスして、電気・ガス代の支援、そしていわゆる年収

の壁103万円の壁の見直しも行われ、さらにこれは令和７年度補正予算では、地方にも重点支

援地方交付金の拡充が示されました。さらに、本市でも問題となっております市民病院の経営

に関しても、民間の医療機関・介護施設を中心に、診療報酬の改定を待たず、前倒しで補助金

を出していくというふうな姿勢が示されました。

このように、高市内閣で責任ある積極財政の下、地方自治体の支援拡充やさらに17の重点投

資分野が示されておりますが、自治体への支援拡充は、市としてはどのようなものを期待し、

また要望していくか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

今、鳥谷議員のほうからもありましたけれども、高市新内閣の下、責任ある積極財政という

ことで、日本経済の供給構造を強化し、所得を増やし、消費マインドを改善し、事業収益を上

げ、税率を上げずとも税収を増加させることを目指すとして、17の重点項目というのが示され

ております。

どういった支援を期待しているかということでございますけれども、一例ではございますが、
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まずは人口減少、そして地域力の低下というのが、本市だけではなく、全国の地方自治体が直

面する課題となっておりますので、まずはそういった課題を解決するために、特にこの17の重

点分野でいいますと、フードテックであるとか、またＡＩ・半導体などの中にありますＤＸの

推進の部分、それから各産業分野において、こういった技術革新が進んで、それらを地方に実

装するための支援というものを期待しているところでございます。

それから、どのような要望をしていくかにつきましては、この地方の抱える課題等に波及す

る効果について、今後示される官民投資ロードマップや官民投資の枠組みとする今後の成長戦

略の取りまとめに向けた動向に注視しながら整理していきたいと思いますけれども、まずは今

回の補正予算にも上がっておりますけれども物価高騰対策、そういったものに対して、しっか

りと地方にまで支援が回っていく、そういったことを期待をしているところでございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） 山下市長、ありがとうございます。

物価高騰対策について、関連で質問させていただきたいと思います。

国のほうの補正予算の審議のほうも、12月17日をもって終了するということなんですけれど

も、この支援がいつ本市市民に行われるのか、どういった予算編成のスケジュールなのか、ま

た臨時議会、いつ頃開催されるのかというふうな見通しがあれば教えていただきたいなと思う

んですけれども、今のとこありますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） 交付金の関係につきましては、現在、企画広報課のほうから各課に

どのような事業があるのかというのを上げてもらうような形としております。それを見た上で、

早ければ来月ぐらいに臨時議会をお願いして、できるものからやっていこうというような考え

でおります。

また、その経済対策の中に、併せて子育ての世帯に１人２万円の支給がありますけど、そち

らについては、もう少し早い段階で予算を計上したいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。来年１月ということで、執行部のほうもいろい

ろばたばたして大変かと思いますが、ぜひ市民にスムーズなサポート体制ができるよう、お願

いしたいと思います。

さらに、先日、川村真生議員からもありましたが、尾﨑正直代議士と勉強会をしておりまし

たところ、令和８年度当初予算概算要求を出す段階では、財政当局、いわゆる各省庁が財務省

に遠慮をしていたので、なかなか本来必要な概算要求が出せていなかったということで、今後

さらに予算を積み増しして、令和８年度当初予算も大きく増額する可能性もあるということで、

ぜひ国と市がより連携できるように、国の政策、ぜひ注視していただきたいなと思います。こ
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れは要望でございます。

続きまして、２つ目の質問に入らせていただきたいと思います。

交流人口・関係人口の拡大についてです。

山下市長は、公約の中に、交流人口・関係人口の増加、そのための手段の一つとしてワー

ケーションの誘致、またワーケーションをしやすくするためのネット環境等が整ったコワーキ

ングスペースの整備をしていくというふうにおっしゃられていますが、その意義と全体のビ

ジョンを教えていただきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

近年、働き方を取り巻く環境が大きく変化をしておりまして、このＩＣＴの技術の発達によ

りまして、フリーランス、ノマドワーカー、また副業等々でもそういったインターネットを

使ったお仕事、もしくはネット環境があればできる仕事というものが世の中の中で普及してお

ります。

そういった中で注目されているのが、コワーキングスペースというふうに考えております。

これコワーキングスペースにつきましては、フリーランスであるとか出張でこちらに来た会社

員の人たちが、共通の空間を共有しながら、それぞれの仕事に集中して働くと。そういった中

で、期待される効果としては、また異業種交流が生まれたりであるとか、地元の学生が利用す

ることで、地元の人とのコミュニティーになったり、また住民同士のコミュニティーの形成と

か、そういったことも副次的にできるような場所というふうに考えております。地方において

は、交流人口の拡大というのが、まちづくりの観点からも非常に今から重要になってくると

思っておりますので、こういったことを進めていきたいというふうに考えております。

また、今ワーケーションの意義ということでございますけれども、地方や観光地のコワーキ

ングスペースであれば、ワーケーションと組み合わせるということが考えております。要は、

仕事をしに来るんですけれども、ただ仕事をするというのではなくて、豊かな自然の中である

とか、おいしい食事があるとか、そういったことも含めて、この地域の文化、そういったもの

の観光であるとか、そういったことも含めて、余暇を楽しみながら仕事をするということで仕

事の効率も上がる、そういったことも考えられるということで、地元にとってはそういった人

たちがこちらに来て仕事をしていただければ、給料は都会の会社が払っているということを考

えれば、これも立派な地産外商の一つというふうにも考えられますので、そういったところを

期待しているところでございます。

全体ビジョンにつきましても質問ありましたけれども、基本的にはまずは既存の施設という

ものをできるだけ最小限の形で使えるようにしていくことで、できるだけ多くの人たちがそう

いったところを使えるというような環境を整えていきたいというふうに考えております。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。
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■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。市長の考えるワーケーション、ぜひ進めていっ

てほしいなと思います。私の友人も東京でＩＴの関連で勤めて、こっちの四万十市に帰ってき

て、いわゆるこっちで仕事をしながら、しっかりと東京から給料をもらって頑張っているので、

そういった方々増えていくというと、かなり若い人でも戻ってきやすい環境になるのかなとい

うふうに考えております。

それでは、この取組に関する年度ごとの取組スケジュールを教えていただきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 事務的なスケジュールでございますので、私のほうからお答え

させていただきたいと思います。

まず、今年度につきましては、遊休施設の活用等の計画立案へのサポート等に関しまして、

包括連携協定を締結している事業者のほうから助言をいただきながら、全国各地のコワーキン

グスペース等の事例等を基に、現在情報収集を行っているところでございます。来年度、８年

度につきましては、ニーズやトレンドの調査、候補地の選定、運営体制の検討等についての基

本計画、そういったものの策定することについて現在検討しているところでございます。令和

９年度には、先ほど申しました令和８年度に検討した内容を基に、環境整備に着手したいとい

うふうに考えているところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。今現在で想定している市内の対象エリアという

のはどこでしょうか、西土佐や中村地区等、何か決まっていることがあれば教えてください。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 対象エリアにつきましては、先ほど申し上げました令和８年度、

来年度の取組の中で行うニーズでありますとかトレンド調査、そういったものを経て、対象エ

リアなんかを絞っていきたいということを考えておりまして、現時点で具体的などこに何をと

いうところまでは持ち合わせておりません。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） 分かりました。この今後の調査で明らかになるということですけれども、

この調査によって描かれる基本計画に盛り込まれる内容をどのようなものを今想定しているの

か、現段階で分かっていることを教えていただけたらと思います。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 現段階でのイメージということにはなろうかと思いますけれど

も、まず１つは、いつでもどこでもいろんな多様な方にお仕事とか活動できるような場所をで

きるだけ多くの場所でできるだけ安価に、そういった空間を設けていきたいというのがコンセ
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プトになろうかと思います。そういう中で、どういったターゲットにするかということも非常

に重要になってくるわけですけれども、そういったことについてはニーズ調査等によって、例

えばフリーランス、個人事業主であったり、またリモートワーカーとかサラリーマンであった

り学生であったり、いろいろあるわけですけれども、四万十市はこういったものに絞るという

ところを想定しているものではございません。それぞれのターゲットによって状況もいろいろ

違ってくるわけですけれども、フリーランスであったら高速インターネット環境でありますと

か、複合機なんかが要るかも分かりません。それから、リモートワーカーであったら、ひょっ

としたら会議室みたいなところも要ることになるかも分かりません。また、学生でありました

ら、グループワークができるような場所、あくまでも先進事例を見る中での事例でございます

けれども、そういったものをターゲットによってどんなものが必要かというものも基本計画の

中で整理したいと思います。あと場所については、そういったものをターゲットによってどう

いったところに配置すればいいのかというようなところも含めて、サラリーマンでありました

ら公共交通に、駅に近いところであるとか、学生でありましたらまちなかで集まりやすい場所

とか、そういったところもエリア設定なんかもそういうことも踏まえてやっていきたい。

もう一つは、運営体制ですね、運営体制についても、できるだけ経費がかからないような方

法で、直営・委託あるいは指定管理いうのは難しいかも分かりませんけれども、そういったこ

とも含めて、一つのグランドデザインを描いていきたいというふうに今のところ考えておりま

す。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。来年度行う基本調査、基本計画によって、ター

ゲットの選定とかニーズ調査とかもろもろやっていくということで理解をいたしました。

続きまして、４番の通信インフラ、電源などの受入れ環境の整備についてお聞かせいただき

たいと思います。

できるだけ既存施設を活用して経費を抑えていくことということで理解はしましたが、一定

必要な経費はちゃんと使って整備をしていくという方向性でよろしいでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 必要な整備は、先ほど言いましたように、ニーズによって整備

はしていきたいと考えております。

また、現在のところ、新たな施設を整備するというようなことは考えておりませんで、基本

的には遊休施設等の活用でありますとか既存の施設の空いているスペースを活用するでありま

すとか、そういうようなことを考えておりますので、そういうことを考えますと、一定通信イ

ンフラとかあるいは電源の問題とか、そういったものは保証されているような環境からの事業

着手、そういったところからの事業着手というものを考えているところでございまして、今の
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ところですけれども、整備に当たりまして大がかりな多額な予算、そのようなものが必要にな

るということは想定はしておりません。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） 分かりました。本市の財政状況も鑑みて、できる限り経費を抑えながら、

最大限の効果を上げていくということで理解をいたしました。

続きまして、具体的な誘致策についてお伺いをしたいと思います。

ワーケーションに関する具体的な誘致、特に市長は東京でＩＴ関連でずっと事業をやられて

いたということもあって、実際ニーズ、肌感覚のニーズ、例えば横のつながりのある企業さん

とかが、四万十市っていいところだったら行きたいみたいな、そういったニーズというのも多

分あったと思いますが、そのあたり数字としては出せないかもしれませんが、肌感覚としては

ニーズとしてはかなりあるということでご認識させていただいてもよろしいでしょうか。また、

具体的にどういうふうに誘致していくか、市長の中でありましたら教えてください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

ニーズにつきましてですけれども、今回新型コロナウイルス感染症が蔓延したというか流行

したということの中で、企業の働き方というのが大きく変わったというふうに考えております。

今まで仕事をするというのは、いわゆる会社に出社をするというのがほぼイコールだったのが、

そうではない働き方というものが非常に一般化したと、そうじゃない仕事のやり方も可能に

なったということで、そういった中で、今会社に行かずに自宅で作業をしたりであるとか、ま

た実際にもう既に沖縄等々だと、そういったワーケーション等々へたくさんの人が行っている

というような現状も聞いておりますし、そういった中で、四万十市というのがまだまだそう

いったことができる場所として認知はされてないと思いますので、それを認知することができ

れば、この四万十市につきましては、本当に豊かな自然もありますし、食事もおいしいですし、

そういったニーズに応えられるというふうに考えておりますので、四万十市は非常に親和性は

高いのかなというふうに考えております。

また、今四万十市と例えば大阪の枚方市であるとか、そういった友好都市もありますし、も

ちろん僕が東京で勤めていたときのつながり等々もしっかりと活用しながら、四万十市をしっ

かりとＰＲすることで、この地域に一度来てもらう、選んでもらえるようなことを進めていき

たいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。本当に沖縄というと、よく画像なんかできれい

な海でパソコン仕事をしているみたいな画像が流れてきますが、そういった打ち出し方ができ

るような本市にしていくということで理解をいたしました。
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あと先日、港区の全国連携の視察に行かせていただきましたが、港区のほうでもワーケー

ションの誘致のご協力をしていただけるということで話をしてきましたが、これについての連

携についてどう思われますか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。港区さんにつきましては、昨日の議会でもあ

りましたけれども、既に物産等々でも新橋で物産展のとこに参加させていただいたりとか、そ

ういった形でつながりがもう既にあるところでございます。そういった中で、私のほうも、今

議員がおっしゃったようなワーケーションへの取組に対する港区の比較的積極的な動きという

のも把握しておりますので、私のほうもしっかりとそこに関しましては、連携を取れるような

形に進め、ぜひ連携してやっていきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。本当に様々なチャンネルを通して、本市にワー

ケーションの動線を張っていただけたらなと思いますので、前向きな取組を応援しております

ので、ぜひ私たちも一緒にやりたいと思います。よろしくお願いします。ありがとうございま

した。

続きましては、自治体のＤＸについてお伺いいたしたいと思います。

市長の公約には、自治体ＤＸを通して、人が少なくてもきちんとした行政サービスができる

ことを目指されているということを理解しております。

ここで改めて詳しくお聞きしたいと思うんですけれども、市長の考える自治体ＤＸの理想が

実現した状態というものはどのようなものか、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

まず、私が目指している理想的な自治体ＤＸの状態ということでございますけれども、こう

いった技術につきましては、日進月歩で常に進んでいるので、これで完璧な状態というものは

ないとは思うんですけれども、とはいえこういったデジタル技術を活用することによって、ま

ず業務を効率化することで、限られた人員でも今の市民サービスの維持、また向上というもの

ができるスマートオフィスと言われるようなことを実現していきたいというふうに考えており

ます。このデジタル化というのが、ただただ紙がパソコンに置き換わるということではなくて、

そういったサービスを受ける市民の皆様が使いやすい、そういった形にすることが重要だとい

うふうに考えておりますので、それをすることによって、高い生産性と効率を実現させたいと

いうふうに考えております。

それから、それは庁内のＤＸというのがメインになると思うんですけれども、市全体として

も、やはりＤＸを進めていく必要がありまして、こちらにつきましては、今年四万十市ＤＸ推

進計画ということを策定させて、今様々な課題についてそれぞれの分野ごとでデジタル社会の
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実現を目指しているところでございます。すごく項目、それぞれの課題によって書いてますの

で、またお時間あるときに見ていただけたらと思いますけれども、一例を挙げますと、例えば

子育て支援においては、スマートフォンを通じて相談から申請までワンストップで完結するよ

うなデジタルのプラットフォームというようなものを構築したりであるとか、また教育分野に

おきましても、ＩＣＴを活用することで、子供たちの学習にとってもプラスになる、また教員

の先生方の仕事の改善、時間等の改善とか、そういった部分にも何とかできるような部分があ

ればそういったことを積極的に取り入れることで充実した教育環境を整えたい、そういったこ

とをやりますんで、よろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） やりますという市長の強い決意をお聞かせいただきました。本当にデジ

タル化を進めることによって、様々な分野に波及効果があるなというふうに感じました。

それに係る現在の課題、この理想を実現するための現在の課題は何か、教えていただきたい

と思います。

■議長（宮﨑 努） 田中企画広報課副参事。

■企画広報課副参事（田中邦典） お答えいたします。

現在、当市が直面している課題としましては、財源や人材の不足、それからデジタルインフ

ラの未整備などが上げられます。その中で、特に従来の業務フローの見直しでありますとか、

我々職員全体のデジタル技術を活用する能力、これリテラシーと言いますけれども、これの向

上について今後早急に乗り越えなければいけない課題だというふうに認識しております。

デジタルツールを活用した業務効率化でありますとか、ＤＸ、変革を進めるためには、我々

職員のスキルアップを図るとともに、それを支えるインフラの整備も不可欠でございます。そ

のため、今後はしっかりとしたＤＸ推進計画に基づきまして、段階的にこれらを実行し、ゴー

ルを目指していきたいと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。インフラの未整備というのは、具体的にどのよ

うなインフラが今後必要となると考えておりますか。

■議長（宮﨑 努） 田中企画広報課副参事。

■企画広報課副参事（田中邦典） お答えいたします。

まず、庁内といたしましては、高知県のほうでも鳥谷議員も視察されたことがあろうかと思

いますけれども、無線化であったりとか、あとノートパソコンなんかで庁内どこでも作業がで

きるというような環境、それに対して、我々の四万十市では、まだデスクトップパソコン、こ

れがまだ存在しているということでありますので、それを整備していく。それから、庁外につ

きましては、例えば公共施設のＷｉ-Ｆｉを普及するでありますとか、そういったところがま
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だ当市としましては未整備でございますので、そういったところも計画に沿って進めていきた

いというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。デスクトップをノートパソコンに置き換えてい

くというのは、かなり経費もかかるし、恐らく一財でしかできないと思うので、時間は結構か

かるのかなと思います。ただ、現在でもデスクトップでもできるのは、やはり職員のデジタル

のリテラシーの向上だと思いますが、こういった職員へのデジタルリテラシーの向上というの

はどのようにして進めていくか、今現在の計画、簡単でいいので教えていただけたらと思いま

す。

■議長（宮﨑 努） 田中企画広報課副参事。

■企画広報課副参事（田中邦典） お答えいたします。

デジタルリテラシーの向上につきましては、そのそれぞれのツールによってもあろうかと思

いますが、まずは第一義としましては、セキュリティー関連のもの、こういったものを扱うに

当たって、職員が情報の漏えいであったりとか誤作動を起こしてしまうということがないよう

にすること、これを進めていきたいというふうに考えております。

それから、先ほど申しましたように、それぞれのツール、様々なシステムであったりとか、

そういったものを活用するに当たって、具体的な操作方法であったりとか、注意事項であった

りとかというものを業務を進めながら、研修も進めながらということで向上を図っていきたい

というふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。結構ニュースでは、自治体の情報漏えいとかい

ろいろ上がっておりますので、まずはセキュリティー関連をしっかりしていくということで理

解をいたしました。

続いての質問に、では移らさせていただきたいと思います。

ＣｈａｔＧＰＴやＧｅｍｉｎｉなど生成ＡＩの業務活用方針についてはどのように考えられ

ているか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 田中企画広報課副参事。

■企画広報課副参事（田中邦典） お答えいたします。

生成ＡＩに関しましては、業務の自動化であったりとか議事録の作成、企画立案から果ては

映像制作に至るまで、様々な分野での活用が可能でありまして、技術的にも今後さらなる発展

が期待できるものでございます。このため、先ほどお答えした課題を解消し得る有効なツール

の一つとして、現在高知県が導入しているものと同様のサービスを今年９月より当市でも試験
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的に運用を開始しております。

しかしながら、生成ＡＩは便利である一方、誤った情報を生成してしまうハルシネーション

という現象であったりとか、機密情報・個人情報が学習されてしまうといったリスクの回避、

また職員、もしくは使用者の指示技術、これも一定必要となってまいります。このため、今後

これらのリスクであったりとか課題を試験運用の中で慎重に評価しまして、適切な対策を講じ

ながら導入を進めてまいりたいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。確かに、ハルシネーション等いろいろ特に自治

体職員は、注意しなければ、民間以上に注意しなければならないこともたくさんあると思いま

すが、積極的に活用しながら進めていっていただきたいなと思います。

続きまして、これを実現するためのデジタルに強い人材の活用についてお伺いしたいと思い

ます。

自治体ＤＸと言われ始めて数年たちましたが、まだまだ本当にいろんなツールが出てきて、

業務に加えていくというのは大変なことだと私も思っております。

そこで、このデジタルに強い人材を本市で例えば採用、もしくは専門的に育成等していく必

要があるように感じます。また、外部委託という手もございます。現在では、このデジタルに

詳しい本当に少数の職員に、例えば人事異動があった際、今まで使っていたパソコンが不具合

を起こしたとか、システムの使い方を十分に引き継がれていなかったりして、特定の職員に特

に負荷がかかっている状況だということも把握しております。こういったことをなくして、職

員がしっかりと健全に働けるように、このデジタルに強い人材の活用をどのように考えておら

れるか、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

デジタルに強い人材育成というのが不可欠でございます。まずは、職員さんに生成ＡＩであ

るとか、その他ツール、システム等々、今あるものに関して、効果的に活用できるように、こ

ちらにつきましては研修や学習の機会というのをしっかりと設けてそれぞれスキルアップをし

ていくということは進めていかないといけないというふうに考えております。ただ、今議員も

おっしゃったとおり、システムの内部のことであるとか、庁内ネットワークの運営保守、そう

いった部分に関しましては、必要な専門技術というものが出てきますので、なかなか一般の職

員さんが一朝一夕で身につけられるということは非常に難しいというふうに考えておりますの

で、そういった意味でいうと、専門職の雇用でありますとか、そういったことも検討はしてい

かないといけないとは思いますけれども、長期間管理業務に携わるということになりますと、

先ほど議員のほうからもご指摘ありましたけども、いわゆる一人の職員であるとか、一部の職
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員に偏りが出てしますと。そういったことは当然考えられると思います。そういった属人化す

るようなことになりますと、その方に何かあった場合とか、いなくなったときに全てが止まっ

てしまうというようなリスクも生じますので、そこを回避するために、外部の業者さんという

か、連携するようなところもしっかりと検討しまして、連携をして、安定的にそういったもの

が運用できるような、そういったことも考えていかないといけないというふうに考えておりま

す。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。確かに、専門の職員がいれば、便利な反面、本

当に属人化して、まず病気になられたりすると途端にシステムが止まるみたいなことは十分起

こり得ると思います。外部であれば、複数会社の人数で対応していただいて、安定的な保守運

営ができるということも理解しました。このデジタルの人材の活用については、結構喫緊の課

題かなというふうに考えておりますので、引き続き前向きに進めていっていただけたらと思い

ます。

ここで、この自治体ＤＸがしっかりと進んでいって、業務の効率化等が実現したら、ぜひ考

えていただきたいのが、続いての質問で地方公務員の副業解禁についてでございます。

すみません、スライドをお願いいたします。

2025年６月に総務省から地方公務員の副業規制緩和が示されました。従来、こちらの資料に

ありますように、副業の原則は、2025年５月までは原則禁止の中でも許可制であったと。それ

で、地方公務員法第38条が改正されて、許可が柔軟化されました。また、営利目的の企業でも

働けるということになりました。そして、この許可条件といたしましては、職務への影響、勤

務時間外で業務に支障がないか、疲労や健康面に配慮されているか、②利害関係の排除、公務

と副業による利益造反がないか、③品位と信頼の保持、副業が公務の信頼を損なわないか、④

報酬の妥当性、適正な報酬であり、高額報酬ではないかなどの判断基準が示されております。

私、この質問に至った経緯は、最近、農業分野から特にユズ取る人がおらんけん、市役所の人

にアルバイトでもええけん取りに来てくれんろうかとか、農業用ハウスのビニールの張り替え

が、人手がなさ過ぎてできなくて、作付に間に合わなくて売上げの数百万円が吹っ飛んだとか、

本当に草刈りの仕事をする人がおらんなったけん、アルバイトでも来てくれんろうかというこ

との今様々な要望があってきました。これは、全国でも同様のことがあって、現在総務省のほ

うも副業を解禁したというふうに思っております。それに続きまして、高知県も2025年10月に

副業解禁を発表いたしました。その内容についてお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） それでは、お答えをさせていただきます。

まず、地方公務員におきましては、地方公務員法第38条第１項によりまして、職員の営利企

業への従事等、いわゆる兼業が制限されておりまして、任命権者が許可を与えた場合に従事す
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ることができることとされていると、これは議員がおっしゃったとおりだと思います。

今回の国の通達を受けまして、高知県が本年10月30日付で示しました営利企業への従事等の

制限についての通知の内容でございますけども、人口の減少や高齢化等による担い手不足など

の社会情勢の変化や職員による自立的なキャリア形成、自己実現のニーズの高まりなどを踏ま

えまして、職員の兼業について一定の条件下で認めるといったものでございます。

許可するに当たりましては、１つ目、職務遂行上、能率の低下を来すおそれがないこと、ま

た２つ目として、相反する利害関係を生じるおそれがなく、その他職務の公正を妨げるおそれ

がないこと、３つ目といたしまして、職員及び職務の品位を損ねるおそれがないことを前提と

し、勤務時間以外の時間で行い、１日３時間、週８時間、月30時間以内かつ県における時間外

勤務と合計して月60時間以内で行うなどといいました兼業時間の上限を設定しており、本来の

業務に影響がないことや職員の健康確保に対しまして配慮することが条件とされた内容となっ

ております。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。本当に高知県のほうはかなり早く副業解禁に踏

み切られて、一定当然公務員ですので制限もありますが、もう既に農業分野とかに行かれてい

るという話もお聞きしました。

また、もう一つの事例として、こちら高知県安芸市のほうも既に副業解禁に踏み切っており

ます。これは、特にユズやブンタンの収穫等で市の職員さんが行っている事例です。本当にこ

の事例が、今朝の読売新聞でも報道されておりました。農家さんはすごい助かっているとか、

職員さんのほうも初めてやったけど、農業分野のことについて知れてよかったとか、本来市役

所の業務のみを行っていた場合では知り得なかった知見や人間関係が築かれているというふう

にありました。私もこういった本業以外、副業で様々な四万十市の状況を知るということは、

職員さんの経験、また市全体の市政運営にとってもメリットがあるのではないかというふうに

考えております。

そこで、３番目の質問です。

今、四万十市職員の現在副業を許可している具体的な仕事は何でしょうか、教えてください。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） お答えをさせていただきます。

本市の現状でございますけれども、令和７年度、今年度では、国勢調査の調査員、それから

手話の講師、また子育て支援に関します活動といたしましては、赤ちゃん会の活動の運営補助、

また医療職におきましては、ＤＭＡＴの研修講師などに対して許可をさせていただいておりま

す。地方公務員法の規定によりまして、職員の営利企業への従事等は原則禁じられております

けども、任命権者が許可をする場合には従事が可能となります。許可基準といたしましては、

公務能率や職務の公正の確保、職員の品位の保持の観点から、職員の許可願に基づきまして、
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許可内容を確認の上、兼業につきまして判断し、現在のところは許可をしているところでござ

います。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） 分かりました。現在でも多少許可されているということで理解をいたし

ました。

続きまして、市長にお伺いしたいと思います。

この全国的な流れ、また高知県の流れを受けて、副業解禁についての市長の方針を教えてく

ださい。これのメリットや課題も含めてお考えをお聞かせいただけたらと思います。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

国におきましては、この近年の働き方改革の流れを踏まえて、地方公務員の兼業について、

地域の活性化であるとか、職員のスキル向上につながる活動を一定の条件の下で柔軟に認める

という方向性が通知されています。営利企業への従事等、いわゆる兼業につきましては、職員

個人が培ってきたスキルや知識を活用する機会をつくるとともに、外部で得た経験や知見を今

度市政のほうに生かして還元できるというようなことで、さらには先ほど鳥谷議員が言いまし

たけれども、地域の担い手不足の解消といった側面もあるというふうには考えております。た

だし、先ほど課長のほうからありましたけれども、まずは職務専念義務でありますとか、信用

失墜行為といったものに対しての公務員としての基本原則をしっかりと確保するということが

前提であるというふうに考えておりますし、さらには職員さん自らの意思で取り組むというこ

とが大前提となってくるというふうに考えておりますので、職員の自発性が確保されているこ

とと、そして心身の健康を損ねないことが極めて重要であるというふうに考えております。そ

のため、兼業の許可願に基づきまして、活動内容を確認しながら、職員の勤務状況も十分に考

慮した上で許可していきたいというふうに考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。前向きに考えれるということの理解をいたしま

した。

これ市長、ちょっとこれは提案なんですけれども、安芸市さんのほうも、１年間は試験運用

という形で、少人数で希望者のみ制度運用いたしまして、その翌年から本格運用に至りました。

このように、スモールスタートでしっかりと制度を整えて、副業を解禁していくことを今年度、

もしくは来年度から検討していくというのはいかがでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

先ほど言いましたとおりではあるんですけれども、そういった中で安芸市さんがスモールス



- 121 -

タートをされたというようなところあるんですけれども、まずは本人たちがどういうふうに考

えるかというとこもありますし、あと一定考えないといけないのは、今四万十市のほうでも、

多数の残業等々も発生しておるというようなこともありますので、そういったことを考えれば、

全体的な四万十市の働き方の中で、人員をしっかりと配置して、そういったものを解消してい

く、先ほど最初鳥谷議員がそれまでの例えばＤＸの推進等々で時間に余裕ができた場合にとい

う後でのこのお話でございましたので、そういった中でいうと、職員一人一人の中で、皆さん

の中に余裕が出てきて、そういうことも可能であれば、早めるということも可能かと思います

けれども、今現状の中でそういった残業等々も含めますと、職員さん全体を考えて、この人は

余裕があるからというんであれば、そういった残業している人の仕事を減らすというような観

点も考えられると思いますので、そこら辺は柔軟に考えていきたいと思いますけれども、今の

ところそういった考えでございます。

■議長（宮﨑 努） 鳥谷恵生議員。

■１番（鳥谷恵生） ありがとうございます。そうですね、まずは自治体ＤＸでしっかりと業

務効率化、またクオリティーの向上を図っていくということも前提にしながら、ぜひ地域の

方々からしたら、ニーズはとてもあるというふうに考えておりますので、市役所庁内で前向き

に検討していただけたらと思います。

これで今回の私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で鳥谷恵生議員の質問を終わります。

10時55分まで休憩といたします。

午前10時43分 休憩

午前10時55分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 市民クラブ前田和哉です。

議長のお許しをいただき、一般質問をさせていただきます。

今議会では、まず消防広域化について幾つか質問をいたします。

ご承知のとおり、消防業務につきましては、本市と黒潮町で組織する幡多中央消防組合とい

う別の地方公共団体が担っており、その中で議論される事項も多くありますが、しかしながら

火災や災害対応、救急業務など本市住民が直接受益する極めて重要な行政サービスであり、広

域化により市民生活へ大きな影響を及ぼす可能性があります。ついては、これらの点について

お聞きをしたいと思います。

まず、前置きが少し長くなりますけれども、消防広域化について説明をいたします。

濵田高知県知事は、一昨年６月、県下の15消防本部を１県１本部に統合する方針を県議会に
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おいて表明をいたしました。それに伴い、本年４月からは、高知県消防広域化基本計画在り方

検討会が立ち上がり、有識者を加え、県下全ての市町村長、消防本部消防長、さらに県下34の

市町村担当課長、15消防本部の担当課長により議論が重ねられてまいりました。今後のスケ

ジュールといたしましては、令和７年度末までに基本計画を策定、令和９年度中に市町村及び

県議会での議決を経て、法定協議会を設置し、さらに実施計画を策定する予定でございます。

その後、令和10年度中に広域連合を発足させ、令和11年度から本部機能の統合、または方面本

部単位での段階的な統合を開始し、令和16年度には２次統合として指令システム共同化による

運用開始となるとのことでございます。

消防広域化を進めるに当たって、各地方議会及び消防組合議会の全てで２回の議決が必要と

されており、当初は令和８年４月に法定協議会を設置する計画であったことから、本市でも今

年度最後となる３月議会に関連議案が提出される見込みでございました。このため、私は、来

年１月末に予定されている基本計画の公表に先立ち、今議会において早期に議論を開始する必

要があると考えておりましたが、今般の新聞報道によれば、法定協議会の設置時期は１年延び、

令和９年度へと延期されました。しかしながら、広域連合の発足時期については、従来どおり

令和10年度中とされ変更はございません。

こうした状況を踏まえると、本市としても今からしっかりと議論を深め、体制づくりや方向

性を整理しておくことが重要であると考えます。

そこで、今後の予算見通しや組織編成など、広域化を見据えた基本的な考え方について、在

り方検討会の委員であります山下市長のお考えを伺います。

まずは、広域化に伴い、地方自治法291条の２にある新法人を立ち上げ、広域連合を組織後

高知県消防局を配置するとのことでございます。この場合、人員を広域連合本部に派遣する必

要が生じます。そうすると、現在の消防本部の職員数が減る可能性がありますが、本市の消防

サービスの質の低下が生じることはないのか、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） 今の在り方検討会は、議員のほうでお話しいただいたとおりで

ございます。この消防の広域化につきましては、人口減少が進む中で、将来にわたって県全体

の消防力を確保していくために必要な取組といたしまして、県が主体となりまして、在り方検

討会で議論を重ねているところでございます。

議員のご質問によります広域化による地域サービスの低下の部分についてでございますけれ

ども、今の在り方検討会の中で示されております資料の中によりますと、連合本部のほうに職

員を派遣することで、幡多中央のほうの職員が減ということは生じるものの、広域化後の役割

分担として、現行の県内15本部で行っております企画立案・調整、それから執行管理等につい

ては連合本部が担うということになりますので、幡多中央を含みます各消防組合の負担を減ら

して、業務の効率化を図るということが前提となっておるものでございます。
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また、広域化を契機に消火・救急・救助の高度化とともに、よりよい職場環境を実現をいた

しまして、消防行政の持続可能な体制を整えることによって、住民サービスの向上に努めるこ

とを目的とした広域化ですので、将来的にサービス低下につながらないよう、具体な役割分担

や人員配置を含めて今後も慎重な議論が必要であるというふうに考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） ご答弁は、人員は減る可能性はあるが、サービスの低下はないと、そう

いうふうな議論をしていくと、そういうふうな捉え方でよろしいでしょうか。

では、次に参ります。

では、本市が負担している署員の給料など金銭面を質問をいたします。

県内では、高知市のみが独自の消防職８級の給料表を採用しており、その他の消防本部は、

一般職給料表を用いているため、高校卒業者の初任給は、約２万円程度格差が生じております。

今後、同一組織として運営する以上、給与水準の均一化が必要となると考えますが、その際に

は、高知市以外の自治体に新たな財政負担が生じる可能性があります。ついては、本市として

この追加負担をどのように見込み、どのように考えているのか、お考えをお伺いします。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） 広域化によります職員の処遇の中で、給与につきまして、高知

市の水準に統一した場合でございますけれども、県の暫定的な試算ではございますが、本市の

負担といたしまして、現行の２交代制、消防が取っている体制ですけれども、この勤務体制で

は、年間約2,000万円の増、また高知市ほか15の県内の消防本部のうち、５本部で実施してお

ります３交代制、これを導入いたしますと、当然職員増が必要となってきますので、その関係

で年間5,700万円の増が見込まれている資料を提示されております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） やはり、給料を均一化するとなると、こういう増加する2,000万円、そ

れから３交代制にすれば5,000万円というようなことになるのかなというところで、ここは負

担が出てくると考えます。

次に行きます。

反面、指令システム及びデジタル無線の共同化を更新時期や庁舎の建て替え時期と効率的に

絡めれば、かなりの財政削減となると思いますが、その辺の見通しやお考えがありましたらお

伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） お答えいたします。

県の示す資料によりますと、指令システムとデジタル無線の共同化の費用につきましては、
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イニシャルコストとそれから10年間のランニングコストの総額を国の財政措置を反映した実質

的な負担額として試算をしております。

なお、この県の暫定的な試算につきましては、現在使用しております幡多中央消防組合のシ

ステムの耐用年数とかあと更新時期、こういったものを考慮しないものということになります

けれども、単純にこれで比較をいたしますと、現行の指令システムと無線を単独で整備をする

場合には約６億7,000万円かかるものが、これに対し、新たに県・市で共同整備する場合につ

きましては３億8,000万円となりまして、約２億9,000万円の節減効果が期待できるものという

ふうになっております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） やはり、この部分は、かなり削減ができるというところで、先ほどの人

件費と比べれば、かなり６億7,000万円が３億8,000万円というところでございますので、人件

費は年々の人件費が出てくるわけでございますけれども、そういうところも考慮にするべきと

ころであると思います。

また、一昨日の高知新聞のほうで、土佐町議会で指令システム、３交代制、高知市と同等の

給料水準で経費の増額を見込んだ記事が出ておりましたが、年間4,276万円の増額ということ

になっておりますけれども、それほどの見込みはこの四万十市管内ではないのかなと思ってお

るところでございます。

次に行きますが、次は市長のご答弁を求めたいわけでございますけれども、県内の消防を一

つに統合しなければならない理由は、先ほど申されたように、人口減少が進む中、中山間地域

の小規模消防では、職員採用が十分に進んでおりません。消防行政の平準化も図られていない

などの実態もございます。例えば、本市ではありませんが、消防力の整備指針で示されている

消防車の３名乗車が、必ずしも確保できていない署が県下で存在しております。最低限を守る

体制が維持できてない状況であり、強い懸念を感じております。市民がそういう場所に行って、

例えばその地域で事故に遭うというようなことも起こる可能性もございますので、私はこうし

た点からも、広域化によって消防力の平準化が進み、質の高い消防・救急サービスの提供がつ

ながるものと広域化には期待をしております。

以上の観点から、広域化に対する総合的なご見解を山下市長、よろしくお願いします。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

消防の広域化につきましては、県全体で考えますと、やはり人口減少から税収も減っていく

ということもありますし、今後のそういった中で消防本部の財源確保といった側面からもなか

なか厳しいということも考えられます。また、高齢化の進行や救急出動件数の増加、それから

南海トラフをはじめとする大規模災害への対応というようなこともありますので、消防サービ
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スの需要というのは、今後ますます増大していくということも考えられているところでござい

ます。

今議員のほうからもありましたけども、県内の15の消防本部の状況ですけれども、ほとんど

小規模なところもありまして、先ほど言いました総務とか通信指令など間接部門に係る労力

等々も考えますと、人材確保というものは非常に苦労しているという状況は見えていることだ

と思っております。

幡多中央消防組合につきましては、人材確保の面でいいますと、現状のところ、まだ問題と

いうのは起こっていないというふうに認識をしておりますけれども、次世代を考えますと、現

消防力を維持するということを考えますと、この広域化の議論というのは避けて通れないとい

うふうに考えております。

そういった中で、今高知県が主体となって進めている検討につきまして、私としてもこの取

組には一定の評価をしているところでございますが、実際考えますと、解決していかないとと

いう問題、先ほど財政面の話もありましたけれども、たくさん山積みしていますので、県内の

首長、それから各消防本部で組織する在り方検討会において、しっかりと議論を重ねていくと

いうことが今行われているというふうに考えております。

来年度には、高知県のほうにおいて、任意協議会のほうを立ち上げるというふうに聞いてお

りますので、こういった中で、より具体的な協議調整というふうになっていくと思いますので、

その中で給与や体制、職員の処遇、システムの共同化、これに係る市の負担ということも勘案

しながら、しっかりと進めていきたいというふうに考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 分かりました。どうしても小規模消防がございますので、将来的にはや

むを得ないことだと思います。ただ、コストの面、人件費等、そういうところで、かなり検討

をしなくてはならない、もしかしたら外れる市町村も出てくるんじゃないかというような新聞

記事でも見ておりますので、その辺を法定協議会をするまでに１年間の猶予ができましたので、

そこで十分議論をしていただいて、四万十消防署というか黒潮町も含めて幡多中央なんでござ

いますけれども、その辺を進めていただきたいと、市長にはぜひよろしくお願いをいたします。

以上、広域化については終わりたいと思います。

次に行きます。

地域防災力の強化についてでございます。

能登半島地震を踏まえた消防団の充実強化について質問をいたします。

一昨日、おとといの夜中にも、青森県沖でマグニチュード7.6の地震が発生し、現在も北海

道・三陸沖での後発地震注意情報が継続中でありますが、本市で南海トラフ大地震が起こった

場合、救出活動が進まず、３日間くらいは自衛隊や緊急消防援助隊の手が届かない最悪の事態
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が想定をされます。その時間を生き延びるためには、自助・共助で対応することが迫られます。

こうした状況において、地域で唯一即応できる実動組織が、地域に根差した消防団でござい

ます。消防署員や警察署員のマンパワーには限界があり、初動期において迅速に人命救助や火

災防御に当たれるのは、消防団をおいてほかにございません。だからこそ、装備の充実や訓練

強化、特殊技術の習得を進め、消防団を地域防災の中核として強化する必要があると思います

が、その認識についてお聞かせをください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

消防団につきましては、社会情勢の変化によりまして、地域の防災活動の担い手を十分に確

保することが困難になっている現状に鑑み、消防団を中核とした地域防災力充実強化を図る法

律が制定をされております。

議員のご指摘の能登半島地震の教訓としまして、消防団拠点施設の耐震強化をはじめ、小

型・軽量化された車両や資機材の整備など、消防団のさらなる体制強化を図ることが求められ

ておりまして、切迫する南海トラフ地震をはじめとする大規模災害への対応など、消防団の役

割というのはますます重要になってくると考えております。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 消防団の重要性、そういうところをご理解いただいておると思います。

そういう中、いろいろなことを整備しなくてはならないようなこともございまして、次の質問

に行きたいと思います。

高知県の消防団の中では、高知市では赤バイ隊、オフロードバイク、南国市では重機隊が編

成され、特殊な機動力を生かした訓練が行われております。

まず、整備される可能性がありそうなオフロードバイク隊から聞いていきたいと思います。

先ほどの能登半島地震では、多数の道路損壊や土砂崩壊により、通常の消防車両の通行が困

難となり、救助が必要な災害現場への迅速な進出が行えなかった事例が確認されました。この

ため、令和６年度補正により、７年度納入予定でオフロードバイクの無償貸与がされることと

なりました。しかしながら、県の消防政策課によれば、早急なことであったものか、本年度分

の希望はなかったということでございます。今回、令和８年度については、来年１月頃に希望

調査が行われる予定だと聞いておりますが、本市が要望すれば貸与される可能性が非常に高い

と思います。台数については、バイク隊とするならば複数台必要だと思いますが、貸与台数も

明記されておらず、複数台の可能性もございます。また、貸与が１台だとしても、救助用資機

材整備に対する補助を利用して購入も可能でございます。先ほどの高知市の赤バイ隊におきま

しては、ＪＡ共済連から寄贈をしていただいたと聞いておりますが、そういうことを利用する

こともできると思います。ぜひ一度ご検討いただけないか、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。
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■地震防災課長（安岡栄治） お答えいたします。

議員ご提案の赤バイ隊につきましては、災害時に散乱した瓦礫などで四輪車、自動車が入れ

ない道でも機能性の高い二輪車でいち早く現場に駆けつけ、情報収集が可能となるなどの災害

対応を迅速に進める上で有効な手段と、その一つと考えております。

総務省では、地域防災力を強化する施策として、全国に赤バイを普及するように取り組んで

おりまして、先ほど議員おっしゃられました無償の貸与というのはその一つとなっております。

県内では、高知市やいの町の消防団で赤バイ隊が設置をされておりまして、いずれもオフ

ロードバイクを所有し、有事に出動できる態勢の構築と技術を磨いているというふうにお聞き

をしております。

一方、消防団の現状といたしましては、団員数の減少や高齢化などの課題もある中で、赤バ

イ隊の設置におきましては、オフロードバイクの車両の特性上、安全確保や運転技術を持った

団員の育成、また保管場所など多くの課題もございますので、今後これらの課題を一定整理を

した上で、実現の可能性について消防団や消防組合のほうとも協議をしていきたいというふう

に考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） ご検討いただくというところで納得をしました。

次に行きます。

次に、重機隊のことについてお聞きをいたします。

本市は、建設協会と協定を結び、非常時には重機を出動していただく体制は整っておると私

も認識をしております。しかしながら、南国市や香美市では、市が重機を保有しているのでは

ないものの、建設業の団員さんが自社の重機を使用し作業に当たる仕組みが確立されておりま

す。これらの自治体は、協定のみではなく、条例でも定め、ふだんから集まって訓練もされて

おります。

本市においても、非常時に備えて、年に何度か集まって団体で訓練をしていくことが非常に

大事だと思います。おのおの建設会社さんの重機をおのおのが使うことだけではなくて、皆さ

んで集まって、重機隊を編成して、訓練等をしていくと、そういう災害時の救出のやり方とか

そういうところまでやっていただけたらと思うところがありまして、重機隊の編成を検討でき

ないか、お伺いをしたいところでございます。よろしくお願いします。

■議長（宮﨑 努） 安岡地震防災課長。

■地震防災課長（安岡栄治） お答えいたします。

南海トラフ地震などの大規模災害時には、いち早く瓦礫や土砂を撤去することが重要でござ

いまして、バックホーなどを操作できる重機オペレーターは、貴重な存在でございます。

総務省では、東日本大震災以降、緊急消防救助隊への重機配備を進めてきましたけれども、
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能登半島地震の際には、人手不足や消防の重機操作の技術不足などから、配備された重機の多

くが使用されず、専門技術を持つボランティアが応急復旧を実施したケースが多かったという

ふうに聞いております。

こうした中で、本市におきましては、四万十市建設協会と災害時の応急対策活動協力に関す

る協定書を締結いたしまして、道路施設災害や崖崩れ等の応急復旧、消防機関と連携した被災

者救援、また資機材や物資の提供などの応急対策について連携することとしております。現在

のところ、消防団における重機隊の編成までは考えておりません。

一方、南海トラフ地震等の発災直後は、主要国道や県道などの道路啓開が急務であるために、

建設事業者の多くは、こちらの業務に追われることが予想されます。このために、被災の規模

にもよりますけれども、主要な道路啓開以外の応急対策活動に対しまして、どのくらい協力で

きるか不明な部分もありますので、まずは建設協会で協力できる人員や重機数などの確認を含

めまして、本協定がより実効性のあるものとなるように、平時から連携を深めていきたいとい

うふうに考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 結論からいいますと、そういうふうにもう一度その辺を打合せ願いたい

というところでございますけれども、南海トラフ地震のみではございませんので、様々な災害

がございますので、道路啓開のみに重機が使われるわけではございませんので、その辺も踏ま

えて、ふだんより重機を使える方が集まって、こういうような訓練等をして、災害時の活動に

備えるというような形を取っていただければと思いますので、その辺をよろしくお願いをいた

します。

また、先ほどのオフロードバイクは、ふだんから乗っている方が多くおりまして、私の知っ

ている方もバイクがあればぜひそういうものに所属したいという声がありました。そうするこ

とで、団員さんのモチベーションも上がると思いますし、ふだんからそういう訓練をしながら

非常時には確実にそういう体制が整えられると思っております。先ほどの広域化の話もありま

して、署員も踏まえて、署員がやるべきことなのかも分かりませんけれども、オフロードバイ

クについては。そういう業務のみでは消防署のほうは多様化することがいろいろ出てくると思

いますので、署員と団員が協働でやる、そういうようなことで防災力の強化や消防活動の充実

が図られるのではないかと思っておりますので、その辺をよろしくお願いをいたします。

では、次に参ります。

次は、健康推進対策、ＲＳウイルス予防接種についてお伺いをします。

ＲＳウイルスは、乳幼児が最初にかかる呼吸器感染の中で最も重篤化しやすく、生後数か月

の乳児では、細気管支炎や肺炎を引き起こし、入院に至る例が多い病気だと聞いております。

重症化のピークは、生後６か月未満であり、１歳未満の乳児にとって極めて重要な感染症だと
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いうことは認識しております。

では、本市の１年間の出生数が年間大体150人程度だと思っておりますが、本市においてど

れだけの子供さんがＲＳウイルス感染症にかかって、そのうちのどの程度が重篤化しているの

か、分かる範囲で教えていただきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 本市として個別の感染者数や重篤患者数は把握できておりませ

ん。しかし、県が実施しております感染者発生動向調査の状況から、幡多地域の実態を推測す

ることは可能です。高知県内20の小児科定点医療機関の報告では、令和６年12月30日から令和

７年11月23日までのＲＳウイルス感染者数は、累計1,015人です。そのうち、158人が幡多地域

からの報告となっております。

また、レセプト及び健診データベースを用いた研究では、２歳未満のＲＳウイルス患者のう

ち、約25％が重篤化し、入院を要したという結果が示されております。

このことから、幡多地域、本市においても、一定数の乳幼児がＲＳウイルスに感染し、入院

されたケースがあると考えられます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 幡多地域でしか分からないということでございますが、一定数というこ

とでございます。国のほうでかなりＲＳウイルスに対しては、非常に乳児がかかって重篤化す

るというようなことでございまして、その数値を当てはめますと、大体本市の場合、年に20人

から30人、これあくまで国の数字を当てはめるわけでございますけども、そのうち20人から

30人のうち、入院する子供が５人から７人ぐらいやないかというような、これはあくまで国の

数値を私が勝手に入れてみた数値でございますけど、そういうことになります。ですので、あ

くまで想像でございますけれども、重篤化する子供さんも一定いるのかなと思います。

次に、国が令和８年４月から妊婦を対象としたワクチン接種を無償で開始するとしておりま

す。この妊婦であるお母さんにＲＳウイルスワクチンを接種することで、生まれてくる赤ちゃ

んにどのような効果があるのか、また安全性などには問題はないのか、分かる範囲お答えをく

ださい。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 国は、重症化リスクの高い乳児を守るために、ＲＳウイルスに

対する母子免疫ワクチンを令和８年４月から定期接種として実施する方針を示しております。

このワクチンは、妊娠28週から37週までの妊婦が接種することで、母体に抗体がつくられ、そ

の抗体が胎児に移行することで、生まれてくる子供を生後早期から守る仕組みとなっておりま

す。生後早期の重症化リスクが高いことを踏まえると、妊娠中に接種することで、出生時から

子供を守れる点は大きな意義があると思います。
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以上です。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） それ母体免疫症型ＲＳウイルスワクチンというところでございまして、

母体から胎児に抗体が移って、新生児となっても重篤化しないと、そういうところでございま

す。このアブリスボというような名前の薬だということでございますけれども、接種費用は、

普通無償でありますけれども、出すとなれば３万円から３万5,000円ぐらいかかるというよう

なところを確認をしております。

そういう中、新生児の重篤化を防ぐ観点からの予防策は十分理解をしておりますけれども、

この制度のみでは対応し切れない点があることも忘れてはいけないことだと思います。開始前

に生まれた令和７年度出生児には、母子免疫の恩恵が及んでおりません。重大な制度の空白が

生じる可能性があります。令和７年度出生児は、妊婦ワクチンを母親から接種できておらず、

生まれた翌年度から制度がスタートするため対象外となり、最も守らなければならないはずの

乳児が、来年ぐらい無防備な世代となりますが、こうした制度移行期における１歳児未満の対

応をどう考えておるのか、この辺は国のほうも現在検討をしておるというような情報もありま

すけれども、その辺お考えをよろしくお願いします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 来年４月から開始される妊婦へのワクチン接種は、これから生

まれてくる子供を守るためのものであり、来年４月までに生まれる１歳未満の乳児は対象外と

なります。

妊婦へのワクチン接種のほかに、ＲＳウイルスに対する予防手段として、抗体製剤というも

のがあります。これは、体内に直接抗体を投与して免疫を獲得させる治療法であり、予防接種

とは異なります。現在、抗体製剤は、早産児や基礎疾患のある乳児など、重症化リスクが高い

子供に対して、ＲＳウイルス感染症の発症抑制を目的とした治療の一環として、現行の医療保

険制度により、必要な接種機会が確保されている状況です。

議員が言われましたように、この抗体製剤のうちの一つは、現在国が定期接種化に向けた検

討も進んでおります。

ＲＳウイルスは、せきやくしゃみによる飛沫感染に加え、ウイルスが付着したおもちゃや食

具に触れることで感染する接触感染でも広がります。特に、乳児は、家族や周囲の大人から感

染するケースが多いため、流行期においては家庭や保育施設での手洗いや物品の消毒、風邪症

状がある場合のマスクの着用など、基本的な感染予防対策の徹底が重要です。今後も感染予防

対策の啓発を引き続き行い、国の定期接種化に向けた動向や今後の進展を注視して情報収集を

進めることで、抗体のない乳児を守るための対応を進めていきたいと考えております。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） お答えはそうなると思っておりましたけれども、そこでちょっと提案を
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したいところがございまして、本年７月に須崎市が予防接種、ベイフォータスという薬でござ

いますけれども、これを無償化で乳児に対して接種ができるようになっております。そのほか

にも、９月からは徳島県の鳴門市でも接種をしております。これは、製薬会社サノフィという

ところがございまして、そこと連携をして、このベイフォータスを低価格で供給する自治体モ

デルが実施されております。サノフィは、定期接種化までのつなぎとして、自治体モデルを全

国に広げたいと明言しております。ベイフォータスの薬価は、１人当たりこれはとんでもない

金額で50万円と公開されております。１人当たり50万円かかると。とんでもない金額ですので、

もちろん無理なことだと思っておりましたら、鳴門市のほうが公表している中で、その10分の

１程度で提供されたというようなところもございました。須崎市も、出生数が年間60人程度で

すが、予算は350万円です。ということは、やはりその程度、10分の１程度でそういうモデル

事業を受けておるという判断をしますが、本市も今年度の１年間のみ、若干の負担額が生じま

すけれども、救済事業枠を確保していただければ、この制度の空白を埋めることができる可能

性があります。一度サノフィとの交渉をしていただけませんでしょうか。国策で財源措置が後

できた場合は、予算を減額することもできます。ぜひ両刀で財政負担を最少化しつつ、乳児の

命を守る体制を構築できないか、もう一度お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） このベイフォータスは、重症化リスクの高い児のみでなく、全

ての新生児及び乳幼児を対象として、2024年に薬事承認された抗体製剤です。しかし、この抗

体製剤は、ワクチンとは作用機序が異なることから、予防接種法上の定期接種で用いる医薬品

として位置づけることが困難なため、国は現在予防接種法の対象とする医薬品の範囲について

の議論を始め、母子免疫ワクチンに後れを取らないように進めていく方針を示しているところ

です。

一方、須崎市の事例については、１回の接種に40から90万円程度の自己負担が必要であると

ころ、製薬会社が、定期接種化されている海外水準の価格で抗体製剤を市に販売する形で医療

機関への接種委託料を含め、398万円の予算で今年度実施しているとお聞きしております。

また、サノフィの担当者にもお話をお伺いしたところ、来年度については、須崎市と同様の

対応が可能であることを確認しております。

国の動向を注視するとともに、接種体制など詳細な内容についての情報収集を行い、当市で

実施が可能か判断したいと考えます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 大変前向きなお答えでありがとうございます。ぜひサノフィとも連携を

取って、来年１年間でございますけれども、負担が出ますけれども、今年生まれた新生児、１

年未満の子供たちの健康を守っていただきたいと思います。前向きによろしくお願いします。
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以上でこのＲＳウイルス予防接種については終わります。

次に行きます。

最後に、10月29日に教育民生常任委員会で視察しました坂出市の保健事業と介護予防の一体

的実施についてお伺いをいたします。

教育民生、同じく委員の皆さん、今回の質問に堺市の眠育のことがいっぱい出ておりました

ので、私はちょっと皆さんとバッティングしないように、こちらのほうで質問をしたいと思い

ます。

本市でも、多目的デイケアセンターを活用したまちなかサロンをはじめ、介護予防体操や健

康講座、卓球や囲碁といった活動を通じて、高齢者が気軽に参加できる通いの場を整備してい

ることは承知をしております。

一方、坂出市は、同じ通いの場に医療機関や介護施設のリハビリ専門職と連携して、保健

師・管理栄養士を加えて、理学療法士・作業療法士・歯科衛生士など他職種も参加して、高齢

者の健康まちづくりを進めていました。特に、健康の健に幸せと書いて健幸まちづくりと名づ

けた独自の取組がなされておりました。今回、この健幸まちづくり、通告書のほうで書いてお

りましたけれども、これ間違いではなくて、坂出市のほうがこういうような事業をしておりま

すので、この字を使っております。企画調整保健師が中心となって推進していた点が大変印象

的でございました。この健幸まちづくりについて、一緒に視察をしていただきました竹本健康

推進課長に、本市の取組に生かすことはできないか、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 議員の皆様と坂出市を視察しまして、坂出市が健康づくりだけ

ではなく、コミュニティー活動やまちづくりまで含めた総合的な事業展開を図るため、庁内横

断の体制の下で、健幸のまちづくりを進めていることを学びました。特に、高齢者の保健事業

と介護予防の一体的実施において、医療・健診・介護のデータを分析し、既存事業を効果的に

組み合わせるため、庁内横断的な部署に企画調整担当の保健師を配置し、全体を統括している

体制は大変参考となりました。

また、議員がおっしゃられたように、市内の医療機関や介護施設のリハビリ専門職が、地域

の集まりの場に定期的に出向き、フレイル予防や転倒予防などの講話、測定を併せたセルフケ

ア講座を行う仕組みは、地域全体で共通の視点を持ってフレイル予防を進める体制として非常

に参考になる取組でした。また、市や社会福祉協議会・医療機関が、役割を分担する実施体制

も明確であり、学ぶ点が多くありました。

本市でも、令和６年度から健康推進課に企画調整担当の保健師を配置し、一体的実施事業を

進めております。健康福祉委員会など地域の集まりの場に市の保健師や管理栄養士が出向き、

市の健康課題にも上げられるフレイル予防や生活習慣病予防、季節の疾患による重症化を防ぐ

ための講話や健康相談を行っているところです。
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今後は、坂出市の取組を参考にしながら、市内の医療・介護の専門職と市の健康課題や取組

を共有し、連携した体制づくりを進め、地域全体が一体となって健康づくりに取り組めるよう、

事業の充実を図ってまいりたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 一体化を目指していくということでございますけれども、来年度に向

かってですか、具体的にこれからどういうふうな形でされていくのか、ありましたらお願いし

ます。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 現在も医療機関などのリハビリ職員が、健康福祉委員会など介

護予防の講話、講師になっていただいたり、ケア会議の助言として関わってくれております。

しかし、当市の高齢者の健康課題や取組方針を共有するということは、十分ではありませんの

で、市の地域の専門職が一体となって取り組むよう、まずは健康課題や取組方針を共有すると

いうところから取組の体制を進めていくための一歩を進めていきたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） ぜひともよろしくお願いします。やはり、本市が後れておるというか、

そういうようなことではございません。坂出市のほうが先進的な、建設的な取組をされておっ

たと私は判断しまして、その中でも他職種と連携してやっている、特に医療関係の皆さんとも

一緒にやっておると、そういうところが印象的でしたので、ぜひそういう面も取り入れていた

だきたいと思った次第で質問をいたしました。

次に行きます。

次は、ハイリスクアプローチについてでございます。

同じ坂出市でございますけれども、重症化を予防するため、糖尿病性腎症重症化予防事業の

実施や前年度からの体重減少が２㎏以上ある方への管理栄養士による訪問指導や低栄養予防、

さらには過去５年間の健診結果や医療レセプト、介護情報がない方を戸別訪問するなど、いわ

ゆる健康状態不明者のアプローチを行っておりました。

さて、本市でこれらの取組を導入しようとした場合、各課の連携がかなり横断的な体制づく

りが必要だと思いますし、他機関とのかなりの連携が必要にもなってくると考えますが、その

際、先ほど言ったように、医療機関との連携とかされるようでしたら、どのような課題が想定

されるのか、またこれが実現できるのか、可能性についてお伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 竹本健康推進課長。

■健康推進課長（竹本美佳） 本市では、令和６年度より、坂出市と同様に、データに基づい

た効果的な運営ということで一体的事業実施をしております。初年度、令和６年度は、健康状

態不明者と重症化予防について取り組んでおります。今年度は、身体的フレイル、低栄養予防、

口腔機能、服薬管理の４項目を加え、事業の実施をしております。この取組は、健康推進課で
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なく、高齢者支援課や地域包括支援センター、そして医療機関、歯科医院、社会福祉協議会、

あったかふれあいセンターなど、他機関と連携しながら進めているところです。

具体的には、健康状態不明者への訪問を通じて、心身の確認や生活習慣改善を行い、健診や

医療受診の勧奨を行っております。また、低栄養は口腔機能の低下が疑われる方には、健診結

果説明会を活用し、栄養指導や口腔ケアの説明を行い、歯科受診につなげております。重症化

予防では、健診の結果、医療受診が必要な方に対して保健指導と医療機関への受診確認を行っ

ているところです。

しかし、健診や医療受診を拒否される方や訪問を希望しない方が一定数存在することや低栄

養や口腔ケアへの対応が限定的であることなど、実施体制や効率化には課題も残っております。

今後は、課題の検討や実施方法の改善を進めていきたいと考えております。市民への周知や

健康意識の向上にも力を入れ、健診受診率や重症化予防の改善を目指し、地域の皆様が必要な

医療やサービスにアクセスできるよう、関係機関と協力して、一体となって取り組む体制づく

りに充実させていきたいと考えています。

■議長（宮﨑 努） 前田和哉議員。

■４番（前田和哉） 分かりました。先ほどその前の質問でお答えいただいたような形になる

とは思うんですけれども、健診をされない方、それから訪問を途絶する方とかおりますので、

そこの対応を何らかの手だてを今後もしていただきたいと思います。よろしくお願いをいたし

ます。

もう少し時間ございますけれども、私今回これで一般質問を終わらせていただきます。あり

がとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で前田和哉議員の質問を終わります。

この際、昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前11時47分 休憩

午後１時０分 再開

■副議長（上岡真一） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 議員番号10番、四万十立志の会の松浦です。

議長からお許しをいただきましたので、通告に従いまして一般質問を始めます。

まず最初に、眠育についてお伺いをいたします。

昨日も教育民生常任委員会の谷田委員長、そして川村真生議員がこの眠育について質問をさ

れました。私は、中学校の保護者の観点から、少しお聞きをしたいと思います。

まずは、今回、この眠育について３人の方が質問された、そして前田議員も質問を検討され

ていたということがありまして、大阪府堺市に教育民生常任委員会の視察に行った議員さんは、
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非常にこの堺市の取組を評価しているということだというふうに感じております。また、執行

部の皆様も、最終的な答弁はもう昨日の竹本課長の答弁で出ているのかなというふうにも考え

ますが、執行部の皆さんと一緒にこの堺市さんの取組、医学的知見に基づいた取組ということ

で、睡眠教育についての情報の共有や必要性の共有が図れたのではないかなというふうに感じ

ておりますので、どうかよいご答弁をいただけますようよろしくお願い申し上げます。

まず最初に、睡眠学習と通告書には書いているんですけど、また学習と教育ということでは

意味合いが違うようですので、私すみません、間違いまして、睡眠教育と書くところを学習と

書いているようですので、そこは訂正させていただきたいと思います。

まずは、睡眠教育の継続的な取組強化をということでお聞きをいたします。

昨日の竹本健康推進課長のご答弁の中でもありましたが、全体的な状況というのは把握でき

ていないが、大まかな目安として、小学校で約９時間から12時間の睡眠時間、そして中高生で

は８時間から10時間の睡眠時間が推奨されているということでございました。本市の状況はと

いうところの中で、それについての特化した調査はしてないですが、数値として上げられるも

のは、小学校５年生の男子で42.2％、女子で46％、これは全国・県と比べても比較的高いとい

うことでございました。また、中学生につきましては、男子が38.7％、女子が23.6％というこ

とで、こちらについては平均と比べると低いということでございました。昨日の谷田議員・川

村議員の質問にもありましたように、やはり眠育というのは非常に大事な取組で、すばらしい

取組だというふうに感じております。竹本課長からは、しまんとちるどれんの例も挙げられて、

幼・保・小・中のさらなる連携や関係各課で今回勉強した情報を共有し、できるところから取

り組んでいくというご答弁がありましたので、最終的にはここが目指すべきところ、今現在市

としてできることなのかなというふうには考えております。

その中で、中学校の不登校の状況についてお伺いをいたしたいと思います。

小学校が抜けてしまったんですけど、中学校の保護者の観点から、その中学校の不登校の状

況について現状どうなっているのか、お聞かせください。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

令和６年度の不登校生徒数につきましては、本市は52人でした。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 令和６年度、52人ということですが、全国的な割合、県の不登校の割合

と比べていかがなものなのでしょうか。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

1,000人当たりの不登校生徒数につきましては、本市は77.4人でございます。これは、全国
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が67.9人、それから高知県が62.4人ですので、全国でありますとか高知県と比べて高い状況と

なっております。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 1,000人当たりでいくと77.4人ということで、全国、そして県と比べる

と非常に高い割合だということなんですが、これの要因については把握されているでしょうか。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

不登校の主な理由につきましては、様々な要因が絡み合っており、一つに特定できるもので

はございませんけれども、学校側が把握した事実として、不登校の主な要因は、生活リズムの

不調でありますとか、それから学校生活に対してやる気がないでありますとか不安、こういっ

た結果となっておりますので、そういった結果から推測いたしますと、主な要因は生活リズム

の不調でありますとか無気力、それから学習への不安、それから中学校生活に関する不安、こ

ういったものが要因であるのではないかと考えているところでございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

まず、課長がおっしゃられたのが、生活リズムの乱れということでございました。昨日の谷

田議員の質問の中でもありましたが、この睡眠教育というのは、やはり生活リズムを一定改善

していくことの大事な取組でもございます。また、不登校の問題については、あした大西議員

がしっかりと問いただすようでございますので、私のほうではここまでにしておきたいと思い

ます。

堺市さんの事例を見ますと、昨日54％減ということを谷田議員おっしゃっておられましたが、

平成27年に１つの中学校で35人の方が不登校だったのが、この眠育を取り入れたら、令和２年

には約16人、54％減という成果が出ているようでございます。全てがこの眠育によるものでは

ないとは考えますが、一定の眠育、睡眠教育の効果があったのではないかなというふうに堺市

の方もおっしゃっておられました。

次に、中学生の携帯所持率についてお伺いをいたします。

携帯というのは、本当に便利で、好きな見たいものを見たいときに見れるというところがあ

りまして、どうしても睡眠不足に陥る一つの原因なのかなというふうに感じてしまいますが、

まず中学生の携帯所持率について把握されていたら教えてください。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

令和６年度の四万十市立の中学生の携帯電話、それからスマートフォンの所持率でございま

すけれども、92.6％となっております。
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以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。思ったより高いですね、92.6％というところで、やはり

所持率の高さが、冒頭申しました中学生の睡眠時間を守れてないというところにもつながって

いるのかなというふうに考えます。うちの子も中学校２年生、一番下の子がいるんですが、携

帯を持たせてくれと懇願されているんですが、どうしても約束事を守ってくれないので、うち

は持たせないようにしております。本当に簡単な約束なんですけど、それが守れない、なぜ守

れないのか私ちょっと理解不能なところも、私の教育不足というとこもあるのかもしれません

が、我が家は所持をさせておりません。携帯所持率については分かりました。

では次に、中学校での睡眠教育の状況・効果について教えてください。

本年の９月だったと思いますが、西土佐中学校では、この睡眠教育の授業といいますか参観

日のときにやっておられました。そのほかの中学校でも、そういった事例があれば、状況・効

果について教えてください。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

中学校の睡眠教育の取組の状況でございますけれども、全中学校で生徒を対象にした生活習

慣調べでございますとか、保健の授業における生活習慣指導を行っているほか、各家庭向けに

保健だよりで啓発を行っておるだとか、それから専門の講師を招聘しまして、参観日に保護者

を含め、睡眠の大切さを伝える講演会を実施している学校もございます。

また、この取組における効果といたしましては、令和７年度全国学力・学習状況調査の結果

で申しますと、毎日同じくらいの時刻に寝ていますかの項目に対しまして、肯定的な回答をし

た生徒が89％と全国平均の81％、高知県平均の83％を大きく上回っており、また毎日同じくら

いの時間に起きていますかの項目に対しましても、肯定的な回答をした生徒が95.9％と全国平

均の92.6％、高知県平均の92.9％を上回っておるという状況でございます。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。全中学校で様々な啓発活動であったり、専門の講師の方

を呼ばれて参観日等でやられているということでございましたが、基本的に年１回、そういっ

た学習をされているという認識でよろしいでしょうか。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 講演会については、年１回と承知をしております。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。
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次に、堺市モデルの導入を含めた睡眠教育の継続的な取組強化をということでお伺いをいた

します。

堺市さんの場合は、毎月10日、はよねるデーという日を設定して、全ての学校というわけで

はないようですが、毎月10日、はよねるデーという日を設定して、この睡眠教育に取り組んで

いるようでございます。これは、幼・保の子供たちについては睡眠時間は10時間、小学校につ

いては９時間から10時間、中学生については８時間を目標としているようでございます。中に

は、早く寝ることが宿題だということで、宿題を出さずに早く寝る日というところを設定され

ている学校もあるようでございました。また、特徴的だったのが、高校生も対象に取り組んで

おられるということやＰＴＡ活動にも取り組まれておりまして、眠育のラップとかというのを

つくって、自分たちで歌っているというようなこともありました。また、ＤＶＤを作成したり

とか、地域の方々も一緒になって取組をしているというようなすばらしい取組でございました。

先ほど冒頭竹本課長の答弁を少し例に出しましたが、ぜひ学校教育としてもこういった堺市に

似たような睡眠教育を継続的に行っていただきたい、そういうふうに考えますが、所見をお伺

いをいたします。

■副議長（上岡真一） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

不登校生徒の増加につきましては、本市の教育課題の一つとなっているところでございます。

この課題解決を目指し、睡眠や生活リズムの改善を図る堺市の眠育の取組は、本市にとりまし

ても非常に参考になるものであると考えております。現在、子育て支援課と連携して取り組ん

でおります保・幼・小・中連携モデル地域実践研究事業の中で、保・幼・小・中の15年間を見

通し、中学卒業時の子供の姿を教職員が共有し、それぞれの段階でつける非認知能力を意識し

た教育活動を展開しているところでございます。この取組の中の目指す姿の一つには、基本的

な生活習慣を身につけることを位置づけておりまして、睡眠を含め、生活リズムの改善に取り

組んでいるところでございます。

睡眠教育には、生徒自身の意識改革だけではなく、各家庭を巻き込んだ意識づけが重要であ

ると思いますので、こういった既存の取組に堺市であります新たな視点、こういったものも今

後関係課と協議をしながら取り入れて、充実した内容になるよう、取り組んでいきたいと考え

ております。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） ぜひ課長、前向きな答弁だったと思います。また、横の連帯を強化しつ

つ、やはり子供たちがすくすくと育っていける、そんな教育環境をつくっていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

続いて、誰もが安心して暮らせる地域医療をということで質問をいたします。
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通告書では、西土佐地域の医療状況についてということが１番になっておりますが、少し順

番を変えて、市民病院についてというところからお伺いをしていきます。

まず、市民病院についてですが、西土佐診療所もこの四万十市内においてどちらも公的支出

をしている医療機関でございます。

最初に、まずお伺いをいたしたいのは、西土佐診療所の協力体制についてでございます。

西土佐診療所につきましては、10月末で多賀先生が退職され、現在１名態勢となっておりま

すが、２名態勢時の市民病院との医療の協力体制というのはどうだったのか、また１名態勢後

の協力体制についてはどうなのか、お聞かせ願いたいと思います。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

それではまず、西土佐診療所の協力体制についてでございますが、これまで西土佐地域で口屋

内出張診療所及び大宮出張診療所において診療を行っていた際でございますけれども、その際

には、必要に応じまして、口屋内出張診療所あるいは西土佐診療所へ医師の応援を行っており

ました。応援回数の実績では、少し遡ってみますと、令和５年度は19回、令和６年度は27回の

医師応援を行い、診療に当たってきたところでございます。

そのほかでございますが、本年度は放射線技師の応援も行っておりまして、12月５日までに

なりますけれども11回、これは11日の診療応援を行っております。

そのほか、看護師と理学療法士につきましては、当院と西土佐診療所の相互間で人事異動な

どを行いまして、人事交流を図り、業務の共有化や診療の質の向上、人材育成なども協力して

行ってきたところでございます。

次に、診療所が１人態勢になってからということでございますが、その際の当院の協力体制

でございますけれども、西土佐診療所が１名態勢になって以降、大きく変わったあるいは充実

したということはできていないということが実情でございます。

当院といたしましても、西土佐地域の地域医療を守る西土佐診療所との協力関係は、重要で

必要なものと考えておりますけれども、医師の働き方改革やワーク・ライフ・バランスの推進、

当院医師の人的な状況など、様々な要因によりまして、市民病院におきましても、多くの非常

勤医師の方々などのご協力・ご支援を受けながら、外来診療であるとか、宿直・日直の体制を

組みまして診療に当たっている現状があります。当院へ受診されておられる患者の方々の診療

が、まずは最優先であることから、西土佐診療所への医師の応援については、大変難しい状況

であることをご理解いただきたいと思っております。

今後ですけれども、引き続き診療、放射線技師の応援などは続けてまいりますけれども、そ

の他のことにつきましても、西土佐診療所との情報共有を密にしながら、可能な限り協力でき

ますよう努めてまいりたいと考えているところでございます。

以上でございます。
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■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。市民病院も診療所も、医師の働き方改革ですとか、医者

数という問題の中で、なかなかお互いが協力し合う体制というのは、多少できておりますが、

これ以上は難しいのかなというふうにも考えておりますが、もう一点聞きたいのが、教育民生

常任委員会の報告事項の中で、来年の１月１日、医師海外留学支援制度を活用された内科の先

生が採用されるということになっておりますが、例えばこういった先生を診療所のほうに来て

いただくというようなことは検討はされなかったのでしょうか、その点についてお聞かせくだ

さい。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

１月から新しい先生が着任される、内科の医師でございますけれども、着任されるというこ

とになっておるのは、議員がおっしゃられるとおりですけれども、その中で、当院の中の診療

体制の見直しであるとか、診療のこまをどういうふうに埋めていくかというところを考えまし

て、先ほど申しましたけれども、なかなか医師の人数であるとか、そういうところが足りてい

ない状況もまだ病院にはありますので、医師のその方を応援に行くというようなところについ

ては、難しいというような状況でございます。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

では、次の質問に移ります。

市民病院の今後の医師、医療の確保についてということでお聞きしたいのですが、私の言っ

ていることは、あくまで理想論だというふうに理解をした上で聞いていただければと思います。

本四万十市内の中村地域に、非常に多くの民間の病院があるんではないかと思います。特に、

内科を掲げている病院ですと20以上あるのかなというふうにも考えます。住民の方々から、市

民病院は、やはり民間の手の届かないところをしっかりとサポートしていくべきなんじゃない

か、例えば耳鼻科、本市には耳鼻科１軒あって、もう１院が不定期で毎週水曜日でしたかね、

やられているということで、耳鼻科等が非常に需要に対して供給が足りてない状況で、どうに

かしてくれというようなお声もあるようです。そういったところを市民病院がサポートするべ

きではないか、そういった声があるのですが、そういった市内での医療ニーズの把握というの

はされているのか、まずはお聞かせください。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

四万十市、この中村地域でございますけれども、公立病院である市民病院と民間医療機関が

あるということは議員のおっしゃられるとおりでございます。民間医療機関の多くは、回復期
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や療養型の医療を提供しておりますので、地域の医療機関との連携と役割分担の下に、足りな

いところを補いながら地域医療体制を維持確保していくということが最重要である、求められ

ているものであると思っております。

そのような中で、当院の役割ですけれども、ニーズも含めてですけれども、軽・中等症の救

急の受入れ、その治療を継続して行うことが中心になっていこうと思っております。そして、

手術などの急性期医療を維持するとともに、四万十市内では設置が少ない泌尿器科につきまし

ては、高知大学より医師の派遣をいただきまして、毎週火曜日・水曜日の２日ではございます

けれども、診療を継続しているところでございます。また、人工透析患者の治療も行っている

というような状況です。

入院につきましては、急性期一般病床と在宅や介護施設への復帰支援を行う地域包括ケア病

床の運用というものを行っております。

また、当院では、令和６年６月から訪問診療を開始しておりまして、様々な理由で通院が困

難な方や住み慣れた自宅で療養を希望される方への診療も始めているところでございます。

先ほど議員がおっしゃられた耳鼻科についてですけれども、ニーズがあるということはおっ

しゃられるとおりだと思いますが、現状診療科が開設できてないということでございますので、

なかなか医師の確保、それから施設の状況ですけれども、そういうものを開設する診療室ある

いは資機材とかそういうものを構えないかん費用負担であるとか、もう一つは、患者が少なく、

収益性が低いのではないか、収益、そこの部分を考えますと、経営状況が厳しい中で、収支が

マイナスになるような診療科を設置できるのかどうか、課題は多いと思っております。ただ、

民間病院機関と補いながら、将来にわたって地域の医療体制を確保していくということは、重

要だと思っておりますので、民間医療機関の方々と連携を密にしながら、そういう体制を充

実・確保していくということには取り組んでいきたいと考えております。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。課長の言うことも非常によく分かっております。

次に、勤務医の状況について何科の方がおられるのかとか、そういうことについてお聞かせ

願いたいと思います。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

まず、当院の常勤医師の人数でございますけれども、現在内科５名、外科１名、整形外科２

名、脳神経外科１名の計９名となっております。令和８年１月から、医師海外留学支援制度の

活用をいたしまして、新たに内科の医師が着任されるため、10名となる見込みとなっておると

ころです。

なお、このうち１名の医師につきましては、本年７月より産休・育休を取得しているという
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ような状況もございます。

次に、年齢構成でございますけれども、現在の常勤医師９名のうち、60代の先生が１名、

70代の先生も２名おられまして、平均年齢は56歳と医師の高齢化も進んでいる状況でございま

す。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。常勤の先生ということでお答えいただきましたが、今後、

市民病院としても、医師確保というのはやはり考えているのだと思いますが、その考え方、ま

た例えばさっき言いましたような診療科、そういったところの方向性というのがあればお聞か

せ願いたいと思います。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

医師確保の考え方や取組についてということでございますけれども、基本的には、現在の診

療科を維持確保していくというところが基本になってこようと思います。

まず、常勤医師の数については、そのまま患者数の増減につながり、病院経営には大きな影

響を及ぼすこととなりますし、医師の数が減ることになりますと、当直や宿直に係ります医師

１人当たりの負担が増すことにもなります。そういった悪循環に陥ることがないよう、経営の

安定化や診療を継続していくためには、医師の確保、これが最重要課題でもあると認識してい

るところでございます。

そこで、医師の確保についてでございますが、当院では、令和３年４月に濱川院長が就任さ

れたことを契機といたしまして、出身大学であります高知大学との関係強化に努めてまいりま

した。これによりまして、常勤及び非常勤医師の派遣により、支援もいただいているというよ

うな状況でございます。本年も市長、西土佐診療所の事務局長とともに高知大学、そのほかの

機関などを訪問して、現状をお伝えし、可能な限りで支援をいただきたい、協力いただきたい

ということでお話をしてきたところでもございます。

また、医師海外留学支援制度といった医師にとって魅力的な施策を実行していくことにより

まして、医師確保に向けての取組も進めております。これまでに２名の医師の確保にもつな

がったというような状況でございます。そういったことを継続的に活動を続けながら、医師確

保に努めてまいりたいと考えているところでございます。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

ちょっと特定の例えば診療科の医師というところは、別段定めてないということですか。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。
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■市民病院事務局長（金子雅紀） 先ほども申し上げましたとおり、現状の診療科を維持する

というところが一番最重要というか、基本的に考えております。先ほど議員がおっしゃられた

耳鼻科の医師の確保というようなところには、現状は取り組んでないというような現状がござ

います。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。現状、なかなか厳しいのかなというふうにも感じますが、

一つのよい事例として、小児科医の先生が、市民病院の空いている施設に小児科の先生が開業

されたという事例があります。こういった事例というのは、今後も考えられるのか、お聞かせ

願えますか。

■副議長（上岡真一） 金子市民病院事務局長。

■市民病院事務局長（金子雅紀） お答えいたします。

議員もおっしゃられましたとおり、12月３日に四万十ぴよこどもクリニックが市民病院西棟

１階におきまして開院をいたしました。本日、また１週間たちましたけれども、たくさんの患

者の方々が来院されておりまして、診療を受けられているというものを見ております。市民病

院としても、四万十市の子供たちの健康、健やかな成長に資する小児医療体制の確保充実に対

しまして貢献できたものとうれしく思っておるところでございます。

さて、議員のご質問にありますように、今後このような事例は考えられないのかということ

でございますが、今回、公立病院施設内での民間クリニックの開院という全国でも非常にまれ

な取組ができたものと思っております。当院におきまして、現状、空きスペースのある本館棟

などになりますけれども、施設や設備が老朽化しているといった課題はあるものの、空きス

ペースの有効活用は、引き続き考えていかなければならない課題でもあると思っているところ

です。今回、民間との連携という貴重な実績・経験ができましたので、今後様々な活用の方法

の案の一つとして、民間より活用の要望があれば検討させていただきたいと考えているところ

です。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。先ほど課長からもありましたように、非常に需要があっ

たようでございまして、また市民病院にとっても、様々な波及効果というのがあるというふう

に私は考えておりまして、非常にありがたい事例だったなというふうに考えております。

それでは、西土佐地域の医療状況についてということでお伺いをいたします。

私もここ１か月ぐらい、少し体調が優れないときがあって、風邪をこじらせたようでありま

して、診療所に電話をかけた、どうしても我慢できないというか、体調が悪くなって電話した

ことがあるんですけど、開口一番、松浦さんはかかりつけ患者ではないので診れません。ほか
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の医療機関をご利用くださいということで丁重にお断りをされまして、決して腹が立って今回

の質問をしているわけではございませんということはご理解いただきたいと思いますが、まず

医師１人態勢後の西土佐診療所の状況についてということで、２名態勢時と１名態勢時の違い

をお聞かせください。外来患者数であったり入院の状況、医師の応援体制ということをお聞か

せ願いたいと思います。

■副議長（上岡真一） 田村西土佐診療所事務局長。

■西土佐診療所事務局長（田村典義） ご答弁申し上げます。

11月から１人態勢となりましたので、10月と11月の診療状況を比較し、ご説明いたします。

まず、外来診療患者数についてですが、10月は631人、11月は484人となっております。

次に、入院患者数ですが、入退院の延べ人数で、10月は12人、11月は４人でございます。

１人態勢となったことで、診察可能な患者数に制約が生じておりますが、患者様の健康維持

を最優先に、適切に調整しながら運営しております。

また、先ほど松浦議員が発熱のときにお断りされたという件ですが、大変ご不便をおかけし

ております。西土佐診療所は、原則として予約制を採用しております。急な発熱等の症状にも

対応したいという気持ちは強く持っておりますが、これまで２人で診察していた患者様を１人

の医師で診察することとなり、現在調整しながらですが、予約患者でほぼ毎日埋まっている状

況でございます。そのため、やむを得ずほかの医療機関をご案内する場合があります。入院病

床もあるため、医師の負担を考慮しつつ、診察可能な患者数を調整しておりますので、住民の

皆様には大変ご不便をおかけしておりますことは重く受け止めておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。私めったに病院行かなくて、行くときには基本的に診療

所に電話して、診てもらえないときはほかの病院に、市民病院もたまに利用します。ほかの病

院に行くということで、当然、自分もかかりつけ医の先生は、診療所の先生だというふうに勘

違いしておりましたので、その点については理解はしているんですけど、分かりました。

まず、ここでお伺いしたいのが、外来患者数は１人態勢後も484人ということでございまし

たが、分かりました、その件については分かりました。

では次に、医師１人態勢後の西土佐地域医療状況についてということでお伺いいたします。

今議会にも「第20号議案」といたしまして、奥屋内へき地出張診療所を廃止する条例が提案

されております。その中で、廃止するに当たって、患者の送迎は引き続きやっていただけると

いうことでございました。現在、廃止されるに当たって、送迎回数であったりとか利用者数と

いうところについてお聞かせ願いたいと思います。

■副議長（上岡真一） 田村西土佐診療所事務局長。
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■西土佐診療所事務局長（田村典義） それでは、少し長くなりますが、出張診療所のこれま

での経過についてご答弁いたします。

現在、西土佐診療所以外の３つの出張診療所につきましては休止しております。まず、休止

前の状況についてですが、大宮出張診療所は、毎週火曜日の午後、口屋内出張診療所は、第

１・第３水曜日の午後、奥屋内へき地出張診療所は第２・第４水曜日の午後に診療を行ってま

いりました。また、無医地区対策として、診療日には各出張診療所へ向けた患者輸送車を当時

から運行し、患者様の利便性向上に努めてまいりました。

次に、休止後の状況についてでございます。

令和５年11月に常勤医師１名が体調不良となり、残る常勤医師１名で入院施設を有する西土

佐診療所の体制維持が必要となったため、特に西土佐診療所からの移動時間が最も長い奥屋内

へき地出張診療所を休止いたしました。また、大宮出張診療所は、第１・第３・第５水曜日の

午後、口屋内出張診療所は、第２・第４水曜日の午後に診療を継続し、奥屋内へき地出張診療

所を利用していました患者様については、希望に応じて口屋内出張診療所への患者輸送車で送

迎を行っておりました。しかしながら、令和７年１月には、西土佐診療所体制の維持を最優先

とし、その２つの出張診療所も休止し、現在に至っております。そのため、これまで各出張診

療所への患者輸送を利用されていた方々には、引き続き西土佐診療所への患者輸送車を用いた

送迎を行い、医療サービスの提供に努めている状況でございます。

ニーズですが、現在は大宮出張診療所方面からは毎週火曜日、口屋内及び奥屋内へき地出張

診療所方面からは毎週水曜日に西土佐診療所への患者輸送車を運行しており、両方面とも平均

３名程度のご利用がございます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。大宮と口屋内の状況についても説明いただきました。

今後、この送迎というのは、人数的には決して多くはないのかもしれませんが、続けていた

だけるという確認をしたいんですが、いかがでしょうか。

■副議長（上岡真一） 田村西土佐診療所事務局長。

■西土佐診療所事務局長（田村典義） 地域の人口減少とかニーズにもよりますが、今のとこ

ろは継続していく予定としております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

大宮・口屋内の診療所のことなんですが、現在は休止ということですが、今後どうしていく

のか、方向性、考えがあればお聞かせください。

■副議長（上岡真一） 田村西土佐診療所事務局長。
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■西土佐診療所事務局長（田村典義） 西土佐診療所の医師が１人態勢となった状況を踏まえ、

現時点で各出張診療所の再開は困難であると考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

１人態勢だから困難だということだったと思うんですが、それが次の質問に移るんですけど、

今後の西土佐診療所の在り方についてということで、現在１名態勢ということで、２名態勢を

目指すのか、どのようにしていくのか、まずはその考えについてお聞かせください。

■副議長（上岡真一） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

医師の確保につきましては、入院病棟を有しているという状況も鑑みまして、２人態勢が望

ましいと考えております。医師確保に向けて動いておるところではございますが、現状大変厳

しい状況が続いているということで、現段階で医師の確保の見通しが立ってないという現状で

ございます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。探してはいるが、現在厳しい状況で見通しが立っていな

いということでございましたが、これは継続して探していっていただけるのかということにつ

いて再度確認をさせていただきたいと思いますが。

■副議長（上岡真一） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 引き続き探していくということでございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。ぜひ市長、期待しておりますので、よろしくお願いした

いと思います。

次に、先ほど言いました市民病院の敷地に民間の小児科医さんが開設をしていただきました。

同じような事例が、この西土佐診療所のほうで可能なのかということについてお聞かせくださ

い。例えば、２年、３年前ですかね、西土佐地域に唯一あった歯医者さんがなくなって、やは

り地域住民の方からすると、歯医者などがないと、受診控えにつながったりとかというような

ご意見もございます。私もちょっと歯の治療をサボっておりまして、現在マスクも体調悪いの

と同時にマスクもしておりますが、歯医者さんができれば、患者第１号になりたいと考えてお

ります。このような事例が可能なのかということについてまずはお聞かせください。

■副議長（上岡真一） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。過去の答弁につきましても、質問いただいた

ようでしたので、そちらのほうも踏まえましてお答えさせていただきますけれども、まず西土
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佐診療所が所在する西土佐総合保健施設内には、西土佐保健分室が所管する保健センターの会

議室などの空きスペースというのはありますが、西土佐診療所が所管する施設においての空き

スペースというのは、今現状ないという状況でございます。その空きスペースの問題のほかに

も、もし貸付けを行うというようなことを検討することになりましたら、施設の老朽化、それ

から改修設備費用、そういった中で医療、安定した経営ができるのかということなど、そう

いったことを全て想定し、検討しなければならないという現状でありまして、今現状市といた

しましては、今の医療体制と西土佐の経営の安定というところを注力していきたいというふう

に考えております。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。ちょっとむちゃ振りをしているということも認識した中

で提案をさせていただきましたが、診療所の赤字を見ると、令和４年、コロナの交付金等が

あった関係で約4,000万円程度、令和５年については7,400万円、令和６年につきましては約１

億円ぐらいの市としての財政的支出をしているわけでございます。やはり、この収支の改善は

もちろん、どういう診療所であれば、地域の方に喜ばれるのか、そういうこともしっかりと考

えた中で、今後もよりよい地域医療の在り方を考えていっていただきたいと思います。

時間がなくなるとこでした。次に、鳥獣被害対策についてお伺いをいたします。

昨年は、非常にイノシシやハクビシンが多くて、捕獲頭数も多かったものと思います。今年

については、かなり捕獲頭数、数字的には減っているんじゃないかなと思いますが、例年やは

り被害に遭うところは、田畑は被害に遭っているというような状況であります。また、日本全

国を見ますと、特に９・10・11月と東日本、関西より東・北のほうで、ツキノワグマであった

りヒグマの被害というのが毎日のように報道されておりました。また、お亡くなりになった皆

様のご冥福をお祈りしますとともに、けがをされた皆様のお見舞いを申し上げたいと思います。

ちなみに、高知県では、約20頭のツキノワグマの生息が確認されているということを先日私６

日に狩猟免許の初心者講習を受けに行きまして、そのときの講師の方がそういうふうにおっ

しゃられておりました。

まず、鳥獣被害対策実施隊についてお伺いをいたします。

平成29年に条例が制定されまして、平成30年４月から施行をされております。ちょっと聞い

たことなかったもので、どのような方がどのような取組をされておられるのか、まずはお聞か

せください。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） お答えいたします。

鳥獣被害対策実施隊は、鳥獣被害防止計画に基づく施策の実施や市長の指示を受けまして農

林水産業等に係る被害の原因となっております鳥獣の捕獲等で、住民の生命・身体、または財
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産に係る被害を防止するため、緊急に行う必要がある場合に従事していただくことを目的とし

て設置しているものでございます。

本市におきましては、平成30年度から設置をされておりまして、現在では猟友会役員を中心

とする民間隊員21名、これは中村地区が16名、西土佐地区が５名ということになっております

が、これらの隊員と及び農林水産課の職員で構成をされております。

本市におけるこれまでの活動実績におきましては、緊急時の対応が主なものとなっておりま

して、住宅付近にイノシシが出没した際や鳥類による農作物被害が発生した際に、捕獲活動に

従事していただいた事例がございます。参考までに、直近３年間の出動件数でございますが、

令和４年度のほうはございませんが、令和５年度が２件で２名の方に、また令和６年度は２件

で延べ８名の隊員に出動していただいておりまして、緊急的な捕獲・追い払いといった活動を

していただいております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。猟友会の人数は把握できましたが、これ職員の数につい

てはちょっとありませんでしたので、その点、教えてください。

また、これって予算的なものが生じるものなのか、ありましたらお聞かせ願います。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） 農林水産課の職員につきましては。５名態勢ということにして

おりまして、本庁のほう３名、分室のほう２名という形にしております。

また、予算的なものですが、出動１回当たりに対しまして、報奨金が5,000円出るというふ

うになっております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。その報奨金5,000円、１名当たり5,000円につきましては、

市の単費ということでよろしいですか。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） 市の単費でございます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。

次に、時間がなくなっておりますので、狩猟免許取得者増の取組についてということでお聞

かせ願います。

本年の６月でも少し触れさせていただきましたが、かなり狩猟者の方の高齢化が進んでおり

まして、毎年新たに免許を取得される方はいるんですが、どうしても全体的に数が減っている
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というような状況でありました。

本市としては、初心者への講習費用、また診断書の取得費用等補助されていると思いますが、

取得者を増やす、裾野を広げるといった意味では、評価するところではありますが、やはり継

続して狩猟していただき、技術の向上を図ることも重要だと私は考えております。そういった

意味でも、本市の積極的な取組強化を求めたいと思いますが、市としての考え、さらに何かや

る予定がないのかということでお聞かせ願います。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） お答えいたします。

新規狩猟者確保の取組といたしましては、現在、先ほど議員のほうからもありましたが、県

の補助を受けまして、免許試験受験に係る事前講習の受講料、診断書料の補助に加え、第１種

銃猟の場合には、射撃教習の受講料補助も行っているところでございます。

また、これまで各地区で行われるような集会等でも、免許取得、こういったものを呼びかけ

ているほか、既に免許取得済みの方にもお声かけをお願いするなど、継続した地道な取組とい

うことになりますが、こういったものを行っておりますが、そういった影響もあろうかと思い

ますが、新規狩猟者確保事業での補助件数は、令和元年度からの３年間が平均12件であったも

のに対しまして、令和４年度からの３年間は平均16件と若干ではありますが増加傾向というふ

うになっております。

こういった状況を受けまして、今後もこれまでの地道な取組を継続するとともに、取得後の

活動支援ということでは、今年度新規狩猟者確保及び狩猟技術向上の観点で、西部地区射撃場

の環境整備、これは老朽化したトイレの更新、水道設備の更新あるいは射撃用設備、こういっ

たものの更新の支援をしているほか、令和８年度、来年度からは、県補助により、新たに始ま

る、これは予定というふうに聞いておりますが、新規狩猟者へのくくりわな配布事業、こう

いった優遇措置が来年設けられることとなっていると聞いております。こういったものに向け

まして、本市といたしましても、来年度の当初予算化に向けて調整しているところでございま

す。

また、こういったことも含めまして、広くＰＲしながら、また新規狩猟者確保に努めていき

たいというふうに考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。私は、先日６日に初心者講習を受けたときに、参加者の

方23名おりました。もともと狩猟免許を持っているんだけど、新たに第１種、鉄砲の免許を取

られる方も８名ほどおられたということで、実質15名の方が新たにわな猟となるんですかね、

狩猟免許を取得されている状況でありまして、この週末、13日に本試験があるわけですが、非

常にメンバーを見てみますと、自分より若いなと感じられる方が14、５人おられまして、若い
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方たちも狩猟ということに興味があるのかなというふうに感じさせていただきまして、高齢化

が言われている中、安心したところではあるんですが、ただやはり獣害被害というのは増えて、

決して減ってはいないというふうに私は考えております。私がこの狩猟免許を取りに行った理

由というのも、これまで田んぼや畑に被害があったときにお願いしていた猟師さんが、高齢化

によってなかなか動きが取れなくなったというところもありますし、地域の方々から、おまえ

が率先してそういうことをせないけんやろがというようなご意見もありましたので、今回挑戦

させていただいているところでございます。

数年前に、黒潮町の消防団の方から、その方は狩猟をされている方でありまして、言われた

ことがあるんですけど、消防団員は、比較的若手も多くて、地域で生活していて、地域で根差

した方が多いということでございまして、狩猟免許の更新のときに、消防団員としての何か費

用の支援ができないかというようなことがございました。ただ、黒潮町のほうでは、消防団と

いうのは四万十市と一緒にやっている中で、黒潮町としてなかなか対応はできないというよう

なこともございまして、今回私は質問させていただくわけでございますが、まずは消防団員に

取得を促す考えはないのかということについてお伺いをいたします。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） お答えいたします。

近年、消防団員の確保が各地で課題となっておりまして、今日の午前中の答弁のやり取りで

もありましたが、団員数の減少とか高齢化といった課題もございますが、そういった中で、団

員の皆様は、それぞれご自身の仕事、ご都合がありながらも、地域・地元のためにお引受けい

ただいている現状もあろうかと思います。

こうした状況を踏まえますと、この上さらに狩猟免許取得のお願いをするとなると、さらな

る負担を強いることにもなりますことから、心苦しい面もありまして、現状では消防団員に

限っての資格取得の奨励や補助制度の創設といったものは考えておりません。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 現在は考えておられないということですが、ぜひニーズ調査的なものは

していただきたいなというふうに考えておりますが、地震防災課長、いかがでしょうか。

■副議長（上岡真一） 吉田農林水産課長。

■農林水産課長（吉田貴浩） お答えをいたします。

消防団員への投げかけというようなことではあろうかと思いますが、新規狩猟者確保全体の

取組ということとしましては、本市にとりましても重要な課題というふうに認識をしておりま

すので、先ほど申し上げました補助制度を活用した狩猟免許取得について、県や猟友会とも連

携しながら、消防団員に限らず、広くＰＲに努めていくとともに、農業分野での各種会合、例

えば認定農業者等の会合や地域計画の座談会、あるいは中山間直払いの説明会、こういったよ
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うな機会も活用しまして、農業生産者、担い手農家に向けても、試験開催等の周知及び免許取

得の促進、こういったものを図っていきたいというふうに考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 松浦 伸議員。

■10番（松浦 伸） 分かりました。今後、またさらなる啓発活動、そして狩猟者が少しでも

増えて、獣害被害が減るように対策をお願いしたいと思います。

以上で私の一般質問を終わります。

■副議長（上岡真一） 以上で松浦 伸議員の質問を終わります。

14時10分まで休憩いたします。

午後２時０分 休憩

午後２時10分 再開

■副議長（上岡真一） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 議長のお許しをいただきましたので、一般質問させていただきます。社

民党の瀨でございます。よろしくお願いをいたします。

最初の質問は、地域猫活動に対する補助金の増額が必要ではないかという趣旨の質問でござ

います。

補助金の増額を行うためにも、クラウドファンディングの取組が大切だと考えております。

現在、地域猫活動の取組は、着実に広がりを見せていると感じています。環境生活課で作成さ

れた地域猫活動の手引は、分かりやすく、また補助金の申請が非常に簡素化され、好評価をい

ただいています。このことは、所管課の努力が大きく実り始めた、そういうふうにも考えてお

ります。地域猫活動では、手術費用のほとんどを補助できるようになっていますが、堕胎費用

や猫風邪等の感染症に対する費用が不足します。私の住んでいる地区では、区長が積極的に取

り組んでいただき、不足する費用を地区の予算で負担していただきましたが、そのような地区

はまれで、多くの地区では、有志の個人負担による取組が行われています。近年の物価高の中、

生活費を節約するため、多くの方が何かを我慢する生活をされています。費用負担が困難なた

めに取組が停滞することのないよう、早急な検討が必要と考えております。

それでは、１つずつ質問させていただきます。

まず、四万十市が行っているクラウドファンディングについて、広報活動が不十分ではない

か、ポスターが目立たないなどの意見を聞いています。私が知人から言われた言葉は、市役所

にもポスターを貼ったらいいのに。たしかあったはずだと思って見ましたら、エレベーターの

前に貼られていました。確かに、あまり目立たないかな、改めて見るとそういうふうに思いま

したし、またエレベーターというのは、エレベーターに乗るときはエレベーターのほうを向い
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てますし、降りたときは出口の方向を見ますので、真正面を見ることは少なかったのかな、市

のほうにちょくちょくおいでる方でしたので、そういうふうに考えました。そういった意味で、

広報活動の工夫が足らなかったのかな、そういうふうに考えていますが、これについてお考え

をお聞かせいただきたいと思います。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） クラウドファンディングの広報活動、不十分じゃなかったかと

いうご指摘でございますが、経過等々踏まえまして、少しご説明のほうをさせていただけたら

と思うんですが、まず本年の４月から６月にかけまして、クラウドファンディングを実施しま

した。これ結果的に第１弾という形になりましたが、４月から６月にかけ実施したクラウドフ

ァンディングの広報活動につきましては、広報紙・ホームページ・ＳＮＳの活用、またラジオ

の出演であったりポスターの掲示、そういったところを中心にやってまいりましたので、多く

の方にご寄附をいただきまして、この場を借りて改めてお礼を申し上げます。多くのご寄附い

ただいたところでございますが、設定した目標には届かなかったと、そういった点では十分な

広報活動には至らなかったのかなというふうに反省点はございます。また、庁舎内のポスター

の掲示、議員おっしゃるとおり、なかなかそういったところでは目につきづらかったのかなと

いうところでは反省するところでありまして、またポスターの掲示等々につきましてはまた改

めて考えていきたいなと考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 改めて考えていただけるということですので、次の質問に進みたいと思

います。

続いて、他の市町村で取組が成功しているところがあると聞いています。一番インパクトが

あったという話が入ってきたのが、広報の１面を猫づくしというか、全て猫で表紙を作ってい

る、そういうところがありました。それを見た住民の方は、どうしたんだろう、普通いろいろ

なイベント等の広報が多い中で、１面が猫ばかり、やはりそれを見た方は、猫に対する何かあ

るんだなということで中を見る、非常に広報としてインパクトのある広報紙だったというふう

に聞いております。そういうふうに、各市町村、いろいろなことを取り組んでおられるようで

ございます。

そこで、参考にできる取組を行っている市町村はないのか、これについてお答えをお願いを

いたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

猫の不妊・去勢手術の費用、現在クラウドファンディングをやっているわけですが、これ全

国の多くの自治体で行われています。クラウドファンディングが行われ始めた当初というのは、
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目標金額に達成する自治体もございましたが、現在、近年ですが、同様の内容のクラウドファ

ンディング多数ございまして、なかなか目標に達するのは困難、本市におきましても同様でご

ざいます。ただ、その中で、議員おっしゃいますとおりに、目標を達成している市町村もござ

います。お聞きしたところによりますと、お隣の四万十町さん、広報紙の１面を使った広報活

動をされているということもお伺いをしております。ただ、広報紙につきましては、紙面の制

約等々ございますので、お隣の四万十町さん同様の周知ができるかどうかというのは、広報担

当と調整は必要かと思いますが、年間を通じて猫の飼い方等々、マナーのルール等々、隔月ぐ

らいのペースで広報、周知のほうはさせていただいております。そういった中で、引き続きク

ラファンの周知、猫の周知につきましてはやっていきたいと考えております。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） これからもいろいろ考えていただけるという答弁であったと思いますの

で、その次に進みたいと思います。

ここからが一番重要な質問になると自分では思っております。今後の取組についてです。

地域猫活動をさらに進めていくためには、クラウドファンディングが本当に重要になってく

ると考えています。広報活動、やはりできるだけ多くの方にまず知っていただく、やはり取り

組むたびに同じ方が何度もというのは難しい面もできるだろうと思いますので、市内外へも発

信できるような形の取組、もっと強めていただきたいと考えております。

そこで、今後の取組についてお考えをお聞かせいただきたいと思います。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 今後の取組でございますが、この地域猫活動、取組を始めたば

かりの事業でございます。飼い主のいない猫、地域にまだまだたくさんいます。この問題に対

する最大の対策は、やはり不妊・去勢手術を行うことでありますので、引き続き行っていかな

ければならない事業と考えております。次年度におきましても、財源確保の観点から、クラウ

ドファンディングを行う計画をしているところでございます。また、目標を達成している市町

村、お隣の四万十町さんなんですが、そういったところは情報収集等に努めまして、参考にで

きる内容について取りまとめて、本市において取り組める内容等がございましたら、参考に取

組につなげてまいりたいと思います。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 確かに、地域猫活動という取組は、私が知ったのが今年の２月だったと

思います。地域猫活動については、始めたばかりと言えるかもしれませんけれども、それまで

には、飼い主のいない猫、集中的手術枠という形で取組としては同様なものがありました。や

はり、過去非常に利用しづらいという批判を受けた中で、今回所管課もいろいろ工夫されて地

域猫活動という形で非常に利用しやすいものになってきた、そういうふうには考えております
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が、活動自体が今始まったかのような発言は、少し控えていただければいいのではないかと思

います。

続いて、地域猫活動の補助金について質問をいたします。

手術の際の追加費用についてもう少し話させていただきたいと思います。堕胎手術の費用に

ついて聞いてみますと、1,000円から2,000円、猫風邪、症状によって3,000円から5,000円、件

数は少ないんですが、けが等の理由により保護の必要がある猫は、保護したほかの猫に移さな

いために、ウイルス検査とワクチン接種で7,000円から１万500円が必要、大まかにはこのぐら

い、保護については件数は非常に少ないと聞いております。平均１頭3,000円の追加費用であ

れば、30頭取組を行って、手術を行って９万円必要になります。地域猫活動では、さらに手術

後、餌代や猫砂にも費用がかかります。手術後の費用については、市で見るということではな

くて、地域・地区で話し合って取り組んでいただくべきものと考えておりますが、トータルと

してたくさんの費用がかかる、そのことを理解した上で、まず市の補助金に対するお考えをお

聞かせください。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 現在、地域猫活動に対しまして、市のほうから雄に対しては１

頭当たり8,000円、雌に対しては１頭当たり１万2,000円の補助を出しております。また、飼い

主のいない猫ということで、そちらにつきましては、雄１頭当たり4,000円、雌１頭当たり

6,000円を上限に補助のほうを出しております。この金額につきましては、やはり県の補助を

受けながら、またクラウドファンディングで寄附を募りながら、財源確保に努めながら実施し

ている事業でございます。一定限られた財源の中でやっている事業でございますので、現在の

制度の中ではこれが限界とは言いませんが、雄8,000円、また雌１万2,000円で去勢手術費用が

できる動物病院といいますか獣医師の先生もございますので、一定充足しているのかなと考え

ているところでございます。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 想定した答えが返ってまいりましたが、話を進めながら、さらに質問し

たいと思います。

市内の自治区で、地域猫活動に取り組みたいということで話合いを続けている地区がありま

す。猫の数が増えて、やはり野良猫というものはおなかが減っているほど凶暴性もあるようで、

捕まえようとするとひっかくだけではない、捕まえればかみつく、本当に手袋をしてても、そ

れを貫くぐらいの牙は持っているわけで、だからかまれた方は非常に恐ろしい生き物のように

感じる場合もあります。

そこで、猫好きも猫嫌いも猫の頭数が増えることだけは何とか防ぎたい、そういう思いで地

区で取組をしようという話にはなってきている、そういうふうに考えております。ただ、追加

費用を誰が出すのか、先ほども言いましたように、物価高の中で誰もが生活がきつくなってい
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る、そんな状態の中で、1,000円出せる人、2,000円出せる人はいるかもしれませんが、全体の

中で数万円を集めて地域猫活動をする、地域猫活動をするには、仕事を休むか休みの日にやる

か、みんなが都合をつけて、これ４、５人で30頭の手術をするというのは、大変な思いをしま

す。できたら10人ぐらい集まってほしい、そういう話合いもしなければならない。そんな中で、

費用負担をどういうふうにするのか、それさえ決まらない。金銭的な理由で取り組まない地区

がこれからさらに増えていくと考えています。そういう金銭的な理由で取組が進まない地区へ

の対応について、これをどのようにお考えなのか、お聞かせいただきたいと思います。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 地域猫活動となりますと、計画頭数も多くなり、手術費用も高

額となりまして、負担が大きくなります。また、補助金につきましては、術後一定事務処理が

済んだ後の交付となりますので、そういった費用の負担を考えますと、なかなか難しく、断念

する地区や団体もあろうかと思います。

そうした問題、解消するため、ネックとなる部分につきまして、四万十市内の獣医師の先生

方に委任払いができないかということで今ご相談をさせていただいております。委任払いが可

能になりますと、地区・団体の負担、そういったところが補助額を除いた分の負担で済むよう

になります。より活用しやすい補助制度になりますよう、次年度から対応できるよう、現在準

備を進めているところでございます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） なかなか一般質問を受けて、補助額を増やす、そういう話にはなりにく

いとは考えております。ただ、現在、先ほども申し上げましたように、物価高が続いています。

私の推測で言えば、これから５年・10年と物価高は続いていく。賃上げ等も取り組まれてはお

りますけれども、やはり全体の所得が物価高に追いつくということはなかなかないだろうと考

えますと、この費用の面で、地域でせっかく自分たちの住む地域は、自分たちの力で何とかし

よう、そういう芽が今伸び始めていると思います。その芽を摘むことがないように、これから

さらに検討をしていただくべき問題であると考えております。そのあたりもう一度お答えをお

願いいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 費用の面で言いますと、先ほど議員のほうからも言われてまし

たが、捕まえた後、実際手術を行ってみますと、妊娠している猫等もございます。そうした場

合は、堕胎費用が発生します。現在、堕胎費用等につきましては、補助対象外となっておりま

すが、そうした対象外の部分につきましても、補助対象となるように、今現在検討を行いまし

て、次年度への予算化に向け調整を行っているところでございます。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。
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■６番（瀨正明） 前進はないのかなと思いましたら、やはり考えていただいているという

ことで、一度にたくさん補助を増やせば、できる頭数が逆に減る場合もございます。今後、ク

ラウドファンディングにも力を入れていただき、段階的に増やす方法等検討していただけると

いうことであれば、ここまでにしたいと思いますが、再度猫好きだと聞いております市長のお

考えを聞かせていただくわけにはいきませんでしょうか。

■副議長（上岡真一） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 特に猫好きを表明はしておりませんけれども、地域猫活動につきまし

ては、今年度から取組を始めたということで、しっかりと今制度につきましても担当課のほう

で準備をしておりますので、引き続き努めてまいりたいと思います。

以上でございます。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 地域猫活動については、ここまでにしたいと考えております。

続いて、２つ目の質問、２つ目の質問は、今年９月22日だったと記憶しておりますが、市内

を流れる四万十川沿いの河原で、アレチウリが繁茂しているとの連絡が入りました。四万十川

の本流で、アレチウリが確認されたのは初めてと聞いております。アレチウリ、ご存じない方

もおいでると思います、私も初めてこの日にアレチウリという名前を聞きました。アレチウリ

は、北アメリカ原産のウリ科の植物で、繁殖力が強く、他の植物に絡みついて覆い尽くし、在

来の生態系を破壊するおそれがあるため、特定外来生物に指定されています。アレチウリの駆

除が本日の質問の趣旨ですが、まず確認のため、四万十川の景観保全についてこれまでの取組

等をお聞かせいただきたいと思います。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

四万十川の景観保全につきましては、自然と地域の営みがつくり出す四万十川の風景が国の

重要文化的景観に選定されることを契機にいたしまして、本市では、四万十川景観計画を平成

20年に策定しております。この計画に基づきまして、四万十川らしい風景と環境を大切に守り、

育み、次世代へつなぐことを目指しているところでございます。

計画の内容といたしましては、四万十川の上流から下流までの野生動植物の生息、生育環境

の連続性を確保し、生態系及び景観を保全することが特に重要である区域を清流・水辺・生き

物回廊地区、回廊地区というんですが、区分しまして、主に四万十川本流と主要支川の川沿い

の区域を景観保全上最も重要な区域と位置づけまして、四万十川の景観を守るための基準を設

け、運用しているところでございます。

１つ具体的に言いますと、開発行為等の届出があった際に、工事施工後には在来種や周辺と

調和する樹種による緑化を行うといった基準に沿って、助言・指導等を行っているところでご

ざいます。
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以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） これまでいろいろな取組、平成20年から行われてきている。国の重要文

化的景観、非常に重要なものであるというのが再確認できました。

続いて、今後どのような考えで、まず中心になるのは、考え方の部分を教えていただきたい

と思います。どのような考えを下に、保全の取組を行っていくのか、お答えをお聞かせいただ

きたいと思います。

■副議長（上岡真一） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

四万十川の景観保全につきましてということですけれども、こちらにつきましては、先ほど

課長答弁でもありましたけれども、本市においては、四万十川景観計画というものをしっかり

と策定して進めております。現在、20年になりますけれども、そういった中で、野生動物の生

態、育成の連続性の確保、また生態系及び景観を保全することが重要なところにつきましては

回廊地区ということで、最も重要な区域として位置づけているところでございます。こういっ

た形で、この四万十川のすばらしい風景と環境を大切に守っていくということで、これは連綿

と続けていく、そういったところが必要になってくると思います。ただ、今四万十川流域の自

然環境、年々気候等々も含めて、雨が少なかったりとか、様々そういった変化というものはあ

るものでございますので、そういった変化をしっかりと把握し、柔軟に対応しながら、必要な

施策を講じていきたいと、そのように考えております。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 景観保全、清流保全、考え方について教えていただきましたので、本題

でありますアレチウリの駆除について質問をいたします。

アレチウリは、県内では数か所で発見されており、仁淀川でも駆除の取組が行われていると

いうふうに聞いております。アレチウリは、増水時に種が流れ、流れ着いた場所で成長し、日

当たりのよい場所を好むというふうに聞いています。

次の質問は、アレチウリが確認された９月下旬から現在まで、どのような取組を行ってきた

のか、一番重要なのは、アレチウリの繁殖地をこれ以上増やすことがないように、１か所でも

大変な作業であるのに、流れ着いた場所で２か所、３か所と増えていくことがないように、そ

れを望んでおりましたが、まず現在までどのような取組を行ってきたのか、お答えをお願いを

いたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

特定外来植物のアレチウリの駆除につきましては、先ほど議員言われましたように、９月末

に瀨議員のほうから情報提供を受けまして、現地調査を行い、実際アレチウリが実をつけた
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状態で繁殖しているというのを確認をいたしました。その後、繁殖地が民有地であったことか

ら、土地所有者の協力の下、10月中旬に駆除のほうを試みをしました。アレチウリにつきまし

ては、既に本市の上流域でも生息が確認されているということから、駆除の方法につきまして

は、そういった取組事例を参考に、つるの取り除き、根元を特定しての引き抜き、種をつける

実、そういったものの回収というところに重点を置いて取組のほうを行いました。本市の繁殖

地につきましては、アレチウリ以外の植物のほうが、４、５ｍの高さまで繁茂していまして、

その中に混在しているアレチウリを取り除く作業というのは、非常に困難な状況となっていま

した。また、駆除を試みました10月中旬は、アレチウリ自体がおおむね枯れて、乾燥しており

まして、少し触っただけで種が拡散してしまうという状況でございましたので、この時期の駆

除は効果が薄いと判断いたしまして、10月の作業では一部を取り除いた程度でとどまっており

ます。現在確認されています繁殖地ですが、アレチウリ以外の植物の繁茂が駆除作業の困難と

しているため、今後繁殖地での駆除の作業手法につきましては、土地所有者と相談しながら進

めていきたいと考えております。

なお、全国の駆除事例、また専門機関の助言を受けまして、新しい芽が出る春先、３月から

５月と、また繁茂する秋口、８月から９月の年２回に分けて駆除を行うことがすごく有効とい

うふうにお聞きしておりますので、そうした効果的な時期の駆除に取り組んでいく必要がある

と考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） アレチウリの駆除、効果的な部分、ここに牧野植物園にお勤めの方から

いただいた文章を持ってまいりました。確かに、実効性の最も高い時期は、来年の６月から７

月上旬の発芽、つるの伸長期から開花にかけてです、そういうふうに書いていただいてます。

実効のある効率のいい時期は、来年の６月から７月、そのことは決して否定しませんけれども、

やはりこの文章の中を読みますと、アレチウリは一年草ですので、減らす目的ですと、ター

ゲットはつるに残っている果実と土の中の種子になります。つるに果実が大量についたまま

残っている場所については、人力である程度除去する。ただし、飛散しないよう、下にビニー

ル袋を添えて、取りこぼさないようにするなど、工夫することで、下流への流出を多少は抑え

られる可能性があります。牧野にお勤めの方も、全ての種の回収が可能だという言い方はして

くれませんでした。実際に先月末に牧野植物園に電話をしまして、植物園で一番アレチウリに

詳しい方がちょうどおいでました。その方は、アレチウリの駆除にも関わっておりますので、

牧野植物園では一番詳しいと聞いておりましたので、具体的に何かいい方法がないか。結局、

実がなっているときは、実をなるだけ回収する、そして地面に落ちた種は、なるべく回収する、

全て取るのは不可能かもしれませんけれども、その取組をしなければ、やはり確率の問題にも

なろうかと思うがですけれども、100個の種が流れるのと、１万個の種が流れるのでは、確率
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的に大きな違いが出てくる。考えますと、四万十川というのは、蛇行してますので、右岸にも

左岸にも流れ着くことはあろうかと思います。運が悪ければ、船を使わないと行けないような

場所で発芽する可能性もある。それを考えると、それを未然に防ぐ、場所を少しでも少なくす

るというのは、次の増水期まで、つまりこの冬の間に精いっぱいの取組をしなければ、大変な

ことになるのではないかと、そういう心配をしております。

そういった意味で、２番の質問、繁殖地を増やさないため、どのような取組をこれから行う

のか、お答えをお願いをいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

今最も懸念していることは、アレチウリの繁殖地が四万十川沿いであることから、その河川

の増水等で下流への拡大というところが議員がおっしゃいますとおり懸念されるところでござ

います。数年前から上流域のほうで繁殖が確認されていることから、こういったことは流域一

体となってこの特定外来生物への対策を取り組んでいく必要があると考えております。そのた

め、県や本市を含めた流域市町と繁殖域や駆除対策に関する情報共有、現在行っております。

せんだって流域で構成します四万十川総合保全機構の幹事会におきましても、流域の課題とし

て捉えていただくよう提起したところでございます。また、今後市内で新たな繁殖地が確認さ

れることも懸念されますが、早期発見し、早期に適切な時期に駆除を行うことが効果的ですの

で、情報収集等努めてまいります。

また、春先、時期はまだ確定しておりませんが、芽が芽吹く頃に、一度今確認している繁殖

地につきましては、駆除のほうをやっていきたいと今計画しているところでございます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 私が質問しているのは、繁殖地を増やさない、つまり種を流さないため

の取組はどういうふうにされるのか、その点についてもう一度ご答弁いただけますでしょうか。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） それには、今もう既に種のほうはある程度一定落ちているとは

思います。来年芽吹く種もあれば、数年後に芽吹く種もあるようでございます。ただ、一つ一

つ拾って回収するというのはなかなか困難を極めます。そこで、現在、繁殖が確認されている

繁殖地を中心に、芽が出始めましたらその芽を抜くとか、なかなか判断が苦しいので、やはり

そういったところは専門家の知見をお聞きしながら、まずは根元からの抜根等々の駆除、そう

いったところに取り組んでいきたいと考えております。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 種を一つ一つ集めるのは、大変だからやらないという答弁であったよう

に受け取りました。
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私は、まず残念に思うのは、今年９月下旬は、まだつるに実がついておりました。早くやれ

ば地面に落ちるまでに回収ができると考えておりました。10月の半ばになると、つるが枯れ始

めます。これは、気候によって違うと思います。高知県の沿岸部、海に近い部分では、３月か

ら10月末まで成長すると聞いております。やはり、上流に近くなる、山間部に入ると、その時

期が４月以降、10月半ばまで、そういうふうにだんだんと変わっていくのであろうと考えてま

す。確認したからすぐに取り組むべきだった、過去を振り返ってもしょうがないと思うがです。

ただ、一つ一つ取るということは困難にしても、かき集めて、精いっぱいの回収をするという

ことはできるだろうと考えます。表面に近い部分ほど、増水時に流れやすいこともまた事実だ

ろう、そういうふうに考えてます。大変だから取組はやめましたということと、四万十川は非

常に重要な川であるので、精いっぱいの取組をするという言葉、非常に矛盾しているように考

えますけれども、精いっぱいのことをする、そういう答弁はいただけないのか、もう一度ご答

弁をお願いをいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） ３月、春先になるとは思いますが、芽吹く頃、芽が出始めた頃

に、芽を摘むような作業を計画しています。その際に、種を見分けることができるかどうか、

そこは正直不安であります。ただ、もしこれが種というものがあれば、その際、作業に併せて

拾うことは可能だと思います。議員ご指摘のとおり、決してしないわけじゃございませんが、

できる範囲でこちらのほうも取り組みたいと思っております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） しないわけではないという答弁をいただきましたけれども、実際には

やってないということです。非常に答弁が何かやらない理由、何か根拠のようなものをお持ち

なんですかね、冬は効率が悪いから、詳しい方が生え始めたつるを抜く作業を続ければ何とか

なるみたいな話があったのか。

もう一つ申し上げたいのは、種を下流に流していいということになったんなら、そんなに苦

労することはないわけですよ。草刈り機で刈ってもいいぐらい。種を下流に流して、繁殖地を

増やしたくないから、種の回収をする、また種ができる前につるを根から引き抜く、なるだけ

根を残さないように抜かないと、残った根からももう一度生えることもあるとおっしゃってま

したんで。駆除の仕方、来年の３月、西土佐の場合は４月になろうかと思ってますけれども、

それからの取組については異議はないわけですけれども、今年落ちた種は、見なかったことに

するかのような取組では、非常に不十分だと思うわけで、一粒も残すなと言っているわけでは

ありません。精いっぱいの取組ができないのかと聞いております。できるのか、できないのか、

やれるのか、やらないのか、再度お答えをお願いをいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。
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■環境生活課長（横山昌之） 今ご指摘の種につきましては、できるかできないかと言えば、

できると思います。ただ、実際現場に行って、どういった作業が効果的なのか、そういったと

ころも正直まだ分かっていませんので、そういったところは専門機関等々のご意見を伺いなが

ら、どういったことをすれば効果的なのか、そういったところを改めて情報収集しながら取り

組めることを少し研究させていただけたらと思います。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 95点ぐらいまで行ってましたが、最後の言葉が、調べるところまででは、

やらないという答えになってしまいます。どういうふうな取組をしたらいいのか、詳しいとこ

ろで詳しくお話を聞き、検討の上、精いっぱい取り組みたい、もしくは取り組むという返事が

あるべきではないでしょうか。再度お答えをお願いします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 取組につきましては、可能な限り前向きに検討していきたいと

考えております。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 最後が検討、四万十川は危機的な状態にあると私は考えております。国

の大切な景観である。アレチウリというのは、先ほども申し上げたように、在来の植物を死滅

させてしまう可能性もある。在来の植物が死滅すれば、それに関わる小動物も死滅してしまう

可能性が起こってしまいます。大切な四万十川の生態系が壊れてしまう。それを防ぐためには、

これから半年の取組が非常に重要だということを申し上げてきました。詳しい方に話を聞き、

取り組んで、効果のあることを見つけ、取り組むという返事があってしかるべきではないかと

考えております。

最後の質問にしたいと思っておりますが、ご答弁をお願いいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

取組につきましては、まず計画をしてみます。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 最後の質問にしたかったのですが、欲しいのは、取り組むのか取り組ま

ないのか、取り組む、できる限りのことをする、無理なことをせよと言っているわけではない、

精いっぱいのことをしたらどうか、そういう質問です。精いっぱいのことをされる気持ちがな

いのか、もう一度答弁をお願いします。

■副議長（上岡真一） 小休にします。

午後２時57分 小休
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午後２時58分 正会

■副議長（上岡真一） 正会にします。

瀨正明議員。

■６番（瀨正明） 少し質問がしつこかったように反省をいたしております。

今度こそ最後の質問にしたいと思います。

四万十川がこれまでのような四万十川であり続けられるように努力をしていただけるのか、

最後のご答弁をお願いをいたします。

■副議長（上岡真一） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） アレチウリを含めまして、特定外来生物の駆除につきましては、

駆除していかなければならない問題でございますので、特に四万十川流域で繁茂しているとい

うことは、すごく重点的に駆除に取り組むべきことであると捉えておりますので、これにつき

ましては、継続しつつ、県や流域市町村と情報共有を行いながら、専門機関の助言をいただき

ながら、根絶に向けて取組を続けてまいりたいと考えております。

以上です。

■副議長（上岡真一） 瀨正明議員。

■６番（瀨正明） これで一般質問終わりたいと思います。どうもありがとうございました。

■副議長（上岡真一） 以上で瀨正明議員の質問を終わります。

お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これに異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■副議長（上岡真一） 異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。

どうもご苦労さまでございました。

午後３時０分 延会
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令和７年12月四万十市議会定例会会議録（第14日）

令和７年12月11日（木）

■議事日程

日程第１ 一般質問

日程追加 追加議案

第41号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について

第42号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３

号）について

第43号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第５号）について

第44号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）に

ついて

第45号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について

第46号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）に

ついて

第47号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３

号）について

第48号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について

第49号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について

第50号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第51号議案 四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第52号議案 四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改

正する条例

（議案の上程、提案理由の説明）

■本日の会議に付した事件

日程第１から日程追加まで

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努
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欠席議員（なし）

出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 山 下 元一郎 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 安 岡 栄 治

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 武 田 千 尋 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 横 山 昌 之 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 遠 近 由 幸 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 津 野 智 宏 上下水道課長 岡 村 速 人

会計管理者兼会計課長 中 田 智 子 市民病院事務局長 金 子 雅 紀

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 松 田 文 雄

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 佐 川 徳 和 西土佐診療所事務局長 田 村 典 義地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎 代表監査委員 伊勢脇 敬 三

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 戸 田 卓 宏
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午前10時０分 開議

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程に従い、一般質問を行います。

川村一朗議員。

■17番（川村一朗） おはようございます。

お許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきます。

初めに、西土佐分校の支援について質問をいたします。

学校を残すことは、地域を守ることでもあり、学校は、地域存在の地域文化のとりでであり

ます。西土佐分校は、県の運営であり、県は、数年前までは１学年20名以内しか入学しない状

態が３年以上続けば、入学そのものを停止するとしていました。

しかし、統合を進める一方で、特色ある学校づくりにも力を入れ、現在は１学年の入学者に

おいても11名以上と変わってきています。西土佐分校自体は、県立の学校でありますが、四万

十市としても、また他の自治体でも地域の活性化につながるものとして、学校の存続のために

工夫をして取り組んでおいでます。西土佐分校の存続のためにも、地域活性化のためにも四万

十市としての可能な支援を求めて質問をさせていただきます。

2025年度は、地域みらい留学を受けて、西土佐分校には15名が入学し、そのうち13名が県外

から入学していただきました。多数の入学を喜ぶ一方で、今後の生徒の居住場所の確保が心配

です。県は、来年度から初めて地域みらい留学向けの入学検査を１月に実施すると聞いていま

す。通常の入学検査は、２月中旬ですので、１か月早く実施します。高知県として、地域みら

い留学を推進しており、また西土佐分校としましても、学校存続のために奮闘してくださって

います。その中で、西土佐地域の住民からも、今年はどうにかなったが、来年度は大丈夫なの

か、居住場所の確保の動きが見えないと心配する声が出ています。四万十市におかれましても、

寄宿舎の新青葉寮に入居するために必要な金額と四万十市が管理します若者住宅の入居料金の

大きな差をなくすめに補助をいただいています。

そこで、市としても、それ以外にも入居場所の確保等の支援があるのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） 西土佐分校の生徒の入居場所の確保ということの

ご質問だと思いますので、その観点でお答えいたします。

西土佐分校の寄宿舎の現状についてまずお答えしますが、西土佐分校の校舎の近くに高知県

が、令和５年度に整備した青葉寮がありまして、こちらは定員は10名です。

次に、学校から少し離れた津大橋の近くに、平成22年度に四万十市が整備した津野川若者住

宅があります。こちらの定員は、最大12名です。入学者が今年多かったということで、果たし

て入れるのかというお話を様々な方面から伺っておりまして、９月議会で設計等に関する予算
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を補正をいただきまして、今第二津野川若者住宅の計画をしておりまして、これは既存の若者

住宅と同程度の規模を予定しておりまして、こちらの定員は、最大12名の予定をしております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 次に、居住場所の確保に向けての方針について質問をいたします。

６月議会で寺尾議員の質問に対しまして、２学期に定めるとの答弁があり、９月議会では、

補正予算が居住場所の建築設計のために700万円余り計上されました。高知県や学校・四万十

市との協議はされていると思いますが、先ほど12名を計画していると言われましたけれども、

具体的な設計の概要や現時点での進捗状況です。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） ９月に補正をいただいた補正予算の執行状況につ

いてのご質問と承りましたので、その内容でお答えいたします。

10月20日に敷地測量業務と建築実施設計業務、これは地盤調査を含んでおりますが、この入

札を行いまして、受注者が決定をしております。12月１日時点で、敷地測量業務につきまして

は、現地作業と測量図面の作成がほぼ完成しております。建築のほうの実施設計業務につきま

しては、測量図面などを基にして、今建物の配置計画を実施している段階です。規模につきま

しては、先ほどお答えしたとおり、既存の若者住宅と同程度の定員が最大12名を予定しており

ます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 居住場所の建築については、県の補助事業を活用するとしていますが、

国・高知県そして四万十市の負担割合は幾らになっているのか、県との連携はしっかり行われ

ているのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） 質問の趣旨は、県などからの補助についてという

ことだったと思いますので、その観点でお答えをいたします。

まだ、現時点では、交付申請は行っておりませんので、補助や交付が確定したものではあり

ませんが、まず国からの補助としまして、新しい地方経済・生活環境創生交付金、これは第２

世代交付金と言いますけど、補助率は２分の１ずつですが、こちらを活用することとしており

ます。

そして、国の補助残には、過疎債を充当する予定でありまして、過疎債を活用することで、

県の交付金であります高知県人口減少対策総合交付金のモデル施設整備事業、こちらの交付対

象にもなります。こちらも活用したいと考えております。

市の実質負担がどの程度かということですが、これは国の交付金それから県の交付金を活用
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する場合に、全体を100とした場合に第２世代交付金、それから過疎債、そして県の人口減少

対策総合交付金を活用したら、実質負担は、事業費の７％弱になろうかと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 分かりました。

続きまして、寄宿舎・若者住宅利用生徒の食事確保についての質問に入ります。

居住場所の確保とともに、成長期の生徒にとって食事確保も同様に重要であります。現在、

生徒の食事確保に関して、市として支援していることがあるのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） 食事に関しての市の支援ということで質問があり

ましたので、お答えいたします。

青葉寮それから津野川若者住宅に入居している生徒の食事は、朝昼晩の３食を青葉寮で賄っ

ております。

食費については、入居する生徒が負担をしておりますので、市は補助等の支援は行ってはお

りません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 来年度の入学生が、今年度並みに来ていただいたとした場合に、生徒数

が倍化しますが、食事確保の心配はないのか、市としての支援の予定はないのか、質問をいた

します。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） お答えします。

令和７年12月現在、青葉寮と若者住宅には、17名の生徒が入居しております。青葉寮のほう

で、学校が１名の調理員を雇用して対応していると伺っております。今のところ、この調理員

１名で対応可能であるというふうに伺っておりまして、また寄宿舎の食事につきましては、県

教委、県立学校のほうが対応する事案ですので、市から支援を行う考えはございません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 2024年度は、寄宿舎生徒８名に対して食事が用意されていましたが、現

状では、若者住宅の生徒も含めると17名ですが、倍近くになっています。以前は、調理員さん

の確保に苦慮されたとお聞きいたします。調理に携わる調理員さんは、寄宿舎の保護者会が雇

用されると聞きましたが、県が雇用しているとも聞いていますが、いかがでしょうか。

また、来年度生徒が増えた場合の食事確保に対して、市としての支援はないのか、質問をい

たします。
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■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） 青葉寮で雇用している調理員ですが、こちらは学

校が雇用をしております。

それから、人数につきましては、西土佐分校に確認をしたところ、約30名までは今の１名で

対応可能であるという回答をいただいています。

また、人数が30名まで増えた場合であっても、市から支援を行う考えはございません。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 以前、勤務されたことがある方から伺いましたけれども、食材を求めて

市外の大きなスーパーに買いに行っても、買い出しには交通費が出ない。労働時間が、以前は

４時間だったために、買い出しのときの時間はほとんどボランティアだったと聞きます。地元

の人に調理員を続けていただくためには、待遇改善も必要になるかと思います。以前とは労働

条件が変化しているのかもしれませんけれども、県や学校・調理員さんとの協議は十分と考え

ているのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） お答えします。

寮の調理員さんの負担を減らすことは、所管する県教委それから県立高校としても重要な課

題であり、青葉寮厨房内の調理器具の能力向上で、ある程度の負担軽減が図れたというふうに

伺っております。

なお、調理員の増員ですとか、あるいは待遇改善につきましては、県教委・県立学校が対応

する事案ですので、市が支援を行うことは、考えてはおりません。市としましては、こういっ

たいろいろな課題がございますが、西土佐地域で定期的に西土佐分校存続推進協議会それから

部会というのを開催してまして、これには高知県の高等学校振興課をはじめとする関係者の皆

様が参加しておりますので、この会の中で丁寧な議論を重ねて、分校存続に向けた取組は進め

ていきたいと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 生徒増に伴い、食材の搬入も大変になると思いますが、せめて食材を調

理場まで搬入していただける流れがあれば、労働も随分簡素化されると思います。現在は、搬

入いただける業者などがあるのか、またなければ、今後地元への呼びかけなど、手だてができ

ないのか、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） ご質問の内容につきましては、高知県教委ですが、

県立学校が対応する事案ですので、市としては、承知はしておりません。
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以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 全体的に県の運営ですので、それは一定分かるわけですけども、やはり

地元での協力体制というか、そういった中で食材搬入を地元業者にお願いするような手だてに

ついては、手助けする必要があると思いますが、再度お伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 小休にいたします。

午前10時15分 小休

午前10時15分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 県の運営する事業ではありますけれども、やはり地元としても、先ほど

言いましたように、地元で協力できる体制というか、一つは推進協議会というのもありまして、

議会最終日にもまた会を行うようにしておるんですが、そういった中で、やはり市として協力

できるところは、やはり協力するというようなことなども公の場で答弁してもらってもいいん

じゃないか。それはできないならできない、できるのならできるということは、やっぱり言っ

ていただいてもいいんではないかなというふうに思うんですが、いかがですか。

■議長（宮﨑 努） 佐川総合支所長兼地域企画課長。

■総合支所長兼地域企画課長（佐川徳和） 調理員さんの負担軽減につきましては、先ほど説

明をしましたけど、西土佐分校存続推進協議会、それから部会の中でも度々議題に上がること

ではありました。例えば、米の値段が上がったとか、米を確保する先がないとかという話もあ

りまして、部会の中で、ここなら確保できるんじゃないかというふうな知恵を出し合ったこと

もございました。

今いただいたお話につきましては、この協議会それから部会を通じて、県のほうには、また

こういった話があったということはお伝えしたいと思います。

また、先ほど質問の中にありました17日には、西土佐分校存続推進協議会が開かれまして、

川村議員も委員として参加されますので、ぜひ協議会の中でも意見を出していただけたらと思

います。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 分かりました。

次に移ります。

次は、西土佐診療所の存続について質問をいたします。

昨日松浦議員が質問され、現在の西土佐診療所の一月の診療人数や入院人数については、ご

答弁をいただきました。その中で、一月の診療人数が、10月が631人だったのが、11月には
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484人なっており、およそ76％に減少しています。入院患者数も大きく減少しています。西土

佐診療所には、真に努力をいただいて、10月まで医師２名体制を維持してきました。ですが、

来ていただいた医師が、家族の事情で辞められ、現在常駐していただいているのは１名であり

ます。お一人で懸命に勤務してくださっております。

まず、西土佐診療所の運営を継続するために、常駐が１名になってから医師補充等、県内か

らの支援体制はどのようになっているのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 田村西土佐診療所事務局長。

■西土佐診療所事務局長（田村典義） それでは、ご答弁いたします。

医師確保の現状につきましては、まず西土佐診療所は、今回の医師退職にかかわらず、安定

した診療所運営を目指し、継続的に医師確保に取り組んでおります。

具体的な取組内容としましては、まず１つ目に、市のホームページをはじめ、４つの医療関

連団体のホームページに医師募集情報を掲載し、広く情報発信を図っております。

２つ目に、医師紹介業者への登録です。民間の医師紹介業者３者に登録し、情報収集及び医

師あっせんの依頼を行っております。

３つ目に、高知県や医療機関を含む関係団体に現状を共有し、地域医療に関心を持つ医師の

紹介や情報提供を求めるなど、関係団体との連携を図っております。

４つ目に、医師への直接的なアプローチになります。西土佐にゆかりのある医師や現在週末

等に支援をいただいている医師からの情報提供、さらには、勤務医師による知人医師への声か

けも行っております。

最後に、ハード面の整備としまして、老朽化した医師住宅の新築整備を進めており、医師招

聘の推進を図っております。

以上のように多方面で活動を続け、医師確保に努めているところであります。

次に、医師の支援体制についてご説明いたします。

県内の医療機関に勤務されている医師の派遣を受けており、主に土日に支援をいただいてお

ります。

また、一人体制となって以降は、常勤医師が諸事情により、平日に不在となる場合も同様に

医師の派遣を受け、診療体制の維持を図っております。11月には３回支援を受けております。

ただし、派遣医師もそれぞれ本職を持っておりますので、調整には困難を伴っております。

しかしながら、関係者間で調整を重ね、診療所の運営を何とか維持しているのが現状でござ

います。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） ありがとうございます。

次に行きまして、西土佐診療所は、西土佐地区にはなくてはならない唯一の医療機関です。
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昨日のご答弁の中で、現在新たな患者は受け入れない。西土佐診療所はかかりつけの人しか診

ないと語られていました。これは、今後も続くのでしょうか。例えば、転勤や転校、Ｉター

ン・Ｕターンなどで西土佐に来られた人は診ていただけないのでしょうか。

また、これまで健康で病気になったことがなかった人が、急に病気になった場合、診ていた

だけないのでしょうか、その点について質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 田村西土佐診療所事務局長。

■西土佐診療所事務局長（田村典義） お答えします。

昨日の松浦議員の質問にもご答弁させていただきましたが、現在予約患者で毎日埋まってい

る状況でございますので、やむを得ない事情で医療機関をご案内する場合があります。ただ本

当に急病等で診療所にしかかかれないとか、車で移動ができないとか、そういった場合には、

受入れできるように努めております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 大変な状況ですけれども、急病については、やはり診てもらいたいとい

うか、そういうことを一つは要望しておきます。

そして、西土佐診療所は、入院体制を維持できることがどうしても必要だと考えております。

そのためには、医師２名体制での常駐が不可欠です。高齢者にとって住み慣れた地域で治療・

入院できることは、一番の安心であり、人生の終末期を住み慣れた地元で安心して治療・療養

し、家族も見舞いやすい環境で死んでいくことができることを大半の人が望んでいます。この

願いは、地域で生きる人たちの人生最期の、また最期を迎える人を看る家族たちの切なる思い

です。現在、奮闘いただいている１名の医師も体調が万全でない中、自ら治療を受けながら診

察を続けてくださっています。現在の医師の年齢を考えますと、一刻の猶予もありません。医

師の負担を早期に軽減するためにも、医師確保は急務です。これまでも医師２名体制維持のた

めに、困難な中を市としても市長を先頭に取り組んでいただきました。昨日の答弁でも、医師

確保は厳しいとのお答えでしたけれども、西土佐診療所の存続は、市長の取組にかかっていま

す。ぜひ全力で取り組んでいただきたいと思います。今後の医師招聘に向けての意気込みと今

後の見通しについて質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

昨日、松浦議員のほうからもご質問いただきましたけれども、現状、医師確保につきまして

は、もう日本国中、西土佐診療所だけではなくて、非常に地方の自治体は厳しい状況というこ

とになっており、本当に深刻な問題だと考えております。西土佐診療所におきましても、医師

確保に向けて、先ほど事務局長からもお話しいただきましたけども、様々な施策をしておりま

すけれども、現時点では明確に医師確保の見通しというのは、ついていないというのが現状で
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ございます。川村議員からもありましたとおり、当診療所は、地域における唯一の医療機関で

ございますので、地域医療を支える上で極めて重要な役割を担っておりますので、引き続き医

師の確保につきましては、全力で取り組んでまいりたいというふうに考えております。ただ市

としても、精いっぱいやっておりますけれども、なかなか今現状、いい方向に進めてないとい

うか、見えてないという状況もありますので、川村議員も含めまして、可能な限り市民の皆様、

地域の皆様にもぜひとも力をお借りしたいというふうに考えております。引き続き全力で医師

確保に努めてまいりたいと思います。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） ありがとうございます。ぜひ全力で頑張っていただきたいと思います。

次の項目に移ります。

集会所の維持・運営費用について。

地区の集会所への市としての経費の支援状況について質問をいたします。

年末を迎え各地区では、地区の行事や建物等の運営費の収支が行われています。私の居住す

る地区では、お宮と集会所があり、その運営費に応じて地区民が会費を払っています。他方、

自前で集会所を持たない地区では、市から無料で集会所として使用できる場所を提供していた

だいているとお聞きいたしました。このように市から支援していていただき、無料で集会所が

運営できている地区がどのくらいあるのか、また自前で集会所を持ち、市から支援をいただい

ていない地区数が何地区あるのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えいたします。

市のほうから地区に対して無料で支援をしている地区につきましては、建物を建てる際に、

そういった支援をした地区と地区が自前で集会所を建てていく地区とはございます。

ただすみません、件数については、把握しておりません。

維持管理につきましては、基本光熱水費等になろうかと思いますが、地区の負担で賄ってい

ただいているところでございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） 次に、無料で集会所として利用できる条件、ないことはないと思います、

無料で使用できると。当然光熱費とかそんなものは支払っているということはお聞きいたしま

したけれども、そういった無料で集会所として利用できる条件はどのような内容なのか、質問

をしたいと思います。

また、無料に至る経緯があれば、それも含めてお伺いしたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 横山環境生活課長。
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■環境生活課長（横山昌之） お答えします。

すみません、先ほどの答弁ですが、申し訳ありません。無料でといいますか、市がある目的

で建てた公共施設、そちらにつきまして、集会所として貸し出している。無料といいますか、

使用できる施設はございます。ただ、すみません。数については、所管課が多数ありますので、

こちらのほうでは把握はしてない状況です。

本課が所管する集会所につきましては、無料でということで地区に貸付けのほうをさせてい

ただいている状況でございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午前10時30分 小休

午前10時35分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 先ほどの17の集会所につきましてご答弁させていただきます。

どの集会所につきましても、補助事業を活用して建ててきた経過等々ございますが、過去の

ものですと、県の補助事業を活用するに当たって、市が事業主体とならなければいけないもの

もありまして、市が建築し、市の財産になっているものもございます。

また、県の補助事業がなくなった後、市の補助を受けて、地区が主体となって建築をしたも

のもございます。

また、そのほかといたしまして、当初は集会所以外の目的で建てられたもの、それが用途が

終了したため、現在は地区へ貸し付けて、または譲渡している施設等々がございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） いろんなケースがあり、市が持ってる土地の中に17地区が集会所として

使用されている。そこには、自ら地元の人が建築したものと、別の用途で建てたものを、その

期間が過ぎたので譲渡しているというような内容ですか。そうしたら、その地区が大体どのく

らいあるのか、そのいきさつというか、四万十市全体としたら、自前で建てているところがほ

とんどと思いますけれども、今後自前で建ててるところの建て替えとか、それが近づいている

ところもたくさんあると思うし、それについては、かなりの地元負担というか、出して建て替

えているわけです。そういった中では、今後一つは一本化する考えはあるのか。例えば、制度

としたら、ふるさと支援事業とか、そういった制度を活用しながら一本化するのかどうか、今

後の対応はどのように取り組むのか、質問をいたします。

■議長（宮﨑 努） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） お答えします。
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これまでの経緯等がありまして、集会所の建築時期の補助事業の要件等々に市が事業主体と

して建築したもの、地区が事業主体として建築したもの等ございますが、現在地区のコミュニ

ティー活動の場としてのみの集会施設を市で直接建築することはございません。現在は、新た

に集会施設を建築する際は、建て替え等々も含めますが、議員おっしゃいました四万十市ふる

さと暮らし支援事業費補助金を活用していただいて、地区主体によって建築のほうをしていた

だいてる状況でございます。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） そしたら、今後はもう一本化するということで理解していいでしょうか、

その点の確認だけ。

■議長（宮﨑 努） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） 公共施設には、いろいろな用途で建築する等々ございますので、

ただ私のほうが申しましたのは、集会施設のみを主とした集会所です。本当に地区の集会所と

して市のほうが事業主体となって建築することはなく、そういった際は、地区が主体となって

ふるさと暮らし支援事業費等々活用していただいて建築をしていただくということになります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 川村一朗議員。

■17番（川村一朗） じゃあ、別の目的で建てるところを集会所として利用するということは

あり得るということですね。そういうことで理解しまして、今回特別早いんですけれども、こ

れで終わります。

■議長（宮﨑 努） 以上で川村一朗議員の質問を終わります。

10時50分まで休憩といたします。

午前10時40分 休憩

午前10時50分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、大西友亮議員。

■11番（大西友亮） それでは、質問通告に従い質問をしていきたいと思います。

まず最初に、買物難民についてお伺いをしたいと思います。

これは私、２回目の質問になりますが、１回目の質問のときは、どちらかというと、まちな

かでの買物難民という形で質問をさせていただきました。ただやっぱり地域を回りますと、山

間部のほうでもなかなか買物に困っている高齢者の方がおられました。内容を聞いていますと、

やはりご近所の方に、買物に連れていってほしいとお願いをして連れていってもらっていると

か、ご家族の方や市内のまちなかに住んでるお子さんにお願いをして買物に連れていってもら
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うというのが実情のようです。

買物というのは、僕の場合は毎日買物に行きますけれども、まとめ買いをされる方でも１週

間に１回は買物に行かれるんではないかなと思っております。やっぱりそういう頻度になって

くると、やはりご近所の方にはなかなか頼みづらいっていうのが起こってきます。そういった

意味で、やはり買物難民の問題っていうのは非常に深刻であろうかなと思って、今回の質問を

させていただきます。

それでは、質問のほうに移りたいと思います。

中山間地域を中心とした人口減少と高齢化の進行により、市内において食料品や日用品の購

入が困難な、いわゆる買物難民が多くいると思います。市民の生活を支える上で、この問題は

喫緊の課題であり、市は現在、四万十市内にどの程度の買物難民が存在をしていると認識をし

ているのでしょうか。

また、その実態把握はどのような方法で行っているのか、具体的な取組についてお伺いをい

たします。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） それでは、買物難民の実態と現状認識についてお答えいたしま

す。

まず、実態についてでございますけれども、これにつきましては、買物難民の実態把握とし

て、次期四万十市総合計画策定に当たりまして、この中でいろんな項目に分けて意識調査等を

行っておりますが、その中で買物難民に係る部分を説明させていただきますと、交通弱者、と

りわけ高齢者の方々については、自家用車の運転が困難となるケースが増える中で、食料品や

日用品の購入のために十分な移動手段を確保できない状況、そういったようなことを実態とし

て認識しているところでございます。

また、ご質問の中で、どれだけのというようなことがございましたけれども、数とか定量的

なものにつきましては、今資料は持ち合わせておりません。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

今、資料を持っていないということは、市のほうには資料として存在をしているということ

でしょうか。どれぐらいの人が買物難民として困っているという資料は、市としてはあるんだ

けど、現在今持ってきてないのか、そもそも存在しないのかどうなのでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） どれだけの精度の下で積み上げれるかは不明ですけれども、ア

ンケート調査で一つ一つそういった内容を拾っていけば、そういった意見の数というものは、

集計はできるかと考えております。
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■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

ぜひ、その数を正確に把握していただきたいなというふうに思ってます。一体、どれだけ買

物難民で困っている方がおられるのか、そういうふうなデータの見える化っていうことを図っ

ていただきたいと思います。例えば、地区別の食料品小売店舗の空白地域のデータや高齢者世

帯や免許返納者数のデータ、客観的な指標を用いた分析など、あるいは民生委員や各地区の区

長さんなどとの連携を通じて、地域住民の生の声に基づく把握をしていったらどうかなと思う

のですが、そこら辺についてはいかがでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） 当然、こういった買物難民等に係る問題につきましては、いろ

んな複合的な要因が原因となってまいりますので、そういった面から、今議員がおっしゃいま

したように、いろんな各課が持つデータ、それからその他オープンデータ等活用できるものが

ございましたら、そういったものの整理については、こういったことを取り組む上で、その段

階で検討はしてみたいと考えております。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） ぜひ、市を挙げて買物難民について、まずデータをしっかり取る。一体

どの地域にどれだけの買物に困っている方がおられるか、そういうデータをまず取っていただ

いて、まずは見える化していただいて、そこから施策に移っていただきたいなと思っておりま

す。これはお願いでございます。１点、分かりました。

それでは、次の質問に移らさせていただきます。

これまでの取組と評価についてでございます。

この問題は、単に不便というレベルを超え、市民の健康と地域経済、そしてコミュニティー

の維持にまで複合的な影響を与えています。店舗の空白地域では、新鮮な食料品、特に生肉

だったりとかお野菜、食品の入手が困難になります。その結果、栄養バランスが偏り、健康維

持が難しくなり、また店舗の減少は、高齢者などが外出する機会の減少につながり、社会的な

孤立を深め、地域コミュニティーの希薄化を加速させ、地域の見守りの機能の低下を招くと懸

念されます。具体的に四万十市の市民生活にどのような影響が出ていると認識しているのか、

市の見解をお伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 武内高齢者支援課長。

■高齢者支援課長（武内俊治） 交通弱者に対する買物支援策についてご答弁させていただき

ます。

本市では、デマンド交通・まちバスなど、市民の移動手段を確保することで、交通弱者など

への支援に取り組んでおります。

次に、買物支援に関する施策といたしましては、地域の実情に応じた取組として、健康福祉
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委員会において支え合いの地域づくり事業として、買物の送迎または代行が行われており、ま

たあったかふれあいセンターにおいては、支援が必要な方に対し、状況に応じて買物支援が行

われています。

次に、民間事業者によるサービスでございますが、本市におきましては、移動販売が充実し

ております。複数の事業者が市内全域に入っており、高齢者を中心に、多くの市民が利用して

いると伺っております。そのほかにも宅配サービス・買物代行サービスなどのサービスもあり

ます。

なお、本市においては、これらの地域資源をまとめた四万十市高齢者在宅生活ガイドブック

を作成しておりまして、３年に一回行っている四万十市高齢者の生活に関するアンケートに同

封し、12月１日にガイドブックを送付したところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） ありがとうございます。

デマンド交通だったりとか、民間で言うと移動販売ですか、そういうことの利用が結構多い

ということですけれども、移動販売に関しては、私も地区の人に聞いたことがあります。移動

販売があるから、本当に助かっていると。移動販売で買う人が少なくなると、来なくなるので、

地域で一緒になって、移動販売が来るときには、もうそこで絶対に買物をすると。それで移動

販売に来てもらうという、非常に助かっているというお話もお伺いします。

逆に、やはりちょっと移動販売っていうのは高い。値段が10円か20円か上乗せされて請求さ

れるということで、ちょっとそこら辺は高いなという印象があるようです。非常にそういうこ

とで、いろいろな施策を取っていただいておりますが、次に、実施された各施策について、市

民からの利用状況は先ほど述べていただきました。本当に買物を必要としている層に届いてい

るのか、それ以外の、今利用されている人以外にも、恐らく買物に困っている方はおられると

思います。サービスを実際知らないっていう方もおられると思いますし、こういうことを市が

やっているということが分かっていないという方もおられると思います。その層にどうやって

届けていくのか、それが課題だと思いますが、より市民の生活を支えるものにしていくための

何か課題があれば、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 武内高齢者支援課長。

■高齢者支援課長（武内俊治） さきにご答弁させていただいたとおり、民間事業者による

サービスを含めますと、現在のところ一定必要とする買物が行われているのではないかと考え

ておりますが、買物を必要とする全ての方に希望する支援が届いているとは考えておりません。

さらに、本市のみならず、多くの自治体で人口減少・少子高齢化が進み、地域の担い手であ

る生産年齢人口が減少していく中で、今後ますます地域における担い手不足が課題になってい

くものと考えており、現在、行われている官民のサービスの維持すら難しくなってくることが
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予測されます。

市では、先ほどご答弁させていただいたとおり、四万十市高齢者の生活に関するアンケート

を12月１日に発送したところです。この中では、買物や通院に関する質問も複数入っており、

高齢者のニーズを把握することとしております。年度内に回答結果を分析する予定でございま

すけれども、回答結果の分析後、関係各課と共有の上、市としてどのような支援策が取り得る

のか、検討してまいりたいと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） アンケートの結果を用いてどういう施策ができるのか、ぜひ市のほうで

検討をしていただきたいと思います。

この件については、了とします。

次に移ります。

今後の具体的な施策展開についてお伺いをいたします。

私は、買物難民問題は一自治体で解決できる範疇を超えつつあると強く危惧をしております。

恐らくこの問題は、全国的にあると思います。都市部であろうが山間部であろうが、非常に買

物に困っている方は多くおられると思います。移動販売やデマンド交通の維持拡大には、恒久

的に多額の財源が必要です。デマンドバスを走らせるにも財源が要りますし、公共交通の路線

を増やすにもお金がかかります。これは、一自治体が出せる金額の範疇を超えてると思います。

全市域をカバーすることは、非常に困難です。地域の小売店や移動販売の担い手が減少してお

り、対策を講じたくても、事業主体がいないという根本的な問題があります。この課題は、全

国の過疎地域共通の課題であり、国レベルでの制度設計と財政支援なくしては根本的な解決は、

私は望めないと思っております。以上の認識に基づき、市民の生活を守り抜くため、国に対し

てより強力な要望活動を展開していくべきだと私は考えています。それこそ国に関しては、免

許返納を高齢者にお願いをしているところでございますし、やはり先ほども言いましたけれど

も、一自治体がこの課題に取り組むとなると、相当な一般財源の持ち出しが非常に必要であり、

予算もかかりますので、国に対して強く要望していただきたいと思いますが、ご答弁のほうお

願いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） こういった問題・課題につきましては、議員もおっしゃいまし

たように、本市のみならず、人口減少が進む多くの地域に共通する課題であると市としても認

識しております。こういった買物が困難な方でありますとか、あるいは地域への対策、こう

いったことにつきましては、冒頭でも言いましたように、地域公共交通の運行、それから事業

者支援、高齢者支援、地域福祉の充実、またコミュニティー活動の充実、そういったことも含

めまして、行政の様々な分野での対応が求められてまいります。これらの事業を総合的に推進
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していく必要があろうかと考えておりますので、地域に応じた住民の生活に必要な他のサービ

スの維持、そういったことも含めまして、支援の在り方について研究はしていきたいと考えて

おります。

そういう中で、これらの施策の維持拡充には、国の支援、これも不可欠であると考えており

ますので、地域の買物環境を守るための施策、こういった今日ご提案いただいたことも含めま

して、地方の課題に対して必要な財政措置、支援制度等について、高知県市長会などを通じて

今後要望を行っていきたいと考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） よろしくお願いします。

先ほども述べましたけれども、これ本当に全国的な問題だと思いますので、ぜひ先ほど言わ

れました高知県市長会を通じて強く要望していただいて、国に対してお願いをいたします。

では、次に、文化センターの跡地利用についてお伺いをいたします。

この問題は、非常に市民の関心事が高いということで、私も何度か質問をしてきました。

瀨議員も質問をされてきて、寺尾議員も質問をされておりました。やっぱりいろんな関心事が

多いということで、今回の質問をさせていただきます。

旧文化センターは、長年にわたり、市民の文化活動の拠点として親しまれてきましたが、し

まんとぴあの開館に伴い、その役割を終え、現在跡地の利用が市民の大きな関心事となってい

ます。

旧文化センター跡地は、中心市街地における大きな公有地であり、まちづくりの将来を左右

する極めて重要な土地であると私は考えています。現在、跡地利用に関する具体的な計画や市

民への説明が十分になされていない状況であります。

そこで、旧四万十市文化センター跡地の利用に関する市の基本的な考えをお伺いをいたしま

す。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

旧文化センターの跡地につきましては、もう立地的にも今後の中村北部地域はもとより、本

市全体の発展を考える上でも非常に重要な場所と認識しており、今後の土地利用によってまち

の活力の向上を図るチャンスになる、そういったところだと考えておりますので、しっかりと

進めていきたいと思います。

今、跡地の活用については、もう既に幾つか要望というのもいただいておりまして、限られ

た区域の中でございますので、その内容も現状まだ様々ということで、市民の皆様としっかり

とコミュニケーションを図りながら、活用の方向性を定めていきたいというふうに考えており

ます。



- 180 -

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

そこで、じゃあちょっと具体的に、次の質問でお伺いをしていきます。

旧四万十市文化センターの跡地の利用については、先ほども言いました市民の関心事が高い

テーマでございます。まちのにぎわい創出、地域経済の活性化、そして市民の利便性向上に関

する土地利用を早期に実現するべきではないのかなと私は思ってます。現在、具体的に利活用

の進捗状況、そして今後のスケジュールというのはどのようになっているのか、お伺いをいた

します。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

当該跡地につきましては、以前から土地利用に関する地区要望をいただいておりまして、そ

れにつきましては、庁内で関係課を中心に協議を重ねてきておりました。こうした中、昨年中

村商工会議所様からも商工会館建て替えに係る支援や当該跡地を移転候補地とするという要望

があったところでございます。

また、これにつきましては、10月１日に周辺の地区の区長を中心といたしました中村北部地

区活性化推進協議会との意見交換会を開催し、そこに中村商工会議所さんにも参加をしていた

だきました。区長の皆さんからは、防災広場であるとか、集会利用などの要望に加え、高齢化

の進展に伴い、商店の撤退等もありますので、買物の不便さなど、様々なご意見をいただきま

して、商工会館の移転については、避難所機能など、地区のメリットもある建物であれば協議

を重ねていきたいというような意見もあったところでございます。様々意見をいただいており

まして、そういった中で財政的な制約でありますとか、残置面積の制約等もありますので、な

かなか今の段階でどういうふうにまとめるかというところにつきましては、決まってはおりま

せんけれども、今後もこの協議会等々踏まえまして、しっかりと前に進めていきたいと思いま

す。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

ということは、今後スケジュールに関しては、もう全然定まっていないという認識でよろし

いでしょうか。というのも、現状私が聞いてる範囲では、文化センターの上の建物は壊すけれ

ども、その後の展開が全く聞かされておりませんで、大体こういうものってスケジュールを組

まれてやられると思うんですけれども、市としてそういう考えは、今のところ全くもうないと

いう状態なんでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

建物につきましては、来年度に設計、そして取壊しはもうちょっと先になるかもしれないで
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すけども、そういった形で進めていくと。同時進行で次の部分というのを考えていきたいとい

うふうに考えておりますが、今具体的にいつまでに何を造るっていうところまでは、様々意見

をいただきながら検討しているという状況でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。建物の取壊しまでは、今のところある程度のスケジュー

ルは組めてるけれども、その後の利活用に関しては、今後いろんな方のお話を聞いた上で、ど

ういうものを建てていくのかというのを決めるということで了解しました。

それでは、次の質問に移ります。

私は、旧四万十市文化センターの跡地の具体的な利活用計画について、先ほど市のほうにお

伺いをいたしました。旧文化センターが立地している場所は、先ほども言いましたけれども、

市街地の中心部、市長のほうも言いました。非常に戦略的にも大切な場所であろうというふう

にお伺いをいたしました。旧文化センターの跡地そのものは具体的にはないんですね。もう整

備スケジュールというのは、そもそもないということです。分かりました。

じゃあ、もうごめんなさい、この質問はちょっと省かせていただいて、文化センターの跡地

は、中心市街地に位置する先ほど言いました商工会議所と中村北部活性化推進協議会この２団

体でお話をされたということで、市も入って３者でお話をされたということですけれども、こ

れに関して、聞いてる話を聞きますと、ちょっと両者が違う意見をお持ちのようで、なかなか

一緒に合致するというのは難しいのかなというふうな印象を私は受けております。そこについ

て市としてどんなふうにまとめていくのか、そういうお考えっていうか、そういうようなめど、

見通し的なものは立ってるんでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

議員おっしゃるとおり、そこの協議会というか、その会のときでもしっかりとした、完全一

致としたような方向性というのはなかなか見えていない。これは商工会議所と中村北部地域活

性化推進協議会との間もそうですし、また協議会の中としても、まだ様々なご意見があるとい

うことで、全体的にもまだまだまとまっていないというところでございます。そういった中で、

もちろん市としてどういった方向にしていくかというのは、しっかりと意見を聞いた上で方向

性は定めることにはなると思うんですけれども、同じ一つの敷地内で同設することが、例えば

一部は公園というか緑化というところもあれば、建物を建てたいという人もいます。そういっ

た中でどうするかというところについては、両方の意見を聞きながらも、コミュニケーション

を取るところで、それぞれの方々にもある程度理解をしていただいて、どっちの方向に行くか

ということは決めていかないといけないと思いますので、最終意思決定をするところの方向性

を決めるというところは、市でやるといたしましても、現状まだそれぞれのところが、それぞ

れこうしたいというものがありますので、ちょっとそこはしっかりと丁寧にコミュニケーショ
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ンを取っていきたいというふうに考えております。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） ちょっと１点確認をさせていただきたいんですが、つまり市としては、

今現状全くの白紙だと。２団体から言われているけれども、現状どっちに沿ったという形では

なく、もう現状白紙の状態で今後の協議会だったりとかで検討をしていくというような形なん

でしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） 今現状のところは、白紙です。２団体同士の意見が合ってないという

よりは、それもそうですけども、協議会の中でもまだ一つの答えとしてこういうふうにってい

うところにまでも行ってないというふうに認識しておりますので、その協議会内でもある程度

お話を一緒にさせていただいて方向性を見つけていく中に、商工会議所のことにつきましても

一緒に考えていくというようなことになろうかと思います。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

１点お伺いしたいんですけど、しまんとぴあのときのように、市に参加型での検討会だった

りとか、そういうのは、今後考えてないんでしょうか、利活用に関して。多分その２団体もそ

うなんだろうけど、やはり市民としてもすごく関心事が高いテーマだと思うんです。やっぱり

そこに対してどういうふうなのを造ってほしいとか、お話に聞くと、ちょっとしまんとぴあ

じゃ、部屋が少ないっていうお話も聞きますし、そこら辺でやっぱりすごく立地的にはすごく

いい場所ですので、いろんな団体の方からもそういうふうな団体で使えるような部屋をつくっ

てほしいだったりとか、そういう意見っていろいろ多分出てくると思うんです。しまんとぴあ

を造るときみたいに市民参加型の検討をされるとか、そういうことは今のところは考えてい

らっしゃらないのでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

協議会というのが、区長さんを中心に今設立されておりますので、一定はそれぞれの区の中

の意見というのが出てきてるんじゃないかなというふうに認識しておりまして、そこである程

度進めていきたいというふうに今は考えております。そういった中でもし必要があれば、これ

は６月かな、川村議員のほうにもお伝えさせていただきましたけれども、そういった中でそう

いった必要があれば、そういったワーキンググループ的なものを設立することも考えたいとい

うふうに考えております。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

では、現状も市としては、もう全く白紙の状態で、今後協議会で諮っていって、そこで必要
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性があるんであれば、市民参加のお話も聞いていくっていう形で、要は現状、今もう全くの白

紙ということですね。分かりました。

ちなみになんですけど、市長。何年ぐらいをめどに答えっていうのを考えらっしゃるんで

しょうか。多分恐らく庁内でそんな話はされてないと思うので、今の市長の肌感覚で、これぐ

らいにはちょっとつくりたいなとかというのが言えるのであれば、お願いをしたいです。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

今全くの白紙なので、いつまでにというのを明確に答えることは難しいですけれども、何を

つくるかによっても、また時間というのがどれぐらいかかるかっていうのも変わってくるとは

思いますけれども、方向性としましては、来年から建物を壊すということもありますので、そ

ういった状態で更地に一旦はなるという中で、できるだけ早く方向性は打ち出していきたいと

いうふうに考えております。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。この問題は、これ以上は了といたします。ぜひできるだ

け早く答えを出していただきたいなと思います。できるだけ市民に沿った形での答えを出して

いただくことをお願いをいたしまして、最後の質問、不登校についてお伺いをいたします。

これは、昨日松浦議員の質問で、中学校の不登校率、令和６年度はおっしゃっていただきま

した。そこで、ちょっとびっくりしましたけれども、再度質問をさせていただきます。

文科省が発表した2024年度の問題行動・不登校調査で、高知県内の小中学校の不登校の児童

生徒は1,000人当たり34.9人、前年度から0.6人増で、過去最多となったと、高知新聞の記事を

読みました。高知県の小中学校における不登校児童生徒数が過去最多を記録したという報道は、

私たち四万十市の教育に携わる者として、極めて深刻な事態であると思います。

本市においても不登校が長期化する児童生徒の増加は、将来を担う子供たちの学びと成長の

機会を奪うだけではなく、保護者や学校現場にも大きな負担をもたらしています。つきまして、

高知県全体の傾向を踏まえ、四万十市としてこの問題への認識と具体的な対策についてお伺い

をいたします。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答えをいたします。

昨日課長がお答えをした部分と重なることもあると思いますが、今年10月末に公表されまし

た令和６年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査によりますと、

先ほど議員がおっしゃったとおり、高知県下で不登校生徒数は1,595人であります。令和５年

と比べますと９人の減少ということですが、1,000人当たりの不登校児童生徒数で見ますと

34.9人となっており、令和５年度と比較すると0.6ポイントの増加となっており、こちらの数

値が過去最多となったと認識しております。このように不登校児童生徒数が過去最多となった
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ことにつきましては、教育現場を預かる者として、極めて重く受け止めております。

本市も令和４年度の1,000人当たりの不登校児童生徒数は、小学校で18.5人、中学校で

47.8人であったのに対して、令和５年度は小学校で20.2人、中学校で65.7人、令和６年度は小

学校で19.1人、中学校で77.4人と年々増加をしております。

不登校の背景には、学習面のつまずきのみならず、不安やストレスによる心の不調、対人関

係の難しさ、生活リズムの乱れ、家庭の状況、考え方など、多様で複合的な要因が関係してい

ると言われております。こうした課題は、学校だけでは解決できるものではなく、家庭や地域、

関係機関との連携をこれまで以上に強化する必要がございます。教育委員会といたしましては、

一人一人の実態を丁寧に把握し、子に応じた学習支援、相談体制の充実を進めるとともに、学

校長のリーダーシップの下、組織的な支援強化に取り組んでまいりたいと考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 非常に多いということが分かりました。

昨日の松浦議員の質問で、令和６年度高知県が62.4人に対して本市が77.4人、圧倒的に四万

十市のほうが多いと、これは先ほど教育長も言いましたが、不登校になるには、いろんな要因

があると思うんですけど、こんな数になるんですか。高知県全体の数とここまでかけ離れる要

因というのは、多分恐らく何かないと、ここまでかけ離れる数っていうのは出ないんじゃない

かなと思いますが、長年教育現場におられた教育長の肌感覚で、この人数っていうのは、そこ

まで本市だけがっていうことではないんでしょうか。僕らからしますと、四万十市、めちゃめ

ちゃ多いんやってなってしまうんですけど、やっぱり教育現場からしたら、例えば１学年そこ

の年代だけちょっと荒れて、いきなりバーンと数字が増えるけれども、翌年からは徐々に減っ

ていって正常に戻るとか、そういうぐらいの数値なんでしょうか、これは。ちょっとそこに関

して教育長の見解をお伺いできますか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答えします。

数値だけで見ると、このように77.幾つというようになってますが、これは小さい学校、人

数の少ない学校に不登校の児童生徒さんが出てきた場合は、％がぐっと上がるんです。その％

を平均してますので、このように高い数値になってしまうのも一つあるんではないかと思いま

す。

例えば、児童生徒数を全部の学校を合計して、そこにいる不登校生徒を出しているというよ

り、今の出し方は、学校学校で1,000人当たり何人かというのを出してますので、それを平均

した数値になるので、このような数値になっていると考えてます。だから、大きな学校、人数

の多い学校で１人いるのと、少ない学校で１人いるのとでは、当然％が全然違います。それを

全部トータルして、合計の数と合計の数でやってない、学校独自で1,000人当たりの数が何人
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何人って出してきてますので、調査の中では。そうすると、それを平均してしまうと、どうし

ても高くなってしまうことが考えられると思います。ですから、数字のあやも一つはあるかと

思います。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。そういう計算の方法なんですね。じゃあ、一学年一学年

一つの学校ごとに出して、それを足してって、それはちょっと計算的にどうなのかなと思うん

ですが、それはもう長年これは続いている、慣例といいますか、そこはちょっとおかしくない

ですか。例えば、四万十市で言えば、もう全部の児童生徒さん合わせて、それで1,000人に対

して、じゃあ一体何人なのかっていうのが、普通の出し方だと思うのですが、いろんな学校、

例えば中村中学校だったら1,000人対して何人、西中学校だったら何人に対して何人みたいな

そんな出し方になってるんですか。それはもう全国共通ですか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 詳細については、私も詳しく分かっておりませんので、またそこは調

査しますけど、いや今の数値は、全国共通かどうかということです。じゃなくて、今の段階の

やり方では、この学校は1,000人当たりで不登校の数が何人でという出し方をしてます。それ

を全部まとめているというふうに私は捉えております。したがって、簡単に見ると、全部含め

たら、こういう数字よりかは、もし合計をすると、少なくなる可能性も出てくるとは思います。

ただ、70何％やからどうのこうのじゃなくて、確かに不登校が多いのは事実です。これが過去

より多くなっているのも、これも事実ですし、先ほど議員がおっしゃったように肌感覚として

どうかという、今まで教育現場にいた者として考えていても、どんどん多くはなってきている

のは事実だと思います。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

それこそ本当に不登校っていうのは、非常に多くなっているというのは認識をしております。

それこそいろんな要因があろうかと思います。

そこで、不登校の未然防止から早期支援、多様な学びの確保まで、市として施策としてどの

ように考えているのか、お伺いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答え申し上げます。

不登校の対応につきましては、未然防止から早期支援、そして多様な学びの確保に至るまで

切れ目ない支援体制を構築することが極めて重要だと認識しております。

まず、未然防止の観点では、子供たちの悩みや不安を早期に把握するため、学校では、きも

ちメーターの活用等、極めてきめ細やかな観察や教育相談、スクールカウンセラー、スクール
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ソーシャルワーカーとの連携を強化しております。温かく安心して過ごせる学校づくりを進め、

子供たち一人一人の自己肯定感の向上に取り組んでおります。

次に、兆しが見られた際の早期支援につきましては、学校・家庭・関係機関が連携し、個の

支援計画の作成や柔軟な学校対応、分散登校、別室での支援など、児童生徒の状況に応じた支

援を行っております。

また、四万十市の広い地域性を踏まえて、ＩＣＴを活用した支援体制の充実にも努めている

ところでございます。

さらに、学校に戻ることだけを目標とせず、子供が安心して学び続けられる多様な学び場の

確保も重要であると考えております。適応教室の充実に加えて、関係機関と連携した居場所づ

くり、オンライン学習の活用、小規模校のよさを生かした個別的な学習支援など、多様な選択

肢を整備することで、子供たちの学びを途切れさせないような環境づくりに努めております。

今後も教育委員会として、不登校児童生徒への理解を深める啓発や教職員の研修の充実を図

りながら、子供たちが自分らしく学び、生きる力を育むことができるよう、切れ目のない支援

体制の強化に取り組んでまいります。

また、学校内外に安心して過ごせる居場所をつくることも大切だと考え、中学校では、令和

５年度から県の不登校支援に関わる指定事業や国や県の補助事業を活用し、市内２中学校に校

内サポートルームを設置し、サポートルーム担当教員や支援員、ＳＳＷを配置して、組織的な

取組を進めております。

校内サポートルームを活用することで、不登校になる前の早期段階から、個に応じた学習や

相談支援を行うことができ、利用者数の増加や不登校生徒の学校・学級復帰、新規不登校生徒

の抑制にもつながると一定の成果を上げることができた学校もあります。

多様な学び場として学校外では、四万十市教育センターにふれあい学級があり、各学校と連

携しながら、不登校児童生徒に対して個々に応じた支援を行っております。何より日頃から児

童生徒を理解すること、そして地域や保護者と学校が連携を持ち、何でも相談できる関係を築

くように連絡を取り合うことが大切です。登校イコールゴールではなく、安心して毎日が過ご

せる成長できることを優先することで、本人・家庭・学校・専門機関がチームとなり、支える

ことで、それぞれのケースに合わせて支援していくことが必要です。

加えて、四万十市では、本年度より県から、保幼小中連携モデル地域実践研究事業という３

年間の指定事業を受けております。保幼小中や学年間の接続を滑らかにする取組を各校で推進

しながら、同じ中学校校区の小学校同士で交流学習や中学校校区で全体で目指す子供像を共有

し、統一して取り組むべきことなどを決めるなど、保幼小中円滑な接続を図るということで、

小中学校に入学した際に起こり得るつまずきを軽減し、新規不登校生を抑えることにもつなが

ると考えております。

以上でございます。
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■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） ありがとうございます。

やはり市としてもいろいろな取組をされていっているということが本当に分かります。私は

前々から言っておりますけれども、不登校になることは悪ではないというふうに思っておりま

す。それこそ学校に行かないという選択肢をした児童に対して、それに対してしっかり居場所

をつくってあげるということが非常に大事だろうというふうに思っております。先ほど教育長

から、そういう選択をした児童生徒に対してもしっかりと居場所づくりをしていくというよう

なご答弁をいただきました。実際、そこに関して十分やれていけてるのか、ちょっとお伺いを

したいんですが、しっかりと不登校児童の居場所づくりをしていくというところで、職員の数

が少なかったりだとか、やっぱりいろんなことがあると思うんですけど、そこら辺っていうの

は、しっかりと人員も確保されていて、学校に行かないという選択肢をした児童がしっかり通

える場になっているのか、そこについてはいかがでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） まず最初に、ちょっと訂正をさせてもらいます。

先ほどの数字ですけど、不登校の中学生です。全校生徒数が６月の終わり時点で672名です。

そのうち不登校の生徒が52名です。すみません、パーセンテージに直したら77.4％でした。

（「77.4％」と呼ぶ者あり）

はい、すみません、77.4％です。

（発言する者あり）

はい、すみません、1,000人当たりです。1,000人当たりの生徒数が77.4％……。

（発言する者あり）

ごめんなさい。７人になります。

（発言する者あり）

はい。1,000人当たりの不登校の生徒数が77.4名になります。すみません、訂正します。

訂正します。もう一度言います。

生徒数が672名、不登校生徒数が52名で、1,000人当たり77.4名になります。すみません、

パーセンテージで言ったので、大きな間違いです。すみません、訂正をいたします。の数字に

なります。訂正をいたします。

（「議長」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午前11時36分 小休

午前11時36分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

松田教育長。
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■教育長（松田文雄） では、元に戻ります。

居場所づくりが十分なのかというご質問だったと思いますが、今のところの支援体制では、

人数がどんどん増えてますので、不十分なと言われれば不十分な場合もあるかもしれません。

ただどうしても場所的なもの、それからスクールソーシャルワーカーの数的なものが、今以上

に増やしていけるかどうかというと、なかなか難しいんではないかなというふうに思います。

これは、もう研修をかなり積んでいって、不登校の方々の状況の背景が多様化をしているので、

その多様化に合ったような支援体制をもう一度組み直していかなければいけないのかもしれま

せん。あまりにも多様化し過ぎて対応がなかなか難しい状況にもなっております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） すみません、ちょっと先ほどの訂正のところで、確認をさせていただき

たいんですが、先ほど教育長のほうは僕に対して、１校当たりに対しての児童生徒数の不登校

率を取りあえず出して、四万十市全体で何人だというふうな形でおっしゃったと思うんですけ

ど、先ほどの訂正で言われたことは、672人、これは市内全域の生徒数に対して52名の不登校

が出ているから、1,000人当たりに対すると77.4人になりますというふうに先ほど訂正された

んですけど、これどっちが正しいんでしょう。言ってることが、ちょっと僕違うような気がす

るんですけど。先ほど僕が聞いたのが、１校当たりに、１校１校、中村中学校だったら中村中

学校、西中だったら西中で、不登校者がいて、それに対して1,000人当たりを足して、それを

四万十市全域で足した上での人数を出してますっていうふうに答えてくれたと思うんです。た

だ先ほどの訂正されたときは、四万十市全域の672人に対して52人の不登校者がいるので、

1,000人当たりにすると77.4人になりますというふうに聞かされたんです。僕の中では、

ちょっと違うのかなと、計算していくと。数字が全然変わってくるのかなというふうに思うん

ですが、これはどっちが正しいんでしょうか。文科省が出されているデータで言うと、どっち

の計算式になるんですか。ごめんなさい、僕が理解できてないのかもしれません、すみません。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） すみません、私の言い方がまずいと思いますけど、全校生徒を足して

……。

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午前11時39分 小休

午前11時41分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

松田教育長。

■教育長（松田文雄） 訂正のとおりでございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。
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■11番（大西友亮） 分かりました。

となると、やはり四万十市がぶっちぎりで高いと思うんですよ、高知県全体の平均からした

ら。昨日の松浦議員の答弁では62.4人が高知県、四万十市は77.4人ということは、やはり多い

ですよね、県下に比べたら。やっぱり多いという原因が、僕はあると思ってるんですが、これ

は一過性のものなのか、四万十市はずっと高知県の平均よりも明らかにぶっちぎりで高い数字

なのかっていうのは、そこら辺の分析はどうでしょう。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 詳細な分析は行っておりませんが、高知県自体も非常に不登校の数が

多い。日本全国そうなんですけど、不登校の数が多いというのは、教育課題の一つとして上げ

られています。その中で四万十市も県と比較してということの数字はちょっと今理解してませ

んけど、多いのは確かです。％とか何人とか1,000人当たり何人とかじゃなくて、実際に多く

なっているのは確かだと思っております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） じゃあ、ぜひ教育長にお願いをしたいのが、昨日の松浦議員の質問・答

弁を受けての質問なんですが、これだと明らかに多いんですよね、四万十市が高知県下の中で

も。明らかに数字が高いので、この原因をやっぱり分析して、なぜなのかなっていうのを今後

ぜひ研究をしていただいて、それに対してどういう施策が打てるのか、考えていただきたいと

思います。この問題は了とします。

先ほど不登校の居場所づくり、やはり課題があるという、いろいろやっぱり不登校にも理由

があるので、なかなか支援員さんの数も足らないというふうな形でおっしゃられてました。た

だ私は、学校に行かないと決めた児童生徒に、教育機関が関わっていくということがすごく大

事だと思うんです。それに手が届かなくなっていくっていうのが、非常に僕は懸念をしている

ところです。

もう一点、保護者の支援です。それこそ自分の子供が不登校になったときに、やっぱり

ショックだと思うんです。学校へ行かないという決断をしたのは子供なのかもしれないけど、

そこに対して一人やご家族で考えてもパニックになってると思うんです、やっぱり学校に行か

さないとって。でも、学校に行かないっていう決断をした児童の気持ちもあると思うんです。

そこら辺に対して教育委員会としてどういうふうな関わり方、そういうふうな支援というのは、

どういうふうなことをされているのか、ちょっとお伺いできますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 子供さんが不登校になってしまった保護者に対しての支援というのは、

やはり医療機関を通じて、なるべく解消していくように、不安を取り除いていくようにするこ

とが大切だと思いますので、そのためにまず不登校にならないような取組をしていくことが大
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切だと思ってます。だから、先ほど申し上げましたように、保幼小中の連携事業などが進めら

れて、じゃあ、保護者ができないところ、子供が小さいうちにそれぞれの子供が持たれている

特性をどういうふうに生かしていくのかということを保幼小中で連携をしながら力をつけてい

くと。不登校の場合は、特性の２次的な障害として現れる場合も多いと思います。そのために

医療機関との連携を持ったりとかということも重要なうちの一つではないかと思っております。

今期待をしている取組が、保幼小中の連携のプログラムで、小１・中１それぞれ切れ目のある

ところのプログラムというので何とか解消ができるんではないかと思って期待をして取り組ん

でおります。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 大西友亮議員。

■11番（大西友亮） 分かりました。

僕は、不登校に対しては、本当に学校に行かないと決断した児童のケア・サポートをぜひ市

のほうでしっかりやっていただきたい。保護者のほうにもやはり、自分の子供がいきなり不登

校になると、学校へ行かさないとっていう思いが強いと思いますので、そこら辺の支援体制と

いうのをしっかり組んでいただきたいと思いますので、あと最後に、なぜ四万十市がこんなに

不登校者が多いのか、ぜひ研究をしていただいて、それに対してもしっかりと施策を取ってい

ただきたいと思いますので、それをお願いいたしまして、私の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で大西友亮議員の質問を終わります。

この際、昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前11時47分 休憩

午後１時０分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） それでは、市民クラブ寺尾真吾です。

議長の許可を得ましたので、本日も四万十市の市政発展に向かい、気を引き締めて一般質問

を始めたいと思います。よろしくお願いいたします。

初めに、市長の働き方です。

今私が聞く市長の評価として、時間の取れない市長というものが入ってきます。これは、過

密なスケジュールで各分野を判断し、決断し、また勉強熱心であるという外部評価だと考えて

います。土日・祝日も地域イベントごとなどに参加し、休みなくまさに働いて働いてという働

きぶりという印象を市民や職員は持っていますが、市長はご自身の働き方をどう評価していま

すでしょうか。
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■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

市長就任以来、約７か月となりますけれども、私としては、できる限り精いっぱい職務に努

めてまいりました。市長として行うべき協議・決裁・会議はもとより、要望活動、各種会合な

どについても、時間の許す限り参加をさせていただいておりました。当初、初めてのことが多

く、時間を要する部分もございましたが、一つ一つ勉強しながら真摯に取り組んでまいりまし

た。現時点で課題と感じている点ですけれども、今寺尾議員おっしゃられたとおり、多岐にわ

たるスケジュールに追われ、十分な時間が確保できていないということが実情となっておりま

す。これによりまして、職員の皆様とも十分な協議時間の確保がしづらく、また各種日程調整

等でもご迷惑をおかけしているというふうに感じております。何より私自身としての政策を練

り上げていくような熟慮する時間というのが、まだちょっと十分に取れていないというふうに

私も感じております。

ただしかし、まず１年間一通り職務を経験するまでは、基本的な姿勢は変えることなく、こ

の形で全力を尽くしてまいりたいと考えておりまして、そういった中で業務の効率化を図り、

少しでもスピードを上げて政策を前に進めていきたいと、そのように考えております。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。市長の働きぶりに感謝をしております。

その中で、市長、首相官邸のＳＮＳなど、例えばインスタグラムなど見ていますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

全てではありませんけれども、政治関係につきましては、Ｘをメインにフォロー等々して確

認をしておるところでございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） 日々の活動を伝えて、時に政策を伝えるような、私としては、官邸ＳＮ

Ｓのようなことができないかということを質問したいと思います。

山下市長となって市政への関心が高まっています。市長の評価を聞きたがる人、市長の活動

を知りたい人、市長の今後の取組など、今市長に対してポジティブな関心が寄せられています。

私は、市長の活動報告・情報の共有は、市民と一丸となった取組につながり、共に成長しよう

という意欲を持つ機会となると考えます。ぜひ市長自身の活動を伝える情報発信を強化してく

ださい、いかがでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

市民の皆様に市政の状況や取組を適切かつ分かりやすくお伝えするためにも、また四万十市

を市外の皆様にＰＲするという点におきましても、迅速性とまた双方向性に優れたＳＮＳとい
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うのは大変有効な手段であると認識をしております。現在、私個人としてもＳＮＳアカウント

を運営しておりますが、現実的にはなかなかＳＮＳに時間をかける余裕がなく、更新がほとん

どできていないというのが現状でございます。

しかしながら、市長自らが情報発信をしていくということは、非常に重要な課題だと認識し

ておりまして、今後はもっと積極的に情報発信できるように努めてまいりたいと考えておりま

す。例えばですけども、今後は市長の公式アカウント等を新たに設けるといったような方法も

視野に入れて、できる限り市の取組や四万十市の魅力をしっかりと発信していきたいと、その

ように考えております。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） お願いします。

それでは続いて、職員の働き方について聞きます。

市長就任冒頭の挨拶にて市長は、挨拶がしっかりとできる姿勢を望むというような話があっ

たと聞いています。

では、市のトップとして市長はどうなのかと言いますと、私は、市長ははきはきとした挨拶

を伝わる声量で行っており、襟を正されてます。

では、その姿勢は、今現在職員に伝わっていますでしょうか。また、市長就任をして７か月

が過ぎたということです。行政での職務を通じて職員にはどのように働いてほしいか、明確な

思いなどできましたら、市長のお考えを聞かせてください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

私が声をかけた職員さんは、朝も昼途中もそうですけども、きちんと返答していただいてい

るというふうに感じております。

また、７か月たってというところでございますけれども、皆さんしっかりと真面目に仕事を

されているということを感じておりまして、そういった中で、さらに私が望む職員さんの働き

方ということですけれども、まずは大前提として、自分の職務を理解し、やるべきことを明確

にしていくということが重要だと考えております。その上で、自分が担当している仕事の効率

化やブラッシュアップなど、引き続き意識してほしいというふうに考えております。仕事をこ

なすのではなく、一つ一つの仕事をどうやって改善するのか、また何のためにやっているのか、

そういったことも考えながら、理解しながら仕事をしていただけると、周りのほうにも視野が

広がっていきまして、自分の仕事と関わりのある人や部署等々とも連携ができるようになると

考えますので、一人一人のレベルアップもしていくということを考えると、職員個々の能力を

最大限発揮して働いてほしいというふうに考えます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。
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職員個々のスキルを発揮してほしいということに対して、続いて、職員の過重労働に対する

現状認識とメンタルと休職者数の定量評価を聞かせてください。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。

本市におけます職員の過重労働、働き方につきましては、組織の健全な運営と行政サービス

の質を維持する上で重要課題の一つとして深く意識をしております。

議員ご存じのとおり、近年の行政需要の増加、住民ニーズの多様化、そして頻繁な国の制度

改正への対応により、職員１人当たりの事務業務量が増加傾向にあるというふうに認識をして

おります。その結果、一部部署によっては、時間外勤務が常態化し、一部の職員に負担が生じ

ている現状があるということは、把握をしております。

その上で、本市の職員の現在の労働環境についての現状認識ということですが、結論から申

し上げますと、解決すべき課題が山積し、業務負荷が高い状況になっている職場や職員の休職

等により、他の職員に負荷がかかっている職場もあるなど、全ての職場が決してよいというふ

うには言えないと評価せざるを得ないと考えております。このような評価を行う根拠といたし

ましては、時間外勤務の時間や病休等の人数、それから職員の年休取得の日数というものを参

考としておりますが、実績値といたしましては、１人当たりの月平均の時間外勤務時間につき

ましては、令和４年度で13.9時間、令和５年度で12.7時間、令和６年度で11.9時間と取組の効

果もあり、減少はしてきております。また、年次有給休暇の平均取得日数も令和４年度で

12.6日、令和５年度で12.7日、令和６年度では平均で14.7日と増加をしてきているような状況

であります。

ただ、これらの数値につきましては、全職員の平均の数値でありますので、労働環境や職場

環境が改善されているという肯定的に捉えることができる側面だけではないということは、意

識しておかなければいけないというふうに考えております。

また、一方、病休休職者の人数につきましては、令和４年度20人、令和５年度19人、令和６

年では26人というふうに増加傾向となっております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

過重労働に関しては、問題が山積しているというふうな理解をさせていただきました。

今ご答弁の中でも、職員の総人数を休職者数で割っていくと、令和５年3.4％、令和６年

4.6％というふうになります。決して低いわけではなく、高い数字だというふうな認識をして

おりまして、100人のうち３人から４人が休職というふうなことです。これに併せて、潜在的

予備群を数字で示すことは大変難しいとは思いますが、かなりの割合で高ストレスを抱えてい

る職員がいると、私は考えています。本市事業を推進する職員がこのままでは、市長が描く本
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市の発展がかなうとは考えられません。そのため、まずは働きやすい、望ましい労働体制の改

善が必要です。望ましい労働体制は、事業推進人員に余裕があり、一つ一つの事業が市民のた

めに間違いが起こらないようにする。そして、高い効果を上げられるような労働体制、余裕が

あることで、人材交流・人材派遣・研修参加など、将来のための人材育成が行えやすい労働体

制と考えます。余裕や余力がある労働体制が、今四万十市行政には必要で、それが四万十市行

政を成長させると考えています。改善に向けた取組を求めます。

また、改善ができることが分かるよう、定量的目標も持ってもらいたいと考えます。例えば、

休職者数率の改善目標として、先ほど３％から４％と言いましたけれども、１％以下を目指す

のはどうでしょうか。ほかにも総時間外勤務の削減数値の目標、有給休暇取得率の向上、この

ような点において目標数値を持って取り組んでいただきたいと考えておりますが、いかがで

しょうか。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） ありがとうございます。

まず、全職員１人当たりの月平均時間外の勤務時間についてですけども、この指標の目標値

につきましては、法に基づいて策定をしております特定事業主行動計画という計画がございま

すが、この計画の中では、本市では目標年度令和11年度になりますけども、平均で10時間以下

というふうにしております。ただこの目標達成には、まだ至っていないという現状であります。

次に、年次有給休暇の取得日数でございますけども、これも同計画において目標値が定めら

れておりまして、こちらは14日というふうに定めておりまして、現在のところ14.7日という数

値がありますので、目標は達成をされているというふうには思っております。

最後に、病気休暇者の人数でございますけども、今１％以下というお話もいただきました。

これについては、計画において具体的な目標数値はこの中では定めておりません。というのも、

病休者については、例えばがんなどの特定疾病の場合や身体的なけが、事故等で長期間の療養

が必要である場合なども想定しなければいけませんし、精神性疾患で休んでいる職員について

も、それが業務や職務上の事象なのか、起因している場合もありますが、家族や知人等の人間

関係により発症する場合もあるなど、様々なケースが想定をされるというふうに考えておりま

す。よって、一概に病気休暇者の目標数値ということは、上げるということは少し難しいかな

というふうに考えております。ただ、議員おっしゃったように、今の数値が低いというふうな

認識は持っておりません。これは、できる限りゼロに近づけるというのが、本来のことだと思

いますので、そういうようなところも含めて、日頃の職場の環境の中でのいろんな目配りで

あったり気配りであったりというようなところも含めて、そういうようなところで各職場が気

をつけて対応をしていきながら、少しでも余裕のあるという言い方がいいのかどうか分かりま

せんけども、余裕のある職場環境の中で、みんながそれぞれの個々の能力が発揮できるような

体制になればというふうには考えております。
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■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。少しでも余裕があるではなく、余裕がある労働

体制を目指していただきたいと思います。そのために一番効果的なのは、私は事業の廃止・見

直しによる事業数をまず減らすこと、そしてＤＸ等による合理化・効率化です。今般市長が話

しました発言が議会冒頭でありましたので、３月当初に期待をしています。

続いて行きます。

家計のことになります。今市民の家計状況についてどのような見解を持っていますでしょう

か、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

市民の家計状況につきましては、現時点で本市独自の調査というものは実施しておりません

けれども、国が実施している家計消費状況調査の結果を民間企業が分析した内容におきまして

は、昨今の物価高騰による家計の消費支出の増加に対して、賃金上昇による実収入増が追いつ

いていないということを踏まえると、依然として物価高騰が市民に与えているの影響は大きく、

特に低所得世帯や子育て世帯においては、家計の負担が大きくなっているというふうに認識を

しております。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。私もそのように感じております。物価はどんど

ん上がっていますが、四万十市の賃金は、物価上昇に沿っていないのが実情だという認識です。

子育てをしている家族では、居酒屋に行くとなどは控えるようになったり、ここ１年以上は貯

蓄ができていないなどの声があります。特に独り親世帯は、より厳しいということを伺ってお

ります。ですので、今般国会で議論されている物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の有

効な活用をお願いします。

その中で、将来を見越した一つ検討をしていただきたいのですが、家庭電器のＬＥＤの促進

です。２年後2027年末までに一般照明用の蛍光灯の製造、輸出入が終了します。そのため、家

庭でのＬＥＤ照明への計画的な切替えが、将来を見越した家計負担の軽減につながると考えま

す。切替えが遅れると、切替え工事の急増による遅延や工事価格の上昇、また蛍光灯の品薄に

よる物品の値上がり等により、家庭負担が増すおそれがあります。２年後を見越し、今から適

時の工法とそれに併せ、省エネ電器への補助により切替え促進が望ましいと考えています。こ

の件についてどのように考えますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

ＬＥＤ照明への切替えにつきましては、本年度の交付金、物価高騰対策四万十市省エネ家電

製品等買替促進補助金事業の対象商品としても支援を行っていたところでございます。今後、
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国会での補正予算の成立が交付の条件となりますので、現時点で確定はしておりませんけれど

も、ＬＥＤ照明への切替え支援も含めまして、必要な支援が届けられるように効果的な活用策

を検討してまいりたいと思います。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。ぜひ検討をお願いします。

家庭での照明切替え工事をするとなれば、キッチン・リビング・寝室など、様々な部屋の工

事が必要になる場合があります。家電量販店に聞いたところ、工事費は１部屋２万円ほどにな

る話も聞きます。５部屋でざっくり10万円です。大きな家計負担となります。本市は、年金暮

らしも少なくありません。四万十市世帯のうち約４割は、独居もしくは高齢者夫婦世帯です。

就学援助者率では、高知県は全国ワーストレベルです。そのため、低所得者層に対する支援が

手厚くなるよう、グラデーションをかけるなども検討し、より有効な支援策を併せて検討をお

願いしたいと思います。

それでは続いて、学校給食に移ります。

目的としては、子供たちに腹いっぱい給食を食べてほしい、そのようなことが入っておりま

す。

１つ目、学校給食に関するルールです。

本市学校給食には、学校給食食材事務取扱要領というルールがあります。要領とは、行政内

部で定めたルールで、条例のように議会で定めたものではないので、公開もしていない場合が

多く、目に触れる機会は少ないものです。私もつい最近知りました。この学校給食食材事務取

扱要領の制定年はいつですか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

学校給食食材事務取扱要領につきましては、平成25年度に制定をいたしました学校給食食材

内部規定を令和３年12月27日に改正したものでございます。その際に題名につきましても、現

在ございます学校給食食材事務取扱要領に改正しているところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。改正した時期は書いてますけども、制定年がつ

いてないので、ぜひ今後追加もご検討ください。

続いて、上記要領に基づく実態等についてお聞きをします。

この要領について、法令遵守の観点から見たとき、どのような評価をされていますでしょう

か、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） この要領につきましては、当然法令でありますとか、市の例規、
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こういったところには、抵触しないような制定をしております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

そうしますと確認ですけども、第３条についてお聞きします。

第３条には、特定の団体を優先するような文言があります。本市には、減農薬米がほかにも

あると考えています。そのため、特定団体を優先する条文により、ほかの事業者に実質的に参

入機会が与えられないことになっていませんでしょうか、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

第３条の規定につきましては、無農薬それから減農薬栽培で給食に提供できる業者、この業

者が１者しかなく、そういったことでここに第３条に規定しているものでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） お米に関しては、減農薬米をほかでも作っていると思いますけども、

作っていますか、いませんか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

減農薬米については、ほかでも作っております。こちらの時点につきましては、無農薬米そ

れから減農薬米というくくりでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

そしたら、今法令上も何も問題がないというふうな認識なので、この要領に関して現在見直

しをするつもりはない、是正についてはどのように考えてますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

要領につきましては、現在、今年度になりまして、一つ新たな課題が出てきました。これは、

年間を通した米なんですけれども、年間を通した安定的な食材の確保が難しい状況となってお

ります。それから、野菜につきましても年間を通して安定的な食材の確保が難しい状況となっ

ておりますので、学校給食の事務取扱要領につきましては、見直しを検討しておるところでご

ざいます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。
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■５番（寺尾真吾） そうしますと、見直しをどのようにされるかというところの具体を少し

聞かせてもらいたいと思います。

私、特にポイントとしては、無農薬・減農薬優先というような今現状の教育委員会の考え方

です。この点についての見直しというものは、今現段階どのように考えてますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 先ほどもご答弁いたしましたように、無農薬・減農薬につきま

して、こちらの要領の第３条に書いてある納入業者からは、年間を通しての納入がなかなか難

しい状況になっておりますので、全体的に見直しを検討したいと考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） その団体ありきでというふうなニュアンスとして受け取りましたので、

団体がなかなか難しいという状況で改正をするということだというふうなことだと思います。

ただ、検討ということですので、どのように見直すかという確定的なお話ではないですので、

もう少し私、今実態をお聞きをしていきたいと思っております。

西土佐と中村の食材購入について聞きます。

まず、西土佐地域の小中学校のお米・野菜は、西土佐地域の事業者で買われていますか、い

ませんか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 今年度西土佐地域の事業者から購入をしております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） 西土佐につきましては、常に西土佐の事業者から買われているというふ

うに私は認識を持っていますが、そもそも要領の中では、第３条がその団体の無農薬・減農薬

米を優先して購入するというふうに書かれています。西土佐において、第３条のを使うという

ことに関してはどのように考えてらっしゃいましたでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

第３条には、優先的に購入するということが書かれておりますけれども、その中で当該品目

が不足する場合のみ、その他の事業者に発注するという規定もございます。こちらにつきまし

ては、西土佐地域については、配送エリア等地域的な問題がありまして、ここに書いておる事

業者からは購入ができないということで、西土佐地域の別の事業者から購入しているものでご

ざいます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。
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■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

それでは、西土佐の米・野菜についてお聞きします。

米は、無農薬・減農薬米でしょうか。野菜は、無農薬・減農薬野菜でしょうか、お聞かせく

ださい。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

まず、米につきましては、100％減農薬米でございます。

それから、野菜につきましては、無農薬野菜・減農薬野菜はゼロでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） お米についてです。先ほど減農薬米100％と言いました。特定団体の無

農薬・減農薬米をどのように認定しているかということで、今までの答弁では、農協のＪＡＳ

規定ではなく、その団体が特別に認可しているような形で無農薬・減農薬というものを認めて

いるというような話でした。西土佐の場合は、どのような形で減農薬というものを証明してい

るのでしょうか、根拠または証明できるようなものはありますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

西土佐地域につきましては、減農薬米の判断につきましては、高知県農作物栽培慣行基準を

基に判断をしております。それで、西土佐地域の減農薬米につきましては、減農薬米であるこ

とを証明する農薬使用状況記録書を提出してもらうようにしているところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

そしたら、ちょっと戻りまして、西土佐地域は、地元を優先してやってるのかなというふう

に私は受け取っています。

続いて、中村地域に移ります。

中村のお米についてお聞かせください。無農薬か減農薬米か、または普通米か。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

中村地域につきましては、100％無農薬それから減農薬米が占めております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

それでは、野菜はいかがでしょうか。
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■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 野菜につきましては、令和６年度でございますけれども、これ

は購入価格の割合で言いますと、無農薬の野菜が6.6％という状況でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

そしたら、93.4％がその他普通の野菜だというふうな認識です。

そうしますと、私聞きたいのは、四万十市のホームページ、四万十市の学校給食については

こう書かれています。四万十市では、豊かな自然が育て、無農薬・減農薬にこだわった安心・

安全な地元食材を優先的に使用した「四万十ふるさと給食」を市内の小中学校に提供していま

すと書いていますが、今までの話の中で、実態に即した表現になっているとお考えでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

野菜につきましては、中村地域・西土佐地域全体で申しますと、価格ベースで6.3％が無農

薬の野菜、それからあと、市内農産品が22％ですので、こういったのはちょっと現状からは離

れているんじゃないかと考えているところでございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

私、ここに対してこだわりを持ったのは、農家さんからのご意見をいただいてます。慣行栽

培をされている方が、何で自分たちが作っている農産物を使ってくれないのか、使わないわけ

ではないかもしれませんけど、特定の農産物を優先するのかというところに大変疑問を持った

ところが、今回の私の質問の経緯であります。その中でも今回調べる中で、私、今回の無農

薬・減農薬という言葉を優先するような言葉を残していくことについては、なかなか難しいと

ころがあるのじゃないかなというふうに考えています。特定の農産物の優先を書き記せるほど、

本市農業が今のお話の中でも成熟しているというふうには考えておりません。学校給食におい

て現実との乖離が見えます。また、それに従った管理運営により、金銭面も含め、合理性・効

率性に支障を来し、総論から私が見て、市民の利益となっているとは言いづらいと考えている

ところがあります。先ほどもともとの答弁でも見直していくということを言っていただきまし

たので、ぜひそのようなとこも踏まえて考えていっていただきたいと考えます。

その上で、本市の今後の給食というものがどのようなものであったらいいのかなというとこ

ろで、私も話をしていきたいと思いまして、今後の学校給食ですが、私は、要領にて様々な制

限をかけずとも、学校給食には、学校給食法があり、その法律に沿って管理運用すれば、おの

ずと望ましい給食になると考えています。学校給食法第１条の目的を要約すると、学校給食を

通じて子供たちの成長を支え、また食に関する学びを与えることが書かれています。この目的

を実現させるため、第２条には、目標が書かれていますが、こちらの第２条については、ご説
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明をお願いします。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

この第２条についてですけれども、まず先ほど寺尾議員のほうからも言われましたけれども、

学校給食法第１条につきましては、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するもの

であり、かつ児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果

たすものであると明記をされており、学校給食の目的を示す重要な規定であると考えておりま

す。

その目的を実現するため、第２条に学校給食の目標が掲げられておりまして、第２条につき

ましては、学校給食は単なる栄養補給の場にとどまらず、食育の実践の場として多くの教育的

役割、こういったものがあると認識をしておるところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。要約してご説明していただきましてありがとう

ございます。

答弁いただいた第２条に沿って、私は書かれている目標に沿って、栄養教諭が子供たちのた

め、望ましいと考える学校給食を食育を交えながら行うことがベストだというのが、今後の私

の学校給食の考え方です。今できないと言われることで、例えば地元の○○さんが作った野菜

ですというようなことが言えない状況等を私お聞きをしています。これ一つでも運用を考える

べき案件ではないかなと。これは要領が妨げているようなことになっているというふうにも聞

きます。

また、学校給食法第３章、学校給食を活用した食に関する指導の第10条２項では、地域産物

の活用や食文化、食に係る産業または自然環境の恵みを子供たちに理解してもらうことに努め

ることも書かれています。これにより、十分に地域の無農薬・減農薬を含めた地産物に関する

ことにも取り組むことが、私はできると考えます。つまりは、制限を多くするような要領がな

くても、十分に地域に根差した管理運営ができると考えていますが、この点についてご見解を

お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

先ほどからご指摘がありました事務取扱要領につきましては、学校給食の円滑な実施であり

ますとか、食材調達の公平性・透明性を確保するため、事務手続等に関する統一的な基準を示

したものでございます。

しかしながら、先ほどからご指摘もありましたように、実際の運用におきましては、その内

容が現場の実情が十分に反映できていないものでありますとか、学校給食法第２条に掲げる目
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標の実現を妨げているのではないかというご指摘もいただきました。今後は、要領の存在目的

を踏まえつつ、実際の取扱いや手続の在り方について法の趣旨に沿い、柔軟かつ教育的効果を

損なわないよう見直しを検討していく必要があると考えております。

最終的には、学校給食法第２条の目標を中心に据え、子供たちにとってよりよい学校給食の

実現を図る方向で取り組んでいきたいと考えております。

それからもう一点、学校給食法の第10条第２項の話もいただきました。

こちらにつきましては、第10条第２項こちらは、栄養教諭が第１項の指導を行う際、地域の

実情に応じた創意工夫を講じることが求められている条項でございまして、具体的には、当該

学校所在地域の産物を給食に活用するなどし、地域の食文化、食関連産業、それから自然環境

の恵みに対する児童生徒の理解を増進するよう努めるという規定でございます。

こことの関係でございますけれども、栄養教諭が地域の産物を学校給食に活用するよう努め

ることと定めておりまして、市内産の食材の使用を食育の一環として推進する重要な規定であ

ると考えております。

しかしながら、この条文は、栄養教諭の指導における創意工夫を促す努力義務であり、具体

的な購入手続などの運用ルールを直接は規定をしていない条項となっております。それで、市

内産食材の活用を確実に推進するためには、別途の要領を制定し、調達基準の明確化などを定

める必要があると考えております。これによりまして、学校現場の負担を軽減しつつ、持続可

能な地産地消を実現できると考えております。

要領の制定は、学校給食法の趣旨を補完したり、具体化するものでございまして、法的努力

義務になっておりますけれども、法的努力義務を行政的な実効性のある仕組みに落とし込むた

めにある一定は必要じゃないかと考えておるところでございますので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。大変前向きなご答弁だったと思います。本市に

とって望ましい給食、私としては、今ずっと話した中でも、あまり制限をかけないのが望まし

いというふうに今現在考えています。その中で栄養教諭を信じて、地元の食材を使った、地元

に根差した給食にしていただければというふうにも考えますし、今からそれを踏まえて取り組

んでいただけるというふうに理解をさせていただきましたので、ぜひ前向きに要領をいい形に

なるように進めていっていただきたいと思います。

それでは続いて、財政から見る学校給食をお聞きしたいと思います。

今年度は、物価高騰に合わせまして、当初に給食費が50円上がりました。来月１月からも

50円が上がる予定になっています。これは、保護者の受益者負担だけではなく、一般財源の圧

迫にもつながります。その確認となるような質問をさせていただきたいと思います。

まず、就学援助の準要保護の財源をお聞かせください。
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■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 財源につきましては、一般財源でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

就学援助というものは、大切なものだから、私は国・県等の補助もあるかなと思っておりま

したが、これは丸々準要保護に関しては一般財源ということで、私も学び直しました。

そこで、小中学校合わせた就学援助の割合はいかがでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

就学援助の割合につきましては、12月１日時点の四万十市立小中学校の児童生徒2,096名に

占める割合は、約25.7％となっております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

25.7％というのは、全国の中でもかなり高い数値になっています。私の勝手な私見ですけど

も、恐らく高知県の離婚率、こういうことも独り親世帯になってしまったことでの収入減、こ

ういうものにつながってきているのではないかなというふうに考えています。

続いて、小中学校合わせた令和７年就学援助に係る給食費の当初予算は幾らだったでしょう

か、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

令和７年度当初予算につきましては、3,189万4,500円でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） 3,000万円ほどの予算が組まれています。

続いて、中学校に移ります。来年は恐らく小学校での給食の無償化という名において、国の

措置があろうかと思いますので、中学校だけちょっと確認をしますけども、中学校の給食費

50円上昇した場合の受益者負担増加金額分、それと50円上がったときの就学援助に係る給食費

の必要追加予算、年額でお聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） お答えいたします。

12月１日時点の先ほどの生徒数で申しますと、中学校の給食費が50円上昇した場合、これは

12月１日時点の生徒数が655人とその計算でいきますと、受益者負担額は約640万円となります。

この640万円のうち、就学援助に係る給食費につきましては約190万円でございます。

以上でございます。
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■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

私、ここでご質問させていただいたのは、給食費っていうのは受益者負担だけではなくて、

一般財源も使われている。子供たちのために望ましい給食の提供という視点だけではなくて、

本市の経済状況も含め、総合的に給食を考える必要があるということをご理解していただきた

く質問させていただきました。

教育委員会においては、この件について分かり切っていることかと思いますが、学校給食法、

先ほどお聞きもさせていただきましたことや給食についての財政面、保護者の受益者負担など、

多面的に給食の在り方を今後も考えていってもらいたいと考えています。何か総括した答弁を

いただけますでしょうか。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 本市の学校給食は、学校給食法に基づき、児童生徒の心身の健全な発

達を図り、食に関する正しい理解を養うことを目的として実施しているものであります。

学校給食は、教育の一環としての公共性を有する一方、法令上、その実施に関わる経費のう

ち、食材費については、保護者の負担とされております。近年、原材料価格や人件費、エネル

ギーコスト等の上昇を背景に、給食用として購入する食材の値段が上昇しており、給食費の増

額が避けられない状況にあります。本市においても、物価動向や栄養基準の維持、食育の質を

確保する観点から、適正な水準の見直しを進めており、その際には、保護者の負担能力や家

庭・経済の状況への影響を十分に考慮しつつ検討して行っております。

一方で、給食運営に関わる人件費や施設維持管理費などは、設置者である市が負担しており、

財政負担の増大も大きな増額であります。

また、議員からの質問にもありましたとおり、就学援助世帯のうち、準要保護世帯に対する

給食費についても、市の一般財源より担われております。限られた財源の中で給食の質と持続

可能な運営を両立させるためには、法令の趣旨を踏まえ、受益者負担の適正化と公費負担のバ

ランスを総合的に検討することが重要であると認識しております。今後とも国や県、他自治体

の動向を注視しながら、法令遵守を前提に、財政の健全性、受益者負担の公平性、そして児童

生徒の健やかな成長の支援という３つの観点から給食の在り方を総合的に検討してまいります。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。引き続き学校給食をよりよくするために検討し

ていっていただきたいと思います。ありがとうございました。

それでは続いて、介護支援専門員の負担軽減についてお聞きをします。

介護支援専門員、ケアマネジャーのシャドーワークについて質問です。

まず、シャドーワークを知らない人のため、シャドーワークが何なのかという説明を併せ、
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本市における介護支援専門員のシャドーワークの負担について認識を聞きます。

認識については、福祉事務所の管轄は、後でお聞かせ願いますので、それ以外について具体

例を幾つか含め答弁を求めます。

■議長（宮﨑 努） 武内高齢者支援課長。

■高齢者支援課長（武内俊治） 介護支援専門員が行うシャドーワークに関するご質問に対し

ご答弁させていただきます。

まず、介護支援専門員について簡単にご説明させていただきます。

一般的には、ケアマネもしくはケアマネジャーと呼ばれておりますが、介護支援専門員とは、

要介護・要支援の認定を受けた介護を必要とする利用者の相談に応じるとともに、その利用者

の心身の状況に応じ、訪問介護やデイサービスなどの介護サービスが受けられるよう、ケアプ

ランを作成し、市町村やサービス事業者、施設などとの連絡調整を行う専門職でございます。

次に、介護支援専門員が行わなければならない法定業務についてですが、先ほどご説明しま

した利用者からの相談対応、関係機関との連絡調整、ケアプランの作成、これらに関わる事務

作業が主な業務となりますが、これら法定業務に含まれない業務であって、介護報酬の対象と

ならない仕事をシャドーワークと呼んでおります。

次に、本市の介護支援専門員が行っているシャドーワークについてですが、市内の介護支援

専門員から聞き取りを行いましたので、その一部をご紹介させていただきます。

シャドーワークについては、利用者やそのご家族から依頼されるケースが大半のようですが、

一部地域の方や市など、行政からの依頼に基づく事例もございました。事例といたしましては、

生活全般に係る行政などへの手続代行のほか、公共料金の支払い代行や分納の交渉、電球の交

換やいわゆるごみ屋敷の掃除、猫屋敷への対応など、また体調不良との電話連絡を受け、自宅

を訪問し、救急車を要請、救急搬送に同行し、検査から支払いまでの数時間を病院で待機し、

夜間の帰宅まで付き添ったこともあるなど、高齢者の生活全般に関わる様々な事例があると伺

いました。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。詳しく事例も聞かせていただきました。

病院関連では、入院等したときに、入院時の生活品のお届けや退院時のお迎えというのも問

題になっているということです。特に入院時の生活品お届けというのは、独居の場合、勝手に

家の中に入るということをせざるを得ないということで、トラブルにもつながるということで

心配しております。ほかにお話にもありました猫屋敷に関する近所とのトラブル、ごみ屋敷の

清掃等、清掃は、どうしてもシャドーワークになったとしても、環境因子というものに関連し

て、きれいになったら外出をしようという意欲にもつながるということで、何とかしてあげた

いという気持ちの中でやっていっているケースがあるということです。このようなシャドー
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ワークがあります。お聞かせいただきありがとうございます。

続いて、福祉事務所管轄の本市ケースワーカーによるケアマネへの法定外業務、シャドー

ワークの依頼を聞きます。

令和７年９月10日に、介護支援専門員への法定外業務の依頼についてという注意喚起が県か

ら通知をされています。この通知書では、生活保護のケースワーカーから、法定外業務と思わ

れる内容をケアマネに依頼したという具体的な事例が確認されたというとですが、本市におい

て、本件実態はどうでしょうか、お聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 渡辺福祉事務所長。

■福祉事務所長（渡辺和博） ご答弁させていただきます。

まず、９月10日付でこういった文書が発出されまして、私としてもケースワーカー６年間勤

務経験をしておりますが、そういった依頼をしたこともなく、当市でそういったことが起こっ

ているということについては、ちょっとこの時点では自分事とは捉えられていなかったという

のが１点でございます。

あと今回ケアマネへの依頼はあったのかということですので、主に令和６年度、７年度の実

態について調べさせていただきました。

令和６年度に、おむつ代に係る保護申請書受理案件が２件、家賃証明書の提出と転居に際し

て必要な届出書の提出をケアマネから提出していただいたものが１件ございました。申請は、

基本的には生活保護受給者が担当するケースワーカーに提出をするものとなります。提出する

方法については、訪問時にケースワーカーに手渡しする場合のほか、本人が持参をしたり、郵

送をしたり、親族等が持参したりといった方法もある中で、ケアマネに提出をしてもらってい

るという場合もございます。

そこで、ケースワーカーからケアマネに対してこういったシャドーワークの依頼をしたのか

どうかということについて、現在担当しているケースワーカー、また過去のケース記録等によ

り確認をいたしましたが、ケースワーカーから依頼をしたという事実の確認はできませんでし

た。

しかしながら、ケースワーカーの訪問頻度は、在宅で介護サービスを受けている高齢者世帯

等であれば、おおむね３か月に一度程度の訪問となります。日々来訪してくれるヘルパーやケ

アマネが取り次いでくれたこともあったのではないかと、またこういったことを背景として、

ケアマネ等への対応に担当するケースワーカーも生活保護受給者も依存してしまったというこ

とは考えられると思います。

あとこの調査以外に、令和７年度にケアマネにより転居先を決め、引っ越しに係る見積りを

取得し、転居先の家賃証明書、住宅補助等が出ますので、この準備をしてくれた案件があった

のですが、最終的にケアマネの方から、福祉事務所はお金を払うだけで何もしないのかと立腹

をされていたという案件が質問事項の後、判明をいたしました。このケアマネからは、令和５
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年度には、住宅修繕に係る申請書の提出も受け付けております。この言葉からすると、福祉事

務所の対応に納得されていないということが明らかな案件ですので、後日時間を取ってこのケ

アマネの方と背景であるとかといったものの事実確認を進めていきたいというふうに考えてお

ります。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） 調査また確認等、今やってくださっていることもあるということで、あ

りがとうございます。

私、大切なことは、ケアマネからもお聞きしましたけども、ケースワーカーとケアマネの仕

事の内容、仕事の範囲というものを互いに理解していただくことだというふうにもお聞きをし

ました。大変忙しいというふうにも私も理解をしてますけど、もしそういう機会がありました

ら、相互理解できるように努めていっていただくことで、そのようなトラブルになるようなこ

とにはつながらないかなというふうに思いますので、そのようなことでご対応していっていた

だきたいと思います。

また、先ほどの何件かあるというものに関して、法定外業務ということですので、依頼をし

ていないということで安心をしましたが、今後ともそのような形で事務を遂行していただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。

それでは最後に、解消への取組をお聞きします。

シャドーワークの解消への取組ですが、私としては、民間で働かれているケアマネのシャ

ドーワークは、できる限り社会全体の奉仕者となる公務員が行うべきことではないかと考えて

います。負担が増えるということであれば、雇用も行い、問題解決を図ることも検討願いたい

ですが、シャドーワーク解消への取組として考えていることがあればお聞かせください。

■議長（宮﨑 努） 武内高齢者支援課長。

■高齢者支援課長（武内俊治） シャドーワークの解消へ向けた取組についてご答弁させてい

ただきます。

複合的な課題を抱える高齢者の増加等により、介護支援専門員の役割の重要性は増大する一

方、介護支援専門員としての従事者は、横ばいもしくは減少傾向にあるようです。介護支援専

門員は、在宅の介護サービスの要であり、利用者に寄り添い、尊厳の保持と自立支援を図る一

連のプロセスを担っており、介護支援専門員が専門性を生かし、個々の利用者に対するケアマ

ネジメントに注力するためには、シャドーワークを解消し、その負担を軽減する必要がありま

す。そのための取組といたしましては、まず市内の居宅介護支援事業所に勤務する介護支援専

門員全員が、シャドーワークについての共通認識を持つ必要があるものと考えます。そのため、

本市といたしましては、介護支援専門員の業務について、法定業務と法的外業務を分類し、

シャドーワークを例示した上で、これらの行為を求めないでくださいといった内容のチラシを
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作成したいと考えております。そのチラシを介護支援専門員にご説明の上、配布することで、

シャドーワークについて共通認識を持つことにつながるのではないかと考えております。

また、新規に介護保険を利用する際の契約時に、そのチラシを活用していただき、利用者と

そのご家族に説明を行うことで、介護支援専門員の役割、業務の理解につながるのではないか

と期待しております。

また、これまでシャドーワークとして民間の介護支援専門員が対応しているものの中には、

市の地域包括支援センターや社会福祉協議会などが対応、協力できるものもあるのではないか

と考えます。居宅介護支援事業所・地域包括支援センター・社会福祉協議会などがさらに連携

することで、介護支援専門員が、本来業務に集中できる環境をつくってまいりたいと考えてお

ります。

次に、先ほどご紹介しました救急搬送の事例のように、同行した介護支援専門員を家族と同

様に捉え、病院内での待機を求めることのないよう、まずは、幡多けんみん病院や市民病院な

ど、救急を行っている医療機関との話合いの場をつくっていきたいと考えております。医療関

係者と介護支援専門員が、お互いの役割を理解し合う場を設けることも重要ではないかと考え

ます。

また、今ある地域資源を介護支援専門員に周知することも重要と考えます。市が発行する四

万十市高齢者在宅生活ガイドブックをさらに充実させ、介護支援専門員の皆様が、地域資源を

活用しやすい、また利用者に助言しやすい環境を整えることもシャドーワークの削減につなが

るのではないかと考えます。

シャドーワークの解消に至るまでには、これまでの利用者との関係性などもあり、ある程度

時間も必要ではないかと考えますが、辛抱強くこれらに取り組んでいくことで、シャドーワー

クが少しずつ減少し、もって介護支援専門員の資質向上にもつながるものと考えております。

なお、これらシャドーワークの解消を含めた介護支援専門員の負担軽減等につきましては、

現在国においても、社会保障審議会の中で議論されておりますので、どのような形で整理され

るのか、引き続き注視してまいりたいと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 寺尾真吾議員。

■５番（寺尾真吾） ありがとうございます。

ケアマネジャーの約６割は女性だということです。これが改善されるということは、女性の

働き方の向上にもつながるというふうに理解しております。

ありがとうございました。これで私の質問を終わります。

■議長（宮﨑 努） 以上で寺尾真吾議員の質問を終わります。

14時10分まで休憩といたします。

午後１時59分 休憩
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午後２時10分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

続いて、上岡真一議員。

■８番（上岡真一） 今年最後の質問者となりました。市民クラブの上岡真一です。

議長のお許しをいただきましたので、通告に従いまして一括で質問をいたします。

最初に、市長の政治姿勢について質問します。

市長や教育長が新しくなっても、前中平市長や前久保教育長との考え方など、あまり変わら

ないかもしれないとは思いますが、新市長・新教育長としての考えを改めて聞きたいと思いま

すので、答弁をお願いいたします。

まず最初に、激減する少子化対策について質問します。

2025年９月１日時点の推計人口は３万306人で、将来の人口の予測は、2030年には２万

8,596人、2040年には２万4,476人という予測です。2040年に２万4,476人ということは、10年

後には5,830人の人口減となり、減り続けるということになるわけです。これが四万十市の現

状です。今年12月４日の高知新聞に掲載されていましたが、人口の社会増減と自然増減に向け

濵田知事は、25年度は若者所得向上の推進、移住・定住対策の強化、多様な出会いの機会の拡

充、共働き・共育ての推進の４つの方向性を施策強化したと掲載されていました。本市も少子

化対策を来年度は最重要課題に位置づけてほしい。特効薬はありませんが、少子化対策として、

本市による子育て世帯への経済的支援や保育・教育の質の向上、若者が希望を持てる本市独自

の支援策の整備など、若者が安心して定住し、子育てをすることができるまちづくりをお願い

し、市長の答弁を求めます。

次に、太陽光パネルの廃棄について質問します。

今年９月に静岡県に車で行きましたが、道中至るところに太陽光発電パネルが建造されてい

ました。太陽光発電は、再生可能エネルギーでつくられた電気を電力会社が買い取る制度が

2010年に始まりました。

しかし、パネルの寿命は、20年から30年とされているため、2030年後半から太陽光パネルの

大量廃棄時代が到来し、2040年頃は、最もピーク時代に突入し、本市においても莫大な廃棄量

になると思います。環境・経済産業の両省は、リサイクルを義務づける法案を今年の通常国会

に提出する予定でしたが、リサイクル費は、製造業者と輸入業者が負担する内容だったので、

他のリサイクル関連法との違いを問題視されました。自動車や家電は、所有者が負担するため、

パネルのリサイクル費は、製造業者と輸入業者が負担する内容とは整合性が取れないとの指摘

があり、リサイクルを義務づける法案は、まだ決まっていません。太陽光パネルの廃棄問題は、

主に大量廃棄による最終処分場の不足、鉛やカドミウムなどの有害物質の流出、リサイクル技

術の未発達と処理業者の不足、廃棄費用の確保の４点に問題があると思いますが、本市はこの
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４点にどう取り組んでいくのか、市長の答弁をお聞きします。

再度指摘しますが、１、大量廃棄による最終処分場は不足しているのか。不足しているのな

ら、処分場は増やせるのか。

２、鉛やカドミウムなどの有害物質の流出をどう防ぐのか。

３、リサイクル技術の未発達と処理業者が不足しているのか。不足しているのなら、どう補

うのか。

４、廃棄費用の確保、廃棄費用の補助は出るのか、この４点をお聞きします。

次に、定住対策について質問します。

定住対策にも特効薬はなかなか見つけ出すことは難しいと思いますが、一つのヒントやきっ

かけで、すばらしい案が浮かんでくる場合があると思います。先ほど述べましたように、私は

９月に静岡県の富士宮市に２泊３日の旅行に車で行ってきました。高速道路を下りて富士宮市

に入ったのは、日が落ちて薄暗くなっていましたが、対向車などのナンバープレートが、静岡

ではなく、富士山のナンバープレートが90％以上走っていました。翌日は、富士山近くを観光

しましたが、相変わらず車のナンバープレートは、90％くらい富士山でした。旅行が終わって、

富士山のナンバープレートが気になって調べると、富士山ナンバープレートは、山梨県と静岡

県にまたがる地域で交付されているご当地ナンバープレートでした。富士山ナンバープレート

の導入経緯は、地域の振興や観光促進、地域の一体感の醸成を目的として、山梨県と静岡県が

共同で要望し、2008年11月４日から交付が開始されています。複数の県にまたがるナンバープ

レートは、富士山ナンバープレートが初めてのケースのようです。対象地域は、山梨県は富士

吉田市、富士河口湖町、西桂町、鳴沢村、忍野村、山中湖村、道志村、静岡県は富士宮市、富

士市、御殿場市、裾野市、小山町の地域で、図柄入りナンバープレートは、2018年10月１日か

ら地域の象徴である富士山をデザインとした図柄入りナンバープレートの交付も開始されてい

ます。山梨県版と静岡県版でデザインが異なり、山梨県版は、葛飾北斎の浮世絵「富嶽三十六

景」の一つである凱風快晴・赤富士をアレンジしたデザインです。静岡県版は、雄大な富士山

と美しい花々、潤いある田園調布をイメージしたデザインです。寄附金制度もあり、フルカ

ラーの図柄入りナンバープレートを希望する場合、1,000円以上の寄附金が必要となり、この

寄附金は、地域の交通改善や観光振興に活用されています。取得方法は、新規取得の自動車だ

けでなく、現在使用中の自動車も富士山のナンバープレートに変更が可能のようです。富士山

ナンバープレートの取得は、これは四万十市でも考えられることではないかと思ったことでし

た。富士山ナンバープレートの導入経緯は、地域の振興や観光促進、地域の一体感の醸成を目

的とあるように、高知のナンバープレートではなく、四万十市民が大好きな四万十川のナン

バープレートを発行することで、定住対策にもつながるのではないかと思い、四万十川のナン

バープレートの発行を提案するが、答弁を求めます。

次に、ネーミングライツ導入について質問をします。
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11月21日の夕方のこうちラーメン博のテレビを何げなく見ていると、高知市の中央公園の名

称が、東洋電化中央公園という名称でテロップに出ていたので、これは何ながと思い、即知り

合いの県議会議員に電話を入れました。今、高知市中央公園のラーメン博のテレビを見ている

と、高知市の中央公園の名称が、東洋電化中央公園という名称でテロップに出ていたので、ど

ういうことですかと聞くと、県議は、現在高知市内で全21施設が、令和７年８月22日時点やけ

ど、ネーミングライツを実施しているということで、ネーミングライツという資料を送ってい

ただきました。ネーミングライツとは、公共施設等に愛称を命名する権利のことで、ネーミン

グライツパートナーは、施設名等に愛称を付与する権利を有するものになります。高知市では、

令和６年10月より取組をスタートしていますが、四万十市もネーミングライツを導入すべきで

はないでしょうか。ちなみに高知市の高知県立春野総合運動公園陸上競技場は、株式会社技研

製作所がネーミングライツパートナーとして、ＧＩＫＥＮスタジアムの愛称で契約金は年間

550万円で、愛称使用期間は令和８年１月１日から令和11年３月31日までの３年間の間は、高

知県立春野総合運動公園陸上競技場という長い名称が、ＧＩＫＥＮスタジアムというネーミン

グで使用されます。そして、３年間で高知市に1,650万円の歳入として予算が入ります。すば

らしい取組を高知市は行っていますが、本市でもぜひネーミングライツを導入し、パートナー

を募ってみるべきだと思うが、答弁を求めます。

次に、国旗・市旗・安全旗の掲揚について質問します。

四万十市の市旗と市章は、目の前にありますが、四万十川の流れをイメージし、頭文字の

「四」をモチーフにしたデザインで、すばらしい市旗がありますので、四万十市制創立20周年

の記念の今年から市役所正面にある掲揚ポールに日々掲揚していただきたい。３本ありますの

で、ポールの中央に国旗、左に市旗を掲揚し、右に市民全員が安全に生活できるように安全旗

を掲げ、四万十市民を日々守っている証にしていただきたいが、市長の答弁を求めます。

次に、学校教育について質問します。

激減する少子化の中で、小学校の学校政策についてお聞きします。

株式会社インテージリサーチは、自主企画で少人数学校に関する意識調査を、全国の16歳か

ら79歳の男女１万802人を対象にしたインターネット調査で、適正と考えるクラス人数を尋ね

た結果が出ていました。小学校では、21人以上30人以下、中学校では31人以上40人以下を適正

なクラス人数と考える人が多い。適正と考えるクラス人数には地域差があり、現状より多い人

数を望む声もあるという結果でした。

文部科学省は、令和７年３月31日までの間における学級編制の標準については、児童の数の

推移等を考慮し、第２学年から第６学年まで段階的に35人とすることを旨としているが、株式

会社インテージリサーチの調査のように、小学校は21人以上30人以下が適正なクラス人数と考

える人が多いということは、常識と思います。

本市における小学校で21人以上30人以下のクラスですが、具同小学校を調べてみると、１年
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生は25人と24人の２クラス、２年生は29人と30人の２クラス、３年生は少し多いですが35人と

34人の２クラス、４年生は29人と28人の２クラス、５年生は30人と30人の２クラス、６年生は

26人と35人と27人の３クラスで、具同小学校は適正なクラスで学校運営が行われていると思わ

れるが、多分中村小学校や中村南小学校、東山小学校も多少は少ないかもしれないけれども、

具同小学校並みだと思います。

しかし、本市の小規模校を見ると、５年後の令和12年には、全校生徒ですが、下田小学校

17名、竹島小学校31名、蕨岡小学校16名、大用小学校13名、利岡小学校21名、中筋小学校22名、

東中筋小学校44名です。そして１年後の令和13年は、増えているのは東中筋小学校の44名から

45名で、残りの小規模校の下田小学校は17名から13名、竹島小学校は31名から28名、蕨岡小学

校は16名から11名、大用小学校は13名から11名、八束小学校は21名から19名、中筋小学校は

22名から15名というように、複式学級だらけの小規模学校になります。複式学級とは、小学校

の場合、２つ以上の学年を合わせても16人以下、１年生を含む場合は８人以下となる場合に編

制した学級を言います。通常は、異なる学年の児童が１つの教室で１人の先生から同時に平等

に授業を受けるため、一方の学年が指導を受けている間、もう一方の学年は自習課題等をする

ことになります。このように複式学級を行わなければならない小規模学校をこれから先どのよ

うに学校運営していくのか、教えてください。

次に、具同小学校の校舎及び体育館の新築移転について質問します。

先月11月１日に東山小学校校舎・体育館落成記念式典に参加してきました。すばらしい校舎

並びに体育館でした。ここで教育活動をする生徒の皆さんの笑顔が浮かび上がってくるような

きれいで開放感があり、本当にすばらしい学校に大変身していました。

しかし、具同小学校の築46年になる校舎や体育館の老朽化は、深刻な状況だと思います。先

ほど述べたように、具同小学校は、適正なクラスで学校運営されていて、全校生徒も約400名

の本市で一番多い生徒数の小学校でありますが、あまりにも老朽化が進んでいますので、具同

小学校の校舎及び体育館の新築移転を早期に計画し、実行しなければならないと思うが、答弁

を求めます。

次に、国旗・校旗・市旗の掲揚について質問します。

衝撃的なニュースが、９月26日に発行された産経新聞の記事が舞い込んできました。今年９

月26日発行の産経新聞です。ここには本人の顔写真等もありますので、Ｋ氏と呼ばさせていた

だきます。私は、あまりにも衝撃的なニュースのために頭が混乱して、目まいがした新聞記事

でした。日教組のドン、参議院のドンと威名を取ったＫ氏の記事でした。戦後教育に多大な影

響を及ぼしてきた日本教職員組合、日教組が、文部科学省との歴史的和解を実現してから今年

で30年となった。教員を動員したストライキなど、往年の反対闘争は鳴りを潜めた一方、教育

現場での国旗掲揚・国歌斉唱に反対する日教組の姿勢に変わりはない。日教組を出身母体とし、

参議院副議長を務めたＫ氏89が、産経新聞の取材に対し、国旗国歌に誇りを持つべきだとして、
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根深いイデオロギーからの脱却を求めた。Ｋ氏は、国旗や国歌のない国はあり得ない。反対し

ていたら、日本の子供たちは、大相撲千秋楽に掲げたり、歌ったりするぐらいのものしか考え

ないだろう。それでは国として非常識。君が代と日の丸に誇りを持つべきだと言及。変わらぬ

日教組の姿勢にくぎを刺した。君が代と日の丸に誇りを持つべきだ、この記事には本当に、日

教組のドンと呼ばれたＫ氏の発言には、驚きを隠せませんでしたので、述べさせていただきま

した。

文部科学省の指導要領に記載してある第１節「確かな学力」と「豊かな心」を育成し、「生

きる力」を育む学校教育を目指して７、国旗・国歌の指導については、学校における国旗・国

歌の指導は、児童生徒に我が国の国旗・国歌の意義を理解させ、これを尊重する態度を育てる

とともに、諸外国の国旗・国歌も同様に尊重する態度を育てるために、学習指導要領に基づい

て行っているものです。

平成11年８月には、国旗及び国歌に関する法律が施行され、国旗・国歌の根拠について慣習

として定着していたものが成文法としてより明確に位置づけられ、学校教育における国旗・国

歌に対する正しい認識がさらに促進されました。

文部科学省としては、引き続き全ての学校において、学習指導要領に基づく国旗・国歌に関

する指導が一層適切に行われるよう指導することとしていますと明記しています。私は、本市

の小中学校の教育活動の中で、国旗、日本を愛する心、校旗、母校を愛する心、四万十市の市

旗、郷土を愛する心を育成するためにも、３つの旗を日々掲揚すべきだと思っています。県立

の高等学校では、普通に掲揚されています。母校の中村高校へ行ってみましたが、４つの旗が

羽ばたいていました。左から、高知県の県旗、国旗、高校の校旗、県中の校旗、この４本が学

校教育活動を見守っているかのように羽ばたいていました。国旗・校旗・市旗の３つの旗を

日々掲揚すべきだと思いますが、答弁をお願いして、以上で１回目の質問を終わります。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） それでは、少子化対策につきまして答弁をさせていただきます。

まず、人口減少対策につきましては、本市の最重要課題であり、現在県の人口減少対策総合

交付金を活用し、若者の定着増加、婚姻数の増加、また出生数の増加に資する取組を進めてい

るところでございます。

その中で、本市の特徴ある少子化対策として、子供を産んでもらうために、まず婚姻数を増

やすべく、結婚支援センターを設立して、登録者に対する市婚活サポーターによる相談及び引

き合わせ支援、婚活イベントの企画・開催に取り組んでおります。

次に、一人でも多くの子供を産み育てていくために、子育てをする場所として選ばれる市を

目指すべく、子育て支援の充実に取り組んでおりまして、市内で活動する子育て応援団体を市

が認証・補助することで、当該団体の活動を支えておるところでございます。

また、令和７年12月３日に開業した四万十ぴよこどもクリニックにおいては、小児一般医療
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の体制整備の観点から、施設整備に対して補助金を交付すること、また施設につきましては、

市民病院の一部を提供するということで、こちらも日本でもかなりまれなケースとして子供を

安心して育てられる医療環境の確保に努めているところでございます。こういった取組のほか

に、また本市独自ではございませんけれども、不妊治療交通費助成でありますとか、医療費の

助成、それから保育サービスの充実、子育て関連情報の情報発信など、そういったことも併せ

て展開をしているところでございます。なかなか様々施策を続けておりますけれども、全体の

中で人口の減少を止めるというところにまではたどり着いておりませんけれども、議員途中で

おっしゃられましたとおり、特効薬というのはなかなかない中で、地道な活動を続けていくと

いうことが重要になってくるということで、市としても引き続き少子化対策に努めてまいりた

いと思います。

■議長（宮﨑 努） 横山環境生活課長。

■環境生活課長（横山昌之） それでは、私から、太陽光パネルの廃棄問題につきまして、ご

質問いただきました４点につきまして順にご答弁させていただきます。

まず、最終処分場の状況ですが、現在県内では、日高村に管理型の最終処分場が１か所整備

されています。ただ将来的には、こちらのほうも満杯になるということが想定されますので、

現在、佐川町のほうに新たな管理型の最終処分場を建設しておりまして、最終処分場の不足が

ないように、県において計画的に整備のほうが進めてられている状況でございます。

次に、有害物質の流出でございますが、環境省から発表されていますガイドラインに基づき

ますと、管理型最終処分場で埋め立てるなど、適正な処分方法により処分し、有害物質の流出

を防ぐ必要があるとされております。管理型最終処分場は、分解であったり、金属の流出等、

そういった変化を伴う廃棄物を対象に、十分な管理が行えるようにした処分場のことでありま

して、リユースまたリサイクル的なものにつきましては、そうした管理型最終処分場で適正に

処分することで、流出物は一定防げるものと考えております。

リサイクル等々の処理業者の不足でございますが、現在リサイクル技術を有する処理業者に

つきましては、県内ですと高知市に１社ございます。現在のところは、まだ処分量、件数は少

ないというふうにお聞きしておりますが、議員おっしゃいますとおり、2030年代後半より使用

済み太陽光発電パネルの搬出量が急激に増加することが想定されております。使用済み太陽光

パネルは、基本的には産業廃棄物に当たります。施工業者が廃棄物として処理する場合と、所

有者が解体撤去業者に依頼して廃棄物として処理する場合とに分かれます。昨年までは、県内

にこうした中間処理施設業者なく、県外のほうに持っていかざるを得ませんでしたが、本年６

月から県内におきましても、中間処理施設の稼働が始まったものでございます。少し希望的観

測も入りますが、今後こうした動きっていうのは、出てこようかと思いますので、動向に注視

しつつ、情報収集に努め、住民への周知につなげていきたいというふうに考えております。

最後に、廃棄費用の確保、補助の面でございますが、先ほど議員もおっしゃられました現在
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経済産業省と環境省が連携しまして、法制的な観点から検討をしてきたようでございますが、

現時点では、合理的な説明は困難というふうな整理に至っております。このため、県のほうに

おきましても、都道府県や政令指定都市で構成します全国環境衛生・廃棄物関係課長会におき

ましても、国に対して処理ルートの整備の支援など、使用済み太陽光パネルのリサイクルに向

けた要望っていうのを今年度は要望項目には含まない予定とお聞きしております。本市が加盟

します全国市長会では、国に対しまして太陽光発電設備の撤去や廃棄が適正かつ確実に実施さ

れますよう、リユース・リサイクルや適正処理に関する制度、それから発電事業の終了時等に

適正に対応するための仕組みなど、そうした制度・仕組みを早急に構築し、そして実施するこ

ととして提言を取りまとめているところでございます。本市といたしましても、まずは市長会

などを通じまして国に対し、太陽光発電設備の廃棄が円滑に進むよう、措置を講ずることを要

望してまいりたいと考えているところでございます。

■議長（宮﨑 努） 武田企画広報課長。

■企画広報課長（武田安仁） それでは、私のほうからは、市長の政治姿勢についての中の

(3)市民の定住対策についてお答えいたします。

議員のほうからも今ほどご質問・ご提案がありましたとおり、地域にゆかりのあるナンバー

プレートの導入につきましては、地域への愛着を育て、その場所に住みたいと思っていただけ

るほか、特に地域外に車等で外出した際、あるいは四万十市のほうに観光客の方がおいでた際

には地元をＰＲできるなど、話題性も含む一定の効果があるというふうに市としても考えてお

ります。

車のナンバープレートへの新たな地域名等の表示、これにつきましては、国交省のほうで数

年に一度不定期で募集を行っております。ただこの申込みを行うことにつきましては、幾つか

の要件もございます。例えば、単独市区町村として申請する場合、これにつきましては、登録

自動車10万台以上、または登録自動車と軽自動車を合わせて17万台以上の台数っていうものが

必要になってまいります。

また、議員のほうからもご紹介いただきましたけれども、複数市町村等が合同で申し込む場

合、これにつきましては、地域の総台数がおおむね５万台以上、こちらは緩和されるような形

にはなりますけれども、または登録自動車と軽自動車合わせておおむね8.5万台以上というも

のが必要となってまいります。今申し上げた要件に本市等の状況を当てはめてみるとどうなる

かでございますけれども、令和６年３月31日時点の四国運輸局の資料、これを参考にしますと、

四万十市の登録自動車数は１万1,791台、軽自動車を合わせましても３万140台といった状況で

ございます。仮に四万十川流域といいますか、そういう流域市町村である津野町・四万十町・

四万十市が合同で申し込むとした場合、登録自動車数は１万9,448台、軽自動車を合わせます

と５万1,397台といった実態でありまして、要件は満たしておりません。

ただ、先ほど言いました四万十川の支流にまで対象を広げた場合、これは枠組みにもよりま
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すけれども、要件を満たす可能性というものもございますが、申込みに当たりましては、対象

自治体の当然合意というものが必要になってまいります、地域名でありますとか図柄とか。そ

ういうことを考えますと、ご提案いただきました四万十川というナンバープレートの導入につ

きましては、現在のところハードルが高いのかなというふうに感じているところでございます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 竹田財政課長。

■財政課長（竹田哲也） それでは、私のほうからは、ネーミングライツの導入についてお答

えいたします。

公共施設等へのネーミングライツの導入は、人口減少に伴う市税等の歳入の減少が懸念され

る中、施設の維持管理や運営費の新たな財源確保につながるとともに、施設のＰＲや利用促進、

市民サービスの向上、そしてネーミングライツパートナーとなる企業等との共同による地域活

性化などが期待できまして、有益なものであると考えております。

対象となる施設としましては、一般的にスポーツ施設、コミュニティー施設、社会教育施設、

文化施設、公園、こういったものが想定されますが、導入に当たっては、各施設の設置目的や

利用状況等を踏まえて、導入する施設を選定していく必要がありますので、ご紹介いただきま

した高知市や県などをはじめ、他自治体の導入事例の情報収集なども行いながら、導入の検討

をしていきたいと考えております。

以上です。

■議長（宮﨑 努） 山﨑総務課長。

■総務課長（山﨑寿幸） それでは、私のほうからは、１番、市長の政治姿勢についての(5)

国旗・市旗・安全旗の掲揚についてご答弁を申し上げます。

議員もご存じのこととは存じますけども、改めて確認の意味を含めましてご説明をさせてい

ただきますと、安全旗には、主に安全第一を示す安全旗、それから安全と衛生の両方を象徴す

る安全衛生旗、衛生管理や健康維持を強調する労働衛生旗の３種類がございます。これらの掲

揚につきましては、法律で義務づけられているものではございませんが、労働安全衛生法や建

設業法などの関連法規に基づきまして、現場の安全管理体制の確保の一環として推奨されてお

ります。特に大規模な工事現場や工場では、労働災害防止の観点から、安全衛生旗を掲揚する

ことが多いというふうに認識をしております。

議員ご提案の安全旗の掲揚につきましては、市民の安全意識の向上を図るという趣旨は十分

に理解できるものでございます。

しかしながら、安全旗は、特に危険を伴います工事現場などにおいて、安全旗の趣旨を理解

した現場に勤務されている方々が、日頃から安全旗を目にし、今日も一日安全に勤務しよう、

そう日々繰り返し確認することで安全意識の啓発につながり、ひいては安全旗を掲揚する意義

も高まるのではないかというふうに考えております。このため、せっかくのご提案ではござい
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ますけども、安全旗の掲揚につきましては、市役所本庁舎になじまず、またその効果も高いも

のではないというふうに考えることから、ご提案どおりの対応とならないことにご理解をいた

だければと思います。

上岡議員におかれましては、過去の一般質問を思い起こしてみますと、学校における水泳で

の事故、熱中症、闇バイト、森林火災など、市民の安心・安全の確保を趣旨としたご質問・ご

提言を何度もいただいておりまして、市としても貴重な気づきとなっていることに改めて感謝

を申し上げます。ありがとうございます。

今回のご提案内容は、意に沿わない形となってしまいますが、引き続き市民の安心・安全の

確保に向け、ご意見・ご提言をよろしくお願いをいたします。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 複式学級についてお答えをいたします。

複式学級は、児童数の少ない地域において、子供たちが住み慣れた地域で学ぶことを可能に

する大切な仕組みであり、法令上も認められた教育形態であります。複式学級は、複数学年を

教員が行き来しながら、指導する必要がある場合が多いため、直接指導を行う時間が短くなる

等の課題があると言われております。言い換えると、単式学級以上に児童だけで学習を進める

時間帯が多いということになりますが、事前にその授業の目標を明確にし、直接指導しなくて

も児童が学習できるような展開を行うことで、児童自らが進行し、自らの考えの発表や話合い

を中心とした主体的対応で、深い学びにつながる授業ができると考えております。

しかし、その教育効果を高めるためには、複式学級においても、一定数児童数が確保されて

いることが必要と考えられますので、令和７年３月に策定した第３期四万十市教育振興基本計

画におきましても、複式教育の充実や学校再編について位置づけているところです。本計画に

基づき、引き続き複式研究大会への参加や合同研修会などを進め、学習指導要領で求められる

資質能力を育成する複式教育の充実を図るとともに、今後も児童数の推移や学級規模の状況、

教職員の配置状況など、継続的に注視しながら必要に応じて保護者の皆様や地域の皆様との意

見交換の場や説明の機会を設け、ご意見を伺いながら、学校再編にも検討してまいりたいと考

えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 小休にします。

午後２時51分 小休

午後２時51分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

松田教育長。

■教育長（松田文雄） 国旗・校旗・市旗の掲揚についてもお答え申し上げます。

学校における国旗の掲揚につきましては、国旗・国歌法及び学習指導要領により、入学式や
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卒業式などの式典において揚げることは適当とされております。

校旗につきましても、式典や運動会などの学校行事では、掲揚している学校が多くございま

すが、毎日常時掲揚している学校は少なく、行事掲揚が中心であるというのが実情でございま

す。

ご提案の市旗の掲揚につきましては、そもそも市内の多くの学校で市旗そのものを保有して

いない状況にあり、加えて、掲揚ポールの数や設置場所、金具の状況など、常時掲揚を行うた

めの設備が十分でない学校もあることから、現時点で全校一律の掲揚を行うことは、難しい状

況でございます。

中央に国旗、左、市旗、右、校旗の掲揚は、式典の慣例として妥当なものであることは認識

しておりますが、これを常時掲揚として統一する場合には、市旗の準備、掲揚設備の改修、維

持管理、さらには、学校現場の運用負担など、整理すべき課題が多くございます。そのため、

本市としましては、常時掲揚の導入の可否につきましては、学校の意見、設備状況、費用面を

踏まえて今後の検討課題として考えております。引き続き国旗・校旗・市旗の掲揚について、

法令の趣旨と学校教育の目的に照らし、適切な運用が図られるよう取り組んでまいります。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 私からは、教育長の教育行政についての中で、具同小学校の校

舎及び体育館の新築移転につきましてご答弁を申し上げます。

具同小学校は、市立小学校のうち、通学児童数が最も多い学校となっておりますが、休校を

除く小学校のうち、最も古い校舎と体育館を使用しており、その老朽化の状況も他の学校に比

べ進行していると認識をしているところでございます。

また、学校施設の整備には、多くの予算が必要となりますので、令和３年３月に策定いたし

ました四万十市学校施設長寿命化計画に基づきまして予算の平準化を図りながら、学校施設の

築年数や劣化状況、過去の改修状況や再編計画における位置づけ等を総合的に考慮し、優先順

位をつけた上で計画的に整備することとしております。

校舎及び体育館を改築するのか、それとも長寿命化改修とするのかにつきましては、耐力度

調査をした上で判断することとなりますが、具同小学校の整備は、本計画に基づくと優先順位

が高いものとなっておりますので、教育委員会といたしましても、早期に着手できるよう、財

源確保に向け引き続き市長部局と協議してまいりたいと考えております。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡真一議員。

■８番（上岡真一） 各部署また市長、教育長等々からの答弁、どうもありがとうございまし

た。

２回目の質問を行いたいと思います。



- 219 -

まず最初に、市長の政治姿勢についての少子化対策ですが、市長の答弁、様々な政策等やっ

ていますので、ここは了としたいと思いますが、先々月10月24日の高知新聞に、日本診断と題

して掲載されていた記事ですが、政府は地方創生2.0を加速するため、内閣府に地方創生伴走

支援制度を設け、複数の国の職員が、現在の職務を担いつつ、チームで人口規模10万人未満の

市町村を担当し、職務経験を生かして地域課題の把握や施策・立案等の助言を伴走して行うと

ありましたが、本市でもというよりも市長は、国に強力な力を持っていると思われますので、

地方創生伴走支援制度の活動に賛同し、指導・助言を求めるべきだと思いますけれど、答弁を

求めます。

太陽光パネルの廃棄問題について、環境生活課長から答弁いただきました。

４つの答弁、１番目の場所の確保というところはしているということで、ありがたいことな

んですけれど、あとの３つは、四万十市独自で施策等をつくって計画を練っていくことは、な

かなか難しいと思いますので、この点１点の場所の確保ということを了として、あとは、私自

身もう少し勉強させていただきたいということで、了とさせていただきます。

ネーミングライツの導入ですが、やはり企業を募るべきだと思っています。特にトンボ自然

公園や郷土博物館などには、予算をかけているにもかかわらず、ぱっとしない、昨日の答弁で

費用対効果、効果のほうは、郷土博物館はあるというふうな答弁もあったように伺いましたけ

れど、特にトンボ自然公園は、足のところが下が腐ったりだとか、今から直さなければならな

い点等々ありますので、そういうところを鑑みると、やはりここにとんでもない東京都等の県

外の企業が四万十市に目をつけて、蔦屋書店なんかが四万十市のトンボ公園あそこに、蔦屋ト

ンボ公園というふうにネーミングパートナーになってもらえれば、その工事費くらいは、すぐ

浮くような費用が歳入されるかもしれませんので、導入計画というのは検討していただきたい

と思いますので、再度これは市長の国との肌感覚で答弁をいただきたいと思います。

市民の定住対策について、もう少し調べれば恥ずかしい目に遭わなかったと思いましたが、

というのは、この台数が要るというようなことまで調べていませんでしたので、四万十川のナ

ンバープレートの導入ということは、これは100％無理かなと思いますので、四万十市民の定

住ということについて私ももう少し勉強して、３月の一般質問で質問をさせていただきたいと

思います。これも了とさせていただきます。

四万十市の市役所前の国旗・市旗については、ポールに今日も掲げていただいていました。

安全旗については、なかなか難しいということですので、安全旗のほうはよしとしまして、国

旗・市旗は日々掲げていただきたいとお願いをしまして、了とさせていただきます。

激減する少子化の中での学校政策の複式学級ということについて、やはり少人数制と言うて

も、ふだん考えたら、ここでもあったように、20人から30人までの間が、世間って言ったら失

礼ですけど、常識的な小規模学級ながです。これが全校生徒が十何人で小規模校と言うたら、

極端に言うたら、１年生から６年まで同じ教室で出て、一人の教師が寺子屋みたいにせれと言
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うたら、本当はできんがですけれど、そういうふうな規模じゃないですか、十何人。全校生徒

が十何人。それに伴って具同小学校は400人、この違い、やはり学校の教育環境が、どういう

環境が一番ベストなのかということを今から議論していくべきだとやっぱし思います。自分は、

田舎の中村高校から柔道部、10人以上いるチーム、おりませんでした。それが日本体育大学へ

行ったら160人部員がおって、もう目ん玉が飛び抜けました。その中からレギュラーを取ると

いうのは、団体戦で９人、個人戦で１人、もう大学のメンバーに選ばれるというだけでも熾烈

な練習をして熾烈な校内試合をして日体大のユニホームで試合に行けるということをみんな夢

に見て頑張っていました。やはりそういうことも教育活動の一環と思いますけど、少人数がい

いというのもいいかもしれませんけれど、やはり子供たちというのは社会に出て飯を食わない

かんがですから、社会に出ていくための教育は何かということを再度議論をしていただいて、

複式学級のことも加味しながら、今からの学校経営・運営をお願いしたいと思います。

具同小学校の新築等については、先ほど学校教育課長からよい答弁をいただきました。優先

順位も上のほうであると、また築46年の古い学校であるので、早急に計画していただきたいと

いう希望もありますし、行くというふうな答弁もいただいておりますので、了とさせていただ

きます。

最後の国旗・校旗・市旗についてですけど、やはり国旗は、その国の国民のいで立ち、価値

観、国土、そして国の誇りを象徴するものであり、校旗は、その学校の存在を示す目印でもあ

り、学校への所属意識や母校への誇り、愛情を育む求心力を持つ重要な物品でありますので、

日々掲げるのが望ましいと私は思っていますが、学校にポールがないようなところもあるとか

お聞きしていますが、やはり特に学校行事等では、必ず掲揚していただいておりますので、安

心していますが、今日議員控室から見ると、中村中学校はど真ん中に国旗を張って、右に校旗

を張っています。中村小学校は、右に国旗で左に校旗を、真ん中を抜いていました。校長の考

えと思いますけれど、市旗はなかなか難しいということですけれど、掲げれる学校がある、

ポールがあるというところであれば、教育現場には、私は必要不可欠な旗であるというふうに

認識をしておりますので、その点も学校の中で協議をしながら、何がベストであり、ベターな

のか考えていただきたいと思います。これもお願いですので、了としたいと思います。市旗の

ことについては、了としたいと思います。

以上で２回目の質問を終わります。

■議長（宮﨑 努） 山下市長。

■市長（山下元一郎） それでは、２回目の質問につきましてお答えさせていただきます。

地方創生伴走支援制度につきましてご言及いただきました。

こちらにつきましては、人口減少や地域課題に対して専門的な知識を生かして自治体に寄り

添った支援を受けられる有効な制度であるというふうに認識をしておりまして、本市において

も、少子化対策のみならず、地域経済の活性化や移住・定住といったそういったところ、複合
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的な課題に対して効果的な取組を進めるために外部の人材の知見であるとか、意見・ノウハウ

を活用することは、非常に重要なことだと考えますので、同制度を含めて本市の課題解決に向

けてしっかりと積極的に検討を進めていきたいというふうに考えております。

それから、ネーミングライツのほうについてもお答えさせていただきます。

ネーミングライツによって得られた収入は、本当に設備やサービスの充実などで、特に都会

の先ほど例に出していただきましたけども、そういった方々に支援していただければ、そう

いったことは効果的ということとは思うところでございます。今から導入に向けていろいろ調

べていくところではございますけれども、なかなか四万十市ということで、ネーミングはあり

ますけれども、実際利用者が少ないところとか、そういったところにつきまして、なかなかど

こまで支援いただけるかっていうこともありますので、そういったところに関しましては、

しっかりとＰＲしていくということを考えたいと思います。

また、一定他団体の事例で、なかなか反発があるような部分もありましたので、例えばしま

んとぴあのように公募したような施設でありますとか、そういったところであると、やはりそ

れは大切にするべきというようなところもありますので、四万十市内にあるそういった施設の

中で有効に使える部分をしっかりと洗い出した上で、外に対してそういったことも取り組んで

いきたいというふうに思います。どうもありがとうございます。

■議長（宮﨑 努） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） ２回目の教育環境についてお答えをします。

適切な教育環境で、先ほど議員が言われたのでいくと、なかなか小学校はかなりなくなって

しまいます。複式学級は、やっぱり法的に認められている以上、あるいは教育効果がある、そ

れから地域の存続の要望が高い等々、いろんな意見があると思います。

また、教育委員会のほうでも、適正な人数というのははっきりと出せないんですけど、教育

的な効果とか、特に子供の数があまり少なくなると、対話的な学びとかというのを通じて深い

学びになることが少なくなる可能性はあります。それと、教員配置数がぐっと減ってしまって、

教員がいない、１人か２人しかいないような状況になってくると、果たして教育的効果という

のがあるかどうか、これもまた懸念される事項だと思います。今後も教育的環境、子供たちに

とってどういう状態が一番いい状態なのか、最もいい状態に近いのはどういう状態なのかとい

うのを検討しながら、また地域や保護者の方とも意見交換をしながら、考えていきたいと思い

ます。

以上でございます。

■議長（宮﨑 努） 上岡真一議員。

■８番（上岡真一） 最後に市長、教育長からすばらしいまとめの意見がいただけましたので、

３回目の質問はしなくて、これで私の一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。
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■議長（宮﨑 努） 以上で上岡真一議員の質問を終わります。

小休にいたします。

午後３時10分 小休

午後３時11分 正会

■議長（宮﨑 努） 正会にいたします。

先ほど一般質問の終了宣言をしておりませんので、以上で一般質問を終了いたします。

続いて、ただいま「第41号議案」から「第52号議案」までが提出されました。

お諮りいたします。

「第41号議案」から「第52号議案」までを日程に追加し、一括議題といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、「第41号議案」から「第52号議案」ま

でを日程に追加し、議題とすることに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 直ちに提案理由の説明を求めます。

山下市長。

■市長（山下元一郎） それでは、本日追加提案いたしました議案の提案理由を説明をさせて

いただきます。

追加提案しました議案は、令和７年人事院勧告の趣旨に沿って、一般職員及び特別職等の給

与費の改定並びに令和７年11月21日に閣議決定された強い経済を実現する総合経済対策を踏ま

えた物価高対応子育て応援手当に係る補正予算並びに給与改定に関する条例改正をお願いする

ものでございます。

国家公務員の人事院勧告の取扱いにつきましては、11月11日に閣議決定された後、国におけ

る給与法の改定等が本定例会開会日以降となったこと、また物価高対応子育て応援手当につき

ましては、現在国会で強い経済を実現する総合経済対策に関連する補正予算案が審議されてい

るところでありますが、国の補正予算成立後に速やかに支給に係る準備を進められるよう、本

日追加提案させていただいたものでございます。

まず、「第41号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について」でござい

ます。

一般会計補正予算書をお願いいたします。

それでは、１ページをお開き願います。

歳入歳出予算の補正でございますが、２億1,562万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

264億8,203万円とするものでございます。

今回の補正予算では、先ほど申しましたとおり、令和７年人事院勧告の趣旨に沿って、一般
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職員及び特別職等の給与費並びに物価高対応子育て応援手当の支給に係る経費の補正を行うも

のでございます。

次の繰越明許費の補正につきましては、５ページをお願いいたします。

第２表でございます。物価高対応子育て応援手当について支給に当たっては、原則プッシュ

型を想定していますが、令和７年10月１日から令和８年３月31日までに生まれる児童の父母等

も対象となるため、申請が必要になる方もいらっしゃいます。申請時期により年度内の支給完

了が見込めないことから、繰越しをお願いするものでございます。

続きまして、19ページをお願いいたします。

３款民生費、２項12目物価高対応子育て応援手当給付費におきまして、長期化する物価高の

影響を強く受けている子育て世帯を支援するため、０歳から高校生年代までの子供１人当たり

２万円を支給する物価高対応子育て応援手当8,659万8,000円をお願いしております。当該事業

につきましては、全額が国費で賄われますので、９ページ、歳入、15款国庫支出金に歳出に見

合う額を計上しております。

次に、「第42号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３号）に

ついて」から「第50号議案、令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について」

までの補正予算でございますが、さきの一般会計補正予算と同様、人事院勧告の趣旨にのっ

とって、一般職員等の給与費の補正を行っております。

次に、追加議案書12ページをお願いいたします。

「第51号議案、四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」でございま

す。

補正予算の説明でも申し上げましたが、令和７年の人事院勧告の趣旨に沿って、職員の期末

勤勉手当の支給割合及び給料表等について所要の改正を行うものでございます。

次に、24ページをお願いいたします。

「第52号議案、四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び四万十

市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例」でございます。

こちらにつきましても、先ほど申し上げましたとおり、令和７年の人事院勧告の趣旨に沿っ

た一般職員の期末勤勉手当の改正に伴い、市長・副市長・教育長及び市議会議員の期末手当の

支給割合について所要の改正を行うものでございます。

以上で追加提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で提案理由の説明を終わります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

明日12日の日程は、提出議案等に対する質疑、委員会付託、予算決算常任委員会であります。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。
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午後３時15分 散会



 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年12月12日（金） 第15日 

 

本   会   議 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      12月13日（土）第16日 

                      12月14日（日）第17日 

                      12月15日（月）第18日 

                      12月16日（火）第19日 

 

休 会 
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令和７年12月四万十市議会定例会会議録（第15日）

令和７年12月12日（金）

■議事日程

日程第１ 第１号議案から第52号議案まで

第１号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について

第２号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２

号）について

第３号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第４号）について

第４号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）に

ついて

第５号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について

第６号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２

号）について

第８号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について

第９号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）について

第10号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について

第11号議案 四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要

する費用の公費負担に関する条例

第12号議案 四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例

第13号議案 四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

条例

第14号議案 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例

第15号議案 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例

第16号議案 幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例

第17号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第18号議案 四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正す

る条例

第19号議案 四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正す

る条例
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第20号議案 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例

第21号議案 四万十市道路線の廃止について

第22号議案 四万十市道路線の認定について

第23号議案 四万十市道路線の認定について

第24号議案 宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更することについて

第25号議案 宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第26号議案 宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第27号議案 宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第28号議案 辺地総合整備計画を定めることについて

第29号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市防災セン

ター）

第30号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市天体観測施設）

第31号議案 公の施設の指定管理者の指定について（環境・文化センター四

万十楽舎）

第32号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市老人憩の家）

第33号議案 公の施設の指定管理者の指定について（生活改善センター等）

第34号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立富山地区集

会所）

第35号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営農飲雑用水

施設）

第36号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立具同地区集

会所）

第37号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市ふれあいの館

「星羅四万十」）

第38号議案 公の施設の指定管理者の指定について（新安並温泉スタンド）

第39号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市都市公園及び

市立公園）

第40号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営食肉セン

ター）

第41号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について
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第42号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３

号）について

第43号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第５号）について

第44号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）に

ついて

第45号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について

第46号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）に

ついて

第47号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３

号）について

第48号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について

第49号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について

第50号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第51号議案 四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第52号議案 四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改

正する条例

所管事項の調査（令和７年９月定例会より継続調査）

（質 疑）

（委員会付託）

■本日の会議に付した事件

日程第１ 質疑、委員会付託

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努

欠席議員（なし）

出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 山 下 元一郎 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 安 岡 栄 治
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企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 武 田 千 尋 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 横 山 昌 之 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 遠 近 由 幸 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 津 野 智 宏 上下水道課長 岡 村 速 人

会計管理者兼会計課長 中 田 智 子 市民病院事務局長 金 子 雅 紀

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 松 田 文 雄

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 佐 川 徳 和 西土佐診療所事務局長 田 村 典 義地域企画課長
選挙管理委員会産業建設課長 竹 本 志 郎 濱 田 武事 務 局 長

農林水産課副参事 宮 﨑 勝 也

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 戸 田 卓 宏
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午前10時０分 開議

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第１、「第１号議案」から「第52号議案」まで及び９月定例会より

継続調査の所管事項調査、以上の案件を一括議題といたします。

これより以上の議案及び各委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑者は挙手により議長の許可を得て発言願います。

質疑者はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） 質疑なしと認めます。よって、これにて質疑を終了いたします。

これより議案の委員会付託を行います。

お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案については、付託表に記載のとおりそれぞれの所管常任

委員会に付託することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、付託表に記載のとおりそれぞれの所管

常任委員会に付託することに決しました。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

この後、予算決算常任委員会審査、13日、14日は土曜日、日曜日、15日は午前10時から総務

常任委員会、午前11時から教育民生常任委員会、午後１時から産業建設常任委員会審査、16日

は委員会審査結果の取りまとめのため休会、17日水曜日午前10時会議を開きます。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。

午前10時１分 散会



 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年12月17日（水） 第20日 

 

本   会   議 
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令和７年12月四万十市議会定例会会議録（第20日）

令和７年12月17日（水）

■議事日程

日程第１ 第１号議案から第52号議案まで

第１号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について

第２号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２

号）について

第３号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第４号）について

第４号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）に

ついて

第５号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について

第６号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２

号）について

第８号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について

第９号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）について

第10号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について

第11号議案 四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要

する費用の公費負担に関する条例

第12号議案 四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例

第13号議案 四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

条例

第14号議案 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例

第15号議案 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例

第16号議案 幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例

第17号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第18号議案 四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正す

る条例

第19号議案 四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正す

る条例
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第20号議案 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例

第21号議案 四万十市道路線の廃止について

第22号議案 四万十市道路線の認定について

第23号議案 四万十市道路線の認定について

第24号議案 宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更することについて

第25号議案 宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第26号議案 宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第27号議案 宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて

第28号議案 辺地総合整備計画を定めることについて

第29号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市防災セン

ター）

第30号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市天体観測施設）

第31号議案 公の施設の指定管理者の指定について（環境・文化センター四

万十楽舎）

第32号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市老人憩の家）

第33号議案 公の施設の指定管理者の指定について（生活改善センター等）

第34号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立富山地区集

会所）

第35号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営農飲雑用水

施設）

第36号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市立具同地区集

会所）

第37号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市ふれあいの館

「星羅四万十」）

第38号議案 公の施設の指定管理者の指定について（新安並温泉スタンド）

第39号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市都市公園及び

市立公園）

第40号議案 公の施設の指定管理者の指定について（四万十市営食肉セン

ター）

第41号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について
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第42号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３

号）について

第43号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第５号）について

第44号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）に

ついて

第45号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について

第46号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）に

ついて

第47号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３

号）について

第48号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について

第49号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について

第50号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第51号議案 四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第52号議案 四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改

正する条例

（各委員長報告、質疑）

日程第２ 所管事項の調査（令和７年９月定例会より継続調査）

（全員協議会）

（討論、採決）

■本日の会議に付した事件

日程第１から日程第２まで

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 18番 宮 﨑 努

欠席議員

17番 川 村 一 朗

出席要求による執行部側出席者職氏名
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市 長 山 下 元一郎 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 安 岡 栄 治

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 武 田 千 尋 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 横 山 昌 之 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 遠 近 由 幸 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 津 野 智 宏 上下水道課長 岡 村 速 人

会計管理者兼会計課長 中 田 智 子 市民病院事務局長 金 子 雅 紀

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 松 田 文 雄

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 佐 川 徳 和 西土佐診療所事務局長 田 村 典 義地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 戸 田 卓 宏
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午前10時０分 開議

■議長（宮﨑 努） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

欠席の届けが参っております。川村一朗議員、家事都合のため欠席、以上のとおりご報告い

たします。

岡本学校教育課長より、12月11日の寺尾真吾議員の一般質問に対する答弁に関し訂正の申出

がありますので、お聞き取り願います。

岡本学校教育課長。

■学校教育課長（岡本寿明） 発言の訂正をお願いいたします。

12月11日の寺尾議員の一般質問に対するご答弁の中で、令和７年度就学援助に係る給食費の

当初予算について、「3,189万4,500円」と申し上げるべきところを「3,194万4,500円」と答弁

しておりました。おわび申し上げますとともに、発言の訂正をお願いいたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で発言訂正の説明を終わります。

議長において、発言訂正の説明のとおり訂正することにいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） 日程第１、「第１号議案」から「第52号議案」までを一括議題といたし

ます。

以上の案件に関し、各委員長の報告を求めます。

先に、寺尾真吾予算決算常任委員長。

■予算決算常任委員長（寺尾真吾） おはようございます。

それでは、予算決算常任委員長報告を行います。

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案20件について、12月12日に委員会を

開催し審査を行いましたので、その結果についてご報告いたします。

まず、「第１号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について」関係各課

から説明を受け、審査を行いました。

主なものは、職員及び会計年度任用職員の給与費の見直しのほか、帯状疱疹ワクチンも含め

た予防接種委託料の年間見直しによるものや市立墓地城北霊園の未使用地返還に伴う永代使用

料等の還付金の補正、食材等の価格高騰により単価を１食50円増額するための給食材料費の見

直し等の補正であるとの説明がございました。

繰越明許費補正については、変更が２件、追加が７件で、国の交付金の内示額の減額により

事業規模の縮小の見直しが必要となり、施工範囲・施工時期の再検討に時間を要したため、年

度内完了が見込めなくなったものや補助決定後や地方債承認後の実施となるため、年度内完了

が見込めない事業等とのことでございました。

債務負担行為補正については、追加が18件で、このうちふるさと納税業務に要する経費は、

専門的な知識を有する事業者へ委託し、本業務の効果的な運用、寄附金の増加や地場産品の販
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路拡大を図るもので、新たな体制整備に向け、今年度内に委託事業者を選定するためのもので、

その他としては、令和８年度からの円滑な事業実施に向け、業務委託契約を締結するものなど

であるとのことでございました。

委員から、「帯状疱疹ワクチンの接種状況は。」との質疑があり、執行部から、「９月時点

での接種率は13.7％であるが、当初の見込みである33％程度までは伸びていくと考えてい

る。」との答弁がございました。

また、委員から、「返還される城北霊園の新たな貸付けはいつから募集するのか。」との質

疑があり、執行部から、「来年１月28日発行の広報しまんと２月号で募集し、２月中旬に締め

切って抽せんを行い、４月１日からの許可となるよう進めたいと考えている。」との答弁がご

ざいました。

その他様々な質疑や意見が出され、執行部より答弁を受け、慎重に審査した結果、適当と認

め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第２号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２号）に

ついて」、「第３号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第４

号）について」、「第４号議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）

について」、「第５号議案、令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について」、

「第６号議案、令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）について」、

「第７号議案、令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２号）について」、

「第８号議案、令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について」、「第９号議

案、令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）について」、「第10号議案、令和

７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について」の９議案についても、一般会計補

正予算（第３号）と同様の職員給与費等の見直しによるもののほか、令和７年度の税制改正に

伴う介護保険業務システム改修に要する経費や土佐くろしお鉄道の経営助成の年間見込みによ

る見直しなどで、審査の結果、適当と認め、全会一致でそれぞれ原案のとおり可決すべきもの

と決しました。

次に、追加議案として提出された「第41号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第

４号）について」関係各課から説明を受け、審査を行いました。

人事院勧告の趣旨に沿って、一般職員及び特別職員等の給与費並びに物価高対応子育て応援

手当の支給に係る経費の補正を行うものとの説明がございました。

委員から、「物価高対応子育て応援手当の支給時期は。」との質疑があり、「２月中旬をめ

どに進めていきたい。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

また、「第42号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３号）に

ついて」、「第43号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第５
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号）について」、「第44号議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）

について」、「第45号議案、令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について」、

「第46号議案、令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）について」、「第

47号議案、令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３号）について」、

「第48号議案、令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について」、「第49号議

案、令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について」、「第50号議案、令和

７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について」も人事院勧告の趣旨に沿って、一

般職員等の給与費の補正を行うもので、審査の結果、適当と認め、全会一致でそれぞれ原案の

とおり可決すべきものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で予算決算常任委員長報告を終わります。

続いて、瀨正明総務常任委員長。

■総務常任委員長（瀨正明） 総務常任委員長報告を行います。

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案11件につきまして、12月15日に委員

会を開催しましたので、その結果についてご報告いたします。

まず、「第11号議案、四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要する費

用の公費負担に関する条例」について選挙管理委員会事務局から説明を受け、審査を行いまし

た。

これまで市議会議員及び市長選挙における選挙運動用ポスターの作成のみを公費負担の対象

としていたが、これに加え、選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ビラの作成に関する経費

についても公費負担とするため、新たに条例を制定するものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第17号議案、四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例」につ

いて企画広報課から説明を受け、審査を行いました。

四万十市デマンド交通の八束線については、停留所及び定められた運行経路上でしか乗り降

りできない運行となっているが、他のデマンド交通運行地域と同様に、自宅付近までの送迎を

可能とする区域運行に改めるもの、また奥屋内へき地出張診療所の廃止に伴い、当条例に記載

されている奥屋内へき地出張診療所の文言を削除するものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第24号議案、宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変

更することについて」、「第25号議案、宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定

の一部を変更することについて」、「第26号議案、宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に

関する協定の一部を変更することについて」、「第27号議案、宿毛市及び黒潮町との定住自立

圏の形成に関する協定の一部を変更することについて」の４議案について企画広報課から説明
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を受け、審査を行いました。

四万十市と宿毛市を中心市として、圏域内の人口定住を促進するため、生活機能の強化、結

びつきやネットワークの強化、圏域マネジメント能力の強化を大きな３つの柱とする協定を締

結して事業を推進しているところだが、今回生活機能の強化の中の産業振興の取組分野に、新

食肉センターを核とする畜産振興と雇用の場の維持拡大を追加するものとの説明がございまし

た。

委員から、「畜産業がない自治体との協定で、さらなる畜産業の振興に取り組むということ

には違和感がある。」との質疑に対し、「圏域内にはあり、圏域内で取り組むことで、地域全

体での定住促進や雇用創出につなげていく趣旨である。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致でそれぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第28号議案、辺地総合整備計画を定めることについて」財政課から説明を受け、審

査を行いました。

令和２年12月議会において承認を受け策定した現在の辺地総合整備計画が今年度末をもって

終了となるが、辺地地域の生活水準の向上を図るためには、継続して公共施設整備を推進して

いく必要があることから、それらの事業実施に当たり有利な起債である辺地対策事業債を活用

するため、来年度から令和12年度までの５か年を期間とした新たな辺地総合整備計画を策定す

るもので、計画策定に必要な県知事との協議は、11月25日付で異存なしとの回答を得ていると

の説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第29号議案、公の施設の指定管理者の指定について」地震防災課から説明を受け、

審査を行いました。

管理を行わせる施設は、四万十市防災センターで、本年度末をもって指定期間が満了となる

ことから、次期指定管理者を指定することについて議決を求めるもので、次期候補者は、現在

の指定管理者である公益財団法人四万十市公園管理公社で、新たな指定期間は、令和８年４月

１日から令和13年３月31日までの５年間となるとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第14号議案、四万十市行政組織条例の一部を改正する条例」について総務課から説

明を受け、審査を行いました。

来年度からの市の組織の改編のため、新たな課の設置などについて所要の改正を行うもので、

主な改編の趣旨は、市長公約の実現に向けた体制の強化、企画広報課の規模の適正化、政策推

進機能の強化と財政基盤の両立、住宅専門部門の設置による市民サービスの向上、建築士の集

約配置による知識経験の継承機会の確保、非常時の防災対応力の強化などであるとの説明がご

ざいました。

委員から、「過去の機構改革に逆行するようなものになっていないか。」との質疑があり、
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「過去にも様々な議論があったものだと考えるが、現在の社会情勢や諸課題を踏まえた上で、

より的確に対応できる庁内組織を考慮して再編をするものである。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第51号議案、四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」につ

いて総務課から説明を受け、審査を行いました。

令和７年の人事院勧告の趣旨に沿って、四万十市一般職員の給与に関する条例等、関連する

４つの条例について、職員の給料表・期末勤勉手当等について所要の改正を行うものとの説明

がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第52号議案、四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び

四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例」について総務課から説明

を受け、審査を行いました。

令和７年の人事院勧告の趣旨に沿った一般職員の期末勤勉手当の改正に伴い、市長・副市

長・教育長及び市議会議員の期末手当の支給割合について所要の改正を行うものとの説明がご

ざいました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で総務常任委員長報告を終わります。

続いて、山下幸子産業建設常任委員長。

■産業建設常任委員長（山下幸子） 産業建設常任委員長報告を行います。

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案13件につきまして、12月15日に委員

会を開催しましたので、その結果についてご報告をいたします。

まず、「第15号議案、四万十市と畜場条例の一部を改正する条例」について農林水産から説

明を受け、審査を行いました。

令和８年４月１日から、四万十市営食肉センターの管理運営を指定管理者によるものへ移行

するため所要の改正を行うもの。一般社団法人四万十食肉公社が、新食肉センター建て替え工

事の請負契約を９月に締結しており、新食肉センターの設置運営主体となることが確定したこ

とから、現センターについても、より効率的かつ効果的な管理運営を目指して指定管理者制度

へ移行するものとのことでございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第16号議案、幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例」について観光商工課から説明を受け、審査を行いました。

食品等の持続的な供給を実現するための食品等事業者による事業活動の促進及び食品等の取

引の適正化に関する法律及び卸売市場法の改正に伴い、本条例に掲げるべき事項の追加が生じ
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るため条例の改正を行うものとのことでございました。

委員から、「公表の仕方は。」との質疑があり、執行部から、「ホームページでの公表を想

定している。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第21号議案、四万十市道路線の廃止について」まちづくり課から説明を受け、審査

を行いました。

当該路線については、団地造成時に整備されたものであり、現在は認定のみで供用開始され

ていない状況である。当初、隣接地への接続のために設定された地番を終点としていたが、現

在は隣接所有者がこの土地を取得し、市道としての独立した必要性がなくなったため、一旦市

道を廃止し、改めて認定させていただく内容になっているとのことでございました。

委員から、「この部分の水道管はどうなっているのか。」との質疑があり、執行部から、

「終点部分までは市で整備しており、今回の廃止に伴い、申請者がこの部分の撤去を行う事前

協議が調っている。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第22号議案、四万十市道路線の認定について」まちづくり課から説明を受け、審査

を行いました。

当該路線については、「第21号議案」で廃止した後、終点部分の地番を変更して再認定する

もの。隣接地の所有者・利害関係者・区長との協議では、同意・了承をいただいているとのこ

とでございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第23号議案、四万十市道路線の認定について」まちづくり課から説明を受け、審査

を行いました。

当該路線については、新たに認定するもので、宅地開発行為により、四万十市土地環境保全

条例に基づく届出協議を経て設置された路線で、四万十市宅地開発要綱の規定により築造され

た道路であることと、複数の宅地への進入路としての役割を担うことが見込まれ、公共性が高

いこと、開発事業者との間で必要な手続が整っていることなどにより認定の判断をしたもの。

手続の状況については、届出・協議書類、設計図、管理に関する同意書等の確認は済んでいる

とのとこでございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第33号議案」、「第34号議案」、「第35号議案」、「第36号議案」、「第37号議

案」、「第38号議案」、「第39号議案」及び「第40号議案」の「公の施設の指定管理者の指定

について」執行部からそれぞれ説明を受け、審査を行いました。

これは、各指定管理者の指定期間が、令和８年３月末をもって満了となるため、その後の指

定管理者を指定すること、また新たに公の施設を指定管理による管理運営に移行することに伴
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う指定管理者の指定について議会の議決を求めるものとのことでございました。

「第38号議案」の新安並温泉スタンドの審査では、委員から、「指定期間が３年で、ほかの

施設と期間が異なる理由は。」との質疑があり、執行部から、「公の施設の指定管理者制度に

関する運用指針において、非公募で指定する場合は３年以内と定められているため。」との答

弁がございました。

審査の結果、それぞれ適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上のとおりご報告をいたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で産業建設常任委員長報告を終わります。

続いて、谷田道子教育民生常任委員長。

■教育民生常任委員長（谷田道子） 教育民生常任委員長報告を行います。

今期定例会において、委員会に付託を受けました議案８件につきまして、12月15日に委員会

を開催し審査を行いましたので、その結果についてご報告いたします。

まず、「第12号議案、四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例」及び「第13号議案、四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例」

について子育て支援課から説明を受け、審査を行いました。

乳児等通園支援事業、通称こども誰でも通園制度が、令和８年度から全国で本格実施される

ため、本市の保育施設でも実施できるように必要な事項を条例として定めるものである。

「第12号議案」は、保育所を認可する際の諸基準を定め、「第13号議案」は、サービス提供

者に市が給付費を支払う際の諸基準を定めるものであるとのことでございました。

委員から、「負担額・利用可能時間について。」質疑があり、執行部から、「標準的な負担

額は、１時間当たり300円で、利用可能時間は、１か月当たり10時間を上限としている。」と

の答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第18号議案、四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正する条

例」について環境生活課から説明を受け、審査を行いました。

今回の改正は、四万十川景観計画の改定に伴い、当該条例に規定している建築物・工作物の

撤去の届出や広告物の設置等の届出を削除するものとのことでございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第19号議案、四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条

例」について健康推進課から説明を受け、審査を行いました。

今回の改正は、第３条に規定する委員会の組織について、高知県知事の派遣する医師と記載

があるが、派遣ではなく、推薦となっているため、実務に合わせた改正を行うもの。また予防

接種健康被害調査委員会は、医学的な見地から調査を行うことを任務としていることから、幡

多福祉保健所職員を、医師が任命されている幡多保健所長へ改めるものとのことでございまし
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た。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第20号議案、四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例」について

西土佐診療所事務局から説明を受け、審査を行いました。

奥屋内へき地出張診療所について、地域住民の方々に対して説明会を開催し、廃止する方針

であることをお伝えし、ご理解を得ることができたので、今回設置条例は廃止するものとのこ

とでございました。

委員から、「機材等はどうするのか。」との質疑があり、執行部から、「使用できるものは、

西土佐診療所に移し、使用できないものは、処分を検討している。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第30号議案」、「第31号議案」及び「第32号議案」の「公の施設の指定管理者の指

定について」執行部からそれぞれ説明を受け、審査を行いました。

これは、各指定管理者の指定期間が令和８年３月末をもって満了となるため、その後の指定

管理者を指定することについて議会の議決を求めるものとのことでございました。

それぞれ審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

■議長（宮﨑 努） 以上で教育民生常任委員長報告を終わります。

これにて各委員長報告を終わります。

これより各委員長の報告に対する質疑に入ります。

質疑者は挙手により議長の許可を得て発言願います。

質疑者はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） 質疑なしと認めます。よって、各委員長の報告に対する質疑を終了いた

します。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） お諮りいたします。

日程第１に日程第２を追加し、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、日程第１に日程第２を追加し、一括議

題といたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（宮﨑 努） お諮りいたします。

これより意見調整のため全員協議会を開きたいと思います。これにご異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、これより意見調整のため、全員協議会

を開きます。

本会議を暫時休憩いたします。

午前10時32分 休憩

午前11時30分 再開

■議長（宮﨑 努） 休憩前に引き続き会議を開きます。

お諮りいたします。

調整済みの議案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、調整済みの議案については、討論を省

略し、直ちに採決することに決しました。

「第１号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について」、「第２号議案、

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２号）について」、「第３号議案、

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第４号）について」、「第４号

議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）について」、「第５号議案、

令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について」、「第６号議案、令和７年度四

万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）について」、「第７号議案、令和７年度四万

十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２号）について」、「第８号議案、令和７年度四

万十市水道事業会計補正予算（第２号）について」、「第９号議案、令和７年度四万十市下水

道事業会計補正予算（第２号）について」、「第10号議案、令和７年度四万十市病院事業会計

補正予算（第２号）について」、「第11号議案、四万十市議会議員及び四万十市長の選挙にお

ける選挙運動に要する費用の公費負担に関する条例」、「第12号議案、四万十市乳児等通園支

援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」、「第13号議案、四万十市特定乳児等通園

支援事業の運営に関する基準を定める条例」、「第14号議案、四万十市行政組織条例の一部を

改正する条例」、「第15号議案、四万十市と畜場条例の一部を改正する条例」、「第16号議案、

幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」、「第17号議案、

四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例」、「第18号議案、四万十市四

万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正する条例」、「第19号議案、四万十市予防接

種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例」、「第20号議案、四万十市奥屋内へき

地出張診療所設置条例を廃止する条例」、「第21号議案、四万十市道路線の廃止について」、

「第22号議案、四万十道路線の認定について」、「第23号議案、四万十市道路線の認定につい

て」、「第24号議案、宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更



- 244 -

することについて」、「第25号議案、宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の

一部を変更することについて」、「第26号議案、宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更することについて」、「第27号議案、宿毛市及び黒潮町との定住自立圏

の形成に関する協定の一部を変更することについて」、「第28号議案、辺地総合整備計画を定

めることについて」、「第29号議案」、「第30号議案」、「第31号議案」、「第32号議案」、

「第33号議案」、「第34号議案」、「第35号議案」、「第36号議案」、「第37号議案」、「第

38号議案」、「第39号議案」、「第40号議案」の12議案は、「公の施設の指定管理者の指定に

ついて」、「第41号議案、令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について」、「第

42号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３号）について」、

「第43号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第５号）につい

て」、「第44号議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）について」、

「第45号議案、令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について」、「第46号議案、

令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）について」、「第47号議案、令和

７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３号）について」、「第48号議案、令

和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について」、「第49号議案、令和７年度四

万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について」、「第50号議案、令和７年度四万十市病

院事業会計補正予算（第３号）について」、「第51号議案、四万十市一般職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例」、「第52号議案、四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及

び旅費に関する条例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例」、

以上52件を一括して採決いたします。

以上の案件の委員長報告はいずれも可決であります。委員長報告のとおり決することにご異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、以上52件の議案は委員長報告のとおり

可決いたしました。

次に、令和７年９月定例会より継続調査の所管事項について決定を行います。

所管事項の調査については、各常任委員長及び議会運営委員長から、委員会条例第39条の規

定により閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りいたします。

以上の各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査に付することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（宮﨑 努） ご異議なしと認めます。よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。

以上で今期定例会に付議されました事件は全て議了いたしました。
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閉会前に市長より挨拶の申出があります。お聞き取り願います。

山下市長。

■市長（山下元一郎） 令和７年12月市議会定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げま

す。

11月28日に開会いたしました本会議におきましては、補正予算10件、条例議案10件、その他

の議案20件、また追加議案12件につきまして慎重なご審議の上、それぞれ適切なご決定をいた

だきどうもありがとうございました。

一般質問をはじめ、各委員会でいただきましたご意見・ご提言を尊重し、今後も適切かつ迅

速な市政の執行に当たる所存でございます。

さて、本年、四万十市は、市制施行20周年という記念すべき節目を迎えました。これまで長

年ご尽力いただき支えてくださった市民の皆様に改めて心から感謝と敬意を表します。

また、20周年を記念し、４月10日に開催いたしました四万十市制施行20周年記念式典をはじ

め、年間を通して多くの記念事業やイベントが執り行われ、市民の皆様・関係団体の皆様から

多大なるご協力、温かいご支援を賜りました。この場をお借りしまして、深く感謝申し上げま

す。大変ありがとうございました。

これから四万十市が歩む５年・10年先の未来を見据えますと、取り組むべき課題は依然とし

て多くございますが、この節目を契機として改めて人口減少対策や地域経済の活性化、災害に

強いまちづくり等の課題に際し、より一層の覚悟を持って市政運営に臨んでまいります。議員

の皆様より賜りましたご指導・ご協力に改めて感謝申し上げますとともに、来年も引き続き安

心・安全で持続可能なまちづくりの実現に向け、ご理解とご協力をいただきますようよろしく

お願いを申し上げます。

最後になりましたが、寒さもこれから一段と深まってまいります。議員の皆様におかれまし

ては、ご自愛の上、よき新年を迎えられますとともに、市民の皆様にとりましても、よりよき

年となりますようご祈念いたしまして、閉会に当たってのご挨拶とさせていただきます。大変

お世話になりました。どうもありがとうございました。

■議長（宮﨑 努） 以上で市長の挨拶を終わります。

これにて、令和７年12月四万十市議会定例会を閉会いたします。

連日どうもご苦労さまでございました。

午前11時39分 閉会
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

四万十市議会議長

四万十市議会副議長

四万十市議会議員

四万十市議会議員
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令和７年12月定例会議案等付託表

１ 議案

付託委員会 議案番号 件 名

第１号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第
第２号議案

２号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
第３号議案

（第４号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）
第４号議案

について

第５号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について

令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１
第６号議案

号）について

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第
第７号議案

２号）について

第８号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）につ
第９号議案

予算決算常任委員会 いて

第10号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について

第41号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第
第42号議案

３号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
第43号議案

（第５号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）
第44号議案

について

第45号議案 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について

令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）
第46号議案

について

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第
第47号議案

３号）について

第48号議案 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について
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付託委員会 議案番号 件 名

令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）につ
第49号議案

予算決算常任委員会 いて

第50号議案 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に
第11号議案

要する費用の公費負担に関する条例

第14号議案 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例

第17号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の
第24号議案

一部を変更することについて

宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部
第25号議案

を変更することについて

宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部
第26号議案

総務常任委員会 を変更することについて

宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部
第27号議案

を変更することについて

第28号議案 辺地総合整備計画を定めることについて

公の施設の指定管理者の指定について
第29号議案

（四万十市防災センター）

第51号議案 四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

第52号議案 条例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部

を改正する条例

第15号議案 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例

幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を
第16号議案

改正する条例

第21号議案 四万十市道路線の廃止について

第22号議案 四万十市道路線の認定について
産業建設常任委員会

第23号議案 四万十市道路線の認定について

公の施設の指定管理者の指定について
第33号議案

（生活改善センター等）

公の施設の指定管理者の指定について
第34号議案

（四万十市立富山地区集会所）
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付託委員会 議案番号 件 名

公の施設の指定管理者の指定について
第35号議案

（四万十市営農飲雑用水施設）

公の施設の指定管理者の指定について
第36号議案

（四万十市立具同地区集会所）

公の施設の指定管理者の指定について
第37号議案

（四万十市ふれあいの館「星羅四万十」）
産業建設常任委員会

公の施設の指定管理者の指定について
第38号議案

（新安並温泉スタンド）

公の施設の指定管理者の指定について
第39号議案

（四万十市都市公園及び市立公園）

公の施設の指定管理者の指定について
第40号議案

（四万十市営食肉センター）

四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
第12号議案

定める条例

四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
第13号議案

る条例

四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正
第18号議案

する条例

四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正
第19号議案

教育民生常任委員会 する条例

第20号議案 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例

公の施設の指定管理者の指定について
第30号議案

（四万十市天体観測施設）

公の施設の指定管理者の指定について
第31号議案

（環境・文化センター四万十楽舎）

公の施設の指定管理者の指定について
第32号議案

（四万十市老人憩の家）
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委 員 会 審 査 報 告 書（№２）

令和７年12月12日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

予算決算常任委員長 寺 尾 真 吾

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

第１号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算
第２号議案 原案可決

（第２号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正
第３号議案 原案可決

予算（第４号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２
第４号議案 原案可決

号）について

令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）につ
第５号議案 原案可決

いて

令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第
第６号議案 原案可決

１号）について

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算
第７号議案 原案可決

（第２号）について

令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）に
第８号議案 原案可決

ついて

令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）
第９号議案 原案可決

について

令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）に
第10号議案 原案可決

ついて

第41号議案 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算
第42号議案 原案可決

（第３号）について
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議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正
第43号議案 原案可決

予算（第５号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３
第44号議案 原案可決

号）について

令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）につ
第45号議案 原案可決

いて

令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１
第46号議案 原案可決

号）について

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算
第47号議案 原案可決

（第３号）について

令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）に
第48号議案 原案可決

ついて

令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）
第49号議案 原案可決

について

令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）に
第50号議案 原案可決

ついて
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令和７年12月15日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

総務常任委員長  瀨 正 明

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運
第11号議案 原案可決

動に要する費用の公費負担に関する条例

第14号議案 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例 原案可決

四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正す
第17号議案 原案可決

る条例

宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協
第24号議案 原案可決

定の一部を変更することについて

宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の
第25号議案 原案可決

一部を変更することについて

宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の
第26号議案 原案可決

一部を変更することについて

宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の
第27号議案 原案可決

一部を変更することについて

第28号議案 辺地総合整備計画を定めることについて 原案可決

公の施設の指定管理者の指定について
第29号議案 原案可決

（四万十市防災センター）

四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正す
第51号議案 原案可決

る条例

四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関

第52号議案 する条例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条 原案可決

例の一部を改正する条例
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令和７年12月15日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

産業建設常任委員長 山 下 幸 子

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

第15号議案 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例 原案可決

幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一
第16号議案 原案可決

部を改正する条例

第21号議案 四万十市道路線の廃止について 原案可決

第22号議案 四万十市道路線の認定について 原案可決

第23号議案 四万十市道路線の認定について 原案可決

公の施設の指定管理者の指定について
第33号議案 原案可決

（生活改善センター等）

公の施設の指定管理者の指定について
第34号議案 原案可決

（四万十市立富山地区集会所）

公の施設の指定管理者の指定について
第35号議案 原案可決

（四万十市営農飲雑用水施設）

公の施設の指定管理者の指定について
第36号議案 原案可決

（四万十市立具同地区集会所）

公の施設の指定管理者の指定について
第37号議案 原案可決

（四万十市ふれあいの館「星羅四万十」）

公の施設の指定管理者の指定について
第38号議案 原案可決

（新安並温泉スタンド）

公の施設の指定管理者の指定について
第39号議案 原案可決

（四万十市都市公園及び市立公園）

公の施設の指定管理者の指定について
第40号議案 原案可決

（四万十市営食肉センター）
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令和７年12月15日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

教育民生常任委員長 谷 田 道 子

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
第12号議案 原案可決

準を定める条例

四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
第13号議案 原案可決

定める条例

四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を
第18号議案 原案可決

改正する条例

四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を
第19号議案 原案可決

改正する条例

第20号議案 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例 原案可決

公の施設の指定管理者の指定について
第30号議案 原案可決

（四万十市天体観測施設）

公の施設の指定管理者の指定について
第31号議案 原案可決

（環境・文化センター四万十楽舎）

公の施設の指定管理者の指定について
第32号議案 原案可決

（四万十市老人憩の家）
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令和７年12月12日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

総務常任委員長  瀨 正 明

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、委員会条例第39条の

規定により申し出ます。

記

調 査 事 項 １ 一般行政事務機構の研究について

２ 市財政内容並びに公有財産の管理運営について

３ 非常備消防施設の整備状況について

４ 南海地震対策、防災対策事業の推進について

理 由 議案審査の参考とするため
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令和７年12月12日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

産業建設常任委員長 山 下 幸 子

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、委員会条例第39条の

規定により申し出ます。

記

調 査 事 項 １ 商工業者の近代化促進について

２ 農林水産業振興の基礎調査について

３ 農林道等の整備状況について

４ 観光産業開発の基礎調査について

５ 市道等の維持管理について

６ 都市計画事業の推進について

７ 上水道事業の管理運営について

８ 下水道事業の推進について

理 由 議案審査の参考とするため
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令和７年12月12日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

教育民生常任委員長 谷 田 道 子

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、委員会条例第39条の

規定により申し出ます。

記

調 査 事 項 １ 教育施設の管理運営について

２ 環境衛生施設等の整備について

３ 病院事業の管理運営について

４ 福祉厚生施設の整備充実について

５ 保育事業の管理運営について

理 由 議案審査の参考とするため
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令和７年12月12日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

議会運営委員長 山 崎 司

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、委員会条例第39条の

規定により申し出ます。

記

調 査 事 項 １ 議会の運営について

２ 議会の会議規則、委員会条例等について

理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため
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議 決 結 果 一 覧 表

令和７年12月定例会提出議案

議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

１ 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第３号）について ７.12.17 原案可決

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２
２ 〃 〃

号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
３ 〃 〃

（第４号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）に
４ 〃 〃

ついて

５ 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について 〃 〃

令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計補正予算（第１号）
６ 〃 〃

について

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２
７ 〃 〃

号）について

８ 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について 〃 〃

９ 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第２号）について 〃 〃

10 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第２号）について 〃 〃

四万十市議会議員及び四万十市長の選挙における選挙運動に要
11 〃 〃

する費用の公費負担に関する条例

四万十市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
12 〃 〃

める条例

四万十市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
13 〃 〃

条例

14 四万十市行政組織条例の一部を改正する条例 〃 〃

15 四万十市と畜場条例の一部を改正する条例 〃 〃

幡多公設地方卸売市場の設置及び管理に関する条例の一部を改
16 〃 〃

正する条例

17 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃

四万十市四万十川の自然と風景を守り育む条例の一部を改正す
18 〃 〃

る条例
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議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

四万十市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正す
19 ７.12.17 原案可決

る条例

20 四万十市奥屋内へき地出張診療所設置条例を廃止する条例 〃 〃

21 四万十市道路線の廃止について 〃 〃

22 四万十市道路線の認定について 〃 〃

23 四万十市道路線の認定について 〃 〃

宿毛市及び土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一
24 〃 〃

部を変更することについて

宿毛市及び大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を
25 〃 〃

変更することについて

宿毛市及び三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を
26 〃 〃

変更することについて

宿毛市及び黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を
27 〃 〃

変更することについて

28 辺地総合整備計画を定めることについて 〃 〃

公の施設の指定管理者の指定について
29 〃 〃

（四万十市防災センター）

公の施設の指定管理者の指定について
30 〃 〃

（四万十市天体観測施設）

公の施設の指定管理者の指定について
31 〃 〃

（環境・文化センター四万十楽舎）

公の施設の指定管理者の指定について
32 〃 〃

（四万十市老人憩の家）

公の施設の指定管理者の指定について
33 〃 〃

（生活改善センター等）

公の施設の指定管理者の指定について
34 〃 〃

（四万十市立富山地区集会所）

公の施設の指定管理者の指定について
35 〃 〃

（四万十市営農飲雑用水施設）

公の施設の指定管理者の指定について
36 〃 〃

（四万十市立具同地区集会所）
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議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

公の施設の指定管理者の指定について
37 ７.12.17 原案可決

（四万十市ふれあいの館「星羅四万十」）

公の施設の指定管理者の指定について
38 〃 〃

（新安並温泉スタンド）

公の施設の指定管理者の指定について
39 〃 〃

（四万十市都市公園及び市立公園）

公の施設の指定管理者の指定について
40 〃 〃

（四万十市営食肉センター）

41 令和７年度四万十市一般会計補正予算（第４号）について 〃 〃

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第３
42 〃 〃

号）について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
43 〃 〃

（第５号）について

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第３号）に
44 〃 〃

ついて

45 令和７年度四万十市と畜場会計補正予算（第２号）について 〃 〃

令和７年度幡多中央介護認定審査会会計補正予算（第１号）に
46 〃 〃

ついて

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第３
47 〃 〃

号）について

48 令和７年度四万十市水道事業会計補正予算（第３号）について 〃 〃

49 令和７年度四万十市下水道事業会計補正予算（第３号）について 〃 〃

50 令和７年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について 〃 〃

51 四万十市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 〃 〃

四万十市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

52 例及び四万十市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改 〃 〃

正する条例
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令和７年９月定例会より継続の所管事項調査

委員
件 名 議決年月日 結 果

会名

総務 所管事項の調査 ７.12.17 継続調査

産建 所管事項の調査 〃 〃

教民 所管事項の調査 〃 〃

議運 所管事項の調査 〃 〃
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